
第 3章 調 査

E]ll■ NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

222 302住 一亜 1/8日 ～体 にぶい黄橙 有
04
白色、赤色粒子 ほぼ良好

口:ヘラ、ヨヨナデ 頸 :棒状工
具ヨヨナデ 体上 :ナデ ?

口 :ヨ コハケ?ナデ
体上 :ケズリ 図示

222 305住 不 1/3日～体 (10。 9) にぶい赤褐
粗、多0.5～ 10
長石 良好

口
体
,コナデ

222 不 2/3全位 橙
有02～ 05
白色粒子、石英 良好 ケズリ後 ミガキ 口 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ

222 不 1/4口 ～体 にぶい橙 多0.5～ 1.0
火山岩、小礫 良好

222 306住 内黒不 1/3日 ～体 にぶい黄橙 密、極少 ほぼ良好
口 :ヨ ヨナデ、ハケナデ
体 :ケ ズリ

ヨコミガキ カマド付近

222 内黒不 完形 黄灰 少、密 良好 ヨコミガキ コミガキ
ピ ッ ト19
図示

222 内黒不 4/5全位 にぶい橙 少
10
白色、赤色粒子 ほぼ良好

口 :ハ ケナデ 体 :手持ち
回転ヘラケズリ

ヨコミガキ 図示

222 内黒高不 ほぼ完形 橙
有0.3～ 08
長石 良好

上
ミ用昨コノ、ヶ

デ

ズ
裾

杯 :ミ ガキ 脚 :弱 いハケ
ケズリ 脚裾 :ヨ ヨナデ

ピ ッ ト5
図示

222 鉢 1/2節 (12,2) (13.9) にぶい橙
少0.3
白色粒子 良好

口 :ヨ コハケ 体 :ハ ケケ
ズリ後 ヨコミガキ

ユビオサエ後 ヨコミガキ 図示

222 長頸壺 1/3頸～肩 橙
０
．
石

少

長 良好
ガ
ガ

頸
体

頸 :タ テ ミガキ 体上 :タ
テヘラ 体中 :ユ ビオサエ

223 309住 不 2/5全位 浅黄橙 長石、石英 良好 ヨコミガキ コミガキ

223 不 ほぼ完形 橙
有02～ 05
長石、石英 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ
ヨコミガキ

口 :ヨ コナデ
体 :放射ナナメミガキ 図示

223 鉢 1/4回～体 (12。 6) 明赤褐 多02長石、
30礫 良好 口 :ナ デ 体 :ハ ケ

体 :タ テハケ

不 3/5全位 橙
有0.3～ 1.0
石英、赤色粒子 やや不良

頸
ズ

デ
‥
ナ
体

ヨ
エ
・サ

体デ
ズ
ナ
ケ
コ
デ
ヨ
ナ

」
ｍ 図示

高不 脚 (16。 8) (9.35) にぶい褐 有
02～ 1.0
白色粒子 良好

脚 :タ テミガキ
脚裾 :ヨ コミガキ

脚 :縦長 ヨコケズリ
脚裾 :ヨ コミガキ又はハケ

312住 小型不 4/5鈍 にぶい褐 多0.2～ 10
白色礫 良好 口 :ヨ コハケ 体 :ケ ズリ 口 :ヨ ヨナデ体 :ハ ケォサエ

223 甕 1/4口 ～肩 (19,0) 橙
粗、多0.5～ 40
小礫 良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ 口 :ナデ 体 :ケ ズリ カマド図示

315住 小型甕 1/5底 黒褐
多0.2～ 0.5
長石 ほぼ良好

ガテ
ズ

体
底 体 :ハ ケミガキ

一霊 1/5日縁 (18。 4) 橙
有0.2～ 0.5
長石 良好 口 :ナ デ 体 :弱 いハケ

223 317住 須恵不 ほぼ完形 灰
有0.3～ 2.0
石英、雲母

口
体
ロクロナデ
回転ヘラケズリ 図示

223 不 完形 明赤褐 粒
０
色

・３
赤

ヽ礫

０
石

ヽ

多
長
子

良 好
(黒斑 有 )

ヘラケズリ後ナデ ヨコミガキ

223 不 1/6口～体 (15.0) にぶい赤褐
有0.1～ 1.0
長石 ほぼ良好 ガ

ガ
ナ
ミ
ナ

ロ
体

回 :ヨ コミガキ
体 :ナナメミガキ

223 不 1/3節 (15.5)
外 :ラ li:〔 :::
内 :黄灰

有0.1～ 05
長石、赤色粒子 良好 ヨコミガキ

体 :ヨ コミガキ

223 不 1/6口～体 (15.5) (3.35)
外 :黄 灰
内 :ラ li:::::

有0.1～ 1.0
/」 礫ヽ ほぼ良好 剥落 剥落 図示

223 甕 1/2体～底 にぶい褐 長 石

や や 不 良
(黒斑 )

体
底
ヘラナデケズリ

体 :ヘラケズリ十ナデ ?

223 須恵甕 1/6日 ～体 オリーブ黒 少、密
0.1～ 05

長石 ほぼ良好
口:波状文 (3条)沈線 頸:波 条文
(6条 )ヘラナデ 体上:ロ クロ痕

ヨコミガキ

223 319住 高不 1/2不 橙
有0.2～ 0.5
赤色粒子 良好 不 : タ テ 不 :ナ デ 図示

223 320住 不 P 1/4口 ～体 (16,6) にぶい褐 有
0.1-12
長石 良好 ナナメ放射 ミガキ ナナメ放射 ミガキ

223 高不 2/5脚 橙
多02～03
長石、角閃石、雲母 良好

脚 :タ テ ミガキ
脚裾 :ヨ コミガキ

脚 :ヨ コケズリ
脚裾 :ナ デ

223 甕 1/5日～体 (17.5) (12.0) 橙
多0.5～ 20
石英、長石 良好

口 :ナ デ 口
体

ピッ ト5
図示

223 甕 1/3日 ～体 (19。 4) 橙
有02～ 10
長石 良好

ビ
ズ
ユ
ケ

頸
タ

デ
上
ナ
体

ロ
サ ナデ 体 :ハ ケケズリ

223 甕 1/3日 =底 (27.5) 橙
有02～ 0.5
長石 良好

口 :ヨ コハケ 体上 :ハ ケ
体下 :タ テハケ

ヨヨナデ 体上 :ナデオサエ
ハケオサエ 体下 :ハケ

223 321住 須恵器 1/6口 ～体 (12.2) 灰
少0.2
長石 良好

不 ほぼ完形 にぶい橙 多05～ 20
長石 ほぼ良好 ヨコナデ P 図示

223 不 1/4口 ～体 (14.0) 橙
有02～ 0.5
白色粒子 良好

体上 :ヨ コミガキ
体下 :ケ ズリ

ヨコミガキ

不 ほぼ完形 にぶい褐 多0.3～ 20
赤色、自色粒子 ほIF基と

j子 がキ不明瞭 ガ キ 図示

223 不 ほぼ完形 橙
多0.2～ 1.5
白色粒子 良好 ケズリ後 ミガキ P ミガキ

223 不 3/4全位 橙
多02～ 15
石英、長石、角礫 良好

口
体
ヨコミガキ
ナデケズリ

不 1/4口～体 (12.8) 橙
粗、多02～ 5.0
火山岩、軽石 やや不良

ピ ッ ト7
図示

不 1/2回 ～体 (13.6) にぶい橙
０
石
少
長 良好 ヨコミガキ に

な嘲な
緬
底

カマド図示

不 1/3全位 (13,8) にぶい褐 多0.5～ 1.0
長石 良好

デ
ガ

ロ
底

体 :ナ デケズリ
ナデ不明瞭 図示

不 2/3全位 (14.2) 橙
多02～ 1.5
石英、長石、角礫 良好 体 :ケ ズリ後ナデ ?

不 4/5全位 橙
有02～ 0.3
白色粒子、角礫 良好 口 :ナデ 体 :ミ ガキ

口 :ナデ 体 :ヨ コミガキ
底 :ヨ コミガキ+タ テミガキ 図示

224 内黒不 2/3全位 橙
密0.3～ 05
長石 良好

体 :ヨ コミガキ
底 :ミ ガキ

ヘ
キ・ガ

体
ミ

ガ
後
ミ
デ

ピッ ト10
図示

不 3/4全位 にぶい黄橙 有
03～ 10
赤色、白色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体 :ケ ズリ後ミガキ 7 体 :ヨ コミガキ 図示

224 不 4/5全位 (10.0) にぶい赤褐 多
、粗0.2～ 0.5
長石、石英 良好 ヨコミガキ 7 ヨコミガキ

小型甕 1/5日 ～体 (12,0) にぶい赤褐
多0.5～ 10
長石、石英、雲母 やや不良

口
体
ハケヨヨナデ

ナデ ?
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第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考

口径 底径 器高

224 321住 小型壺 完形 浅黄橙 有0.5～ 10
小石、長石 良好

ガ
ガ

ロ
体 ミガキ ? カマド図示

内黒高不 1/5脚 橙
有0.2～ 0.5
石英、長石 良好

上
下
脚
脚 脚 :ナ デ 接合部 :オ サエ

224 蓋 1/10｀ソマ にぶい黄橙
有02～ 05
長石、赤色粒子 良好

上
下

マ
マ

天丼 :ナ デ

不 ほぼ完形 にぶい橙 有
0.3～ 1.0
長石 やや不良 体

:ヨ コミガキ
底 :焼成後争」落

ヨコミガキ 図示

224 一霊 (16.4) にぶい黄橙
多03～ 3.0
小礫 良好

士亜 (17。 8) 橙
有02～ 20
赤色粒子、雲母 良好 口 :ハ ケ (回転 )

224 士亜 1/3日～体 (17.6) にぶい黄橙 有
0.5～ 10
白色長石 良好

口 :ヨ コハケ+タ テミガキ
体上 :ヨ コミガキ

‥
上
回
体
コミガキ
ヘラ、ユビオサエ

224 須恵壺 (15.3) 灰
有0.1～ 10
長石 良好

口縁下 :浅い沈線
頸 :ロ クロハケ

口 :ロ クロハケナデ 図示

224 甑 1/5底 橙
粗、多05～ 20
小礫 良好 底 :ケ ズ リ 底 :ナ デ ?

224 甕 1/2体～底 (27.8) にぶい赤褐
有01～10
長石、石英、雲母 良好

下体
デナ

デ
ラ
ナ

ヘ
ヨ
底

上
り
体
ズ

体 :ヘラナデ
接合痕 :ハ ケオサエ

示図ド
痕
１

マ
合
下

力
接
体

224 甑 1/3全位 (30.2) (24。 6) 浅黄橙
有0.1～ 0.5
白色粒子 良好

口:強いヨコハケ 体上 ンヽ

ケ+ヨ コハケナデ 体中 :ハ
ケ後ケズリ 体下 :ハ ケナデ
体下端 :面取リヨコケズリ

カマド図示

224 27 霊IP 1/3体～底 (18。 5) にぶい黄橙
多05-10
小礫 良好

体上 :タ テ ミガキ 体下 :

ケズリ 底 :ヘラ調整
中
下
体
体
接合部ヨヨナデ
ナデ 図示

甕 1/3体～底 (21。 2) 浅黄橙
有05～ 10
長石 良好

ヨコまたはナナメミガキ
タテミガキ 体下端 :短い
ガキ 底 :ヘラ調整

体 : ガ キ

甕 1/5日～体 (28.2) にぶい黄橙
有0.5～ 20
/jヽ 1葉 良好

口唇 :ナ デ
体 :ヨ コミガキ

ガ キ

225 323住 内黒大型不 1/5日 ～体 橙
有0.1～ 05
長石 良好

ガヨ
デ・ナ

上

コ

体

ヨ
デ
下
ナ
体

225 325住 Jヽ型甕 1/3日～体 (12.4) (11.7) 橙
有0.2～ 2.0
長石、石英

良 好
(黒斑 有 )

頸

ヨ
ハ
ナ

ヨ
体

口 :ヨ コハケ 体上 :ナ ナ
メケズリ 体下 :ハ ケナデ

痕合
１
接
頸

225 須恵横瓶 1/2回 ～体 (13,7) (24。 0) 灰
極少0.1
長石 良好

口 :ヨ ヨナデ
体 :ハ ケナデ後平行タタキ

口:ヨ コナデ ロ:ロ クロ後タタ
キオサエー部平行タタキ様の痕

225 甕 1/4口～体 (17.4) (19,2) 橙
有0.2～ 1.0
赤色粒子 良好

口:ヨ コハケナデ 頸 :タ テ
キ 体 :ナナメタテミガキ

口 :ヨ コナデ
頸 :ハ ケ 体 :ナ デ

225 326住 内黒不 完形 浅黄橙 有0.2～ 0.5
石英、赤色粒子 良好

体
底
回転ヨヨナデ ミガキ 図示

225 内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 有0.2～ 3.0
長石 良好

口 :ヨ ヨナデ 体 :ケ ズリ
底 :ヘラケズリ

ガ キ カマド図示

225 内黒高不 1/2不全位 (15。 8) にぶ い橙
有01～ 0.3
長石、赤色粒子 良好 体 : ガ キ ヨコミガキ 図示

225 蓋
1/5
つまみ付近

にぶい黄橙
０
．石
少
長 良好

ツマミ:ハ ケナデ
天丼 :ミ ガキ

天丼 :ミ ガキ

225 甕 (甑 ) 1/5日 ～体 (17.3) (11。 2) 明赤褐
有01～ 2.0
長石、赤色粒子 良好

口 :ヨ コハケナデ
体 :ヘラケズリ

口 :ヨ コハケナデ
体 :ヘラナデ

ピ ッ ト2
図示

225 甕 4/5ほぼ完形 にぶい褐
０
．石
少
長 やや不良

口:ナ デ 頸:ヨ コハケ 体上:ヨ コ

ナナメミガキ 体中:タテミガキ 体
下体:ヨ コミガキ 底:ミ ガキ

口 :ヨ コハケ 体上 :ヘ ラ
ナデ 体下 :ヘラナデ P

225 甕 1/3日 ～体 (21.0) (32.8) 褐
有0.1～ 10
石英、雲母、長石 良好

口:ヨ ヨナデ 体上 :ケ ズリ 体
中 :ケ ズリ 体下 :ナナメケズリ は”ヘラ、

デ
奸
”

口
体
体

|ヘ ラナデ
ヘラナデ
ヘラケズリ

カマド図示

225 327住 須恵不 1/3鈍 (11,7) 褐灰
少01～ 03
長石 良好

口:ロ クロ 体 :ロ クロ
底 :ヘラケズリ(逆位反時計回り)

口 :丸み、微かな凹線

225 不 1/6全位 明赤褐
有
0.1～ 0.2長石 良好

口:強 いハケ 体:ケ ズリ 底:ケ ズ
リ(中央タテ後周囲反時計回り) 図示

225 不 ほぼ完形 橙
多02～ 1.0
長石、石英 良好 ケズリ後 ミガキ ナデ ?余J落

225 不 1/2全位 橙
粗、多0.2～ 70
赤色粒子、礫 良好

体
底
ナデ不明瞭
手持ちケズリ

ヨヨナデ ?

225 須恵高不 1/5脚 灰 ほとんどなし 良好 脚 :沈線 2
ピット6図示
3方スカシ

225 黒色不 1/6節 (19.2) 黒褐
０
．石
少
長 良好 体 :ヨ コミガキ

ガ
ガ

体
底

225 内黒不 1/4全位 (15.5) にぶい黄橙 ・
０
石

・・２

ヽ
長
時

０
母
色

有
雲
赤

良好
体
底
ヨヨナデ ヘラミガキ 床下

225 jヽ型鉢 2/3全位 にぶい褐 有
0.1-0.2
長石、石英 良好

口:ヨ コハケナデ 体上 :ケ ズリ
体中～下 :ナデ又はケズリ

口 :ナ デ 体上～中 :ケ ズ
リ 体下 :ユ ビオサエ

ピ ッ ト4
図示

226 不 1/6日 ～体 (13.5) 明赤褐
多0.1～ 0.5
石英、雲母 良好 u : = 

atf ffi.'. t',t ズコ
デ
ヨ
ナ

ロ
体

士亜 1/5日 ～体 (10.8) 橙
有02～ 2.0
長石 良好 口～体上 :ヨ コミガキ 口～体上 :ヨ コミガキ

卜
痕
ツ
合

１

ピ
接

頸

士亜 1/6日 ～体 (17.7) (18.7) 橙
有0.2～ 0.3
長石 良好

口唇 :面取 り 口 :ヨ ヨナ
デ 体上 :ヨ コミガキ

口 :ナ デ
ケ残る)

デ
デ

上
中
体
体

ピット4図示
接合痕 :

体中 1

226 328住 須恵高台不 1/2底 灰
有02
長石 良好

体:ロ クロ 高台:ヨ ヨナデ 底:

クロ回転ヘラケズリ(逆位時計回り)
体 :ロ クロ

226 331住 1 内黒不 1/3全位 (14。 2) 赤褐
有01～ 0.5
長石 良好

コ:ヨ ヨナデ(ハ ケ状)体 :ナ デケズ
1 底:手持ちケズリ(逆位時計回り)

ガ キ

内黒不 2/3全位 (15.0) にぶ い橙
０
。石
少
長 良好

デ
‥
ナ
底

口
体 手持ちケズリ

ヨコミガキ カマド付近

226 小型鉢 1/3全位 (15.0) 橙
少01～ 0.5
長石 良好 ガ キ カマド図示

Jヽ型鉢 ほぼ完形 明赤褐
有0.2～ 0.5
長石 良好

口:ヨ ヨナデ (ハケ)体 上 :

ガキ 体中～下 :ケ ズリ
口:ナデ 頸:オサエ (ハケ)
体上～中:ハケ 体下:ハケ又は

カマド
ピット2図示

226 鉢 ほぼ完形 橙
粗、多02～ 1.0
石英、赤色粒子
小礫

やや不良
ガ

″オ
剤
雅
ケ

ヘ
ヘ
底 カマド図示

226 小型鉢 ほぼ完形 にぶい赤褐
多1.0
小礫 良好

口 :ハ ケナデ 体 :ハ ケケ
ズリ 底 :ヘラ調整 体 :ヘラナデ

226 Iヽ型甕 1/4口 ～体 にぶ い橙
３． ．
肝
０
。色
多
赤 良好 口 :ヨ コハケ 体 :ナ デ 接 合 痕 :

体 下 1

jヽ型甕 1/2日 ～体 (15.6) にぶい赤褐
粗、多03～ 15
長石、小礫 やや不良 口

:ハ ケ 体 :ケ ズリ 日 :短巾のハケ 体 :ヘ ラ

士亜 口～体全周 (12.0) 橙 良好
で具エ

キ
状
ガ
棒
ミ

頸
体

デ
周
ナ
全線

口
沈

ミガキ カマド図示
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第 3章 調 査

図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器 種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

331住 甕 ほぼ完形 にぶい褐 多0.2～ 20
雲母、長石、石英

良 好
(黒斑 有 )

口:ハ ケナデ(強 )体上:タ テミガキ
体下:タ テケズリ、ケズリ 体中:ヨ
ヨナデケズリ 底:ヘラケズリナデ

口 :ナ デ 体上～中 :ヨ
ハケ 体下 :タ テハケ

示図ド
痕

１

マ
合

下

力
接

体

226 334住 須恵不 1/6口 ～体 (12.9) 灰
多0.2～ 03
長石 良好

内黒不 2/3全位 にぶい橙 有01～ 1.0長石 良好
ヨコナデ
底 :手持ちヘラ調整

ヨコミガキ 床上

Jヽ型甕 1/5日 ～体 にぶい褐
粗02～ 7.0
小礫有り 良好 口 :ヨ コハケ 体 :ケ ズリ 口体 ナデケズリ

甕 1/6口 ～体 にぶ い橙 良好
口唇 :面取 り
ケナデ 体 :

ロ

ガ
口
体
ヨコミガキ争J落顕著
ヘラナデ 床下

甕 1/3日～底 (26。 2) 橙
粗0.3～ 10.0
小礫多 やや不良

口 :ハ ケナデ 体 :タ テケ
ズリ後 ヨコケズリ

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体 ナナメタテ 図示

336住 須恵不 1/4全位 灰
有0.2～ 1.5
自色粒子 良好

受け部 :明 瞭
体下～底 :回転ヘラケズリ

口唇 :凹 面 体 :ロ クロ

不 4/5ほぼ完形 にぶい黄橙
５
粒

”
赤

０
色 ほぼ完了 ヨコミガキ ヨコミガキ 頸 :稜 を持つ 図示

227 不 1/4全位 (12.8) 浅黄橙 密0.3～ 05
赤色粒子 良好 口 :ヨ ヨナデ 体 :ミ ガキ タテミガキ

227 不 4/5全位 橙
有0.3～ 2.0
白色粒子 ほぼ良好

¨
「
つて底

体
も
＞

口
部
す

ヨコミガキ 図示

227 不 1/4口 ～体 D にぶい褐
粗、多1.0～ 15
石英、長石 やや不良

や や 強 い ヨ コハ ケ ケ ズ リ t&L: z z t.i

227 甕 1/4口 ～体 (16.8) 橙 ヽ
英

粗

石
多10 ほぼ良好 ヨコナデ 接 合 痕 :

体 上 1

227 片口鉢 片口 (18.0) 褐
有0.2～ 04
白色粒子 やや良好 ナナメミガキ 3 =)\t

227 337住 不 完形 灰 白
有1.0～ 2.0
赤色粒子 ほIF蝶とプ子 体 :ヨ ヨナデ後タテ ミガキ 体 :ヨ ヨナデ後タテ ミガキ 図示

227 不 3/4全位 橙
粗、多10
石英多 ほぼ良好 体 :ナ デ ? 体 :ミ ガキ ?

227 士亜 黄橙
有0.5～ 10
白色、赤色粒子 ほぼ良好 口 :ヨ ヨナデ

227 甕 (18.2) にぶい橙 粗
0.5～ 08
石英、雲母、角閃石 ほぼ良好 口 :ヨ コナデ 口 :ナ デ P

227 不 1/5日 ～体 にぶい黄橙
少0.2～ 06
角閃石、自色粒子 ほぼ良好 体 :タ テミガキ 体 :タ テミガキ

227 338住 不 1/4全位 にぶい橙 ほぼ良好 上
中
体
体
ヨコナデ

体 :ミ ガキ 図示

227 不 1/4口 ～体 (13.8) 橙
有0.2～ 10
白色粒子 良好 コミガキ タテミガキ

227 不 ぼほ完形 浅黄橙 子
０
粒
１
．色
密
白 ほぼ良好 ガ

ガ
タ

体
底 ヨコミガキ 図 示

不 ほぼ完形 橙
粗、多05～ 2.0
白色礫 ほぼ良好 体 :ヨ コナデ 底 :ケ ズリ ナデ P不明瞭

227 不 1/3全位 (17.2) にぶい橙 有
0.2～ 05
白色、黒色粒子

やや不良
(内 面黒斑 )

体
底
ヨコミガキ
ナデケズリ ?

口 :ヨ コナデ クト: ガ キ カマド図示

不 1/4全位 (19.8) にぶい黄橙 有
0.2～ 15
白色、黒色粒子 良好

上
下
体
体
ヨコナデ
ヨコミガキ

口 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ 床下

甑 1/4底 (15,4) にぶい橙 少0.2～
10

白色粒子 良好
体下 :ミ ガキ 接合痕ユビ 中

下
体
体
ミガキ

227 不 1/3日 ～体 明黄褐
３． ０
粁
０
．色
有
白

や や 不 良
(黒斑 多 )

口
体
ヨコナデ 口 :ヨ コナデ

体 :タ テハケ

227 Jヽ型甕 1/3日 ～底 (14.8) (12.1) 赤褐
粗0.5～ 1.0
石英 良好 サ

デ
ラ
ナ

ヘ

上
下
体
体 ナデ ?不明瞭 図示

227 一亜 1/3体 橙
粗0.2～ 2.2
白色粒子 良好 タテナナメミガキ $fivr = J t',1

227 甕 ほぼ完形 にぶい橙
粗、多
02白 色粒子
1.0赤色粒子

ほぼ良好′ヽケヨヨナデ″『
体上～体中 :

ヨコハケ 体
口:ヨ コナデ 体上～中:ヨ コハ

ケ不明瞭 体下 :ヨ コケズリ後タ

227 339住 不 完形 明黄褐 密少 ほIF基り子
口 :ヨ ヨナデ 体 :放射ケ
ズリ後 ミガキ後ケズリ

ケズリ P後 ミガキ
左マ

一不

力
図

227 不 ほぼ完形 にぶい黄橙 自色粒子
良好

(外面黒斑多)
体上
り後

Ｌ
ジ
体ガ
何

体上 :ヨ コナデ
体中 :放射 ミガキ

227 不 1/4全位 にぶい黄橙 有
03-1.5
白色粒子 良好

体上 :ヨ ヨナデ
体中 :ハ ケケズリ 体 :タ テミガキ

227 不 完形 にぶい黄橙
少0.2
白色粒子

クまぼ 良好
(黒斑 有 )

口 :ヨ コナデ 体～底 :

ケ状ケズリ後 ミガキ
口 :ヨ コナデ
体 :放射ミガキ

左マ
一不

力
図

227 不 1/2全位 にぶい黄橙 有0.5～
1.0

白色粒子
や や 不 良
(黒斑 多 )

ヨコミガキ タテミガキ

227 不 ほぼ完形 にぶい黄橙
少0.2
白色粒子 ほ|::)良好

口 :ヨ コナデ 体上
ミガキ 体下 :ヨ コ

タ

ガ
口 :ヨ コナデ
体 :放射ナナメミガキ

左マ
一不

力
図

不 完形 にぶい黄橙
少 0.3
長石 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ
ヨコミガキ ナデ後放射 ミガキ

不 1/3全位 浅黄橙 有0.5～ 1.0
長石、石英 良好

口
体 コミガキ

口 :ヨ コミガキ
体 :放射ミガキ

不 完形 灰黄褐 子
２
粒
０
．色
少
白 ほぼ良好

日:ハ ケヨヨナデ 体上体:タ テミガ
キ 体中～体下:ヨ コミガキ後タテミ
ガキ 底:ケズリ

口 :ヨ コナデ
体 :放射ナナメミガキ

227 不 1/4鈍 にぶい黄橙 有
0.2～ 0.5
長石、石英 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コケズリ

ヨナデ後放射 ミガキ カマド図示

227 不 1/4全位 にぶい黄橙 有
05
長石 ほぼ良好

口
体

口
体
ヨコナデ
放射タテ ガ キ

228 高不 ぼほ完形 浅黄橙 有02～ 0.4
白色粒子 良好

テ
痕

一̈材
陣

タ霧翻昨け〕［
テ
脚

不
ガ

ガキ ネ底 : 左マ
一不

力
図

228 高不 ほぼ完形 にぶい黄橙
有02～ 0.5
長石、石英、
角閃石

良好 織畦瀦
街着坊
ガ（倒
伸粧】

不:ヨ コナデ後タテミガキ 不底:ヨ コ
後タテミガキ 脚上:ヨ コハケケズリ
脚下ンヽケオサェ? 裾:ヨ コナデ

228 高不 ほぼ完形 (14.4) 橙 子
２
粒
０
色
有
白 良好

抑̈〔
口唇 :ヨ コナデ
ミガキ 脚上 :

下 :ヨ ヨナデ

テ
脚

不
ズ

228 高不 ほぼ完形 橙
多02～ 1.0
長石、火山岩 良好

杯 :タ テ条線 P
不底 :条 線 脚 :条線

杯 :強 いハケ
脚 :シ ボリ P カマド図示

228 高不 ほぼ完形 にぶい黄橙 密
やや有01～02
白色粒子 良好

杯:ヨ コミガキ 不底:ヘ ラオサ
接合部:ヘ ラオサエ 脚:タテミガキ

不 :ヨ コミガキ 脚 :ヘ ラ
ケズリ 裾 :ヨ ヨナデ

一不左ド
痕

１

マ
合
中

力
接

脚

228 鉢 完形 にぶい黄橙 有
02～ 0.5
石英 やや不良

口
体
ヨヨナデ
ケズリ後ヨコミガキ

口～体中 :ヨ コナデ
底 :ハ ケオサエ

示左

・

ド
痕

１

マ
合

上

力
接
体
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第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎 土 焼 成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

228 339住 鉢 完形 明赤褐
有0.2～ 0.5
長石粒子多

良 好
(黒斑 有 )

口唇 :ヨ コナデ ロ:弱いハケナ
デ 体 :ヨ コケズリ後タテミガキ

デ

エ

ナ
サへ

中
続
体
連

口
底 カマド図示

228 不 ほぼ完形 にぶい黄橙
少0.3～ 0.5
白色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体 :ヘラケズリ後ミガキ

口 :ヨ コミガキ
体 :ミ ガキ

228 内黒鉢 ほぼ完形 暗灰黄
密、有0.2
白色粒子 ほぼ良好 体 :ヨ コミガキ

口 :ヨ コミガキ
体 :連続ナナメ放射ミガキ カマド図示

228 内黒鉢 ほぼ完形 にぶい黄橙
やや有02～ 05
白色粒子

や や 不 良
(黒斑 多 )

駐
軒
レ
ガ上”体喘

コ
体
下

「
デ
体

口
体
ヨコナデ P 右マ

一不

力
図

228 甑 ほぼ完形 赤褐
多0.2～ 1.0
長石、石英 良好

体上 :争1落使用痕 体下
よる細い筋 体下端 :ヨ

球
獄
放射ナナメミガキ

示右ド
痕
マ
合

５

カ
接
体

228 」ヽ型甕 1/3日 ～体 (13.2) にぶい赤褐
多0.2～ 05
石英、長石 良好

口 :ヨ コナデ
体上 :ケ ズリ

口 :ヨ コナデハケ
ハケケズリ (強、

上
＞
体
む

左マ
一不

力
図

228 小型甕 ほぼ完形 明褐
有02～ 10
長石、石英、雲母 良好

口:強いヨコナデ 頸 :ハ ケケズ
リ 体 :ナデケズリ 底 :ケ ズリ

口 :強 いヨコナデ
体中 :ハ ケケズリ

示ド
痕
１

マ
合
中

力
接
体

228 甕 ほぼ完形 にぶい黄橙
有0.2～ 10
長石、石英 良好

口唇 :ナ デ ロ :ヨ コハケ
体上 :ミ ガキ 体中 :ハ ケ P
体下 :ハ ケケズリ

コナデ
示右

・

ド
痕

９

マ
合
中

力
接
体

甕 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.2～ 10
長石、石英 良好

口～体下 :ケ ズリ 頸 :ケ ズリ後
タテミガキ 底 :ケ ズリ?

口～頸 :ナ デ
体中 :ハ ケ P

カマド右図示
接合痕 :

引亀Ll

228 甕 1/4口～体 (25。 5) (20。 1) 橙
有0.2～ 05
長石 良好

口 :ナ デ後ヨコミガキ
体 :タ テミガキ

口～体 :ナ デ カマド図示

須恵甕 1/5日 ～体 (20。 7) 暗青灰 有0.2～ 2.0
長石 良好

口 :稜線後波状文 (16条 )
体上 :平行タタキ

tr-'{fi'.v?e カマド左図示

229 341住 内黒不 1/3全位 (16.0) にぶい黄橙
粗、多0.1～ 2.0
石英、長石、小礫 良好 ケズリ後ナデ ガ キ 図示

229 不 ほぼ完形 橙
多0.2～ 2.0
赤色礫 良好

口～体上 :ハ ケ風ナデ
体中 :ナ デ 体下 :ケ ズリ

デ
残
ナ
キガ

体
‥
一
下
口
体

229 不 1/2全位 明赤褐
有0.1～ 3.0
長石、小礫 良好 デ

ロ
ナ

反
底
外

”

や
下
や
体

唇
デ
ロ
ナ

口
体

ピ ッ ト 1
図示

内黒高不 1/3全位 橙
有0。 1～ 0.3
長石 良好

不 :ナ デケズリ
脚 :ヘラケズリ十ナデ

不 :ヘラミガキ
脚上 :ナ デ 脚下 :ヘラナデ

229 内黒高不 4/5全位 (10。 2) 橙
少0.1～ 0.3
長石 良好 ガキ 脚 :やや面取 り 杯 :ミ ガキ 脚上 :回 転ケ

ズリ 脚下 :ケ ズリ 図示

229 小型鉢 2/3日～体 にぶい橙
０
．石
少
長 やや不良

口:ハケナデ 頸:沈線一周
体上:ミ ガキ 体下:ナデ後ミガキ

口～体上 :ナ デ ミガキ
体中～体下 :ハ ケ

229 小型壺 2/3全位 にぶい橙 少
0.2～ 1.0

長石、赤色粒子 良好 ヨコナデ 底 :ナ デ ?
接 合 痕 :

体 上 1

甑 2/3全位 褐
粗、多02～ 50
長石、礫 やや不良 ナ デ

ガ
あ
粘土紐接合痕の凸

図示

(内黒)甑 2/5全位 (15。 4) 橙
粗、多0.1～ 10
長石、石英 良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ 体 中

:ヘ ラナ デ 体下 :へ
ラ、オサエ 体下端 :ケ ズリ

図 示
内 面 黒 色

229 Jヽ型甕 2/5全位 橙
多01～ 5.0
小礫 目立つ 良好 ナデ ? ハケナデ (ヨ コ) 図示

229 Iヽ型甕 1/5日縁 (15.6) 橙
粗、多01～ 40
赤色礫多 良好

口 :ヨ コヘラナデ
体 :タ テハケ

ナデ ? ヘラケズリ

229 士亜 1/4回 ～体 (26.0) 橙
粗、有01～ 2.0
長石、小礫 良好

口
体
やや面取気味 口:ヨ コミガキ 体上 :ヘ ラによ

る強いオサエ 体中 :ミ ガキ

甕 2/3日～体 (18。 5) (28.5) にぶい橙
有0.1～ 20
長石、礫 良好

口:ハケ 体上:ナデ(ケズリ痕やや残
る)後ヘラ 体中:タテケズリ

ナデ 体上:タテケズリ
コケズリ 体下:タテケズリ

接 合 痕 :

体 上 1

342住 不 2/3全位 (13.9) 橙 ・
０
礫

０
．石
有
長 良好 口辺 :ミ ガキ ヨコミガキ 図示

高不 1/4脚 (12.4) 褐
粗0.1～ 0.5
長石 良好 脚 :ヨ コミガキ (不明)

脚上 :ケ ズリ 脚中 :ケ ズ
リオサエ 脚下 :ナ デ

鉢 1/8日辺 にぶい褐
少0.1～ 0.5
長石多、石英 良好

口 :ヨ コミガキ
体 :ミ ガキ

口 :ヨ コミガキ
体 :ナナメミガキ 図示

343住 内黒不 1/5日 ～体 にぶい褐
有0.2～ 1.0
長石、小礫 良好 ナ デ ナ デ

不 完形 橙
有0.2～ 10
長石 良好

体 :ヨ ヨナデ 底 :中央部ナデケ
ズリ後手持回転ケズリ (反時計)

ガ キ ツ
一不
ピ
図

内黒不 完形 橙
少 0.5
長石 良好 ヨコミガキ ヨコミガキ十タテミガキ

内黒不 1/5全位 (19.0) 褐
有01～ 05
長石、赤色粒子 良好

口～体中 :ヨ コナデ 体下 :ケ ズ
リ逆位時計回り 底 :糸切 ガ キ 図示

不 1/4口 ～体 にぶい褐
有0.2～ 05
長石 良好

口～体中 :ナ デケズリ
体下 :ケ ズリ

口 :ナ デ 体 :ハ ケ
ピ ッ ト 1
図示

Jヽ型甕 1/4口 ～体 褐
有0.1～ 0.5
長石、赤色粒子 良好

口～体上 :回転ナデ
体中 :ナ デ

ナ デ ツ
一不
ピ
図

甕 1/6口 ～体 (22.0) (10.0) にぶ い橙 赤色粒子 良好
口
体
ヨコナデ

示卜
痕
ツ
合

１

ピ
接
頸

甕 1/8日 ～体 (16.0) (12.4) 明赤褐
多0.2～ 1.0
長石、石英 良好 ヨコナデ ヨコナデ 図示

344住 1 須恵不蓋 1/6全位 (15。 4) 灰
少0.5～ 10
白色粒子 良好

不 1/4全位 (12.6) 浅黄橙
有03～ 08
赤色・黒色粒子 ほぼ良好 ガ キ ヘラミガキ 床下

不 1/4口 ～体 (14.4) にぶい黄橙 有
03～ 08
白色・黒色粒子 ほぼ良好 ナデミガキ 放射 ミガキ

内黒不 1/3日 ～体 (12.6) 黒褐
粗、有05～ 10
赤色粒子 やや不良

デ
キ

・
上
回
体

ヨコミガキ

内黒不 2/5全位 (11.0) 橙
有0.5～ 20
赤色粒子 ほぼ良好

日、体 :ヨ ヨナデ
底 :手持ケズリ

ガ キ

不 ほぼ完形 にぶい黄橙
密、少0.2
黒色粒子 ほぼ良好

口～体上 :ヨ コナデ
底 :ケ ズリ後 ミガキ

ヨコミガキ 図示

須恵不蓋 1/10体 (14.0) 灰
０
。石
少
長 良好

内黒不 1/3全位 (13.8) 橙
粗、多05～ 1.0
石英、長石 ほぼ良好 ケズリ後 ミガキ ヨコミガキ

内黒不 完形 浅黄橙 卜
石 良好 ヨコミガキ

内黒不 完形 にぶい黄橙
多10
角礫 良好

口 :ヨ ヨナデ
体上～底 :ケ ズリ 図示

不 3/4全位 暗赤褐
０
石
【
報
将
やや不良

・持
底
手
＞

一
位
り

上
逆
回

体
　
計
底
時

デ
　
＜

コ
転

ヨコハケ後放射 ミガキ

不 1/6口 ～体 (15。 4) 浅黄橙 有01～ 20
長石、石英 良好 ヨコミガキ

口～体中 :ヨ コミガキ
体下 :タ テ ミガキ

一-399-―



第 3章 調  査

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎 土 焼 成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

344住 不 3/4全位 橙
有0.2白 色石英
08赤色粒子 やや不良

口 :ヨ コナデ
体上～底 :ヨ コケズリ

口～体上 :ヨ コナデ
体中～底 :放射ミガキ

小型鉢 1/4全位 黒褐 ３．０粁
０
。色 やや不良

ヨコナデ後体下～底 :ケ ズリ
後ミガキ? 底 :ヘラケズリ コナデ

一亜 1/4口 ～体 (15。 2) 橙
密、少0.1
自色粒子 良好 ナデ P カマド床下

甑 1/4底 浅黄橙 有0.5
石英 良好

体下 :タ テケズリ
体下端 :ヨ コケズリ

体下 :タ テ ミガキ
体下端 :ヨ コミガキ 穿孔1内後外

230 甕 1/5日 ～体 (18.8) 明赤褐
有0.2～ 2.0
白色礫粒子 良好 ズ

デ
ケ
ナ
テ

。上
回
体 ケヽナデ 7

230 甕 1/4口 ～体 (27.0) 明赤褐 有1.0
長石、赤色粒子 ほぼ良好 体上 :ヨ コケズリ

口 :ヨ ヨナデ
体上 :ヨ コハケ後ミガキ 図示

346住 不 1/5日 ～体 (14.0) 橙
有01～ 0.3
長石 良好

口 :ヨ コナデ
体上～体下 :ナ デケズリ

口 :ヨ ヨナデ
体上～体下 :タ テミガキ

不 1/5日 ～体 (11.6) にぶい赤褐
有0.1～ 0.3
長石、石英 良好

口
下
ヨコナデ
ヨコナナメ

体上
キ
体
ガ

口 :ヨ コナデ
体上～体下 :タ テミガキ

不 1/5日 ～体 (12.4) にぶい橙 有
02～ 0.5
長石、小礫 良好 ナデ P ナデ不明瞭 図示

甕 1/4日 ～体 (27.8) 浅黄橙 有0.2-1.0
長石他、小礫 良好 口 :ヨ コハケ 体上 :ナ デ 口 :ヨ コナデ 体上 :ナ デ

甕 1/2日 ～体 明赤褐
有0.2～ 1.0
長石、石英 良好 口 :ヨ コハケ 体上 :ナ デ

体上 :ナ デ、ヘラオサエ

347住 甕 ほぼ完形 にぶい黄橙
粗、多05～ 2.0
石英多、長石 やや不良

口:ヨ コナデ 体上～中ン ケヽケ
ズリ 体下 :ヘラケズリ、ハケケ
ズリ 底 :突出して外反する

口 :ヨ ヨナデ 体 :ヨ コ
ケ 体下 :ヘラオサエ 図示

不 3/4全位 にぶい褐 石
”２
角

０
石
有
長 良好 ヨコミガキ 放射 ミガキ

ピ ッ ト5
図示

不 1/5全位 橙
有0.1～ 02
長石 良好

口 :ヨ ヨナデ 体～底 :

ヨナデケズリ痕残る
デ
‥
ナ
底

口
体 ナナメ放射 ミガキ 床上

不 完形 橙
粗、有03～ 0.5
石英、長石 良好 ナ

デ
後
ナ
リ
‥
ズ
体
ケ

ロ
底 ナ デ

一不５
著
卜
顕
ツ
耗
ピ
摩

Jヽ型甕 1/3全位 明赤褐
粗、多

良好
デ
底
ナヨ

ズ
ロ
デ

体 :ヘラナ 口
体
ヨヨナデ
ナデケズリ

ピ ッ ト2
図示

小型鉢 完形 にぶい橙 少
02
長石 良好

タテミガキ
底 :ヨ コミガキ後周縁タテ

回～体中 :タ テミガキ
体下 :ヨ コミガキ 図示

甑 1/2全位 (18。 2) 橙
有0.5
石英、雲母 良好

口:ヨ コナデ 体上～中ン ケヽ
体下 :ヘラケズリ 底 :ヘラ後孔
7(穿孔方向内から4、外から3)

ケズリあと

350住 不 1/6日 ～体 明赤褐 有0.2～ 06
長石、石英 良好 ヨコナデ ヨコヘラナデ

不 4/5鈍 明赤褐
粗0.1～ 0.5
長石、石英 良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ

口～体中 :ヨ ヨナデ
体下～底 :ヘラミガキ 図示

卜型甕 1/4口 ～体 (15.8) にぶい褐 有
01～05
長石、石英、雲母

や や 不 良
(黒斑 有 )

頸
ズ

デ
‥
ナ
体

縁
リ
ロ
ズ

口 :ナ デ 体 :ヘ ラナデ
ピッ ト 4
図示

内黒大型不 1/3全位 (26.8) (15,7) 橙
有0.2～ 0.6
長石 良好 ヨコヘラミガイ 摩耗、 ミガキ ?

351住 jヽ型鉢 2/3全位 黒褐
粗、多01～ 03
長石、赤色粒子 やや不良

回 :ヨ コハケ 体～底 :タ
テケズリ後底ヨコケズリ

口～体上 :ヨ コハケ 体下
～底 :ヘラナデ後 ミガキ 図示

内黒小型鉢 ほぼ完形 黒褐
０
．石

有

長
不良
(黒っ|ぎい)

ハケ 体 :ヘラ+ケ ズ
底 :ケ ズリ 体～底 :ケ ズリ後 ミガキ

内黒不 1/6全位 褐
有0.1～ 1.0
長石、小礫 良好

口～体上 :ヨ コナデ、タテハケ
体下 :ケ ズリ 底 :ケ ズリ ガ キ

不 1/2全位 (12.8) 黒褐
有0.1～ 05
長石

不 良
(全体 黒 ) 体

グ
ヶ
底

杜
タ

一
下

口～体上 :ハ ケ
体下～底 :ヘラナデ

不 ほぼ完形 明赤褐 有0.2-2.0
長石、石英 良好

ロー体上 :ハ ケナデ 体中
～下 :ケ ズリ 底 :ケ ズリ

口～体上 :ハ ケ
体下～底 :ヘラナデ

内黒不 1/4口 ～体 (14.2) 橙
多01～ 1.0
長石 ほぼ良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズ リ ガキ ?

台付甕 4/5台部 橙
有0.1～ 02
長石

良 好
(硬質 )

脚 :ミ ガキ 脚上 :接合オサエ 脚中:ヨ コハ
ケ、オサエ 脚下 :孔 1未貫通

内黒鉢 ほぼ完形 にぶい黄褐
粗、多02～ 1.0
長石、石英50、小礫 良好

口縁 :ヨ コナデ 頸 :ヘ ラオ
サエ (凹)体 ～底 :ケ ズリ

ョ
射放

上
・
体
底

口
下

ミガキ 体
図示

士亜 底 浅黄橙
少 0.1
長石 良好 ガキ 底 :ナ デ調整 タテミガキ

甑 (把手付) 把手 にぶい褐 多0.1～ 10
/1ヽ 礫 良好 把手 :ナ デ後 ミガキ ヨコナデ十ナナメナデ

231 甕 3/5鈍 にぶい赤褐
多0.2～ 50
長石、小礫 良好

口 :ヨ ヨナデ 体上～中 :

タテハケ 体下 :ナ デ
口 :ヨ コナデ (ハケ気味 )
体 :ナ デ

図示接合痕:体 2
スス(外面日から9
ま0

甕 1/2体～底 (26.4) 橙
粗03～ 1.0
角礫 良好

悪
整
り
調
残
デナヽ

デナ
底 図示

甕 3/4口～体 (20。 4) (12.7) 明赤褐 有0.1～ 10
長石、小礫 良好

口 :ヨ ヨナデ 体上 :ヨ コナ
デケズリ 体中 :タ テケズリ ヨコナデ

士亜 底 (12.8) 橙
０
石
少
長 良好 整

キ
調
ガ
デ

後？
底
土粧
デ
化
ナ

体下 : 体中 :ヨ
キ 体下

ハケ後タテ ミガ
タテハケ後ヘラ

ピット9。 10

352住 不 1/3全位 にぶい黄橙 有
01-0.3
長石 良好

口
体 ナナメミガキ

口 :ヨ コナデ
体 :タ テミガキ

ピッ ト3
図示

不 1/4全位 (15。 2) 橙
有0.2～ 2.0
長石 良好 ヨコミガキ

口縁 :ナ デ
体～底 :タ テ ミガキ

232 353住 不 完形 橙
有01～ 10
長石、角閃石、雲母 良好

口～体上 :ナ デ 体下～底 :ナ
デ+ケズリ、ケズリ底に集中

ナ
條
キ

鷹
幼
”

ピット図示

一亜 2/5日縁～体 (16.4) (24.5) 浅黄
有0.2～ 0.6
長石、石英、角閃石 ほぼ良好

口緑:やや面取気味 口辺:ヨ ヨナデ
頸:ヨ コミガキ 体:タテミガキ

口 :ヨ ヨナデ
ピット図示
接合痕 :体上 1
体下 1

甑 ほぼ完形 にぶい黄橙
有0.1～ 20
長石、赤色粒子 ほぼ良好 取

キ
面
ガ

・

ミ
端
テ
下
夕
体

232 不 ほぼ完形 橙
有0.1～ 0.3
長石 良好

口縁 :ナデ ロ辺 :ハ ケ 頸 :

ケ 体上 :ナデ+ケ ズリ 体下
ヘラナデ 底 :ケズリ

体
ガ

デ
‥
ナ
底

縁
キ
ロ
ガ

ヘラ後 ピット図示

232 士亜 1/3日 ～体 橙
有01～ 10
長石、雲母、角閃石 良好

口緑:面 取り 口辺:ヨ ヨナデ 頸:

ケズリオサエ 体上:ヨ コハケナデ 痕
デ
デ
ナ
ナ
コ
後
ヨ
デ

上

コ

体

ヨ
ロ
頸

図示
接合痕 :体 4

232 」ヽ型壺 3/5日～体 赤
有01～ 10
長石、角閃石、雲母 良好 ナ デ 体上 :ヘラナデ

ピット図示
接合痕 :頸 1

232 甕 1/5日辺 橙
有0.3～ 10
雲母、長石 良好 ヨコナデ P コナデ 図示

接合痕 :体上2

232 甕 1/5日辺 黒褐
有0.1～ 1.0
長石、雲母 良好

口:ヨ コハケ 体上 :ハ ケ状工具
でのナデP タテナナメ切合不明

口 :ナデ 体上 :ヨ コハケ ピット図示

一-400-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎 土 焼 成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

353住 甕 4/5体 (26.2) にぶい橙
有 0。 1～ 1.0
長石、石英、
赤色粒子

ほぼ良好
口:ヨ ヨナデ 頸:ナ ナメハケナデ
体上～中:ヘ ラナデ(ヨ コ)体下:へ
ラナデ(タテ)底 :ヘラ調整

口
体
ヨヨナデ
ヨコヘラナデ

痕
体

示
合

一

図
接
頸

354住 不 1/4全位 橙
有01～ 05
赤色粒子、長石 良好

口～体上 :ヨ コナデ、やや外反す
る、体下～底 :ケ ズリ後ナデ 7

ナ デ 図示

内黒不 1/3全位 橙
有0.2～ 1.0
長石 良好

口唇 :や や外反 ナデ、九
底

ガキ主にヨ カマド図示

lヽ型鉢 ほぼ完形 明赤褐 多01～ 30
長石、赤色粒子 ほぼ良好

ヨ
底
口
体

ナ デ 口～体上:ヘラヨコナデ後ヘラタテナデ
体下～底:ヘラヨヨナデ後ヨコヘラ

232 内黒不 4/5全位 にぶい黄橙
粗、多0.2～ 3.0
白色粒子
(パ ミス?)

良好 コナデ 底 :ヘラ調整 ヨコミガキ 図示

232 内黒不 1/4口 ～体 (15。 8) にぶい黄橙 有
0.1～ 20
長石 良好 口 :ヨ コナデ ヨコミガキ

232 甑 2/3全位 (10,0) 橙
極粗、0.5～ 2.0
赤色粒子(礫 ) 良好

体下 :タ テケズリ
体下端 :ヨ コナデ

ヨコナデ カマド図示
子L7

232 小型鉢 2/3全位 にぶい赤褐
粗、多01～ 15
赤色粒子 良好

口 :ミ ガキ 体 :ヘラケズ
リ 底 :ミ ガキ

口
体
ミガキ
ヘラナデ後一部ミガキ カマド図示

232 鉢
黒
型
内
小 ほぼ完形 明赤褐

粗、多0.1～ 3.0
長石、石英、
赤色粒子

クまぼ 良好
(黒斑有 )

口 :ヨ コナデ
体 :ヘ ラケズリ十ナデ

口～体上 :ヨ コミガキ
体～底 :タ テ。ナナメミガキ 図示

232 一亜 1/5日 ～肩 橙
少0.1～ 2.0
長石、小礫 良好 ・

上
回
体 ミガキ

ロ

ガ
ガキ、ナデ 頸 :

体上 :ヘラナデ

232 甕 1/4口 ～肩 にぶい黄橙
少0.1～ 1.5
長石 良好

口 :ヨ ヨナデ 体上 :ミ ガ
キ、ケズリ+ナデ 体上

コミガキ
ハケヨヨナデ

233 甕 2/3全位 (15。 2) 明赤褐
極粗、多
05～30赤色礫 ほぼ良好

ヨナデ 体 :ケ ズリタテ
ヨコ 底 :手持回転ケズリ

口～体 :ヘラナデ
体下 :ハ ケ P

233 甕 完形 にぶい黄橙 有
0。 1～ 5.0
長石 良好

口
様
ヨヨナデ 体 :ナ デの
ケズリ 底 :ケ ズリ カマド図示

233 甕 ほぼ完形 明褐
多、粗0.1～ 50
小礫 良好

口:ヨ コナデ 体 :タ テケズリ
(一部ヨコケズリ) 底 :ケ ズリ

口 :ヨ コハケナデ
体 :ヘラナデ

一不

５

図

・体

ド
痕

ヽ

マ
合
１

カ
接
口

233 356住 須恵不 3/5全位 灰
有0.1～ 05
黒色粒子、長石 良好 底 :手持ちヘラ調整 カマ ド

233 須恵高台不 1/6日 ～体 (20。 4) 灰
少0.1～ 0.5
長石 良好 カマド、床上

233 357住 須恵不蓋 ツマ ～体 灰
少0.1
長石 良好

233 須恵不 1/6口 ～体 (13.0)
外 :に ぶい黄橙
内 :黄灰

０
．石
少
長 良好

須恵広口甕 1/4口 ～体 (21.9) (14。 6) 灰 白
有0.1～ 02
長石 良好

頸
体 平行タタキ痕後ロクロ

359住 内黒不 完形 にぶい黄橙
粗05～ 1.2
赤色粒子 ほぼ良好 ヨ

底
口
体
ナデ
手持ケズリ

ヨコミガキ

233 内黒不 完形 にぶい黄橙 多
0.5～ 10
白色粒子

良 好
(黒斑 少 )

体 :ヨ コナデ 底 :逆位手持、中
央ケズリ後外周ケズリ(時計回り)

ヘラミガキ (ヨ コ+ナナメ
ヨコ)       ~ 図示

高不 脚 5 (1 浅黄橙 密0.1
赤色、雲母少 良好 ヨヨナデ ヨヨナデ

甕
一肩 黒褐 0.2白 色粒子 やや不良

頸 :ヨ コナデ
体上 :タ テハケ 頸 :ハ ケ 床下

内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 粗、砂多
05～ 1.5

赤色粒子 ほぼ良好
口:ヨ ヨナデ 体底 :逆位手持中
央ケズリ後外周ケズリ(時計回り)

ヨコミガキ 図示
黒色吸着不良

内黒高不 1/3日 ～体 (16.6) 橙
有0.2～ 0.3
赤色粒子 良好 コナデ 体底 :ケ ズリ ミガキ

甑 底 灰褐
有02～ 0.5
赤、白色粒子 やや不良

ヘラヨコナデ ヘラヨコナデ

甕 1/4口縁 (17.4) 橙
有02
白色粒子、雲母 良好

360住 須恵不 1/4全位 灰 子
１
粒
０
色
密
黒 良好 ロクロ 底 :糸切 カマ ド他

233 須恵不 1/6口 ～体 (14.0) 灰
密少0.5～ 2.0
白色 良好

須恵高台不 1/2底 青灰
密、少0.3
白色粒子 良好

不 1/5鈍 (14.0) 明赤褐
有0.2
白色、黒色 良好

体
り切

デ
ラ
ナ

ヘ「底
中
ズ
体
ケ

ロ
下 カマ ド

甕 1/3日 縁 (21.4) 明赤褐
多0.3～ 0.5
白色粒子 良好 口 :ヨ コナデ 口 :ヨ コナデ カマド床上

甕 1/3日 ～体 (27。 5) (20.6) にぶい褐
有0.5～ 1.0
白色粒子 ほぼ良好

口:ヨ ヨナデ 体上 :ヨ コケズリ
体中～体下 :タテナナメケズリ

体一
エ

上
サ体撥ガ秘
カマド
接合痕:体下1

361住 不 1/3全位 (12.6)
外
内
黄灰
にぶい黄橙

多0.2～ 0.5
長石、小礫 良好 ロクロ 底 :糸切

内黒不 1/3全位 (13.2) 明赤褐 有0.1～ 05
長石 良好 ロクロ 底 :糸切 タテミガキ 図 示

黒 色 不 良

内黒不 1/3全位 (14。 2) 橙
有0.1～ 2.0
長石、小礫 良好 ロクロ 底 :糸切 ヨコミガキ+タ テミガキ 黒色不良

内黒不 1/3日 ～体 (15.8) 橙
粗、多01～ 15
長石、雲母、小礫 良好 ナ デ ガキ不明瞭 図示

362住 不 1/5日 ～体 (15.8) 橙
少0.1～ 0.3
長石、角閃石 良好 ヨヨナデ

高不 ほぼ完形 浅黄橙 有0.1～ 10
長石、小礫 良好 ナデ ?

杯
脚
ナデ不明瞭
ヘラナデ不明瞭 図示

甕 1/10日縁 (19。 4) 橙
粗、多0.1～ 15
長石、小礫 良好 ガ キ ナデ ?

363住 須恵不 1/3日 ～体 (13.9) 灰オリーブ
少01～ 0.5
長石、石英 ほぼ良好

須恵高台不 2/5全位 (12.7) 灰
有01～ 05
長石、小礫 良好

ロクロ 底 :回転ヘラケズ
リ後タテケズリ 図示

234 Jヽ型甕 2/5全位 (12.6) 灰褐
多01～ 13
長石、石英、小礫 やや不良

口～体中 :

コハケ 頸
ケズリ 底

ヨコナデケズリ

甕 1/10日 縁 (20。 9) 橙
有01～ 0.5
長石、小礫 良好

口 :ヘラナデ 体上 :ヘラ
ケズリ後ヨコナデ

日 :ヨ コナデケズリ
体上 :ヨ コハケ

図示
接合痕 :頸 1

366住 不 1/2全位 にぶい橙 有
0.3
白色粒子 ほぼ良好 体上

:ヨ ヨナデ
体下 :ケ ズリ

234 不 1/5日 ～体 明赤褐 多02～ 0.5
白色粒子、石英 ほぼ良好 ナデ又はミガキ ? ヨコナデ P

234 不 1/2全位 にぶい黄橙 有
0.5～ 10
長石、角閃石 ほぼ良好

日 :ヨ コナデ
体 :ヨ コミガキ

同
体
ヨコナデ
ヨコミガキ

一-401-―



第 3章 調 査

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 月台土 焼 成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

366住 内黒不 1/2全位 にぶい橙
０
粒
Ｌ
色

０
．色

有

赤 良好 体 :ケ ズリ後 ミガキ
やや体

ガ
デ
状
ナ
射
コ
放

ピッ ト 2
図示

不 3/5全位 明赤褐
多0.5
石英、角閃石 ほぼ良好 口 :ヨ

ヨナデ 体 :ケ ズリ
ガ

デ
テ
ナ
タ
コ
射
ヨ
放

口
体 床上

不 4/5全位 橙
多01～ 0.3
長石、黒色粒子

良 好
(外黒 斑 )

ケズリ後ナデ ?不明瞭 口 :ヨ コナデ 体 :ナデ ?

高不 3/4不 橙
密、少05-10
角閃石 良好

ヨコナデ
タテミガキ (不明瞭)

タテミガキ P カマド図示

高不 1/3脚 にぶい橙 有
03～ 10
白色、黄色粒子 良好 ヨコナデ後タテ ミガキ

脚 :ヨ コケズリ
脚裾 :ヨ コナデ

高不
3/4不

1/2脚
にぶい黄橙 有

0.2～ 15
白色、黄色粒子 良好

り
裾

ガ
勁

ヘ脚キ
デ
ガ
ナ

‥
裾
不
脚 カマド図示

Jヽ型壺 1/5頸～体 浅黄橙
少0.2～ 05
白色粒子 良好 ナデミガキ

jヽ型壺 1/3日 ～体 (10。 4) (10.6) 明赤褐
有0.2～ 1.5
石英 良好

口 :タ テミガキ
体 :磨耗顕著

口 :ナ デ 7 体 :ナ デ 痕
体
合
１
接
頸

甕 rl4n-|fr (15,0) 明褐
有1.0
黒色、火山岩 良好

頸

エサ
デ
オ
ナ
指

ヨ
体

体
痕

ロ
ズ 図示

234 Jヽ型甕 1/3日 ～体 (13,6) (12.3) 明赤褐
有05～ 10
石英、自色粒子 良好 ヨナ増

体
嘱″丹

口
体
ヨコナデ 頸 :指オサエ
ケズリ 体下 :ハ ケ

痕
示
合
２

図
接
体

甕 1/2日 ～体 (16.0) (14.9) 赤褐
多0.5～ 1.0
石英、角閃石 ほぼ良好

口
体
ヨヨナデ ヨコナデ 接合部指 オサエ

十里 1/5体～底 赤褐
有0.2～ 0.5
白色粒子 良好 体 : ガキ (やや不明瞭 ) ナデ ?

367住 須恵不蓋 3/5鈍 (20.7) 赤灰
少0.2
長石

良好
(内やや酸化)

天丼上 :ヘラケズリ (正位反
時計回り) 天丼下 :ロ クロ 図示

須恵不 3/5鈍 褐灰
有0.2～ 2.0
長石 ほぼ良好

体
底 手持ヘラ調整

234 須恵不 ほぼ完形 灰黄
やや粗、有0.1～ 30
長石、小礫

ほぼ良好
(やや酸化気味)

体 :ロ クロ

底 :手持ヘラ調整 図示

234 須恵不 3/5全位 (14.2) 灰オリーブ
少0.1～ 20
長石、黒色粒子 良好

体
底 ヘ ラ切ヘ ラ調整

234 須恵不 3/5全位 (14。 4) 灰
少01～ 0.5
長石、黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ピッ ト 1

図示

234 須恵不 ほぼ完形 灰
０
．
石

少

長 良好
体
底 手持ヘラケズリ 図示

234 内黒不 1/5日 ～体 (15。 2) 橙
０
．
石

少

長 良好
口 :ヨ コミガキ
体 :ケ ズリ

ヨコミガキ

235 須恵甕 1/6口 ～頸 (20。 4) 黒褐
有0.1-0.5
長石、雲母 良好

ク
サ具

頸
工

口
頸

235 甕 1/10日～体 (14.0) 明赤褐
０
．
石

少

長 良好
口 :ナ デ
体上 :ヨ コケズリ

)\r 3 =-ff 図示

235 須恵甕 1/5体～底 (15。 7) 浅黄橙
粗、多01～ 10.0
小礫多 還元不良 体中

:平行タタキ 体下:平行タタキ
後ヨコケズリ 底:ヘラナデ調整 体中 :オ サエ痕 底 :ハ ケ

235 368住 須恵不 3/5全位 褐灰
有0。 1～ 10
長石、黒色粒子 良好 底 :ヘラ調整

焼き歪み
底土砂溶着

235 内黒不 2/3全位 明褐
有0.2長石
10/1ヽ 礫 ほぼ良好

口～体上 :ヨ コミガキ
体中～底 :ケ ズリ (ナ デ)

ヨコミガキ

235 内黒不 2/3全位 橙
少0.1～ 30
長石、角閃石、小礫 良好

口:ヨ ヨナデ 体下～底 :逆位手
持回転ケズリ (時計回り)

ヨコ、ナナメミガキ 図示

235 内黒不 完形 にぶい橙 少0.1～ 15
長石、小礫 ほぼ良好

体 :ナデ 体下～底 :外周ケズリ
の後中央ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ

235 内黒不 ほぼ完形 にぶい橙
粗、多02～ 30
長石、ガヽ礫 良好

示
耗
図
摩

235 内黒不 4/5全位 にぶい橙 有
0.2-1.0
長石、小礫 良好 口 :ヨ コナデ ヨコミガキ 図示

235 内黒不 2/3全位 (14.4) 橙
有0.1～ 15
長石、小礫

ほぼ良好
(外に黒斑有)

体 :ヨ ヨナデ 体下～底 :外周ケ
ズリの後中央ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ

235 内黒鉢 3/5全位 にぶい黄橙
極少0.1～ 20
長石 良好

口 :ヨ コミガキ
体～底 :ケ ズリ

ヨコミガキ

235 鉢 1/5日 ～体 灰褐
多0.1～ 10
長石、角閃石 やや不良

口唇 :面 取 り気味
口～体 :ナ デ

口
体
ナ デ

ヨコナデ

235 甕 2/3日 ～体 (28.5) 明赤褐
多01～ 30
長石、石英、
赤色粒子

良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ コヘラナデ
示図
‥
ド
痕
マ
合
４

カ
接
体

235 甕 1/3日 ～体 (20.8) (29.6) 明赤褐
多01～ 10
長石、石英、小礫

良 好
(黒斑 有 )

口
体
ヨコナデ 口 :ヨ コナデ

体 :ヨ コヘラナデ

示ド
痕
マ
合
１

カ
接
体

甕 1/2日 ～底 (30.4) 赤褐
多01～ 15
長石、石英、雲母 ほぼ良好

口 :ユ ビオサエ後 ヨコハケ
体上 :ヘラケズリ 体下 :

ヘラケズリ 底 :葉脈痕
口
頸

ヘラナデ
ヘラナデ

痕
示
合
２

図
接
体

235 甕 ほぼ完形 にぶい赤褐
多01～ 10
長石、雲母、小礫 良好 整

卜
調

メ

ヘ
・底
頸デ

ズ
ロ
体

口
体
コナデ
ヘラナデオサエ

235 甕 1/2日 ～体 (22.2) にぶい褐
多01～ 20
長石、赤色粒子 ¨̈

口:ヘラナデ
体 :ヘラケズリ 図示

236 甕 1/3日 ～体 (17.5) 明褐
有01～ 10
長石、角閃石

ほぼ良好
(黒斑やや有)

口 :ヨ コハケまたはヘラナ
デ 体 :ヘラナデオサエ コナデ

236 甑 (把手付 ) 1/4口 ～体 (25,4) (15.8) にぶい黄橙
多01～ 2.0
長石、石英 ¨̈

口:ヨ ヨナデ 把手 :ケ ズリオサ
エ 体 :タテケズリ後タテミガキ

口:ヘラ後ヨコミガキ
把手 :ケ ズリ 体中:ヨ コミガキ

236 369住 須恵壺 1/1o日 橙 長石 、石英
ナデ (争」落気味 )

接 合 痕 :

頸 1

236 不 1/5日 ～体 (13.8) 橙
少01～ 10
長石、小礫 良好 体 :ミ ガキ カマド図示

236 不 2/3全位 にぶい黄 多
01～ 1.0
長石、雲母 ほぼ良好

ヘラケズリ後 ミガキ
ガ
ガ

ロ
体

236 不 2/3全位 明黄褐
少10～ 2.0
石英 ほぼ良好 ナ デ 図示

236 甑 2/3全位 (13.2) にぶい黄橙 有
01～03
長石、石英、角lAl石 良好 口 :折返し 体 :ハ ケナデ 体

サ
ハ
ユ

ヨ
底 カマド図示

236 士亜 1/10日縁 (14.2) にぶい黄橙 有
0.1～ 10
長石、小礫 良好

ガ
ガ

ロ
頸

口～頸 :ヨ コ ミガキ 図示

236 甕 2/3日 ～体 (24.0) にぶい赤褐
有01～10
長石、雲母、小礫 やや不良

口
体 体下 :ヨ コナデ

口～頸 :ハ ケナデ
体 :ヨ コヘラナデ

236 甕 2/3日 ～底 にぶい褐
多01～15
長石、石英、雲母 良好

頸 :タ テミガキ 体上 :ヨ コミガ
キ 体 :タ テ、ナナメミガキ 体
下 :ヨ コミガキ 体下～底 :ケ ズ
リ後ナデ 底 :ヘラケズリ

頸 :ヨ ヨナナメミがキ
体中 :ヨ コヘラナデ

カマ ド図示
接合痕 :

体 5

一-402-一



第 1節  国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

370住 不 1/5日 ～体 にぶい黄橙 有
0.1～ 05
長石、角閃石 良好 ナ デ コナデ 図示

236 卜型鉢 ほぼ完形 にメゞいイ渇 少01～ 1.0長石 ほぼ良好
口 :ヨ コミガキ
体～底 :ヨ ヨナナメミガキ ガナ

キ
ナ
ガ
テ

ヨ
底

口
体

甕 1/5日 ～肩 (18。 4) 橙
有01～20
赤色粒子、小礫、
長石、雲母

良好
口 :やや面取 り気味
頸 :ナ デ

口～頸 :ヨ コヘラナデ

甕 3/4口～体 (14.0) 橙
多、粗01～ 10
長石、赤色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ ヨナデ
体上～下 :ケ ズリ

ヘラナデ

236 一亜 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
0.1～ 20
長石、小礫

良 好
(黒斑 有 )

口～頸:ヨ ヨナデ 体:ケ ズリ
体上:ハ ケ後ミガキ 体:ヨ コケズリ
体下:ナデ? 底:ヘラナデ

口～頸 :ヨ コナデ 体 :

コハケ 体下 :ハ ケ

237 371住 不 1/5日 ～体 (15。 7) にぶい黄橙
有0.1～ 1.0
長石、小礫 良好

口～体上 :ヨ コナデ
体下 :ミ ガキ

ガ キ 床上

237 不 2/3鈍 にぶい黄橙 有
0.1～ 0.5
長石

クまぼ 良好
(黒斑 有 )

ケズリ後ヨコミガキ
口 :ヘラナデ ミガキ 体上
～底 :ヨ ヨナナメミガキ

237 372住 不 1/3日 ～体 (19。 6) にぶい黄橙
有0.1～
長石 良好

口～体上 :ヨ コミガキ
体下 :タ テミガキ

ガ
ガ

ロ
体

ピ ッ ト 1
図示

237 Jヽ型壺 3/5日縁部欠 明褐
多0.1～ 10
長石、石英、雲母 ほぼ良好

口～頸 :ヨ コナデ
コ十ナナメナデ

ヨ
デ
・
ナ
体
‥底

口～体 :ナ デ
体下～底 :ナ デ

237 内黒小型鉢 4/5全位 明赤褐
少0.1
長石、石英 やや不良

噸
″
ナデ 体:ヘラケズリ後 口～頸:ヨ ヨナデ (一 部ハケ)体

上:ヨ コハケ 体下:ヨ コヘラナデ 図示

高不 1/2不 にぶい黄橙 有
0.1～ 1.0
長石、石英 良好

口 :ハ ケ 不部 :ヘラタテ
ナデ後 ヨヨナデ

不部 :手持ヨ
ミガキ

ハケ後タテ ツ
一不
ピ
図

373住 須恵不 3/5全位 灰
多0.1～ 20
長石 良好

ロクロ 底 :逆位手持回転
ヘラケズリ (時計回り) 図示

須恵高台不 1/5全位 黄灰
有0.2
長石 良好 口 :ヨ コハケナデ

不 1/4全位 (13.0)
外 :黒褐
内 :赤

有0.1～ 0.5
長石 良好 ナデ 7 ナデ ?

甕 1/4口 ～肩 橙
密0.1～ 02
長石 良好

デ

ヨ

ナ。
上
回
体 口～頸 :ヘラヨコナデ

痕合
１
接
口

374住 須恵不 1/3日 ～体 黄灰
有0.1～ 05
長石 良好

口～体中 :ロ クロ

体下 :手持ヘラケズリ

須恵不 1/5日 ～体 灰
少0.2
長石 良好

口～体中 :ロ クロ

体下 :回転ヘラケズリ

不 1/4口 ～体 (14。 1) 浅黄橙
少 0.2
長石 良好 ヘラナデ (ミ ガキ) ヨコミガキ 床上

237 Jヽ型鉢 1/3日 ～体 (12.4) 褐灰 少 不良 口 :ヨ コハケ 体 :ヘラ a =,,:7

237 内黒不 1/5全位 (13.5) 橙
少0.1～ 2.0
長石 良好 ガキ 底 :ヘラ調整 ヨヨナナメミガキ

237 内黒不 1/5日 ～体 (14。 9) 橙
有0.1～ 20
長石、小礫 良好 ケズリ後ナデ ? コミガキ 図示

内黒不 1/5日 ～体 (12.3) にぶい黄橙
少0.1
長石 良好 体 :ヘラ後 ガ キ ヨコミガキ カマド

237 375住 不 完形 橙
有0.1～ 10
長石 良好 ヨコミガキ タテミガキ 図示

不 完形 橙
有02～10
長石、雲母、小礫 良好

口 :ヨ ヨナデ
体上～底 :ケ ズリ後ナデ

口 :ヨ コナデ
体上～底 :ヨ コミガキ

237 不 ほぼ完形 にぶい黄橙 少 良好
へ
底
ガキ
ガキケズリ ガナ

キ
ナ
ガ
射
ミ
放

ヨ
底

口
体

図 示
内 面 黒 斑

237 不 完形 橙
少01～ 05
長石 良好 ガキ+ナナメミガキ 着

謝
ヨ
転
底
持

口～体 :手
ヘラ言己号

ピ ッ ト 1
図示

237 高不 1/2不 橙
少0.1
長石 良好

ガ射
ガ
放
ミ
・
射
体
放

口
底

コミガキ 図示

237 高不 完形 にぶい黄橙
少01～ 05
長石、雲母 良好

不:ハ ケナデ後ナナメハケ 不底:ナ
デ 接合部:ヨ ヨナデ 脚:タ テミガ
キ 脚裾:ヨ コミガキ 脚裾端:ナデ

不

脚
ヨコハケ後 ミガキ ピ ッ ト 1

図示

237 高不 4/5全位 橙
少01～10
長石、赤褐色粒子 良好

口～不中 :ヨ コナデ
～脚 :タ テミガキ

不底 不:ヨ コナデ 脚上ン ケヽ後オサェ
脚下:ヨ コケズリ 脚IE・ :ヨ ヨナデ 図示

Jヽ型鉢 ほぼ完形 浅黄橙
少0.1～ 0.3
長石、赤色粒子 良好

ガコ
デ
ョ
ナ
後
後
デ
リ
ナ
ズ

体
底

口～体上
体中～底

ガ
ガ

コ
射
ヨ
放

図 示
底 に黒 斑

237 Jヽ型鉢 2/3全位 にぶい褐 ・
５
母
・０
雲

０
石
有
長 やや不良

口 :ヨ コナデ 体上～底 :

ケズリ後ナナメヨコミガキ
口:ヨ コミガキ 体上 :ヨ コナデ
体中～底 :放射タテミガキ 有

示
斑
図
黒

片口鉢 片口 にぶい黄橙 長 石 ほぼ良好 ヨヨナデ ヨナデ カマド

237 Iヽ型甕 1/4口 ～体 にぶい橙 少
01～ 0.5
長石、石英 良好

口～体上 :ナ デ後タテミガ
キ

口 :ヨ コナデ
体上 :ヨ ヨナデケズリ

接 合 痕 :

クヽ1

237 lヽ型鉢 2/3全位 褐灰
少0.1～ 0.2
長石 良好 ヨコミガキ

口～体上
体中～底

ガ

ガ 図示

237 不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
白っぼい
01～ 10長石 良好

口:ヨ ヨナデ 体上 :ヨ コミガキ
体中～底 :ナナメ放射ミガキ

ピット1図示
黒斑有

237 小型甕 ほぼ完形 明赤褐
有0.1～ 1.5
角閃石、石英 良好

口～体中 :ヨ コナデ 体下 :タ テ
ケズリ 底 :ヘラケズリ カマド図示

238 甑 1/4全位 にぶい橙 少 0.1～ 1.0
長石 良好

口～体上 :ヨ コミガキ
体中～体下 :タ テ ミガキ

口～体下 :ヨ コミガキ
体下端 :ヨ ヨナデ

238 甕 2/3日 ～体 橙
多01～ 10
長石、雲母、石英 良好

ケヽタテナ
ガキ

口
体

ド
痕
マ
合
１

カ
接
体

238 甕 2/5日 ～体 橙
有0.1～ 10
長石、赤色粒子 良好 タテナデ後タテミガキ ヨコナデ 接合痕目立つ

Jヽ型甕 2/3日 ～体 橙
有0.1～ 1.0
長石、角閃石 良好

口
体
ヨコナデ

図示

238 甕 1/4口 ～体 明赤褐 有01～ 10
長石、石英 良好

口:ヨ ヨナデ 頸 :ナデケズリ後
タテミガキ 体 :タテミガキ

ロー体上 :ヨ コハケナデ
体中 :ヨ コケズリ

甕 ほぼ完形 橙
有0.1～ 0.2
長石 ほぼ良好

口:ヨ ヨナデ 体上～中:ナ ナメハケ
体下:ヨ コハケ 底:ヘラ切り

238 甕 ほぼ完形 橙
有02～ 0.5
長石 ほぼ良好

～体上 :ヨ ヨナデ 体中～下 :

ケナデナナメ 底 :ヘラ調整
日:ヨ コミガキ 体上:ヨ コハケナデ
体下:ヨ ヨナデ、ヘラオサエ

376住 不 1/5全位 (16.2) にぶい黄橙 有
0.1～30
長石、小礫 良好 体上 :タ テ ミガキ

夕
底平

体

つ持
デ
を
ナ
味
コ
丸

ロ
ガ ツ

一不
ピ
図

238 不 1/5日 ～体 にぶい黄橙
少0.1～ 0.5
長石、角閃石 良好

口～体上 :ヨ コミガキ 体
下～底 :ヘ ラケズリ後ナデ

タテミガキ 床上

内黒不 2/3全位 浅黄橙
極少01～ 10
長石、石英、小礫 良好 ヨコミガキ ? 調整不明瞭 ヨコナナメミガキ

不 完形 にぶい黄橙
少0.1～ 10
長石、赤色粒子 良好 ガ

加
牡
舞
頼
掏

短

・底
口
体 タテナナメミガキ 図示

―-403-―



第 3章 調 査

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

238 376住 甕 1/5日 縁 黒褐
有02～ 10
長石、小礫 不 良 ケヽヨコナデ ハケナデ 図示

小型壺 1/3全位 (12.2) 浅黄橙 有02～ 10
長石、小礫

やや不良
(黒斑有) ”一̈上る平底、ミガキ

口 :タ テミガキ
体 :主にヨコミガキ

甕 ほぼ完形 橙
有01～ 1.0
長石、小礫

クまぼ良好
(黒斑 有 )

口 :ヨ コナデ 体 :ナ デケ
ズリ 底 :ヘラ切 り

口 :ヨ コナデ
体 :ハ ケナデ 図示

378住 須恵不 1/2全位 (14。 2) 灰
有0.1～ 3.0
長石、小礫

良好
(やや還元不良)

ロ クロ 底 : 糸切

内黒不 1/4全位 (16.0) にぶい黄橙 良好 ロクロ 底 :糸切 ヨコミガキ 図示

甕 1/6口 ～肩 (19.6) 橙
有0.2～ 0.5
長石、角閃石 良好

口 :ヨ コナデ 体上 :ヘラ
オサエ、ヨコミガキ

ヘラナデ ?

379住 不 完形 橙
や や 不 良
(黒斑 有 ) 体～底 :ヘラナデ

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘラナデ ピット1図示

小型壺 1/6日 ～肩 にぶい黄褐
有0.1～ 05
長石、赤色礫 やや不良 体上

ガキ
ヘラナデ

一小卜
痕
１

ツ
合
上

ピ
接
体

239 小型壺 2/3日～体 (13.6) にぶい褐
多0.2～ 10
長石、石英 良好

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体

ヘラナデ

甕 1/5体～底 暗褐
有01～15
長石、石英、小礫 やや不良

体中 :ナデ 体下 :ケ ズリ後ナデ
か?ナデ 底 :ナデ中央凹む ナ デ

卜
痕
ツ
合
５

ピ
接
体

甕 2/5日～肩 (13.6) 褐
粗、多0.1～ 12
角閃石、石英、
雲母、長石

ほぼ良好
(黒斑有 )

ヨコナデ
ヨコナナメナデ
ロ縁は厚め

痕
１

示
合
上

図
接
体

239 甕 3/5日～体 (20.7) にぶい褐
有0.1～ 1.0
長石、石英、雲母

良 好
(黒斑 有 )

:ヘラナデ 体 :ヘラナ 口:ヘ ラナデ 体上 :ヘ ラナデ
(条文残る)体 中 :ヘラナデ

239 380住 須恵高台不 1/5底 灰
有0.1～ 0.2
長石 良好 ロクロ 底 :回転ヘラ カマ ド

内黒高不 脚 橙
有0,卜 2.0
長石、角閃石、小礫 良好

上
下
脚
脚 ヨヨナデ

上
下
脚
脚
ヨコナデケズリ
ヨコナデ ピット2図示

239 高不 脚 (11.8) 明黄褐
多0.1～ 5.0
長石、小礫 良好 ヨコナデ不明瞭

上
下
脚
脚
ヨコヘラナデケズリ
ナデ 図示

383住 不 2/3全位 橙
多01～ 1.0
長石、石英、小礫 良好

口～体上 :ナ デ 体下～底 :

ヘラケズリ 厚手の底部 カマド図示

不 1/3全位 (12.6) 里
（

少0。 1～ 1.0
長石、赤色粒子 やや不良

口～体上 :ナ デミガキ 体下
～底 :中央ヨコケズリ後手持
ケズリ、逆位反時計回り

口～体上 :ナ デ ミガキ
体下～底 :ハ ケナデ、タテ
ヨコミガキ

黒っIFい色調

不 3/4全位 橙
少0.1
長石

良好
(内面縁黒斑)

底

ケデ体”けけ
ヨ
ナ
計

‥
後
時

ｉ
ジ カマド図示

内黒不 1/4全位 (13.6) にぶい黄橙
少0.1-1.0
長石 やや不良

口～体上 :ヨ コナデ
体下～底 :ヘラケズリ

ロー体上
体下～底

ガ

ガ

内黒不 1/4全位 (12.4) 黒褐
有0.1～ 0.5
長石、小礫 やや不良

口～体 :ヨ コナデ
底 :ヘラケズリ (タ テ)

ナデ 底 :棒状工具で沈線
を一周施す

ピット3図示

内黒不 3/4全位 にぶい黄橙
少0.1
長石 良好 ナデケズリ ヨコミガキ カマド図示

lヽ型甕 1/3日 ～肩
・
黒褐

有0.1～ 0.5
長石 やや不良 口 :ナ デ 体上 :ケ ズリ ナ デ

壺 P (15,7) 橙
少0.1～ 02
長石 良好 ヨコナデ ヨコナデ

239 士亜 1/4体だ底 (17.鋤 にぶい橙
有0。 1～ 3.0
長石、赤色粒子 ほぼ良好

ヨコナナメケズリ
底 :ヘラ調整

ハケナデ 図示

239 一亜 1/3日 ～体 (19,4) (13.5) 橙
有0.1～ 1.0
長石、赤色粒子 ¨̈

口 :ヨ コナデ 頸 :ユ ビオサ
エ 体上 :ヨ コナナメミガキ

口 :ヨ コナデ 頸 :ヘ ラナデ
体上 :ハ ケナデ不明瞭

甕 1/2日 ～体 (18.3) (17.0) にぶい赤褐
少
01長石、03小礫 ほぼ良好

口
体

ヘラヨコナデ
タテケズリ後ミガキ

コナデ カマド図示

甕 1/3日 ～体 (18.6) 橙
有0.1～ 4.0
長石、小礫 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体 :ナ デケズリ

口 :ハ ケナデ
体 :ヨ コヘラナデ

384住 黒色不 1/3鈍 (14.8) 黒褐
有0.1～ 1.0
長石、小礫

不良
(黒 っIFい )

口
体
ヨコナデ (ハケ 7)
ケズリ後ナデ ?

ガ
ガ

ロ
体

図示
黒っIFい色調

内黒不 1/2日 ～体 (18。 2) 橙
有0.1～ 1.0
長石、赤色礫 良好

口 :ヨ コハケナデ
体 :逆位手持ケズリ

口 :ヨ コミガキ
体 :放射 ミガキ

内黒不 1/3全位 (13.4) 灰黄褐
少 0。 1
長石 ほぼ良好 コミガキ

240 内黒不 1/3日 ～底 (14.4) 浅黄橙 有0.1～ 1.0
長石、石英 ほぼ良好

口～体中 :ナデ? 体下 :ヘラナ
デ、逆位手持ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ不明瞭

壺 (転用甑) 1/3体～底 にぶい黄橙
有01～ 1.0
長石 良好

ヘラヨヨナデ後ヨコミガキ
底 :ナ デ調整

焼成後、底部打

240 385住 内黒不 1/2全位 (14.9) 赤褐
有01～ 2.0
長石、赤色粒子 良好

口～体 :ヨ コナデ
底 :ヘラケズリ

ヨコミガキ

Jヽ型甕 2/3全位 (12.0) 明赤褐
多0.1～ 2.0
長石、石英、雲母 ほぼ良好

口:ヨ ヨナデ 体 :ナデケズリ
体中 :ナデケズリ後タテミガキ
底 :ヘラケズリ。ナデ調整

口～体上 :ヨ コナデ
体下 :タ テミガキ

甕 2/3全位 (22.5) にぶい褐 有
01～ 0.5
長石 ほぼ良好

ヘラナデ 体 :へ
底 :葉脈痕

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ ヨナデ (痕が残る)

240 甕 1/2全位 (16.7) (28。 1) 明褐 石
０
石

少
長

良 好
(黒斑 有 )

口:ヨ ヨナデ 体上 :タ テナデ
体下 :ヨ コナデ 底:ヘラ調整

口 :ヨ コナデ
体 :ヘラナデ

388住 一亜 1/5日縁 橙
多01～10
石英、雲母、赤色
粒子、角閃石

良好 ナデ、ナナメヘラオサエ ナ デ ピット2

392住 内黒不 1/4口 ～底 (14,2) にぶい黄橙
少0.1～ 2.0
長石、赤色粒子 ほぼ良好 ガ キ

不 1/4口 ～体 (16,4) 橙
有0.1～ 0.2
長石、石英 良好

口
体
ナデ
ケズリ後ヨコミガキ

デ
ガ
ナ
ミ

ロ
体

内黒不 1/4口 ～体 (22,6) 橙 少 良好
口
体
ヨコナデ 口 :ヨ ヨナデ

体 :ヨ コミガキ

高不 2/5脚 橙
少 0.2～ 0.5
長石

良好
(赤色気味 )

脚上 :ヘ ラオサエ

脚下 :タ テミガキ
上
下
脚
脚

)-7tt t
= 

a -l-f'

一亜
一月 にぶい褐

多0.1～ 10
長石 良好

頸

タ

コハケナデ 体上 :

ガキ、ヨコミガキ
体上 :ヨ コヘラナデ

甕 1/2日 ～体 (36.5) 明褐
有0.1～ 10
長石 ほぼ良好 ヨコナデ ヘラヨコナデ 図示

393住 内黒不 1/3日 ～体 (12.5) 浅黄橙
１
石

少
角 良好

口～体上 :ヨ コナデ、やや
稜有

ガキヨコ十タテ

不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 0.2
長石 良好

口～体上 :ヨ コハケ
体下～底 :手持ケズリ

口 :ヨ コミガキ後タテミガ
キ ピット1

不 1/5日 ～体 (13.6) 橙
有01～ 1.0
長石、石英 良好 ヨコミガキ ヨコ+ナナメミガキ
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第 1節  国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

393住 不 1/5日～体 (16。 8) 橙
有0.1～ 1.0
長石、小礫 良好

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コミガキ

241 高不 1/4脚 浅黄橙 良好
上
下
脚
脚
タテミガキ
ヨヨナデミガキ

上
下
脚
脚
ナデオサエ
ヨコミガキ

内面 :丁寧
に仕上げ

内黒直口壺 1/3頸 にぶい黄橙
少0.1
長石 ほぼ良好

口 :タ テミガキ
頸 :ヨ コミガキ (オサエ)

ナナメミガキ
日外 :黒色
処理影響有

241 395住 須恵不 1/8日～体 黄灰
０
石
有
長 良好

口～体中 :ロ クロ

体下 :回転ヘラケズリ 図示

須恵小型瓶 1/10頸 灰
少0.1～ 0.2
長石 良好 頸 :浅い沈線 2条

241 須恵壺 一肩 黄灰
０
石
有
長 良好

体上 :沈線 2条の間に櫛描
波状文 (6条 )

ヨコナデ後ユビオサエ 外 :自 然釉

不 3/5鈍 明赤褐
粗、有01～ 10
角閃石、長石、石英 良好

デナ
底

口
体

不 2/5全位 (13。 2)

内

外
黄灰
にぶい黄橙

有01～ 03
長石 良好

口～体上

体 中～底

ガ

ガ
ヨヨナナメミガキ

不 完形 にぶい黄橙 有
01～05
石英、長石、小礫 良好 ヨコミガキ 放射 ガ キ ピット2図示

241 不 ほぼ完形
内

外
にぶい橙
褐

有0.1～ 1.5
長石、石英 ほぼ良好

口～体上 :ヨ コミガキ
体中～底 :ケ ズリ後ナデ

タテナナメミガキ

内黒高不 4/5不 にぶい褐
少01～ 1.0
長石、赤色粒子 良好

不上:ヨ ヨナデ 杯中～不底:ナナメ
ケズリ 脚:タテケズリ 脚裾:ナデ

杯
脚
ヨコナナメミガキ
ヘラケズリナデ 図示

241 不 1/5日 ～体 にぶい褐 有
0.1～ 05
長石、赤色粒子 やや不良

口 :ヨ コナデ 体上 ン ケヽ ?
ナナメ 体中 :ハケヨコ ヨコナデ 接 合 痕 :

体 上 1

241 不 1/4口～体 (22.0) 橙
有0.1～ 0.5
石英、長石 良好

口
体
ヨコナデ
ヨコミガキ

ガ

ガ
ロ
体 ピット2図示

甑 1/3全位 明赤褐 有01～ 1.0
長石、石英 良好 ヨコヘラナデ ヨ

端
‥
下
体
体

ヘラナデ
ヨコヘラナデ 斑里（

一不
・・

図
内

小型甕 1/2回～体 にぶい赤褐
有01～ 20
石英、長石 ほlr蘇り子 口 :ヨ

コナデ 体 :ケ ズリ
口
体
ヨヨナデ
ヨコヘラナデ

台付甕 1/3体～脚 明褐
有01～20
雲母、長石、石英 ほぼ良好

デナ
デ

ヘ
コ

下
‥
体
脚

脚 :ヘ ラ
ヨコナデ

396住 不 1/4全位 にぶい黄橙 有
0.1～ 10
長石、石英 良好

口
体
ヨヨナデ
ヘラナデ (ケ ズリ7)

ヨコナデ タテナデ

不 1/4口 ～体 (17.0) にぶい黄橙 有
0.1～ 0.3
長石 良好 ヨコミガキ

体 :放射
ガ
ガ 床 上

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙
少0.1～ 0.3
長石 ほぼ良好 ・

デ
ガキ 体 :ケ ズリ
ヘラケズリナデ

ヨコミガキ カマド図示

内黒不 1/3全位 橙
有0.1～ 4.0
長石、ガヽ礫 良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヨ コケズリ

ヨコミガキ カマド付近

甕 1/10底 黄橙
有0.3
長石、礫 不良

ヘラナデ (タ テ)底 :へ
ラナデ後ヘラケズリ

ヘラナデ
カマ ド図示
黒斑多

甑 1/4体 にぶい黄橙 有01～ 0.2長石 やや不良 ガ キ
ヨコミガキ
体下端 :ヨ コナデ カマド付近

241 甕 ほぼ完形 橙
多0.1～ 10
長石、赤色礫 良好

底
ズ

デ
テ

ヨ
体

口
整

ヘラ調 口 :ヨ コナデ 体上～体 中 :

ハケナジ 体下 :ヘラナデ
示ド

痕
１

マ
合
中

力
接
体

397住 Jヽ型甕 1/3日 ～体 橙
少01～ 05
長石、赤色粒子 良好 ヨコミガキ ヨコミガキ

241 398住 不 ほぼ完形 にぶい赤褐
有
0.1～ 0.3長石 ほぼ良好

口～体上 :ヨ コナデ
体～底 :ヨ コケズリ 図示

不 1/4全位 (12.7) にぶい赤褐
有
0.1～ 0.3長石 良好

口～体上 :ヨ コミガキ
体下～底 :ヨ コケズリ ガナ

ガ
テ

ヨ
底

口
体

小型甕 1/2全位 にぶい赤褐
有02～ 10
長石、石英、角閃石 良好

デナ
整・調

頸
ラへ

デ
・
ナ
底

ヨ
デ
‥
ナ
縁
‥
口
体

デ
デ
ナ
ナ

頸

ヨ
ロ
体

図示
器形が口縁で

崩れている

甑 1/4口 ～体 (28.0) (13.4) にぶい黄橙
有01～ 05
長石 良好

ガ
ガ

ロ
体

ガ
ガ

ロ
体 図示

甕 1/3日 ～体 (19.7) 灰褐
０
量Ｈ影

０
雲
多
金 やや不良 コナ

着
町
舞
岩
体
掏
ジ
体
ナ

ナ
ナ
ナ
ラ
・
へ

頸

‥
一
上
回
体

ミガキ

3400住 Jヽ型不 完形 にぶい黄橙
少
0.1長石 ほIF良 :政子 体 :ヨ コミガキ 体 :ナ ナメ放射 ミガキ ツ

一不
ピ
図

小型不 ほぼ完形 里
小

有
0.1～ 03長石 やや不良 体 :ヨ コ後ナナメミガキ

体
キ

ガキ後放射 ミガ 右マ
一不

力
図

不 ほぼ完形 にぶい黄橙
少 0.1～ 0.3
長石 良好 体 : ガ キ 体 :タ テ、放射 ミガキ 床上

242 不 1/5口 ～体 (13.8) 橙 少0.1～長石 良好 体下 :タ テ
ガキ
ミガキ

落体
キガ

ガ
・
ミ
下
コ
体・味

口
気

不 1/4全位 (14.8) 橙
少01～ 05
赤色粒子 良好

口
体
ヨコナデ
ヨコミガキ 体 :ヨ コ+タ テミガキ

不 完形 橙
有0.1～ 15
雲母、長石、石英 ほぼ良好

デナ
底

口
体 ヨコミガキ 体～底 :タ テ ミガキ

カマ ド右
図 示

不 ほぼ完形 橙
多0。 1～ 1.0
長石、石英 良好

体 :争 J落 顕著 (ヨ コミガ
キ)

体 :剥落顕著、 ミガキ P

242 不 2/3全位 にぶい黄橙
少0.1～ 0.3
長石 良好 体 :ヨ ヨナナメ

口 :ヨ コミガキ
体 :ヨ コナナメミガキ カマド付近

242 不 1/3全位 (13.5) にぶい黄橙
少01～ 05
長石

良好
(還元気味 ) ガ

ヨ
底

口
体

ガ
ガ

ロ
体

不 2/3全位 (14.6) 橙
少01～ 0.4
長石、赤色粒子 良好 ヨコミガキ

ガナ
ガ
ナ
ミ

ロ
体 カマド図示

大型不 2/3全位 橙
０
石
少
長 良好

口
体
ヨコナデ
ヨヨナナメミガキ

デ
ガ
ナ
ミ

ロ
体

不 完形 にぶい黄橙
少0.1
角閃石、石英 良好 体 :ヨ コミガキ

体 :ヨ コハケナデ 図示

内 黒
ガ 型ヽ 壺

ほぼ完形 にぶい橙 少
0。 1～ 0.3
長石 ほぼ良好

体一
下
口
体
:タ テミガキ 体 :タ テナナメミガキ

体 :放射ミガキ後ヨコ ガ キ

卜型壺 ほぼ完形 にぶい黄褐
少 0.1～ 0.5
長石 ほぼ良好 体

嵐
岩
珈

体
ガ

体
体
ヨコミガキ
多方向ミガキ

右マ
一小

力
図

242 高不 1/3日 ～体 橙
有01～ 10
長石、角閃石、石英 良好

口～体 :ヨ コナデ後、暗文
を 2段施す (波状 1条 )

体 :ヨ コミガキ 図示

高不 ほぼ完形 橙
有01～ 0.3
長石 ほぼ良好 コナ

着
ネ
奸
着
脚
掏
ジ

杯 :放射 ミガキ 脚 :ヨ コ
ハケ 脚下 :ヨ ヨナデ

右マ
一不

力
図

高不 ほぼ完形 橙
有01～ 10
長石、石英、小礫 ほぼ良好

‥
ガ

杯

ミ

ガ

・

ミ
脚ガ

不 :タ テミガキ後ヨコ 脚 :

ヨコハケ 脚下 :ヨ コナデ

242 不転用甑 3/4全位 にぶい橙 有
0。 1～ 0.3
長石 良好 体 : タ テ ガ キ 体 :ヨ コミガキ

一-405-一



第 3章 調 査

図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

242 3400住 小型甕 1/5日 ～体 (12.8) 赤褐
有01～ 1.0
長石、石英 良好 口 :ヨ コナデ後ヨコミガキ 口～体上 :ヨ ヨナデ

カマド右図示
接合痕 :

頸 1

242 小型甕 ほぼ完形 赤褐
有0.1～ 0.5
長石、石英 ほぼ良好

口～体上:(ハ ケ)ヨ ヨナデ 体下:タ
テナナメミガキ 底:上げ底ヘラ調整

口～体上 :ヨ コナデ
体下 :タ テナナメミガキ

示防
慮
マ
合
２

カ
接
体

242 Jヽ型甕 1/10日 縁 明赤褐
有
0.1～ 1.0長石 良好

上
デ
体
ナ後

デ
リ
ナ
ズナ

ロ
ナ

口 :ヨ ヨナデ
体上 :ヨ コケズリ 図示

甑 ほぼ完形 橙
有02～ 10
長石、石英 良好 体 :タ テ ミガキ

体 :タ テ
体下 :ヨ

キ
デ
ガ
ナ

右マ
一不

力
図

242 士亜 1/5日縁 (17.3) にぶい橙 良好 口 :ナ ナメ放射 ミガキ 口 :ナナメミガキ 床 上

242 Jヽ型壺 1/10日 縁 にぶい褐 有
0.1～ 0.5
長石 良好

口 :ヨ コミガキ、ヨコケズ 右マ
一不

力
図

242 士亜 1/3日 ～肩 (17.7) (10.0) 明赤褐
多0.1～ 1.0
長石、赤色粒子 良好

メ
ガ

ナ

ミ

ナ

テ
ガ
上
ミ
体

ロ
ガ

口 :ヨ コミガキ
体上 :ヨ コナデ

242 壺転用甑 1/5底 橙
有01～ 1.5
長石、赤色粒子 良好 体下 :タ テナナメミガキ

体下 :ヨ コハケ
底 :ヨ コ欠き整形 カマド図示

242 士亜 1/10底 にぶい褐 多0.2～ 1.5
長石、赤色粒子 良好

体下 :タ テミガキ、ヨ
ガキ

体下 :ヨ コナデ、ヨコハケ
底 :ハ ケケズリ 図 示

243 甕 3/4舗 (17.7) にぶい赤褐
有0.1～ 10
長石、小礫 やや不良

口:ヨ ヨナデ 体上:ナナメミガキ
体下:タテハケ 底:ヘラ調整

口
体
ヨヨナデ
ヘラナデ

右マ
一小

力
図

小型甕 ほぼ完形 橙
有01～ 10
雲母、長石、石英 良好 餌坊

卿
体

縁

ミ
体上 :ヨ
ミガキ ″佗「

着
何

243 士亜 1/5日 ～肩 (15,3) にぶい黄橙 良好
ガメ

ガ
ナ
ミ
ナ
テ

・
上
回
体

キ
サ
ガ
オ
ミ
デ上

回
体

243 甕 ほぼ完形 にぶい赤褐 多
0.1～ 1.0

角閃石、石英、長石 ほぼ良好
ナデ 体 :タ テヘサケズ

中央凹む、ヘラケズリ
口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コヘラナデ

甕 1/2体～底 (24.2) 明赤褐
有0.1～ 1.5
長石 良好

体
底
タテケズリー部ナデ
上げ底ケズリ

体 :タ テナナメケズ リ
体下 :ヨ コナデ カマド図示

243 甕 3/4全位 にぶい赤褐
有01～03
長石、石英、雲母 ほIF良 :女子 ”̈́

ナ

メ
底

ロ
デ

ケ

口 :ヨ コナデ
体 :ナナメヨコヘラナデ

243 甕 3/4全位 赤褐
少 0.1～ 1.0
長石 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
ナメケズリ

ナ
整
テ
調

・

へ

体
‥底

口 :ヨ ヨナデ 体上 :ヨ コ
ハケ 体下 :ヨ コナデ

243 401住 内黒不 1/3全位 にぶい黄橙 有
0.1～ 3.0
長石 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ

体 :ミ ガキ

内黒不 1/5体 にぶい黄橙 有
01～ 20
長石 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ

体 : ガ キ 床上

243 Jヽ型甕 2/5全位 (12.9) にぶい橙 多01～ 3.0
/1ヽ 礫

やや不良
口
体
ヨコナデ

体 :ヨ コナデ

243 小型甕 2/5鈍 (14.0) 橙
多0.1～ 3.0
/j、礫 やや不良 口体

ヨコナデ
体 :ヨ ヨナデ

244 403住 甕 1/5日 ～体 (19.6) 暗灰黄 多01～ 20
長石 やや不良 口 :ヨ ヨナデ後ヘ ラケズ リ 口～体上 :ヨ コナデ

244 407住 内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 多0.1～ 3.0
長石、石英 良好

手持回転ケズリ (反時計回
り)

コミガキ カマド図示

244 内黒高不 2/3不 にぶい橙 多0.1～ 4.0
長石 やや不良 ヨコナデ ヨコミガキ

球胴甕 1/10日～体 (16.6) にぶい黄橙
やや有0.1～ 3.0
長石 良好 ガ

デ
ミ
ナ
メ
ヨ
ナ
ョ
ナ

ロ
体

244 甕 1/10日縁 (20.8) にぶい黄橙 有
0.1～ 3.0
長石 良好

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
上
‥
体

取

へ

面

コ

唇ロ
頸

ヨヨナデ 接 合 痕 :

頸 下 1

409住 不 2/5鈍 (10.0) 橙
多0.1～ 3.0
長石、赤色粒子 良好 ヨ

底
口
体

ナ デ

ガ キ

244 内黒不 2/3全位 浅黄橙 多01～ 30
長石、赤色粒子 良好

転持
＞
手
り

底
計時

デ
反
ナ
＜

体
ズ

ヨコミガキ

高不 1/3不 (15。 9) にぶい黄橙 多
0.1～ 2.0
長石 良好

口
不
ヨコナデ ヨコミガキ カマド図示

内黒高不 2/3全位 (13.5) 浅黄橙 有0.1～ 3.0
長石、赤色粒子 良好

口:ヨ ヨナデ 不:ケ ズリ後ヨコナデ
脚:タテケズリ 脚裾:ヨ コナデ ・デ

脚
ナ

キ
裾
ガ
脚

コ
デ
ヨ
ナ

不

へ 図示

内黒不 2/3全位 (13,4) にぶい橙 有
0.1～ 20
長石、赤色粒子 やや不良 タテミガキ

甕 1/5日 ～体 (12.8) (16。 4) 橙
少 0.1～ 5.0
長石 良好

口 :ヨ ヨナデ
体 :タ テケズリ

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヨ コハケ 床 下

須恵横瓶 1/10日 ～体 (13.8) 灰
少02～ 03
長石 良好 口

行
ク
平上

回
体 体上

接 合 痕
頸 1

甕 2/3全位 浅黄橙 有0.2～ 1.0
石英、長石 ほぼ良好 コナデ

410住 須恵不 1/5体 灰 白
多0.1～ 2.0
長石 軟質

411住 不 ほぼ完形 (12.6) 浅黄橙 やや不良 ヨ
ズ

体
転

ナデ 底 :手持回
(反時計回り)

コナデ P

不 完形 橙
有0.1～ 2.0
長石 良好

体 :ヨ コナデ 底 :逆位手持中央
ケズリ後外周ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ 図示

不 1/2全位 にぶい橙 有
01～ 20
長石、赤色粒子 良好

体 :ヨ ヨナデ 底 :逆位手持中央
ケズリ後外周ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
0.1～ 10.0
礫 やや不良

体 :ヨ ヨナデ 底 :逆位手持中央
ケズリ後外周ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ

内黒不 完形 橙
多01～ 3.0
長石、赤色粒子 ほぼ良好

体 :ヨ コナデ
底 :手持ケズリ

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙
少01～ 30
長石、赤色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ケ ズリ後ミガキ P

ミガキ

244 内黒不 1/10全位 灰黄褐 少 ほぼ良好 へ底
＞

ナ
ガ

体
ズ

体 :ハ ケナデ
底 :ヨ コミガキ

244 内黒不 完形 橙
少01～ 30
長石 ほぼ良好

持手底
り

デ
計
ナ
時
コ
反

体
ズ

コミガキ

内黒不 完形 橙
多0.1～ 5.0
小礫、長石 ほぼ良好

体
底 手持ケズリ

ミガキ 図示

244 内黒不 完形 浅黄橙 多01～ 30
長石、赤色粒子 ほぼ良好

体 :ヨ ヨナデ
底 :手持ケズリ

コミガキ

内黒不 完形 にぶい黄橙 多
01～ 30
長石、赤色粒子 良好

体 :ヨ ヨナデ 底 :逆位手持中央
ケズリ後外周ケズリ (時計回り)

ヨコミガキ

244 内黒不 完形 にぶい黄橙 ・
０
礫
”３
小

０
．石
少
長 良好

体 :ヨ コナデ 底 :逆位手持中央
ケズリ後外周ケズリ (時計回り)

内黒鉢 2/5全位 (15,9) にぶい橙 有
01～ 40
長石、赤色粒子 良好

口～体中 :ヨ コミガキ
体下～底 :ヘラケズリ

ヨコミガキ

一-406-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼 成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

244 411住 内黒小型鉢 完形 橙
多01～ 2.0
長石、赤色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘ ラケズリ

ヨヨナデ 図示

内黒高不 3/4全位 (15.5) 橙
有0.1～ 3.0
長石、赤色粒子 良好

杯 : タ
デナ

脚

コ

ナ
裾
コ
脚

‥
デ
脚
ナ

ガ
‥
ミ
裾
コ
脚

不

ハ

244 内黒小型甕 ほぼ完形 明黄褐 多01～ 40
長石 良好

ガヨ
ズ

上
ラ
体

ヘ
ロ
底 ガ キ カマド図示

245 内黒鉢 ほぼ完形 橙
多01～ 30
長石、赤色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コミガキ
体～底 :ヘ ラケズリ

ヨコミガキ 図示

245 Jヽ型壺 2/3節 浅黄橙 多01～ 3.0
長石、赤色粒子 良好

体
デ

キ
後
ガ
リ
ミ
ズ人

上体
底 ガ

デ

コ
ヨ
底

口
体

245 甑 ほぼ完形 (16.7) 橙
少 0.1～ 0.5
長石 やや不良 口体

ヨコナデ
ヘラケズリ

ヨヨナデ 体下端 :ナ デ カマド図示

245 士亜 rl}tr-ffi (25.2) にぶい黄橙 有
01～ 40
赤色粒子 良好 ガ

ガ
ナ

ロ
体

口 :ヨ コミガキ
体 :ヨ コハケ 図示

245 士亜 1/2日 ～体 (26.3) にぶい黄橙 有
01～ 40
長石 良好

口 :ヨ コナデ
体 :ナ ナメミガ キ

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コミガキ

245 士亜 2/5日 と底 (30.0) (34.3) 浅黄橙 有05～ 30
小礫 良好

体
ケ
整調

デ
下
ラ

ナ
体

へ

‥
上
回
体
コナナメミガキ
ナデ 体下 :ナ デ

痕合
有
接
ミ

示
部
ザ

245 一亜 ほぼ完形 橙
有01～ 4.0
長石、赤色粒子 良好

コ
底

口
体

体
キガ

ガ
テ

コ
後ガ 図示

245 甕 ほぼ完形 にぶ い橙
多01～ 50
長石、赤色粒子 やや不良

口 :ヨ コナデ 体 :ヘラケ
ズリ 底 :ヘラナデ

口 :ヨ コナデ
体上～中 :ヨ コヘラナデ

245 士亜 1/2全位 (17.0) にぶい黄橙
少01～ 40
長石、赤色粒子 良好

ヨ
ヨ
ガ

上
下
‥

体
体
底

デ
中
キ

ナ
体
ガ

ガ
ナ

ヨコナデ 図 示

245 甕 2/5体 橙
多01～ 30
長石、赤色粒子 良好

唇
上
回
体
面取 口 :ヨ ヨナデ カマド図示

246 甕 3/4体～底| (29。 1) 明赤褐
多0.1～ 30
長石、石英 やや不良 タテケズリ 底 :葉脈痕

コ
下
ヨ
体

上
中
体
体

ケヽナデ
ヘラナデ

246 甕 ほぼ完形 橙
多0.1～ 4.0
長石、赤色粒子 ほぼ良好

ラ
デ
ヘ
ナ

体

へ

ナ
底

ヨ
ズ 体 :・ ヨコヘラナデ

246 甕 1/3日 ～体 (19.0) (15。 0) 明赤褐
有01～ 20
長石 良好

口
体
ヨコナデ ハケナデ

246 甕 2/5日～体 (16。 7) (13.8) にぶい橙
多01～ 100
礫 不良

口 :ヨ ヨナデ 体上 :ヘラ
ケズリ 体下 :タ テケズリ

体上 :ヨ コハケ
体下 :タ テハケ 図示

246 412住 不 1/2全位 (10。 9) 橙 不良 体 :ロ クロ 底 :糸 切

246 不 完形 10.95 橙
多01～ 20
雲母、黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切

246 不 2/3全位 浅黄橙 有0.1～ 3.0
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

246 不 ほぼ完形 橙
多0.1～ 20
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 示

む
図
歪

246 内黒不 ほぼ完形 13.35 橙
有 0。 1～ 20
褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 図示

246 内黒不 2/3全位 にぶい橙 多0.1～ 3.0
褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 タテミガキ

246 内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 多01～ 20
長石、雲母 良好 口 :ロ クロ 底 :糸切 ガキ 暗文有

246 内黒婉 1/3全位 (15.2) にぶい橙 多01～ 20
長石 やや不良 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 ガ キ 床 上

246 皿 2/3全位 橙
多0.1～ 3.0
褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 ガキ ? 図示

246 緑釉陶器皿 1/5日縁
地

塗
灰
灰オリーブ 良好 骨1:ロ ク 体 :ロ クロ

カマド
内外面に施釉

246 ルに米由力竜 1/3全位 (13.0) 灰黄 征
小 良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 ロクロ 施釉 :刷 毛塗

246 灰 釉 婉 1/2全位 (18.0) (10.6) 灰 白 良好
体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整
煤付着 施釉 :漬け掛け

246 羽 釜 1/5日底 (26.0) (24,0) 赤褐
粗02～20
長石、石英、雲母 良好

計
″
牢

利
い
な

¨
体 中．
桁

・
　

下

ロ
デ
体

ビ
デ
ユ
ナ

中
下
体
体

デ
デ
サ

ナ
ナ
オ

転
後
キ

サ
タ

ロ
オ
後

図示

246 413住 不 1/2節 橙
有01～ 20
長石、褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 タ テ ガ キ カマド外図示

246 不 1/2全位 (17.6) 橙
多01～ 20
長石、石英 ほぼ良好 体 :ロ ク

ロ 底 :ヘラ調整 カマド図示
黒色吸着不良

246 内黒不 1/2全位 (18.3) 浅黄橙 多0.1～ 20
長石、褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ピ ッ ト 1

図示

246 内黒不 1/2日 ～体 (12.0) 灰 白
有0.1～ 1.0
長石 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ミガキ ?

外マ
一小

力
図

246 内黒不 1/2全位 橙
多0.1～30
褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ガキ P

246 内黒不 1/2全位 (13.2) 橙
多0.1-2.0
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガキ P

ピ ッ ト
図示

246 内黒不 2/3全位 浅黄橙 多01～ 20
長石 ほぼ良好

体
底 糸切 一部被熱有 弱 い ミガキ カマド図示

内黒不 ほぼ完形 橙
有01～ 3.0
長石、褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ ク

ロ 底 :糸切 タテミガキ
カマ ド外
図示

246 内黒不 1/2全位 橙
多0。 1～ 5.0
小礫、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切

246 内黒不 1/2全位 (13.6) 明赤褐 有0.1～ 20
長石、褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ ク

ロ 底 :糸 切 ガキ ? カマド図示

246 内黒不 ほぼ完形 (13.3) 橙
多01～ 20
黒色粒子 不 良 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガキ ?

ピット1
図 示

246 内黒不 1/2全位 灰 白
少01～ 02
長石 良好

体 :ロ クロ
底 :糸切 暗紋有 暗紋風ミガキ「十」

皿 4/5口 ～体 明赤褐
有01～ 1.0
長石 ほぼ良好

体 :ロ クロ

底 :回 転ヘラ調整
タテミガキ カマド図示

247 内黒皿 4/5日 ～体 明赤褐
有01～ 10
長石 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 タテミガキ

外マ
一不

力
図

内黒皿 ほぼ完形 橙
有0.1～ 2.0
長石 良好

体
底 回転ヘラナデ

タテミガキ カマド図示

247 内黒皿 完形 浅黄橙 有0。 1～ 3.0
長石、褐色粒子 ほぼ良好 体 :ロ ク

ロ 底 :糸 切 タテミガキ
ピ ッ ト 1
図示

内黒皿 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
01～ 2.0
長石、褐色粒子 やや不良

体
底

v/v
ls4$r'\7-f T

タテミガキ

一-407-一



第 3章 調  査

図版NQ 地点名
土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

247 413住 灰釉段皿 1/3全位 (14.0) 灰 白
少0.1～ 0.2
黒色粒子 良好

体
底 回転ヘラ調整

外
り
内
塗
‥
毛
釉
刷
施
面

247 灰釉皿 1/3全位 灰オリーブ
少01
黒色粒子 良好

体
底 回転ヘラ調整

Jヽ型甕 2/3全位 (10。 7) 褐
多0.1～ 20
長石、褐色粒子 やや不良 体 :ロ クロ 底 :糸 切

ピ ッ ト 1
図示

婉 ほぼ完形 (15。 1) 橙
多0.1～ 50
褐色粒子 やや不良 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ナデ ? カマド図示

内黒婉 ほぼ完形 橙
多0.1～ 30
褐色粒子 やや不良 体

:ロ クロ
底 :回転ヘラ調整

ガキ ? 外マ
一不
力
図

内黒婉 2/3全位 明褐
多01～ 2.0
長石、褐色粒子 やや不良 体 :ロ ク

ロ 底 :ヘラ調整

247 灰釉婉 1/2節 (12.8) 灰 白
少
黒色粒子 良好 I* nllntr.Y//

示
明
図
不

マ
釉
力
施

247 灰釉婉 1/3全位 (18.4) 灰 白
少0.1
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整

須恵長頸壺 1/3体～底 褐 灰
有0.1～ 2.0
長石 良好 ・整

下
調
体
ラへ

ロ
転
ク
回底

体
目

ピッ ト 1
図示

甕 1/3日～体 (23.3) (15。 3) 橙
多0.1～ 30
褐色粒子 良好

口～体上 :ロ クロ
体中 :タ テケズリ

口～体上 :ヨ ヨナデ
体中 :タ テハケ カマド図示

須恵長頸壺 1/2体～底 灰 良好
ロクロ 体中 :条痕有
底 :ヘラ調整 ツ

一不

ピ
図

414住 須恵不 1/5日縁 (11,9) 灰 少 良好
ロ
ズ

。
持
体
手

口
底

247 内黒高不 1/3不 (13.5) にぶい橙 少
0.1～ 3.0
長石 良好

デ
キ
ナ
ガ

‥
下
口
不

ヨコミガキ 床上

247 内黒高不 2/3全位 (14.0) (11.5) 橙
多0.1～ 3.0
赤色粒子 やや不良

不 :ヨ ヨナデ 脚 :

ズリ 裾 :ヨ コナデ
へ脚

デ

キ
ナ
ガミ
裾

ヨ

エ

‥
サ

不

オ カマド図示

247 甑 完形 橙
多0.1～ 3.0
褐色粒子 ほぼ良好

ナデ 体～底 :ヘラケズ
ヘラケズリ後ナデ

口 :ヨ ヨナデ
体 :ハケナデ

右マ
一小

力
図

247 甕 ほぼ完形 明赤褐
多0.1～ 30
長石、赤色粒子 良好 デ

体
ナ

デ

ヘ

ナコ
底

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コナデ カマド図示

小型甕 完形 橙
多0.1～ 3.0
褐色粒子 ほぼ良好 口体

ヨコナデ デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ハ

ロ
体

内黒小型甕 3/5全位 (12.8) 橙
有0.1～ 30
褐色粒子 やや不良

体 :ヨ ヨナデ 体 :タ テケ
ズリ 底 :ヘラナデ 口 :ヨ コナデ 体 :ナデ

士亜 1/2日 ～体 橙
多0.1～ 2.0
長石、小礫 良好 体 :ナ ナメミガキ

口
体
ヨヨナデ
ナナメミガキ

カマ ド右
図示

415住 甕 1/5日 ～体 (12.6)
(上 6.0)

(下 9.4)
橙

多0.1～ 30
長石 良好

口唇 :面取り 体 :ヨ コナデ 体
下 :ヘラケズリ 底 :ヘラケズリ 体 :ヨ ヨナデ 床上

248 416住 甕 2/5口～体 (16.4) 橙
多0.1～ 5.0
小礫 ほぼ良好

デ
リ
ナ
ズ

縁
‥
口
体 体 :ヘラナデケズリ ピット3

417住 須恵不 2/3全位 橙
有0.1～ 2.0
褐色粒子 軟質 体 :ロ クロ 底 :タ タキロ 体 :ロ クロ 半還元

248 須恵招鉢 2/5体～底 灰 少 良好
体 :ロ クロ 体下 :ナ デ
底 :刺 突多

体下 :ロ クロ

須恵甕 1/5日 ～体 にぶい黄橙 有
0.1～ 2.0
長石、小礫 軟質

ロー体上 :ロ クロ ー部平
行タタキ

tr-61 1u ?u

248 418住 須恵不蓋 1/3日縁 灰
少0.1～ 0.3
長石 良好 天丼 :ロ クロ 天丼 :ロ ク

248 須恵不 1/5日縁 (10.4) ) 灰
有05～ 1.0
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 体下 :ケ ズリ ,l*'n)1n

v+.v./e

内黒高不 1/3日 ～体 (16.6) 橙
多0.1～ 20
黒色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体 :ナ デケズリ 体 :ヨ コミガキ

山型甕 1/5日～体 (13。 8) にぶい褐 少 やや不良
口 :ヨ ヨナデ
体上 :ケ ズリ

口 :ヨ コナデ

419住 須恵不 1/4全位 灰
多0.1～ 20
長石 良好 4*.:u)u I* a)ta

vt\. v./ v

内黒不 2/3全位 (13.8) 浅黄橙 有0.1～ 3.0
褐色粒子 やや不良

口縁 :ヨ コナデ
体～底 :ヘラケズリ 体 : ガ キ

内黒不 1/3全位 にぶい橙 有
0。 1～ 20
褐色粒子、長石 ほぼ良好

口 :ヨ ヨナデ
体～底 :ヘラケズリ 体 :ミ ガキ

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
01～ 30
長石、褐色粒子 ほぼ良好

口～体 :ヨ コナデ 体下～底 :ヘ
ラケズリ (反時計回り)

体 :ヨ コミガキ

内黒鉢 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
0.1～ 30
長石、褐色粒子 良好

口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ ナメ
ミガキ 底 :ヘラケズリ 体 :ヨ コミガキ 図示

須恵提瓶 2/3全位 オリーブ灰
少0.1～ 2.0
黒色粒子 良好

口～頸 :ロ クロ ツマミ:ヘラケ
ズリ 体 :カ キロ (回転)

頸

ロ
ロ
体

体上～体中:自然釉
底部に焼き台展が円形に残る

248 内黒鉢 ほぼ完形 にぶい橙 有
0.1～ 2.0
褐色粒子 良好

口
体 ヘラケズリ 体 :ヘラオサエ 図示

内黒鉢 2/3全位 (17.3) にぶい橙 多01～ 20
長石 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘラケズリ

ヘラナデ後 ヨコミガキ

小型甕 2/5日～体 (16.2) (15。 4) にぶい褐
多0.1～ 3.0
長石、褐色粒子 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ
ヘラケズリ後ナデ

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヘラナデ

鉢 ほぼ完形 にぶい赤褐
有0.1～ 2.0
長石 ほぼ良好

デ
整
ナ
調

ヨ
ヘ

体
底

口
体
ヨコナデ
ヨコミガキ 床上

甕 1/2日 ～体 (13.7) 橙
有0.1～ 2.0
長石 ほぼ良好 ガ

デ
ナ
ナ
ナ

ロ
体

口 :ヨ コナデ
体 :ナナメミガキ 図示

甕 1/2全位 (24.4) (29.5) 橙
有0.1～ 100
小礫、長石 良好

デナ体デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
底 口 :ヨ コナデ 体 :ナ デ ?

249 甕 1/3全位 (20.0) (31.7) にぶい黄橙 有
01～ 100
長石、褐色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ 体 :ナ ナメ
ナデ 底 :葉脈痕

口
体
ヨコナデ
ヘラナデ

249 420住 不 3/4全位 浅黄橙 有0.1～30
長石、小礫 良好

体 :ヨ ヨナデ
底 :静止ヘラケズリ

ナナメミガキ

内黒不 ほぼ完形 明黄褐 有0.1～ 3.0
長石 良好

体
底
ヨヨナデ

図示

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
0.1～ 3.0
褐色粒子 ほぼ良好 体

:ヨ コナデ
底 :静止ヘラケズリ

ヨコミガキ

249 長頸壺 2/5頸 浅黄橙 有01～ 30
長石、褐色粒子 良好 ヨヨナデ

サ上
デ
体
ナ

デ

ヨ

ナ
・

ヨ
体

頸

エ

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 2.0

小礫、褐色粒子 ほぼ良好
体
底 静止ヘラケズリ

ヨコミガキ

249 内黒短頸壺 1/5日 ～体 (12,4) にぶい黄橙
有0.1～ 20
長石、褐色粒子 やや不良 ヨ

コミガキ ガ キ

一-408-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地′点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎 土 焼成 外面調整 内面調整 備考

口径 底径 器高

249 420住 甕 2/3日～体 にぶい黄橙 有
0.1～ 50
小礫、褐色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体 :タ テケズリ

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体 図示

249 甕 ほぼ完形 黄橙
多01～ 10.0
小礫、褐色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ 体 :タ テケ
ズリ 底 :葉脈痕 体 :ナナメハケナデ

249 421住 内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 多01～ 30
長石、褐色粒子 ほぼ良好

ヨナデ 体～底:逆位手持中央
後外周ケズリ(反時計回り)

コミガキ

甕 1/3日 ～体 にぶい黄橙 多
0.1～ 10.0
小礫、長石 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ
タテケズリ

口 :ヨ コナデ
体 :ハケナデ

甕 1/5日 ～体 (22.1) にぶい橙 有
01～ 2.0
黒色粒子 良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ

口
体
ヨコナデ
ヘラナデ

ド
不
有

マ
合
下

力
接
体

423住 不 1/6口 ～底 灰褐
少0.2～ 2.0
長石 やや不良 体

:ヨ ヨナデ
体下 :ヘラケズリ

体 :ヨ コナデ

不 ほぼ完形 黄橙
多0.1～ 3.0
褐色粒子 良好 体 :ナ デ ? 体 :ヨ コナデ後 ミガキ 7 図示

249 不 1/4全位 (12.4) 灰褐
有0。 1～ 2.0
長石、褐色粒子 良好

ヨ
底
口
体

ナ デ
体 :ヨ コナデ カマド付近

不 ほぼ完形 橙
多0.1～ 50
長石、褐色粒子 ほぼ良好

体 :ヨ ヨナデ
体下～底 :ヘラケズリ

体 :ミ ガキ 図示

内黒不 完形 浅黄橙 多0.1～ 20
長石 良好

口:ヨ コナデ 体～底:逆位手持中央
ケズリ後外回ケズリ(時計回り)

体 :ヨ コミガキ

249 内黒不 ほぼ完形 浅黄橙
多0.1～ 3.0
小礫、長石 ほぼ良好

ズ体
デナ

ガ
底

ラ
デ
ヘ
ナ後 体 :ヨ コミガキ 床 上

不 P 体 にぶい褐
少0.1～ 03
長石、石英 良好 ナデ ?

試No96 内面タ
ール状の付着物

内黒鉢 1/6日 ～底 (10.4) にぶい黄橙
少0。 1～ 1.0
褐色粒子 良好

口～体 :ヨ コナデ
体下 :ヘラナデ

体 :ヨ コミガキ

Jヽ型甕 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 30
長石 良好

口
体
ヨヨナデ

体 :ヨ コナデ 図示

甑 ほぼ完形 橙
多0.1～ 30
長石、褐色粒子 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ
ヘラケズリ

体 :ヨ コナデ

内 黒
小 型 甕

ほぼ完形 にぶい黄橙 ・
０
石
・３
長

０
．礫
多
小 良好

口～頸 :ヨ ヨナデ
体 :ヘラケズリ

体 :ヨ コミガキ

424住 須恵高台不 1/3底 灰
多0.1～ 20
長石 良好

体下～高台 :ロ クロ

底 :回転ヘラ調整
底 :ロ ク 図示

(須恵高台不 )
転用硯

1/3底 灰褐
少0.1
長石 やや軟質

高台 :ロ クロ

底 :回転ヘラ調整
底 :ロ ク

図示
擦痕、墨痕有

425住 内面不 1/4全位 橙
少 0.1～ 0.5
長石 良好 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ 体 :ミ ガキ

250 内黒高不 3/5鈍 (14.7) 褐
多0.1～ 3.0
長石、石英 やや不良

ガ

”

本
裾

ヨ
デ・ナ

脚
ラへ

ガ
裾

テ
デ
タ
ナ

不

へ
カマド図示

427住 須恵不 ほぼ完形 灰
有0.1～ 3.0
長石、黒色粒子 良好

書ヽヘラ言己号
庫
譴

口

へ

口
静

体

ラ

図示
底中央に「―」
ヘラ記号

須恵高台不 1/5底 黄灰
有01～ 2.0
黒色粒子、長石 良好

ロクロ 底 :回 転ヘラ調整
後ヘラ記号

底中央に「″」
ヘラ記号

Jヽ型鉢 2/5日 ～体 (12,7) にぶい黄橙 多
0.1～ 5.0
小礫、長石 ほぼ良好

口唇 :ヨ ヨナデ
体 :ヘラケズリ

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体 カマ ド

甕 2/5日～体 (26。 9) (16.2) 浅黄橙
多0.1～ 10.0
小礫、長石 ほぼ良好

口
体
ヨヨナデ

φ卜 : ガ キ 図示

250 428住 不 ほぼ完形 にぶい橙
少0.1～ 02
長石 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体下～底 :ヘラケズリ

体 :ナナメミガキ

不 ほぼ完形 にぶい橙 有
0.1～ 5.0
小礫、長石 ほぼ良好 体～底 :ヘ ラケズリ 体 :ミ ガキ ?

不 ほぼ完形 (13.3) にぶい橙
少01～ 2.0
長石、石英 やや不良

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘ ラケズリ

体 :タ テ ミガキ

不 ほぼ完形 にぶい橙 有
01～ 30
長石 良好

体
底
ヨコナデ後 ミガキ

予卜: タ テ ガ キ 図示

430住 不 1/2全位 橙
多0.1～ 5.0
褐色粒子 良好

体
底
ナ デ ナデ ?

小型鉢 2/3全位 (13.2) 赤褐
有0.1～ 3.0
長石 良好

ヨ
底
口
体

ナ デ ヨコナデ

内黒不 1/2全位 にぶい黄橙 多
0.1～ 20
褐色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘ ラケズリ

ヨコミガキ 図示

内黒不 3/4全位 にぶい黄橙
有0.1-20
長石 良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘ ラケズリ後ナデ

ヨコミガキ

甕 1/6口 ～体 (22.5) (12.7) にぶい橙
有01～ 5.0
褐色粒子、長石 良好

口 :ヨ コナデ
体上 ン ケヽケズリ

口 :ヨ ヨナデ
体上 :ヨ コハケ 図示

250 甕 1/2日 ～体 (16。 9) 明黄褐
多01～ 30
褐色粒子、長石 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体上 :ヘラケズリ

口 :ヨ ヨナデ
体上 :ヨ コハケナデ

250 431住 須恵蓋 完形 灰
少0.1～ 10
長石 良好

250 須恵高台不 2/3全位 (14.0) 灰
多0.1～ 1.0
黒色粒子 良好

体
底 回転ヘラケズリ

432住 内黒不 1/2全位 にぶい黄橙
・・２
肝
０
色
有
褐 良好

体
底
ヨコナデ
静止ヘラケズリ

ヨコミガキ

蓋
1/6

つまみ～天丼
橙

有0.1～ 1.0
石英、長石 良好

つまみ :タ テミガキ 接合部 :オ
サエ 天丼 :タテミガキ 天丼 :ナ デ ミガキ

250 小型壺 ほぼ完形 橙
多0.1～ 4.0
小礫、褐色粒子 良好

口 :ヨ ヨナデ
体～底 :ヘラナデ

433住 不 完形 にぶい黄褐
有0.1～ 03
長石 ほぼ良好

口
底
ヨコナデ デ

ガ
ナ
ミ

ロ
体 図示

不 ほぼ完形 にぶい黄橙
有 0。 1～ 20
長石 やや不良

体
ズデ乃

ナ

ヘ

デ
ガ
ナ
ミ

ロ
体

434住 不 1/3全位 (12.8) にぶい褐
有01～ 2.0
褐色粒子 ほぼ良好 口～体 :ロ クロ 底 :糸切

251 内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 有
01～ 3.0
長石 良好 口～体 :ロ クロ 底 :糸切 ガ キ

内黒不 1/2全位 (13.5) にぶい橙 有
0.1～ 2.0
褐色粒子 良好 口～体 :ロ クロ 底 :糸 切

251 内黒不 1/2全位 (16.1) にぶい黄橙
少0.1～ 02
長石 ほぼ良好 口～体 :ロ クロ 底 :糸切 ガ キ 図示

内黒不 2/3全位 (12.9) 明黄褐
多0.1～ 20
褐色粒子、長石 やや不良

体

へ
口
底

がキ P 床 上

251 内黒不 完形 にぶい黄橙
有0.1～ 3.0
長石 良好 口～体 :ロ クロ 底 :糸切 タテミガキ 図示
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第 3章 調 査

図版NQ 地′点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

434住 内黒不 1/3全位 橙
多0.1～ 3.0
褐色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

黒色高台皿 2/3全位 橙
有01～ 0.2
長石 良好 ロクロ 底 :ヘラナデ ガ キ 床上

甕 1/10日～体 (25。 0) (15.4) にぶい黄橙 有
01～ 5.0
小礫 やや不良

口
体

口 :ヨ コナデ 体上 :ヨ コ
ハケ 体中 :ナ デ 床直

甕 1/3日～体 橙
有01～ 20
長石 良好

口～体上 :ロ クロ
体中 :ヘラケズリ

口～体上 :ロ クロ 図示

435住 鉢 口縁 (36.1) 橙
有0.1～ 2.0
長石 ほぼ良好

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヘラケズリ後ミガキ

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コミガキ

甕 口～体 (19。 4) (15,1) 橙
有0.1～ 5.0
小礫、長石 ほぼ良好

デ
デ
ナ
ナ

ロ
体 ヨコナデ 図示

436住 高不 1/2脚 灰 自
有01-3.0
小礫、長石 良好

脚下 :タ テケズリ
脚下端 :ヨ コミガキ ・端

下
下
脚
脚

コヘラケズリ
ヨコナデ 床下

一亜 1/5体～底 にぶい橙
粗、多0.5～ 4.0
長石、小礫 ほぼ良好

コミガキ ヨコミガキ 図示

437住 甕 ほぼ完形 (33.3) 浅黄橙
有0.1～ 5b
/1ヽ 礫

ほぼ良好
口 :ヨ ヨナデ
体 :タ テケズリ

438住 高不 1/10脚 (13.7) にぶい黄橙
少0.1
長石 やや不良 ヨヨナデ

甑 2/5全位 (24.0) 浅 黄
有01～ 2.0
長石 ほぼ良好 ヨコミガキ

ヨコナナメミガキ
体下端 :ナ デ

439住 須恵不 1/2節 (10.2) 灰
少01-0.3
長石 良好 底 :回転ヘラケズリ

図示
ヘラ記号「大」
火欅

252 441住 須恵小型壺 1/3日縁 灰
少0.1～ 20
長石 良好

252 内黒不 1/3全位 浅黄橙
０
礫
・１
小

０
．石
多
長 良好

口～体上

体下 ～底

ヨコミガキ コミガキ十タテミガキ 焼 土

252 高不 2/5脚 (12.2) 橙
多01～ 3.0
小礫、長石 良好 タテミガキ 不底

脚 :

ガ キ
図示

甕 1/2回 ～体 (17.0) 明赤褐 多01～ 2.0
小礫、褐色粒子 良好

口 :ヨ ヨナデ
体上 :タ テケズ リ

。
上
回
体
ヨナデ
ヘラナデ 床 直

甕 1/4口 ～体 (20。 9) (22.0) 明赤褐 多01～ 4.0
小礫、褐色粒子 ほぼ良好

口
体
ヨコナデ 口 :ヨ ヨナデ

体 :ハ ケナデ 図示

甕 1/3日～体 (19.5) (20.0) 褐
多0.1～ 5.0
長石、褐色粒子 良好

口 :ヨ コナデ
体 :タ テケズリ

252 甕 1/3日～体 (19.5) (20.0) 褐
有0.1～ 6.0
長石、小礫 やや不良

口 :ヨ コナデ
体 :ヘラケズリ

口～体 :ヨ コナデ 図示

252 442住 不 1/3全位 橙
有01～ 2.0
長石 良好 体 :ミ ガキ コ

ガ
体
タ
唇ロ
体

252 不 1/3体～底 にぶい黄橙 少 良好 体 :ヨ コナナメミガキ 体 :ヘラナデ
痕合
１
接
底

252 不 2/3節 にぶい黄橙 良好 体 :ミ ガキ 体 :ヘラオサエ後 ガ キ

252 高不 1/3脚 浅黄橙 有0.1-30
長石 良好 脚 :タ テ ミガキ

脚
裾

ヘラケズリ シ部
痕
内
リ
脚
ボ

252 甕 1/2回～体 (18。 3) 橙
有01～ 10
長石 ほぼ良好 口体

ヨコナデ
ヘラナデ

口
体
ヨコナデ
′ヽケナデ

252 443住 須恵不蓋 1/5日 l・A (13.4) 褐 灰
少02
長石 良好

井
り
天
回
ケズリ正位 (反時計 天丼 :ロ クロ

252 不 1/3全位 浅黄橙 少 良好
体
底
ヨコミガキ
ヘラケズリ後ナデ 体 :タ テ ミガキ

252 甦 1/10頸 浅黄橙 少 良好 口 :ヨ コミガキ 床上

252 444住 須恵不 1/3全位 (13.0) 灰黄褐 少 やや軟質
体
底 静止糸切 り

須恵不 1/3全位 (14.8) 灰
有0.2～ 03
長石 良好

体
底

v?v
E)ryr'\79J I)

,lJr n )t n

高不 1/3脚 (5.65) にぶい橙
少0.1-10
長石 良好

ズ
デ

脚
裾

脚

ヨ

キ
裾
ガ

ズ
底
ケ
不
ラ

445住 不 完形 にぶい黄橙
少01～ 5.0
小礫、石英 やや不良

体 :ヨ コナデ 底 :逆位手持中央
ケズリ後外周ケズリ(反時計回り)

体 :ヨ コナデ 図示

高不 1/3脚 橙
多01～ 3.0
小礫 良好

脚
裾

不底 :ナ デ 脚 :ヘ ラケズ
リ 裾 :ヨ コナデ

252 蓋 つまみ 浅黄橙 有01～ 30
長石 良好 つまみ :ミ ガキ

つまみ :ミ ガキ
天丼 :ナ デ

252 内黒不 1/2節 (22.1) 橙
多0.1～ 30
/1ヽ 礫

やや不良
ガ
デ
ミ
ナ

ヨ
ヘ

体
底 体 :ヨ コミガキ 図示

252 甕 1/5日 ～体 (25.8) (11.6) 橙
有0.1～ 30
小礫 良好

口 :ヨ コナデ
体 :タ テミガキ

ロー体 :ヨ ヨナデ ミガ キ

252 甕 1/3日 ～体 (21.6) (22.7) 明褐
有01～30
褐色粒子、黒色粒子 良好 口 :ヨ コナデ ヘラケズリ デ

デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体

253 446住 須恵不 2/3全位 (13.6) 灰黄 軟質 体 :ロ クロ 底 :糸 切

253 内黒不 1/3全位 明褐
有0。 1～ 5.0
褐色粒子、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガ キ

内黒高台皿 1/2全位 (12.8) 橙
多0.1～ 20
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 ガ キ

内黒不 1/5全位 (13.7) 橙
有01～ 30
褐色粒子、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

253 内黒鉢 1/5日 ～体 (21.4) にぶい黄橙 有
01～ 2.0
長石 良好 ヨコミガキ

鉢 1/5全位 (22.8) 橙
有01～ 30
長石、褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 口 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ

447住 1 不 1/10日～体 (15。 6) にぶい黄橙 多
0.1～ 20
長石 須恵質

ガコ
ズ

中

へ

体

・
一
底
口
体

ヨコミガキ

不 1/6口 ～体 (14.8) 灰黄褐 有 0。 1～ 05
長石 やや不良 ヨコミガキ ヨコミガキ

不 1/2全位 (13.5) 浅黄橙 有0.1～ 30
褐色粒子 良好 ガ キ 放射ナナメミガキ 床上

253 内黒高不 /2不 にぶい橙 多01～ 5.0
小礫、長石 良好

口 :ヨ コナデ
不下～接合部 :ケ ズリ

ヨコミガキ

253 須恵甕 1/5日 ～体 黄灰 小礫 やや軟質 体上 :平行 タタキ
ヨナデ
タタキ痕体上
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第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考

口径 底径 器高

253 448住 須恵不蓋 1/2体 (10.0) 灰
多0.1～ 2.0
黒色粒子 良好 天丼 :ロ ク 天丼 :ロ クロ

須恵不蓋 1/2全位 灰
多01～ 2.0
小礫、黒色粒子 良好 ロクロ 表面に自然釉

須恵蓋 ほぼ完形 灰
多01～ 50
黒色粒子 良好 ロクロケズリ後ロクロ 図示

須恵高台不 2/3全位 灰 有01～ 2.0 良好
体 :ロ クロ 底 :回 転ヘラ
ケズリ 自然釉付着 カマ ド

須恵高台不 1/10体～底 (1.85) 灰 白
多0.2～ 1.5
長石 良好

体 :ロ クロ 底 :回転ヘラ
ケズリ後ヘラ記号「―」

須恵高台不 4/5全位 灰
有0.1～ 2.0
長石 良好

体
底 回転ヘラケズリ 図示

須恵高台不 1/3全位 灰
有01～ 3.0
長石 ほぼ良好

体
底 回転ヘラケズリ

ピ ッ ト 6
図示

253 須恵高台不 ほぼ完形 灰
多01～ 5.0
小礫、長石 良好

体
底 回転ヘラケズリ

須恵不 1/3日 ～体 (12.8) 灰
少01～ 0.2
長石 良好

体 :ロ クロ
体中に2条の沈線有

ロクロ ロに 1条の沈線有

253 須恵不 1/2全位 (12.6) 灰
有0.1～ 2.0
長石 やや軟質 体 :ロ クロ 底 :静止ヘラ

ピ ッ ト 6
図示

須恵不 2/3全位 にぶい黄橙
少0.1～ 3.0
長石 軟質 体 :ロ クロ 底 :静止ヘラ ロクロ 図示

253 須恵不 1/3全位 (14.0) 灰
少01～ 1.0
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :静止ヘラ

253 須恵壺 1/3底 灰
有01～ 2.0
長石 良好

体 :ロ クロ 底 :回 転ヘラ
ケズリ後ヘラ調整

253 須恵皿 1/3日 ～体 (19.5) 黄灰
有0.1～ 5.0
小礫、長石 軟質

253 須恵大皿(磐 ) 1/3全位 (38。 4) 灰
有01～ 50
長石、黒色粒子 軟質

体
底
ヨコナデ ロクロ 図示

253 内黒高不 1/3不 橙
多0.1～ 2.0
長石 良好 ガキ ?

須 恵 器 模
倣 か

253 内黒高不 1/3口 ～脚 橙
多01～ 3.0
長石、石英 良好

デ
デ

不
脚 一条の沈線

不 : ガ キ 脚 :ヨ ヨナデ

内黒高不 1/5日 ～脚 (15。 2) 橙
多01～ 2.0
長石 良好 不 : 脚 :ヨ コナデ

須 恵 器 模
倣 か

内黒高不 ほぼ完形 (18.5) (10.4) 浅黄橙 多0.1～ 3.0
長石 良好

不:ヘラケズリ後ナデ
脚裾:ヨ ヨナデ

不 :ミ ガキ 脚
ケズリ 脚裾 : ヨヨナデ

内黒高不 1/5脚 橙
多0.2～ 10
長石、石英 良好 ロクロ 三条の沈線 脚 :ヨ コナデ

須 恵 器 模
倣 か

内黒高不 1/5脚 明赤褐 多0.2～ 10
長石、石英 良好 ロクロ ー条の沈線 クロヨヨナデ

須 恵 器 模
倣 か

内黒高不 1/5脚裾 橙
多0.1-2.0
石英、長石 良好 ヨヨナデ ヨヨナデ

内黒高不 1/5不 (15。 7) 橙
有0.1～ 2.0
長石 ほぼ良好

口
不
ヨコナデ
ヘラケズリ後ナデ

ガ キ

内黒高不 ほぼ完形 橙
有 0。 1～ 1.0
長石 良好 杯 :ミ ガキ 脚 :ヨ コナデ 図示

254 449住 不 ほぼ完形 橙
有0.1～ 50
小礫 良好

体 :ヨ コミガキ
底 :ヘラケズリ後 ガ キ

体 :ヨ コミガキ

内黒不 1/3全位 灰褐
有0.1～ 0.5
長石 ほほ良好

体 :ヨ コミガキ
底 :ミ ガキ

ヨコミガキ
ピ ッ ト2
図示

内黒不 完形 橙
有01-20
小礫 良好 ヨコミガキ ヨコミガキ 図示

内黒不 完形 橙
多01～ 3.0
長石 良好

口:ヨ コナデ 体 :ヘラケズリ後
ナデ 底 :ヘラケズリ後ミガキ ヨコミガキ

254 内黒鉢 1/2全位 (18。 2) 橙
多01～ 3.0
小礫 良好

口～体上 :ヨ コナデ
体中～底 :ヨ ヨナデ

ヨコミガキ

254 甑 1/3体～底 (16.5) 橙
有01～ 2.0
長石 ほぼ良好 体 :ヘラナデ

体中 :タ テ ミガキ 体下 :

ヘラナデ 体下端 :オ サエ

甑 1/3体～底 (10.0) にぶい橙
有01～ 3.0
長石 良好

体
底
ヨコミガキ 体 :ヨ コミガキ

底 :ハ ケナデ
ピット2図示
孔体 :13

jヽ型甕 2/3日～体 (16.0) (16。 7) にぶい赤褐
有0.1～ 20
長石 ほぼ良好

口
体
ヨヨナデ

小型甕 1/5日 ～体 (13.3) (10.4) にぶい橙
有 0。 1～ 30
褐色粒子 良好

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヘラケズリ

口 :ヨ コナデ
体 :ヘラナデケズリ

254 甕 1/3日 ～体 (18.2) (22.5) 橙
多01-30
褐色粒子 ほぼ良好

口
体

口:ヨ ヨナデ 体上～体中 :

ナデ 体下 :ケ ズリ後ナデ

254 450住 内黒不 ほぼ完形 橙
少01～ 10
長石 良好

ヨ
底
口
体

ナ デ
体 : ガ キ 床上

452住 須恵高不 1/2不 灰
有01～ 0.5
長石 良好 杯 :ロ クロ (右回転 ) 不 :ロ クロ 図示

254 内黒不 1/4口 ～体 (15。 3) にぶい黄橙
少01～ 05
長石、褐色粒子 良好 体 :ヘラケズリ後ヘラナデ

体 : ガ キ

甕 1/4口縁 (21.5) 橙 良好
口
体
ヨコナデ

体 :ハ ケナデ 床 上

453住 不 1/8日 ～体 にぶい橙 有
0.1～ 20
長石、褐色粒子 ほぼ良好 体 :ヘラケズリ

口
体
ヨコナデ
暗文風タテミガキ

内外面に黒
色物質残

455住 内黒不 1/4全位 (13.0) にぶい橙 有
0。 1～ 20
長石 良好

口 :ナ デ 体 :ヘ ラナデ後ヨ
コミガキ 底 :ヘラケズリ

体 :ヨ コミガキ 図示

内黒不 完形 橙
有01～ 3.0
長石、褐色粒子 良好

口唇 :ヨ コナデ 体～底 :へ

ラケズリ後ヘラナデ
体 :ヨ コ ミガキ

不 (有孔) 1/3全位 (13.2) にぶい黄橙
０
．石
少
長 ほぼ良好

口唇 :ヨ コナデ 体 :ヨ コ

ナデ 底 :ケ ズリ後ナデ
体上 :ヨ コハケ 体下 :底 中
心ヘラオサエ 孔 :ケ ズリ

内黒不 ほぼ完形 橙
多0.1～ 2.0
長石、褐色粒子 良好

口唇 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ
後ヘラナデ 底 :ヘラケズリ 体

:ヨ コミガキ

甕 2/5日 ～底 D (13.0) 橙
有01～ 2.0
小礫 ほぼ良好

口
体

口 :ヨ ヨナデー部ハケナデ

254 甕 ほぼ完形 (20.0) 橙
礫有
0.1～ 05長石
30～ 60小角礫

良好
口:ヨ コハケ 体:タ テケズリ 体
下:ヨ コケズリ 底:瓢痕残す 体 :ハ ケナデ

458住 高不 1/2脚 浅黄橙
少0.1～ 1.0
長石 良好

脚
裾 ヨヨナデ

脚
裾

内黒高不 3/5体～脚 橙
有01-20
長石、褐色粒子 良好

へ
デ
脚
ナ

デ

ヨ
ラ
裾
へ不

ガ
脚

ヨ
キ
裾
ガ

ズ
不
ケ ミガキ
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第 3章 調 査

図版NQ 地点名
哭
ｗ
Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎 土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器 高

459住 内黒不 完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 30
長石 良好

口唇 :ヨ ヨナデ 体 :ヨ コミガキ
底 :ヘラケズリ後ミガキ

体 :ヨ コミガキ 図示

内黒高不 脚 にぶい黄橙 多
0.1～ 0.3
長石 良好

脚
裾

ヘラミガキ
ヨコナデ

脚下 :ヨ

裾 :ヨ コ
ヘラケズリ
ガキ

甑 完形 橙
有0.1～ 3.0
小礫、長石 良好

口
体

口唇 :ヨ ヨナデ 体上 :ヨ コミガ
キ 体 :ヘラオサエ後ヨコナデ

460住 内黒不 1/4全位 浅黄橙 有01～ 3.0
褐色粒子 ほぼ良好

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体 ヨコミガキ

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 30
小礫、長石 良好

口
体
ヨヨナデ ヨコミガキ 図示

内黒鉢 1/2全位 (12.9) 浅黄橙 有0。 1～ 30
長石、褐色粒子 良好 ヨコミガキ ヨコミガキ

255 461住 須恵不蓋 完形 褐灰
有0.1～ 2.0
長石 良好 ツ

一不

ピ

図

255 462住 内黒不 ほぼ完形 橙
多0.1～ 40
長石、石英 良好 ロクロ 底 :糸 切 タテミガキ 図示

255 463住 須恵不 2/3全位 灰
粗、有0.3
石英、雲母

や や 不 良
(軟質 )

ロクロ 底 :糸 切

255 須恵不 3/5全位 灰 白
粗、有0.3
石英

や や 不 良
(軟質 ) カマド図示

255 不 4/5全位 褐灰
有0.3
白色粒子

不 良
(黒斑 多 )

ヨヨナデ 底 :回 転ヘラ切 ナ デ 図示

255 不 1/5日 ～体 (16.4) 橙
多0.4～ 10
石英、輝石、赤色礫 良好 ナデ ? 不明瞭 体 :ナ デ、不明瞭

255 内黒不 2/3全位 にぶい黄橙 有
10～ 20
雲母、自色粒子

や や 良 好
(軟質 )

口唇 :やや外反 ロクロ
底 :糸 切

口 :ヨ コナデ 放射気味の
タテミガキ ツ

一不
ピ
図

255 内黒不 完形 灰褐
有05
橙色、自色粒子 良好 ヨコナデ 底 :糸切 放射タテミガキ後ヨコミガ

キ

255 内黒不 完形 褐
有10以 下
石英、雲母 良好 ロクロ 底 :静止ヘラ調整 回 :ヨ コミガキ 体 :

ミガキ後放射 ミガキ

255 内黒婉 2/5底 にぶい黄橙
粗、多2.0
赤色粒子

不 良
(軟質 )

ヨ
底
ナデ
糸切後付高台

ナデ 台 :ヨ コナデ

255 内黒不 2/3全位 にぶい褐 子
０
粒
１
．色
有
白 やや不良 底 :糸 切 (上げ底気味 )

口 :ヨ コミガキ
体 :タ テミガキ 図示

255 内黒不 ほぼ完形 灰黄 石英、 長 石 良好 ロクロ 底 :糸切 口唇 :やや外反 ミガキ

255 内黒不 完形 浅黄
多10～ 20
長石、石英、赤色礫 良好

ナ
「絢
体
産
クロ嚇
口
不

ロ
デ 口唇 :やや外反 ミガキ 床直

255 内黒高台皿 完形 にぶい橙 有
3.0

白色粒子、石英
良 好
(黒斑 有 )

。一口同

台
付後

口
切
ク
糸

・
底
体ロ

ナ
射
デ
放
ナ

体

ヨ

デ
台
ナヨ

ガ
唇
テ ピット図示

255 内黒不 1/10底 にぶい黄橙 有
2.0

石英、自色粒子 (軟質) ヨコナデ 底 :糸切 ガキ不明瞭

内黒不 ほぼ完形 にぶい褐 有
1.0

石英、長石、火山岩 やや不良 ロクロ 底 :回転ヘラ切 ガ キ 図示

内黒不 4/5日～体 にぶい褐
や や 不 良
(ム ラ 多 )

ロクロ 底 :回転ヘラ切

内黒高台皿 ほぼ完形 にぶい黄褐 有
0.5～ 30
多種

不 良
(黒斑 多 )

ナデ
底 :回転ヘラ切、付高台

口唇 :や や外反 体 :ヘ ラ
ミガキ 台下端 :面取気味

255 内黒不 1/6日 ～体 (22,0) にぶい黄橙 多
02
白色粒子

良 好
(軟質 )

口唇 :ナ デ 体 :ロ クロ 体 :ナ デ

255 甕 1/5日縁 (20.5) にぶい橙 多02～ 0.5
雲母、自色粒子 良好 口～頸 :ヨ コナデ 口～頸 :ヨ コナデ

痕合
２
接
頸

255 甕 1/8日 ～体 (23。 2) 橙 ・
０
母

酵０
．英
色

多
石
赤 良好

唇
上
回
体
ナデ 頸 :ハ ケナデ
ハケヨコナデ

口 :ヨ コナデ
体上 :ヨ コハケ

255 甕 1/5体～底 (17。 2) 褐
多0.5～ 1.0
石英 ほぼ良好 体

:タ テケズリ
底 :ヘラケズリ 体 :ハ ケ カマド図示

255 須恵甕 一肩 灰
白
暗
灰

地
釉 子

３
粒
０
色
少
白 良好

頸
一肩 平行タタキ サ

頸
一肩 外 面体 上 自

255 464住 内黒不 完形 浅黄橙 有01～ 2.0
長石、石英 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

体

キ
ガキ後タテ ミガ

255 466住 須恵不蓋 1/3全位 (12.4) 暗灰
少、密 0.5以
下白色粒子 ほぼ良好 天丼 :ロ クロ 天丼 :ロ クロ

255 須恵不 1/4全位 白灰褐
少1.0
白色粒子、石英 やや軟質

体 :ロ クロ 底 :回転ヘラ
切後ヘラ調整

468住 須恵不 4/5全位 灰 白色粒子 良好
体
底 回転ヘラ切痕

体 :ロ クロ
底中央 :やや突出 床上

須恵不 1/4全位 (13.3) 暗灰
噺
畔

Ｌ
色
少
白 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 体 :ロ クロ カマ ド床上

火欅

256 須恵不 1/2全位 (13。 9) 灰
有1.0
黒色粒子 やや軟質

体 :ロ クロ
底 :回転ヘラ切未調整

.l*' n Dn
ff.F/1 床 上

256 須恵不 1/3全位 灰
有1.0～ 3.0
黒色礫 軟質

体 :ロ クロ
底 :回転ヘラ切未調整

口唇 :やや面取り気味
体 :ロ クロ

256 須恵不 1/3全位 赤褐
有0.5以 下
白色粒子、石英 やや不良

体
底 静止ヘラ調整

体 :ロ ク

須恵不蓋 1/3つまみ欠 (15.3) 灰
有0.4
黒色粒子 良好 つ

口
持

口
綾

井
縁
天
口

天丼 :ロ クロ カマ ド

256 須恵高台不 1/6鈍 (14.4) 黄灰 子
２
粒
０
．色
有
白 ほぼ良好 体

:ロ クロ

底 :回転ヘラ調整後付高台
l*'n)tn
tr,v/v

256 須恵高台不 1/3全位 (14.6) (10。 8) 褐灰 子
５
粒
０
．色
少
白 ほぼ良好

体
底 回転ヘラ調整

l-l' 
- 

,tr 
-v+,vrlv 外面自然釉

256 小型甕 1/6口 ～肩 (19,3) 浅黄橙 英ヽ
少
石
密10

良好
口唇 :沈線 頸 :ヨ ヨナデ
肩 :タテハケナデ 体 :ケ ズリ

カマ ド
須恵甕模倣

256 内黒不 2/3全位 (14.6) 橙
少01～ 05
黒色粒子 良好

体 :ロ クロ 底 :糸切後縁
辺部手持ヘラケズリ

デ
キ
ナ
ガ

ヨ
持
・
手
唇口
体

256 内黒不 1/4全位 (17.3) にぶい橙 有
0.5以下
白色粒子、黒色粒子 良好

デ
ガ
ナ
ミ

ロ
体 床下

256 小型甕 2/3底 灰黄褐 有1.0
石英、赤色粒子 良好

体下 :ナナメケズリ 底上 :ヨ
ケズリ 底 :静止ヘラ切り 体 :ロ クロ 底 :ハ ケナデ

256 甕 1/6口 ～肩 (10.6) にぶい赤褐 有
0.1～ 0.3
長石 良好

口 :ヨ コナデ 肩 :ケ ズリ
体 :ケ ズリ 床上

469住 須恵不蓋 3/5全位 明赤褐 有1.0～ 20
白色粒子

やや
酸化 気 味

クロ後ケズリ

256 須恵不 1/2全位 (13.2) 灰
有2.0～ 50
白色礫 やや軟質 クロ 底 :ヘラ切 り 口唇 :やや外反 ロクロ
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第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
器

ｏ

，

土

Ｎ 器 種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎 土 焼成 外面調整 内面調整 備 考

口径 底径 器高

256 469住 内黒不 1/3底 明褐 砂少 良好 体～底 :手持ヘラケズリ ガ キ

256 須恵甕 1/6体 (18.0) 灰褐
密、少10
白色粒子 良好

頸
タ

デ
上
ナ
体

ヨ
デ

ロ
後

口 :ヨ コナデ 体 :オ サエ
痕

256 甕 1/6口縁 (16.0) にぶい赤褐
有1.0以下
白色、赤色粒子 やや不良

口 :ヨ コナデ
頸 :ヨ コナナメケズリ

ヨナデ

256 甕 1/3日 ～体 (20.2) (20。 3) にぶい褐
有1.0以下
石英 良好

口:ヨ コナデ 体上 :ヨ ヨナナメ
ケズリ 体下 :タテナナメケズリ

体デナ
ヶヽ

コ

メノ
軒
コナ
体

ヨ
ロ
下

接 合 痕
体 下 1

256 470住 内黒不 1/4全位 (12.8) 明黄褐 有10
赤色粒子、石英 良好

口唇 :やや外反 体 :ヨ ヨナデ ?
不明瞭 底 :手持ケズリ痕有

口唇
体 :

ヨヨナデミガキ
ガキ、不明瞭

256 内黒不 1/4全位 (14.0) 黄橙
有0.1～ 1.0
小礫 良好

口 :ハ ケナデ
体～底 :ケ ズリ

ヨコミガキ 図示

256 内黒高不 4/5日～脚 にぶい橙 有
0.1～ 2.0

長石、黒色粒子 良好
口:ヨ コナデ 不 :ヘラケズリ後
ヘラナデ 脚上 :タ テケズリ

不
脚
ヨコミガキ

256 内黒大型不 1/3全位 (24.2) 明黄褐 有0.5以下
白色粒子 良好

ヨ
底
口
体

ナデ
タテナナメケズリ

ヨコミガキ

256 甕 4/5体中欠 (20.1) 橙
多0.1～ 10.0
小礫、長石 やや不良

ヨ
底
口
体

ナ デ 口 :ヨ ヨナデ 体上 :ケ ズリ
後ヨコハケ 体下 :タテハケ

473住 不 ほぼ完形 浅黄橙 密、少1.0～ 30
小礫 良好

口～体上 :ヨ ヨナデ
体下～底 :逆位手持

ヨコミガキ

内黒不 完形 浅黄橙
有10
白色、茶色粒子 やや軟質 ヨ

ヨナデ(ナデミガキ) ヨコミガキ

256 内黒不 1/3日～体 (15.2) 浅黄橙
多0.5
石英、白色粒子 ほぼ良好

ヨナデ 瞭
反
不
外
，
や
キ
や
ガ

唇ロ
体

257 鉢 1/2全位 にぶい橙
粗、有0.2～ 05
石英、自色粒子

不 良
(軟質 )

体
着
打
除

257 甕 1/3日 ～体 (20.0) 明赤褐
有03～ 0.8
石英、自色粒子

|ま ぼ 良 好
(焼 ム ラ )

口
体
ヨコハケナデ
タテケズリ

口 :ヨ ヨナデ 体 ン ケヽ ?

甕 1/3日 ～体 (19.6) (18.5) にぶい黄橙
多05～ 4.0
赤色粒子 やや軟質

口 :ヨ コハケナデ
体 :タ テケズリ

口
体
ヨコハケナデ
ヨコナデ後タテハケ

474住 内黒不 2/5全位 (16.0) 橙
有10～ 3.0
白色小礫 良好 ロクロ 底 :静止ヘラ調整 ヨコミガキ

257 476住 甕 1/5日縁 (22.5) 赤褐
少0.3
雲母、自色粒子 良好

口唇 :ナ デ
ロ :ハケナデ 頸 :ケ ズリ 口

:ハ ケナデ 頸 :ナ デ 接 合 痕 :

口 1

甕 2/3全位 (23.6) 明褐
有0.2～ 1.0
白色粒子

ほぼ良好
(焼ムラ)

口:ハ ケヨヨナデ 頸:ヨ

上:ヨ コケズリ 体下:タ
ズリ 底:静止ヘラケズリ

口:ヨ ヨナデ (布 7)体 上 :

ケナデ? 体下 :ヨ コハケ
痕合
２
接
体

257 501住 皿 ほぼ完形 にぶい黄橙
有0.2～ 5.0
長石、礫 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 図示

257 高台皿 ほぼ完形 灰 白 良好 ロクロ及び ヨコナデ

257 502住 不 ほぼ完形 にぶい黄橙
有01～ 2.0
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 カマド図示

257 不 2/3全位 にぶい橙 少
01～ 2.0
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 図示

257 不 2/5全位 (11.7) にぶい橙 少
0.1～ 5.0
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

257 不 1/3全位 灰 白
少0.1～ 20
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

257 不 2/3全位 橙 有0.1～ 1.0 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 図示

257 不 完形 橙
少 01～ 2.0
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 カマド図示

257 内黒不 2/3全位 橙
有01～ 2.0
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 タテミガキ

257 婉 1/3底 にぶい橙 多01～ 3.0
褐色粒子 良好 底～高台 :ロ クロ 高台 :ロ ク

257 不 完形 にぶい黄橙
有01～ 30
長石、褐色粒子 ほぼ良好 体

:ロ クロ 底 :糸切
カマド図示 内外
面:二次被熱顕著
外縁スス付着

257 内黒不 2/5全位 (11,3) にぶい黄橙
有01～ 2.0
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 暗文 ミガキ カマ ド

257 内黒婉 1/3全位 (14.2) にぶい橙 有
01～ 3.0
長石 不 良 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガ キ

257 灰釉婉 2/5全位 (15。 4) 灰 白 少、緻密 良好
体 :ロ クロ 底 :回転ヘラ

施釉 :刷毛塗 図示

257 甑 1/5体～底 (17.9) (17.5) 明赤褐
多01～ 50
褐色粒子 ほぼ良好 ヨコナデ

小型甕 1/4口縁 (15。 5) 橙
有0.1～ 3.0
長石、褐色粒子 良好

灰釉皿 1/3全位 (13.7) 浅黄 少、緻密 良好
体 :ロ クロ
施釉 :刷毛塗

底 :回転ナデ
図示

灰釉婉 2/5全位 (15.0)
励

版
地

米 少、級密 良好
体 :

施釉
クロ 底 :回 転ナデ
漬け掛け

257 灰釉輪花皿 1/2全位
地 :灰黄
釉 :オ リーブ灰

少、級密 良好
体 :ロ クロ
施釉 :刷毛塗

底 :回 転ナデ

灰釉壺 1/8頸～体 灰 白 無、級密 良好 ロクロ 施釉 :全面 ロクロ 施釉 :頸

甕 1/4口～体 (21.7) (15.0) 橙
多01-3.0
石英、雲母 良好 体上 :ロ クロ後ヘラナデ カマド

503住 須恵高台不 2/3全位 暗灰黄 密03
黒色粒子 良好

体
底 回転ヘラ調整 付高台

有稜不 1/3鈍 にぶい褐
粗、多
02白色粒子
05～30赤色粒子

やや不良
体
底
ヨコナデ ガコ

ガ
体
底

丸底不 1/3全位 にぶ い橙
粗、多02～ 10
石英

クまぼ良好
(黒斑 有 )

体 :ヨ ヨナデ 底 :ケ ズリ 口 :ヨ コナデ 底 :ミ ガキ 左マ
一小
力
図

甕 1/6口 ～体 (25。 0) 橙
III、 多03～ 20
白色粒子、赤色粒子 良好

口
体
ヨコナデ
ケズリ後ミガキ

tr-.{fi' : 3 3-ff" カマド図示

258 505住 不 2/3全位 (13.7) にぶい黄橙 有
0.2～ 0.5
赤色粒子 ややもろい 体

:ロ クロ明瞭 底 :糸切 図示

258 内黒不 1/3全位 (12.3) にぶい橙 粒
子

・
０
色
粒

３． ．

ヽ
白
絶

０
．母

ヽ

有
雲
子

ほぼ良好
体
底
ロクロ明瞭
糸切後ヘラ調整

258 内黒不 1/3全位 (13.2) にぶい黄橙
有0.2～ 0.3
赤色粒子 良好

体

底
u?s3atf
#Ln

内黒不 2/5全位 (16.0) 橙
０
石

５． ．

ヽ
長
時

０
．英
色

多
石
黒

ほぼ良好
体
底

v2v==tf
#9J
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第 3章 調 査

図版NQ 地′点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼 成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

258 505住 内黒不 1/5日 ～体 (16.8) 橙
有05～ 3.0
自色礫 良好 体 :ロ クロヨコナデ明瞭 ガ キ 図示

258 内黒不 3/4全位 にぶい橙 有02黒色粒子15円礫 やや不良 ク
底
‥
上
体
体 ラセン状の沈線

ガ キ

内黒不 2/3全位 (13.5) 橙
粗0.2～ 0.7
石英、自色粒子 ほぼ良好 体 :ヨ コナデ 底 :糸 切 ミガキ ? 焼 成 後

底 部 穿 子L

258 Jヽ型甕 2/3全位 にぶい赤褐
粗、有03～ 1.0
白色粒子 やや不良

口～体中 :ロ クロ 体下 :ロ
クロ後ヨコケズリ 底 :糸切

,Ifr.:u?u I4T.u)

小型甕 1/5全位 橙
粗、有05
黒色粒子、雲母 やや不良

口～頸 :ロ クロ 体 上～体
中 :ヘラナデ 体下 :ヘ ラケ
ズリ 底 :糸切後ヘラ調整

口～体 :ヨ コナデ
底付 :ロ クロ 図示

小型甕 1/3日～体 橙
有0.3～ 1.5
白色粒子 良好 ロクロかヨコナデ ヨコナデ

甑 1/6口 ～体 (33.0) にぶい橙 有
0.2
自色粒子 ほぼ良好 口 :ロ クロ 体 :タ テハケ 口 :ロ ク

ロヨコナデ
体 :ナ デ

506住 須恵不 1/3全位 (12.8) 灰
有01～ 20
長石、褐色粒子 良好 火欅

258 内黒不 ほぼ完形 明黄褐 有0.1～ 30
長石、褐色粒子 やや不良 ガ キ 図示

258 内黒不 完形 にぶい橙 有
0.1-3.0
長石、角閃石 良好

ロクロ 内外面 に二次被
熱、黒色油脂付着

タテミガキ

258 内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
0。 1～ 3.0

黒色粒子、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 口 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ

258 内黒不 2/5全位 橙
多0.1～ 30
褐色粒子、黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 不明 図示

内黒不 完形 黄橙
多0.1～ 20
褐色粒子 良好 ガ キ

258 内黒不 完形 明黄褐 有0.1～ 20
長石、石英 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 口 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ

258 内黒不 完形 黄橙
少0.1～ 3.0
長石、雲母 良好 タテミガキ

258 内黒不 完形 橙
多0.1～ 5.0
長石、褐色粒子 良好 ヨコミガキ ヨコミガキ

258 内黒不 ほぼ完形 浅黄橙 有0.1～ 1.0
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 口 :ヨ コナデミガキ

体 :タ テミガキ

内黒不 完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 30
長石、褐色粒子 良好 ロ ク

デ
ガ
ナ
ミ

ロ
体

内黒婉 ほぼ完形 橙
多01～ 30
長石、黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 タテミガキ 図示

258 Jヽ皿 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
01～ 30
黒色、緑色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨコナデミガキ

黒色高台皿 3/4全位 里
小

有01
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 暗文風タテ ミガキ

内黒高台皿 ほぼ完形 橙
多0.1～ 2.0
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 タテミガキ 図示

灰釉皿 1/5底 灰 白
少、微密01～ 03
黒色粒子 良好 施釉 :刷毛塗 施釉 :刷毛塗

258 507住 不 1/3全位 にぶい橙 有
0.1～ 2.0
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨヨナデ 図示

258 508住 須恵不 1/2節 (13.2) 灰オリーブ 有
01～ 2.0
黒色粒子

や や 軟 質
良 好

体
底 火欅

須恵不 3/5全位 (14.0) にぶい橙 有
01～ 2.0
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :静止ヘラ

258 須恵不 1/2全位 灰
多01～ 3.0
黒色粒子 良好

体
底 回転ヘラケズリ

須恵不 2/5鈍 (13.2) 灰オリーブ 有
01～ 3.0
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切

258 須恵不 3/5全位 にぶい黄橙 有
01～ 03
長石、黒色粒子 軟質 体 :ロ クロ 底 :糸切

須恵高台不 完形 灰オリーブ 有
01～ 20
黒色粒子、長石 良好

体

底 回転ヘ ラケズ リ

258 須恵高台不 1/5全位 (15。 6) (11.0) 暗灰
多0.1～ 20
長石 良好

体
底 回転ヘラケズリ

259 須恵蓋 2/5ツマ 灰
有0.1～ 10
長石 ほぼ良好 回転ヘラケズリ 回転ヘ ラケズ リ

須恵蓋 3/4全位 灰オリーブ
少0.1～ 0.3
長石、黒色粒子 良好

つまみ :ロ クロ
天丼 :ロ クロ カマ ド

須恵蓋 2/5日～体 (16.8) 青灰
有01～ 10、 50
小礫、長石 良好 焼き歪み

須恵蓋 2/5日～体 (17.4) 灰 少、級密 良好

内黒不 2/5全位 (16.5) にぶい黄橙 有
01～ 1.0
長石 良好

体
底 静止ヘラケズリ

ミガキ

259 内黒不 1/4節 (13,2) にぶい黄橙 有
0.1～ 0.3
長石 良好

体
底 コミガキ

259 内黒不 2/5全位 にぶい黄橙 有
0.卜 10
褐色粒子、黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガ キ

259 高不 1/5脚 (10。 8) にぶい橙 有
0.1～ 10
長石 良好

脚 :ヘ ラケズリ
脚裾 :ヨ コナデ

脚 :

脚裾

内黒鉢 1/2体～底 橙
有0.1～ 20
長石、雲母 良好

体中 :ロ クロ 体下 :ヘ ラケ
ズ |り  底 :静止ヘラケズリ ヨコミガキ カマド

259 黒色無頸壺 1/10日 (16.2) 里
小

多0。 1～ 10
長石 良好 コミガキ コミガキ

甕 1/10日～体 (16.0) 橙
多0。 1～ 10
長石 良好

体上 :ナ デケズリ

259 須恵短頸壺 1/3日 ～体 (12.3) オリーブ黒 有0.1～ 1.0黒色粒子 良好 上体獅／口．加

自
外
内

259 須恵短頸壺 1/10日 ～体 (14。 9) (14.4) 褐灰
有01-2.0
長石 良好

自然釉 :

外/口 ～頸
内/口 ～体上

甕 1/10日～体 (18.5) にぶい黄橙 多
01～ 100
小礫、長石、雲母 良好 体上

須恵
突帯文四耳壷

1/5体 (17.2) 黒褐 良好
体上 :タ タキ後ナデ 突帯 :

貼り付け 把手 :ケ ズリ貼り
付け 体中 :平行タタキ

タタキオサエ 芋巴手穿孔
未 貫通
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第 1節  国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地′点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

508住 須恵甕 1/10日 ～体 (33.4) (10。 1) 黄灰
多0。 1-30
黒色粒子 良好

口
行
ク
平上

回
体

口縁 :ロ クロ 頸 :ヨ コナ
デ 体上 :ナ ナメハケナデ

甕 1/3日 ～体 (23.6) (24。 3) 橙
有0.1-10
長石 良好

口
体
ヨコナデ 口 :ヨ コナデ 体上 :ヘ ラケ

ズリ 体中～体下 :ハ ケナデ 図示

509住 内黒不 1/3鈍 にぶい黄橙 有
0.1～ 20
長石 良好

体
底 静止ヘラケズリ

ヨコミガキ

内黒不 完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 20
褐色粒子 良好 ヨ

底
口
体

ナ デ ヨコミガキ 図示

内黒不 1/3全位 (14.8) にぶい黄橙 多
01～ 10、 50
長石、小礫 やや不良

口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘラケ
ズ リ 底 :静止ヘラケズリ

259 内黒不 1/5全位 にぶい黄橙 有
0.1・ 50
長石、小礫 良好

体
底
ヨヨナデ
静止ヘラケズリ

ヨコナナメミガキ

259 内黒高不 1/3脚 にぶい橙 多0.1～ 20
長石 ほぼ良好 脚 : 図示

高不 1/2脚 (10.0) にぶい黄橙
有0.1～ 2.0
小礫、長石 良好 脚裾 :ヨ ヨナデ

甕 1/4口 ～体 (19.2) にぶい褐 有
0.1～ 3.0

長石、黒色粒子 良好 ズ
デ
ケ

コ
ヘ

。上
回
体 体上

コナデ
ナデケズリ

甕 1/3日 ～体 (18.9) (22.0) 褐
多0.1～ 50
長石 ほぼ良好

口
体
ヨヨナデ 口 :ヨ コナデ

体 :ヘラナデ カマド図示

・510住 須恵高台不 1/2全位 (16.6) (12.4) 灰
少 0.1～ 10
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :回転ナデ

左マ
一小

力
図

高不 2/3全位 (15。 0) にぶい黄橙 有
0.1～ 10
長石 良好 ヨコナデ

杯
脚
ヨコミガキ
ヨコナデ カマド図示

Jヽ型甕 2/5日 ～体 橙
少0.1～ 10
長石 ほぼ良好 口体

ヨコナデ 口
体
ヨコナデ
ヘラナデ

甕 2/5日～体 (17.8) 橙
有0.1～ 20
長石 良好

口 :ヨ ヨナデ
体 :タ テケズリ、ナデ

口 :ヨ コナデ
体 :ハ ケナデ カマド図示

甕 1/3日 ～体 (25。 2) (20.5) にぶい赤褐
多0.1～ 1.0
長石、褐色粒子 良好

口
体
ヨヨナデ 口

体
ヨコナデ
ハケナデ

511住 不 1/3全位 (10.0) にぶい橙 有
0.1～ 20
長石、褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ピ ッ ト3

図示

不 1/2全位 (10.6) にぶい橙 多0.1～ 20
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

内黒坑 底 にぶい橙 有
01～ 10
褐色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガキ P

灰釉皿 ほぼ完形 灰 白 少、緻密 良好
底口

毛
ク
刷

・
釉
体
施

回転ナデ
図示

灰釉段皿 ほぼ完形 灰 白 少、緻密 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 図示
底部調整粗雑

灰釉婉 ほぼ完形 灰 白 少、緻密 良好
体 :ロ クロ 底 :回転ナデ
施釉 :刷 毛塗

ピッ ト 1
図示

灰釉坑 ほぼ完形 灰 白 少、緻密 良好
デナ転底

け
ク
漬・釉

体
施 図示

灰釉坑 2/5体～底 灰 白
少
黒色粒子 良好 ロクロ 施釉 :漬け掛け

羽釜 1/6口縁 (26.0) 橙
多01～ 2.0
角閃石、長石

―良好
鍔
ズ

デ
テ

ヨ
体
ロ
デ

ヨコナ ヨヨナデ 図 示
口縁 折 返

羽釜 1/3日 ～体 明赤褐
多01～ 20
石英 良好 ヨ

体
ロ
デ

ナデ 鍔 :ヨ コナ ヨコナデ ピ ッ ト 1
図示

512住 甕 1/3日 ～底 (20.3) (22.0) 明赤褐
多01～ 2.0
褐色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体中 :ヨ コハケ 図示

513住 甕 1/6口縁 (23.2) 浅黄橙
有01～ 1.0
長石、褐色粒子 良好

514住 須恵蓋 ほぼ完形 褐 灰
有0.1～ 30
褐色粒子 やや軟質 マ

欅
力
火

須恵蓋 1/5天丼 (15.5) 灰
多0.1～ 10
黒色粒子 良好 カマ ド

須恵高台不 1/2全位 (15。 3) 灰
少0.1～ 20
黒色粒子 良好

体 :ロ クロ
底 :回転後周囲ヘラケズリ カマド図示

515住 1 須恵高台不 ほぼ完形 褐灰
有0.1～ 20
長石 良好

体
底 回転ヘラケズリ 図示

須恵不 2/5全位 灰 白
多0.lγ 2.0
黒色粒子 やや軟質

体
底 回転ヘラケズリ

須恵不 2/5全位 灰
少01～ 50
小礫、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

須恵不 ほぼ完形 橙 子
０
粒
５
色

０
礫 軟質 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整 図示

須恵長頸壺 ほぼ完形 灰
有0.1～ 20
長石 ほぼ良好

口～体下 :ロ クロ 体中 :

クロ沈線 底 :ヘ ラケズリ

須恵甕 1/6日 ～体 (12.3) にぶい橙
多01～ 5.0
長石、褐色粒子 不良 体上 :平行タタキ

甕 1/10日～体 (34.0) 橙
０
．礫
多
小 長 石

ほぼ良好
口 :ヨ コナデ
体上 :ヨ コケズリ

。
上
回
体
コナデ
ヨコミガキ カマド図示

甕 口～底 (21.0) (29,0) 明赤褐
有0.1～ 0.5
長石、石英 良好

口:ヨ コハケ 頸:ケ ズリ 体中～体
下:タテケズリ 底:ヘラケズリ 体中一体下 :ハ ケ

517住 須恵高台不 1/5全位 灰
多0.1～ 2.0
長石 良好

口～体 :ロ クロ
底 :回転ヘラ切り

刀ヽ型甕 ほぼ完形 明赤褐
多0.1～ 1.0
長石 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体～底 :ヘ ラケズリ

ヨコナデ 図示

甕 1/3日 ～体 (13.9) 橙
多0.1～ 2.0
長石、小礫 ほぼ良好

口～体上 :ロ クロ
体中 :ヘラケズリ

口～体上 :ヨ コナデ
体中 :ハ ケナデ

520住 1 須恵蓋 ほぼ完形 黄灰
多01～ 2.0
黒色粒子 やや軟質

須恵高台不 ほぼ完形 褐灰
少01～ 10
長石 良好

体

底 手持ち回転ヘラケズリ 図示

261 須恵不 完形 灰
少01～ 05
黒色粒子 良好

体
底 静止ヘラケズリ

示
欅
図
火

内黒不 1/5全位 (13.8) 橙
多0。 1～ 20
長石、褐色粒子 良好

体
底

261 須恵甕 1/5日 ～体 (25。 2) にぶい黄橙 多
0.1-3.0
長石 やや不良

口～頸 :ロ クロ
体 :平行タタキ 体 :オ サエ後 ヨコナデ

lヽ型甕 1/2全位 (12.2) にぶい黄橙 多
0。 1～ 1.0

長石、角閃石 良好 日～体上 :ロ ク カマド
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第 3章 調 査

図版No. 地′点名
土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎 土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

520住 小型甕 2/5日 ～底 (15,4) 橙
多0.1～ 10.0
小礫、長石 良好

口～体中 :ロ クロ 体下 :

コケズリ 底 :ヘラケズリ 図示

261 甕 3/5全位 (22.2) 赤褐
有0.1～ 2.0
長石 良好

口 :ヨ コナデ 体 :ヘラケ
ズリ 底 :ヘラケズリ

口
体
ヨコナデ

262 522住 不 1/8日 ～体 (15。 6) にぶい橙 有
0。 1～ 5.0
小礫、長石 ほぼ良好

口 :ヨ コミガキ
体下～底 :ヘラケズリ 体 :ヨ コミガキ P

262 内黒不 2/5全位 (13.8) にぶい黄橙 有
01～ 2.0
長石、褐色粒子 良好 ヨ

底
口
体 ヘラケズリ

ヨコミガキ

262 内黒不 完形 明赤褐
有0.1～ 20
長石、褐色粒子 ほぼ良好

ヨコナデ
底 :静止ヘラケズリ タテミガキ

262 内黒不 1/4回 ～体 (17.2) にぶい黄橙 少
0.1
雲母、長石 良好

口～体上 :ヨ ヨナデ
体下 :ヘ ラケズリ

262 不 1/10日縁 (12.7) にぶい黄橙 有
0.1～ 20
長石 ほぼ良好

口～体 :ヨ コミガキ
体下 :ヘラケズリ

ヨコミガキ

262 内黒鉢 ほぼ完形 (20。 5) にぶい黄橙
有0.1～ 3.0
小礫、長石 良好

口～体上 :ヨ コナデ
体～底 :ヘラケズリ

ヨコミガキ

小型甕 完形 橙
多0.3～ 3.0
長石、褐色粒子 良好

口 :ヨ コナデ 体 :ヘラケ
ズリ 底 :ヘラケズリ

口
体
ヨヨナデ
ハケナデ 図示

262 Jヽ型甕 ほぼ完形 にぶい橙 多0.1～ 3.0
小礫 良好

口 :ヨ コナデ 体 :ヘラケ
ズリ 底 :ヘラケズリ

口
体
ヨヨナデ
ヨコナデ

二 次 被 熱
影 響 顕 著

甑 ほぼ完形 橙
有0.1～ 30
長石、黒色粒子 良好

口 :ヨ コナデ 体 :ヘラケ
ズリ 底 :ヘラナデ

口 :ヨ ヨナデ 体 :ヘ ラナ
デ 子L端 :ヨ コナデ 図 示

甕 2/5体～底 (26.0) 橙
有0.1～ 3.0
褐色粒子、長石 良好

体
底
ヘラケズリ
葉脈痕

コナデ

甕 1/2体～底 (34.5) にぶい黄橙 多
0.1～ 3.0
小礫、長石 ほぼ良好

体上 : へ
デ
体
ナ

デ

ヘ

ナ

・

コ
底 ヨコナデ

甕 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
0.1～ 30
褐色粒子 良好

ヨ
底
ナデ 体ヘラケズ
ヘラナデ

デ
デ
ナ
ナ

ヨ
ヘ

ロ
体

抑
れ
…
で

外
熱

甕 1/5日 ～体 (16.4) にぶい褐
多0.1～ 50
小礫、褐色粒子 良好

口
体
ヨコナデ デ

デ
ナ
ナ

ロ
体

523住 須恵不蓋 ほぼ完形 灰
多0.1～ 2.0
小礫、長石 良好

天丼上 :ロ クロヘ ラケズリ
天丼下 :ロ クロ

天丼 :ロ クロ 図示

262 須恵不 ほぼ完形 灰褐
多01～ 30
長石 軟質 ロクロ 底 :回 転ヘラ切 り

524住 須恵不 ほぼ完形 灰
多0.1～ 2.0
長石 良好 ロクロ 底 :静止ヘラ調整

須恵不 ほぼ完形 灰
有01～ 20
長石、黒色粒子 良好

ロクロ 底 :静止ヘラケズ
図示

262 須恵高台不 ほぼ完形 暗青灰 多01～ 3.0
長石、黒色粒子 良好 ロクロ 底 :回転ヘラ調整

須恵高台不 1/2節 (13.0) 明黄褐
有0.1～ 0.5
10.0 小礫
長石、黒色粒子

酸化
ロクロ 底 :回転ヘラケズ 倣

Ｐ

模

器

恵

師

須

土

262 525住 須恵蓋 ほぼ完形 赤褐
有0.1～ 5,0
小礫、長石

やや不良
(酸化気味 )

上
下
天
天

ヨコナデ 火欅

須恵蓋 1/2全位 (14.0) 灰
有0.1～ 10
長石 やや軟質

つまみ :ロ クロ 天上 :回 転
ヘラケズリ 天下 :ロ クロ

須恵蓋 1/2全位 (19.3) にぶい赤褐 少
ほぼ良好
(やや酸化気味)

上
下
天
天

262 須恵不 1/4全位 灰オリーブ 多
01～ 10
長石 やや軟質 体 :ロ クロ 底 :糸 切 火欅

甕 1/3日 ～体 にぶい赤褐
０
．石
多
長 やや不良

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コハケ

口
体
ヨコナデ
ヘラナデ

262 甕 1/4口 ～体 にぶい橙 多01～ 2.0
長石、褐色粒子 良好

口
体
ヨコナデ
ナナメケズリ

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コハケ

532住 内黒不 3/4全位 橙
有01～ 2.0、 5.0
小礫、長石、
褐色粒子

良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 タテミガキ

内黒不 ほぼ完形 橙
多0.1～ 10.0
小礫、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨコミガキ ?

灰釉婉 2/5全位 (13.6)

釉

地
灰オリープ
灰

少、級密 良好 施釉 :漬け掛け

灰釉婉 2/5全位 (13.6) 灰オリーブ 有
0.1～ 2.0
長石 良好 施釉 :刷毛塗

灰釉婉 ほぼ完形 灰 白 少、級密 良好
施釉 :刷 毛塗
底 :回転ヘラ調整

灰釉皿 2/5全位 (13.0)
釉

地
オリーブ灰
灰白

少01～ 0.2
黒色粒子 良好

施釉 :刷 毛塗
底 :回転ヘラ調整 輪花皿

535住 内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙
有0.1～ 2.0
長石 良好

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コミガキ

ヨコミガキ
左マ

一不

力
図

内黒高不 1/5脚 にぶい橙 多0.1～ 30
長石 良好 脚 :ケ ズリ後 ミガキ

不
脚
ミガキ

鉢 完形 橙 ほぼ良好 体 :ヨ コヘラケズリ
口 :ヨ コナデ 体上 :ヨ コ
ハケ 体下 :ヨ ヨナデ 図示

内黒鉢 完形 橙
多0.1～ 3.0
月ヽ礫、長石 ほぼ良好

口
体
ヨヨナデ ヨヨナデ後 ミガキ

536住 内黒不 1/3全位 (13.2) にぶい橙 多01～ 30
長石、褐色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体 :ヘラケズリ ガ キ

263 内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 多
01～ 1.0
長石、褐色粒子 良好 体 :ヘ ラケズ リ

ヨコミガキ

263 鉢 ほぼ完形 にぶい橙 多01～ 3.0
長石、褐色粒子 良好

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヘラケズリ後ヨヨナデ 体 :ヨ コハケ

ピッ ト 1
図示

内黒鉢 1/2全位 にぶい橙 多01～ 20
長石、褐色粒子 ほぼ良好

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コケズリ

体
キガ

ガ
テ

コ
後・ガ

甕 3/5全位 にぶい赤褐 多
0.1～20
長石 ほぼ良好

口 :ヨ コハケ 体 :タ テケ
ズ |り  底 :ヘラ調整 体 :ヨ コハケナデ 図示

263 537住 内黒不 口縁 (13.6) にぶい黄橙 有
0.1～ 3.0
小礫、長石 良好

口 :ヨ コナデ ミガキ 体上 :

ヨコナデ 体下 :ヘラケズリ
ヨコミガキ 床上

538住 須恵不蓋 2/5日～体 灰
有0.1～ 30
長石、褐色粒子 良好

天丼上 :回 転ヘ ラケズ リ
天丼下 :ロ クロナデ 内面 1自然釉

須恵高台不 2/5全位 灰
多0.1～ 20
長石、黒色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

263 601住 内黒不 ほぼ完形 橙
１
色
少
白 やや軟質

デ
ち
ナ
持
底 :ヘラケズリ (手

図示

内黒不 完形 橙 有 1.0～ 2.0 良好
口 :ヨ コナデ
体～底 :ケ ズリ

ヨコミガキ

一-416-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地′点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

601住 内黒不 1/2全位 にぶい黄橙 やや不良
口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ後
ナデ 底 :静止ヘラケズリ 口 :ナ デ 体 :ヨ コミガキ

内黒不 ほぼ完形 橙 有1.0～ 20 やや良好
口
底
ナデ 体 :ケ ズリ
手持回転ヘラケズリ

ヨコミガキ 図示

263 内黒不 4/5全位 (13.2) にぶい黄橙 少10 やや不良
ズ
リ

体
ラへ

デ
転

コ
持
ヨ
手

口
底

ヨコミガキ

263 内黒不 2/5全位 にぶい橙 有
1.0
赤色粒子 良好

口
底
ナデ 体 :ヨ コミガキ ヨコミガキ

263 内黒不 1/5日～底 (13.4) にぶい黄橙 有
1.0～ 2.0
白色粒子 良好 体 :ヨ ヨナデ 底 :ケ ズリ ヨコミガキ

263 Jヽ型甕 ほぼ完形 橙 礫
５”
礫
、

０
．色 やや軟質

口 :ヨ コナデ 体 :ナ デケ
ズリ 底 :ヘラ調整

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヨ コナナメハケ 図示

263 甕 4/5全位 橙
好
質
良
軟 ガ

デ
メ

コ
ナ

‥
上
回
体

ガへ
，
・
・デ
上
ナ
体

・

”
下
口
体

接 合 痕 :

体 下 1

264 甕 2/5日～体 (20.6) にぶい橙 有
0.5黒
30火 岩石 良好

口
体
ヨヨナデ十ナデ
ヨコミガキ

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヨ コミガキ

甕 2/5日～体 (18.0) (23.3) 橙
多2.0～ 40
自色粒子

良
質
不
軟

口 :ナ デ 体 :ヘラケズリ 口 :ナ デ 体 :ヘラケズリ 接 合 痕
体 上 1

264 602住 不 1/2全位 (12.8) 橙
密、少0.3
白色粒子、赤色粒子 良好 底 :ヘラケズリ

不 1/2全位 (13.3) 黒褐
有1.0
石英 良好 ナデ、 ミガキ ヨコミガキ カマド図示

264 不 3/5全位 明褐
粗、多2.0
赤色粒子

や や 不 良
(黒斑 )

口唇 :ナ デ ロ～体 :

キ 底 :ケ ズリ

内黒不 4/5日～体 にぶ い橙
粗、多05～ 10
白色粒子、赤色粒子

ほぼ良好
(やや環元 )

口 :ヨ ヨナデ
体 :ケ ズリ+ナデ 口 :ナ デ 体 :ヨ コミガキ

264 Jヽ型甕 2/3全位 明赤褐 有0.3
自色粒子 |]IF基り子

口 :ヨ コハケナデ
体 :ナ デ

口 :ヨ コハケナデ
体 :ナ デ

一亜 2/5日～体 (22.2) 橙
多1.0～ 2.0
白色粒子

ほぼ良好
(外 :黒斑 )

口 :ヨ コハケナデ
体 :ミ ガキ

‥
上
口
体

ハケナデ
ガキ 体下 :不明 痕

１

示
合
下

図
接
体

264 一亜 2/5底 橙
粗0.2～ 15
石英、自色粒子 良好 タテミガキ ヨコナデ

264 甕 2/5日～体 (20.2) (16.3) にぶい褐 少 良好
口
体
ヨコハケナデ 口:ヨ コハケナデ 体上 :ヨ

ケ 体中:ヨ ヨナナメハケ

264 甕 3/4全位 (18.8) 明赤褐 子
２
粒
０
．色
有
白 良好

口:ヨ ヨナデ 体上:ケ ズリ 体中
～体下:ケ ズリ後ナデ 底:ナデ

デ
ガ
ナ
ミ
コ
デ
ョ
ナ

ロ
体 図示

264 甕 3/4体～底 橙
有0.5
白色粒子 良好

頸 :ヨ コハケナデ
体 :ナ デ 底 :葉脈痕 カマ ド

264 甕 1/3日 ～体 (16.1) 明赤褐
有02
雲母、自色粒子 ほぼ良好

ガ
Ｐ

上
ケ
体
・下

ケ
体
ハ
一

ヨ
体

口～体上 :ヘラミガキ
体中～体下 :不明ナデ

265 603住 須恵不 1/3体～底 褐灰
密
少0.3以下 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 火欅

265 須恵不 1/3全位 褐灰
密02
少、自色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 火欅

265 杯 1/5日 ～体 (13。 8) 橙 密、少 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切

甕 1/10日縁 (22.5) にぶい褐 多02～ 05
石英 良好

口 :ヨ コナデ 体上 :ヨ コ カマ ド

265 甕 1/5日 ～体 (18,8) (15。 5) にぶい黄橙
多0.5
黒色粒子 ほぼ良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ 口 :ヨ コナデ カマド図示

須恵大甕 1/2日 ～底 (17.8) 黒褐 密、少 良好
口:ヨ コナデ後上部櫛描波状文
下部櫛描連続施文 体 :平行タタ
キ 底 :ヘラケズリ後ナデ

口 :ロ クロ 体 :工具オサ
エ 底 :ヘラケズリ

ド
上
釉

マ
面
然

力
外
自

甕 2/5日～体 (19.5) にぶい赤褐
多0.2～ 0.5
雲母 ほぼ良好 口 :ヨ コナデ 体 :ケ ズリ 口 :ナ デ 体 :ハ ケ カマ ド左

図示

604住 内黒不 完形 橙
有0.5～ 10
白色粒子 ほIF良 :女子

体
底
ヨヨナデ
手持ちヘラケズリ 体 :ミ ガキ 図示

内黒不 1/10全位 (15。 6) にぶい黄橙 有
0.5～ 1.0
白色粒子 やや不良

体
底
ヨコナデ
静止ヘラケズリ 体 :ミ ガキ

265 605住 1 須恵不蓋 ほぼ完形 灰赤
有1.0
自色粒子 ほぼ良好

265 須恵不 ほぼ完形 灰黄褐 密、少05
自色粒子 良好

体 :ロ クロ
底 :静止ヘラケズリ 図示

265 須恵不 2/5全位 (13.4) 褐灰
粗、有0.5
黒色粒子、石英 ほぼ良好

体
底 回転ヘラ切

265 内黒不 1/5体～底 暗褐
有0.1～ 05
長石 不良

体上 :ナ デ 体下 :ケ ズリ
底 :回転ヘラケズリ

ガ キ 図示

265 606住 須恵不 ほぼ完形 暗紫灰 有0.2-05
粗、白色粒子 ほぼ良好

体
底 回転ヘラケズリ

265 須恵不 1/5体～底 灰 白
少0.1
雲母 不良軟質 体 :ロ クロ 底 :糸 切 |fi.:u/u

須恵不 1/2底 灰オリーブ 密少02、 白色粒子 良好
体

底 手持ちヘラ調整
示
欅
図
火

265 須恵不 3/5全位 (13.2) 灰
有0.5～ 10
石英

や や 不 良
酸 化 気 味

体

底 静止ヘラケズリ

265 須恵高台不 1/10全位 (10.0) 灰 密、少 良好

内黒不 1/10全位 明褐
密、有0.2
黒色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ガ キ

須恵甕 1/8日 ～体 (19.0) 青灰
有0.1
白色粒子 良好 口

行
ク
平

‥
上
回
体

265 鉢 1/5体 褐
粗、多1.0
石英 不良軟質

265 小型甕 1/5体～底 橙
粗0.2
石英 良好 ロクロ 底 : 糸切

タテハケ 体下 :ロ クロ
ケ 底 :ケ ズリ

265 607住 須恵不 2/5全位 (12.7) 灰
dll、 有0.5～ 2.0
黒色礫 良好 ロクロ 底 :糸切 マ

欅
力
火

265 須恵不 2/5全位 (12.5) 灰
５
礫
０
．色
有
黒 良好 ロクロ 底 :糸切 火欅

265 須恵不 3/5全位 (13.9) 灰
粗、有0.5～ 20
黒色礫 良好 クロ 底 :糸切 火欅

265 須恵高台不 1/5底 (10.4) 灰
粗、有0.2～ 1.0
黒色礫 良好 底 :回転ヘラ削り後付高台

甕 1/5日 ～体 (18,8) (10.0) 橙
粗、多02～05
石英、長石、黒色粒
子

ほぼ良好
同
体
ヨコナデ～指オサエ 口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ ? カマ ド

―-417-一



第 3章 調 査

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎 土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

305建 須恵不 口～体 (12.7) 灰 極 少 良好 体 :ロ クロ 体下 :ケ ズリ 体 :ロ クロ

308建 不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.1-15
長石、角礫 良好 ケズリ後 ヨコミガキ コ、ヨコナナメミガキ

高不 1/2脚 にぶい黄橙 有
0.1～ 1.0
長石、赤色礫 良好

ガ
ガ

脚
裾

ズ
デ
ケ
ナ

脚
裾

401建 須恵不 3/4全位 灰
有01～ 02
長石、火山岩粒 軟質 ロクロ 底 :ヘラ切

506建 不 1/8口 ～体 (13,4) にぶい橙 少0.1～ 0.5
長石 良好

体 :ヨ コナデ
体下 :ヘラケズリ後ナデ

ヨコナデ

3002坑 不 1/3全位
外

内
にぶい黄橙
褐灰

多01～ 30
長石、赤色粒子
小礫

良好 ケズリ後ナデ
体 :ヨ コ

体下～底
ガキ
タテミガキ 図示

3056坑 不 2/3全位 外 :にぶい黄橙
内 :灰黄

有01～ 10
長石 良好

体
タ
ロ
底

ヨコミガキ
ミガキ

口唇 :ヨ コミガキ
体～底 :タ テミガキ

一亜 1/5日縁 (5.85) にぶい黄橙
多01～ 10
長石、赤色粒子
角閃石

良好
頸 :タ テナナメミガキ
体上 :ヨ コナナメミガキ

口 :ヨ コミガキ
体上 :ヨ コミガキ

266 3079坑 甑 7/10全位 にぶい黄橙
少
空隙多い 良好

デコ
デ
ヨ
ナ

頸

へ
口
体

口
体
ガキ後ヨコナデ
ガキ 体下 :ケ ズ リ

3100坑 甕 4/5日～体 19,75 (22.0) 橙
多20～ 4.0
小礫 良好

口～頸 :ヨ コナデ
頸～体下 :ヘラケズリ

口
体
ヨコナデ
ヘラナデ

図示
接合痕:口 1
体2

口縁端部面取気味

266 甕 完形 赤
英ヽ

・
０
母
石

Ｆ０
．石
閃

多
長
角

良好
～体下

ヨ
体

上
痕
り

体
脈
ズ
葉
ケ

デ
　
テ

ナ
底
タ

口 :ヨ コナデ 体上～体中
ヨコハケ 体下接合部 :ヨ
ハケ 体下 :ヨ コナデ

示
薇
韓

266 3150坑 須恵不 1/3全位 (13。 9) 灰
多0.1～ 2.0
長石、石英 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 図示

須恵不 1/3日 ～体
灰
灰

外
内

多0.1～20
長石 良好 ロクロ

須恵高台不 1/4全位
外 :灰
lラ

リ【
:〕 :サ :,テ

F:::黄

多0.1～ 1.0
長石、石英

ほぼ良好
やや酸化気味

3187坑 須恵不 ほぼ完形 灰 白 やや軟質 体 :ロ クロ 底 :糸切
示
欅
図
火

3190坑 須恵高台不 1/3体～底 (10.2) オリーブ灰 有
01710
長石 良好 切

口
へ

ク
転

体
底

図 示
付 高 台

3205坑 須恵高不 1/2脚 灰
有0.1～ 1.0
長石 良好

条線
取
沈
り
後
切

脚
後

図示
三角透 し 3

266 鉢 2/3全位 にぶい橙
粗、多02～ 20
赤色粒子、長石、
雲母、小礫

ほぼ良好
口～体下 :ヘラケズリ後ナ
デ 体下端 :ヘラケズリオ
サエ 底 :ヘラケズリナデ

図示

甕 1/3日 ～体 (12.6) 赤褐 良好
口:ヨ コナデ 体上 :ヨ コケズリ
体中 :タテナナメケズリ

コナデ

3361坑 不 1/3鈍 (13。 1) にぶい黄橙
有0.1～ 1.0
長石、石英 良好

口～体下
体下 ～底

ガ

ガ
ヨコナナメミガキ

3420坑 高不 1/5脚 (10,0) (5.65) にぶい橙
少0.1～ 1.0
長石、角礫 良好

タ
デナ

上

コ

脚

ヨ

キ
下
ガ
脚

タ
ガ

杯
テ

不 :タ テミガキ 脚上 :オ サエ
脚中 :ヨ コハケ 脚下 :ヨ コナデ

高不 1/2脚 にぶい黄橙
多01～12
長石、雲母、石英 良好 ヨコナデ

下上”脚
下”裾
脚
脚 ヨコナデ

高不 1/2脚 D 浅黄橙 有0.1～ 05
長石、赤色粒子 良好

ズ

″″
脚
裾
上”
下”

脚
脚

266 3423坑 lヽ型甕 1/5日 ～体 にぶい橙 有
01～ 30
長石、小礫 良好

デナ
上
コ
体

棒状工具痕 キ
デ
ガ
ナ

・
上
回
体

3374坑 須恵不蓋 1/6口 ～体 (15.0) 灰
多01～ 05
長石 良好

267 内黒不 1/2全位 (16.2) にぶい黄褐
多0.1～ 0.5
長石 良好

口～体 :ロ クロ 体下 :ケ ズ
リ 底 :手持回転ヘラケズリ

ガ
ガ

ロ
体

456坑 不 3/5日γ底 (12.0) にぶい赤褐
有0.1～ 1.0
長石、石英 良好

ヨコナデ
底 :ケ ズリ後ナデ

ガ キ

267 内黒不 3/4全位 橙
多01～ 10
長石、赤色粒子 ほぼ良好 ヨ

コナデ ヨコミガキ 図示

内黒不 4/5日～体 (14.0) にぶい橙 有
0.2～ 10
赤色礫 良好

口～体上 :ヨ コミガキ
体下 :ケ ズリ

ガ キ

267 内黒不 1/6口 ～体 灰黄褐
少02
長石 良好 ヨコナデ 底 :ヘラケズリ ヨコミガキ

267 内黒高不 2/3不 (17.6) 橙
多02～ 3.0
長石、小礫 良好 ヨナデ ガ キ 図示

267 甕 2/5日～体 (16.0) (16.3) 明褐
多0.2～05
長石、石英 良好 口 :ヨ ヨナデ 体 :ケ ズリ

口 :ヨ ヨナデ
体 :ケ ズリ、ナデ

内黒甕 1/3日 ～体 (20.3) にぶい橙 有
01～ 10
長石、赤色粒子 良好 コミガキ 図示

267 457坑 須恵高台不 1/2体～底 (4。 35) 灰 白
多0。 1～ 10
長石 軟質 底 :手持回転ヘラケズリ

267 須恵高不 1/2脚
地―灰白
自然釉―オリープ灰

有0.1～ 2.0
長石 良好 ロクロ 自然釉 ロクロ 不 :自 然釉

不 ほぼ完形 橙
有0.1～ 0.5
長石、小礫 良好 ヨコハケ 剥落有 ヨコミガキ 剥落多 図示

高不 2/5脚 橙
有0.1～ 30
長石、褐色粒子 良好

脚 :タ テケズリ
脚下端 :ヨ コナデ

267 内黒不 2/5全位 にぶい橙 多0.1～ 3.0
小礫、長石 良好 体～底 :手持ヘラケズリ

ヨコミガキ

内黒高不 P 2/5日 ～体 橙
有 0。 1～ 20
長石 良好 ケズリ後ナデ コミガキ

267 須恵小型甕 4/5全位 灰
有0.1～ 02
長石 良好 底 :手持ヘラケズリ

267 甕 1/6口 縁 (24.5) にぶい黄橙 有
0.1～ 10
長石 良好 体 :ヨ コケズリ

コナデ 図示

267 4503坑 須恵不蓋 1/5体 (2.15) 灰
多01～ 0.5
長石 良好

天丼上 :ロ クロケズリ
天丼下 :ロ クロ

267 内黒不 1/5日 ～体 にぶい橙 有
0.1～ 10
長石、角閃石 良好

口
体
ヨコミガキ
暗文風ミガキ痕

267 内黒不 1/2全位 にぶい橙 有
0.1～20
長石、小礫 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 口 :ヨ ヨナデミガキ

体 :放射ミガキ 図示

内黒不 ほぼ完形 橙
石ヽ

０
英
閃

・２
石
角

０
．石
母

有
長
雲

良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ナデ後暗文風 ミガキ

内黒婉 1/2全位 にぶい橙
多01～ 15
長石、雲母、角閃
石、赤色粒子

良好
体 :ロ クロ 体下 :ヨ コナ
デ 底 :糸切

ヨコミガキ
「十」 ?

ヘ ラ 記 号
台
一不
一月

図
付
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第 1節  国分寺周辺遺跡群

図版M 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器 種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

267 4503坑 内黒婉 完形 にぶい橙 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 口 :ヨ コミガキ後タテ ミガ
キ (暗文風 )

267 4507坑 須恵不蓋
５

マ

ν

ツ ～天丼 灰
多01～ 10
長石、火成岩 良好 図示

須恵高不 1/10日 ～体 灰 長石 良好

須恵高不 1/3脚 灰
多0.1～ 0.3
長石 良好 脚 :ケ ズリ

脚下～裾 :ナ デ

須恵小型甕 1/5日 ～頸 (10,0)
多01～ 05
長石 良好 ロクロ 自然釉付着

267 4538坑 内黒不 1/6全位 (16,4) にぶい黄橙 多
0.1～ 10
長石、石英、小礫 ほIF良 :女子 体 :ロ クロ 底 :糸切 ガ キ

267 4589坑 須恵甕 1/5日 ～体 (19。 0) 灰褐
有0.1～
長石 やや酸化気味

ロクロ後平行タタキ後ロク

267 4624坑 不 1/4全位 (14.5) にぶい褐 多01～ 20
長石、赤色粒子 良好

口～体中 :ナ デ 体下～底 :

周縁ケズリ後タテケズリ
口～体中 :ヨ コナデ 体中
～底 :暗文風タテ ミガキ 図示

267 高不 1/3日 ～体 にぶい橙 有
01～ 2.0
長石、赤色粒子 良好 ヨコミガキ

268 587坑 灰釉婉 1/4底 にぶい黄橙 少、級密 良好 体 :ロ クロ 底 :回転ナデ 示
釉
図
施 :不明

610坑 甕 1/2全位 褐
有02
雲母、自色粒子 一̈

口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ デ、
ケズリ 底 :葉脈痕

口 :ヨ ヨナデ
体 :ヨ コナデケズリ 図示

甕 1/10日辺 (23。 1) (11.0) 橙
粗、多0.5～ 1.0
角礫 良好

デ
ズ

ロ
体

口
体 ハケ状ナデ

268 甕 3/5日～体 (21,0) (25,0) 暗褐
密02
黒色粒子 やや不良

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コナデ (不明瞭)

口 :ヨ ヨナデ 体上～中 :

ハケヨコナデ 体下 :ナデ

甕 1/2日 ～体 (25,0) にぶい黄橙
粗、多10～ 15
白色粒子

ケま↓ご基じ子
(黒斑 有 )

口 :ヨ ヨナデ
体 :タ テハケナデ

口
体
ヨヨナデ
ヨコハケナデ 図示

甕 1/10底 橙
クまIF基じ子
(黒斑 有 )

ヘラナデ

621坑 小皿 ほぼ完形 橙 密、少 ほlr蘇り子 クロ 底 :糸 切

小 皿 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0.1～ 0.2
自色粒子 ほIF基とj子 ロクロ 底 :糸切 上図示

小皿 完形 にぶい黄橙 子
２
粒
０
．色
粗
白 良好 ロクロ 底 :糸切 下図示

小 皿 完形 にぶい橙 赤色粒子 やや不良 ロクロ 底 :糸切

小皿 ほぼ完形 にぶい橙 密
0.2～ 1.0
雲母 ほぼ良好 ロクロ 底 :糸切

小 皿 完形 橙
粗
02～08赤色粒子
80 礫

ほIF基じ子 ロクロ 底 :糸切

小 皿 完形 橙
有0.5
自色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

小 皿 ほぼ完形 橙
有02～ 10
白色粒子、赤色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

小 皿 完形 にぶい黄橙 有
0。 2～ 1.0
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

268 小皿 ほぼ完形 橙
粗03～ 0.5
赤色粒子 良好 クロ 底 :糸切

」ヽ皿 完形 10.05 橙
有0.3～ 1.0
赤色粒子 ほIF撼り子 ロクロ 底 :糸切

小 皿 完形 橙
白色粒子

良好 ロクロ 底 :糸切

268 jヽ皿 完形 橙
粗0.2～ 0.8
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

小 皿 完形 黄橙 子
５
粒
０
．色
粗
赤 良好 ロクロ 底 :糸切 一不

口印

図
悪
下
粗

小 皿 完形 黄橙
粗02～ 0.5
石英、100礫 ほぼ良好 ロクロ 底 :糸切 下図示

小 皿 完形 橙
有15
礫 良好 ロクロ 底 :糸切

小皿 ほぼ完形 (12,0) 橙
粗0.2～ 1.0
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切

小 皿 完形 にぶい黄橙 子
２
粒
０
．色
密
黒 良好 ロクロ 底 :糸切

Jヽ皿 完形 橙 良好 クロ 底 :糸切 一不
口印

図
悪
下
粗

小 皿 完形 浅黄橙 良好 クロ 底 :糸切 下 図 示
粗 悪 品

小 皿 完形 浅黄橙
粗0.2～ 05
石英他、8.0礫 良好 ロクロ 底 :糸切 粗悪品

小 皿 完形 浅黄橙
粗、有02～ 20
礫 良好 ロクロ 底 :糸切 下 図 示

粗 悪 品

268 小 皿 完形 黄橙
粗、有03～ 20
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 下 図 示

粗 悪 品

268 小皿 完形 浅黄橙
粗0.2～ 05
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 下 図 示

粗 悪 品

小 皿 完形 浅黄橙
粗、多0.5～ 20
石英 ほぼ良好 ロクロ 底 :糸切 一不

口印

図
悪
下
粗

268 小 皿 完形 浅黄橙 良好
ロクロ 底 :糸切後空いた
穴を粘土で埋める

下 図 示
粗 悪 品

268 小 皿 完形 橙
粗1.0
小礫

良好
(酸化気味 )

ロクロ 底 :糸切 下 図 示
粗 悪 品

小 皿 完形 浅黄橙
粗02～ 1.0
白色粒子

ほ ぼ 良 好
(黒斑 有 )

クロ 底 :糸切 一不
口印

図
悪
下
粗

268 小 皿 完形 明黄褐 良好 ロクロ 底 :糸 切 下 図 示
粗 悪 品

268 小皿 完形 黄橙
粗、有03～ 20
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 下 図 示

粗 悪 品

小 皿 完形 にぶい黄橙
粗0.2～ 30
礫 良好 ロクロ 底 :糸切 一小

日印

図
悪
下
粗

小 皿 完形 にぶい黄橙 子
０
粒
１
．色
粗
白 良好 ロクロ 底 :糸切 一不

口印

図
悪
下
粗
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第 3章 調 査

図ll■NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器 種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎 土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

621坑 小 皿 完形 浅黄橙
粗
02～ 05、 自色粒子
2.0礫

ほぼ良好 ロクロ 底 :糸切
下 図 示
粗 悪 品

Jヽ皿 完形 黄橙
粗0.2～ 0.8
赤色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 一不

口印

図
悪
下
粗

268 小 皿 完形 にぶい黄橙
粗
02～ 05、石英
100礫

良好 ロクロ 底 :糸 切 一小
口印

図
悪
下
粗

小皿 P 完形 にぶい黄橙
粗0.2～ 0.5
自色粒子 良好 ロクロ 底 :糸 切 上 図 示

粗 悪 品

小 皿 完形 浅黄橙
粗0.2～ 10
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸 切 一小

口Ш

図
悪
下
粗

268 小 皿 完形 にぶい黄橙
粗0.2～ 1.0
白色粒子 良好 クロ 底 :糸切

一小
口印

図
悪
下
粗

小 皿 完形 にぶい黄橙
有0.2～ 1.0
自色粒子

不良
(外面全黒斑)

ロクロ 底 :糸 切 粗悪品

Jヽ皿 完形 明黄褐
粗0.2～ 3.0
自色粒子、礫 良好 ロクロ 底 :糸 切

一不
口印

図
悪
下
粗

小 皿 完形 浅黄橙
粗0.2～ 2.0
礫 良好 ロクロ 底 :糸切 一不

口印

図
悪
下
粗

Jヽ皿 完形 浅黄橙
粗、有0.2～ 15
白色粒子 良好 ロクロ 底 :糸 切 一ホ

ロ印

図
悪
下
粗

高台小皿 完形 明黄褐
密0.2
石英

良好
(黒斑有 ) 上図示

268 高台月ヽ皿 ほぼ完形 にぶい黄橙
粗0.3～ 1.0
黒色粒子

ケユIF良好
(黒斑 有 )

268 45 高台小皿 完形 明赤褐
密0.2～ 1.0
長石、自色粒子 ほぼ良好

高台小皿 完形 明赤褐 密0.2～ 1.0
長石、自色粒子 ほぼ良好

高台ガヽ皿 ほぼ完形 明赤褐
密、少0.2～ 05
石英 ほぼ良好

268 高台小皿 完形 にぶい黄橙 密、
少0.2～ 05
赤色粒子 ほぼ良好

268 高台小皿 完形 明黄褐 有0.1～ 0.2
白色粒子 ほぼ良好

268 高台小皿
4/5

高台のみ欠
橙

少0.2
自色粒子 ほぼ良好

高台小皿 2/3全位 (10.5) にぶい黄橙 子
２
粒
０
．色
少
自

良 好
(黒斑 有 )

ロクロ 底 :糸 切

52 小婉 完形 黄橙 良好
ロクロ 底 :手持回転ヘラ 上図示

53 小坑 ほぼ完形 橙
有0.2～ 05
石英、赤色粒子 ほぼ良好 ロ クロ 底 : 糸切

灰釉段皿 4/5全位 (10.8) 灰 白 密 良好
ロクロ 底 :ヘラ調整
施釉 :漬け掛け P

底 部 内 面
に朱 痕

55 不 ほぼ完形 にぶい橙
粗0.3～ 1.0
雲母、赤色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 上図示

不 完形 浅黄橙
０
礫
５
。色
粗
白

良 好
(黒斑 有 )

ロクロ 底 :糸切

57 不 2/5全位 (15。 8) にぶい黄橙
細 2～ 1.0
黒色粒子、赤色粒子

良好
(環元気味 )

ロ クロ 底 :糸切

不 完形 にぶい橙 有
02～ 1.0

白色粒子、赤色粒子 良好 ロクロ 底 :糸 切 上図示

不 ほぼ完形 にぶい橙
粗0.2
長石 良好 ロクロ 底 :糸切

269 不 1/5日 ～体 (13.8) にぶい黄橙
粗02～ 0.3
黒色粒子、自色粒子 良好

不 ほぼ完形 にぶい赤褐
有0.5～ 1.0
赤色粒子、自色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 上図示

269 不 完形 にぶい黄橙
有0.3
赤色粒子 やや不良 ロ クロ 底 :糸切

不 完形 にぶい橙
粗20
白色礫 良好 ロクロ 底 :糸切

不 完形 橙
粗1.0
黒色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 上図示

内黒不 ほぼ完形 明灰黄
有03
白色粒子、赤色粒子
2.0白色礫

やや不良 ロクロ 底 :糸切

高台不 完形 にぶい黄橙 有
05～ 10
赤色粒子、黒色粒子

良 好
(軟質 )

ロクロ 底 :糸 切

高台不 完形 浅黄橙 有0.3赤色粒子
100礫 良好

高台皿 完形 浅黄橙
粗5.0
白色礫

良 好
(黒斑 有 )

ロクロ 底 :糸切

内黒高台不 1/5全位 (18.2) 灰黄褐 密、少 ほぼ良好

638坑 須恵不 ほぼ完形 褐
有02白色粒子
20角礫 酸化気味 底 :手持回転ヘラケズリ

639坑 小 皿 完形 にぶい黄橙
粗0.2～ 1.0
白色粒子 良好 クロ 底 :糸切 図 示

粗 悪 品

小皿 完形 にぶい黄橙 有
0.2～ 1.0
白色粒子

や や 不 良
(黒斑 有 )

ロクロ 底 : 糸切
品
一小
亜
”

図
粗

小 皿 完形 橙
粗0.3
赤色粒子

や や 不 良
(黒斑 有 )

クロ 底 :糸 切 図示

小 皿 完形 灰褐
粗02～ 10
黒色粒子、赤色粒子

良好
(環元気味 )

ロクロ 底 :糸 切
品
一不
亜一

図
粗

269 301溝 不 1/4口 ～体 橙 石
・１
角

０
．石
多
長 良好

ヨコナナメケズリ後ヨコ
ガキ

タテミガキ 図示

269 不 2/3全位 橙
有01～ 1.0
長石、石英、角
閃石、赤色粒子

良好 ヨナデ

269 不 1/3全位 にぶい黄橙
粗、多01～ 3.0
石英 良好 不 明 ヨヨナデ

269 内黒不 2/3全位 明赤褐
有01～ 10
長石、礫 やや不良

口～体 :ヨ ヨナデ
底 :ヘラケズリ

ヨコミガキ
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第 1節 国分寺周辺遺跡群

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼 成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

301溝 内黒不 1/5底 にぶい黄橙
有01～ 10
長石 やや不良 ヨコミガキ タテ放射 ミガキ 図示

内黒不 1/3全位 にぶい黄橙 多
01～ 10
長石、角閃石、小礫 良好

ガ
キ
ミ
ガナ

体
ナ

ロ
底 タテミガキ

小型甕 1/5底 にぶい褐
極多0.1～ 2.0
長石、石英 ほぼ良好

ナナメハケ
底 :ケ ズリナデ

甑 1/5底 にぶい黄橙 有
01～ 1.0
長石 良好 ナナメミガキ ナナメミガキ 図示

302溝 不 1/4鈍 にぶい黄橙
少 0.2
長石 良好 放射 ミガキ 放射 ミガキ

不 2/3全位 橙
少0。 1～ 0.3
長石 良好 ヨナナメミガキ タテミガキ

269 鉢 1/5日 ～体 (23.3) 灰黄褐
多0.1～ 1.0
長石 良好 体 :ナ デ ミガキ

日:ヨ コミガキ 体上～体中:タ テミ
ガキ 体下:ヨ コケズリ後タテミガキ

不 1/5日 ～体 (16.2) にぶい黄橙 有
0.1～ 1.5
長石、赤色礫 良好

ロー体中 :ヨ コミガキ
体下 :タ テ ミガキ

タ テ ガ キ

内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 多、粗0.1～ 1.0
長石、角閃石 良好

口 :ヨ コナデ 体～底 :へ
ラケズリ(逆位反時計回り)

ヨコヘラナデ 図示

高不 1/2脚 にぶい黄橙 有
01～ 40
小礫 良好 椰繭

接
標コナ灯 脚ガ

ま

へ¨「
接ｉ
略
脚

”

高不 ほぼ完形 橙
有01～ 10
長石、角閃石 良好 タテミガキ

ガ
ガ

不
脚

269 甕 1/3日 ～体 (27.0) (18。 5) 橙
多01～ 1.0
長石、石英 良好

デ
ガ

ロ
体

口 :ヨ コナデ
体 :ヨ コヘラナデ

甑 ほぼ完形 にぶい黄橙
有01～ 1.0
長石、ガヽ礫 良好 体 :タ テハケナデ 図示

305溝 須恵不 1/10日 ～体 (15.6) 灰
有01～ 0.5
長石 ほぼ良好

口唇 :面取り
回～体 :ロ クロ

須恵長頸壺 1/5頸
外 :灰

内 :オ リーブ灰
少 良好

ク
線
口
沈

頸中 :浅い二条の
自然釉 (暗緑色 )

口唇 :やや突出 頸 :ロ クロ
自然釉 (光沢のある緑灰色) 図示

甕 1/4口 ～体 (20。 6) にぶい橙 多01～ 20
長石、月ヽ礫 良好 ガ キ

口 :ヨ コミガキ
体上 :ヨ コナデ

不 ほぼ完形 にぶい赤褐
多0.1～ 20
長石、石英 やや不良

口:ヨ コナデ 体～底 :ヘラケズ
リ (外周ケズリ後中央ケズリ) ガ

デ
射
ナ
放

ヨ
底

口
体 図示

不 1/5日 ～体 (13.9) にぶい黄橙 有
01～ 10
長石、赤色粒子 良好

口～体中 :ヨ コナデ
体下 :周 囲ヨコケズリ

タテミガキ

不 1/4全位 (13.2) にぶい橙 有
01～ 15
長石、赤色粒子 良好

外
リ

底
ケ

体
妙
デ
中
ナ
後

ヨ
ズ

ヨコミガキ

内黒不 1/5日 ～体 (12.4) にぶい橙 有
0.1～ 05
長石 良好

口
体
ヨコナデ
外周ケズリ

ガ キ

内黒不 1/3全位 (12.0) にぶい黄橙 ほぼ良好 ズ
底
ケ

デ
タ
ナ
央

ヨ
後

体
ズ

ヨコミガキ

402溝 須恵平瓶 1/5日 ～体 (10.5) 灰
有01
長石 良好

つ
ロ

頸

ロ
ロ
体

ロ
デ

ロ
後

須恵短頸壺 1/3日 ～体 (15。 4) オリーブ灰
多0.1-2.0
長石 良好

内黒不 1/6口 ～体 (19.6) 明赤褐
有01～ 20
長石、小礫 良好 ナナメミガキ

高不 1/3脚 橙
有01～ 10
長石 良好

ガタ
デ
後
ナ

ズ
ヨ裾

脚
脚

脚上:ヨ ヨナデ 脚中:ケズリ後
ヨコナデ 脚下:ヨ ヨナデ

甕 1/6口 ～体 (19。 6) 明赤褐
有0.1～ 10
赤色粒子 良好

口 :ヨ コケズリ後ナデ
体上 :ケ ズリ P

コナデ

501溝 内黒不 底 橙
有0.1～ 3.0
小礫、長石 良好 ロクロ 底 :糸切 ガ キ

内黒不 3/5全位 にぶい橙 有
01～ 3.0
長石 良好 ロクロ 底 :糸切

内黒不 1/5口 縁 (13.0) 浅黄橙
少01～ 20
褐色粒子、黒色粒子 良好 ガ キ

内黒不 1/5口 縁 にぶい橙 有
01～ 10
長石 良好

高台不 1/5全位 橙
有0.1～ 50
長石、褐色粒子 良好 ロクロ 底 :糸切 ガ キ

灰釉皿 1/5全位 (13.3) 灰 白 少、緻密 良好
漬
整雌ヘラ調

凸口底

灰釉婉 1/3体～底 灰 白 少、級密 良好
塗毛刷粧

譴
施

ヘラクロ血
口
底 クロ 施釉全面 :刷 毛塗

502溝 不 3/10全位 (12.2) 明褐
有0.1～ 0.2
長石 良好 ナデ調整

焼成後穿孔2
フタ転用 ?

内黒不 3/5全位 (13.9) 浅黄橙 多0.1～ 4.0
小礫、長石 良好

ヨ
底

口
体
ナデ
ヘラケズリ

ガ キ

508溝 須恵不 3/10全位 (13.4) 灰
有02～ 30
黒色礫 良好 ロクロ 底 :回転ヘラ切 り

内黒不 1/2全位 浅黄橙 有01-30
長石 良好

口～体 :ヨ コナデ
底 :ヘラケズリ

体 :ヘ ラオサエ後ヨコミガ
キ            、

270 内黒不 1/3日 縁 (17.3) 浅黄橙
少 0.1～ 2.0
長石 良好 ガキ_?

高不 1/3脚 (10,9) 浅黄橙
少0.1～ 1.0
長石 良好

脚
裾
タテヘラケズリ
ヨコナデ

脚 :ヨ コヘラケズリ
裾 :ヨ コナデ

270 601溝 須恵不 (14.7) 褐灰
有01～ 0.5
黒色粒子 良好 火欅

小型甕 底 里
〔 子

１
粒
０
色
密
自 黒斑多

体
底 手持回転ケズリ

ヘラケズリ

270 内黒不
7/10
ほぼ完形 明褐

多、粗03～ 05
白色粒子 ほぼ良好

口～体 :ヨ コナデ
底 :ヘラ調整

ガ キ

内黒不 1/10日 (18.6) 橙 子
０
粒

２． ‐
艶

多

赤 良好 ヨヨナデ ガキ P

270 須恵高台不 底 灰赤
粗0.5～ 10
白色粒子

や や 不 良
酸 化 気 味

底

台
回転ヘラケズリ、付高

SX301 須恵不 1/4口 ～体 灰
有01
長石 良好 図示

内黒不 2/3全位 明赤褐
少01～ 0.2
長石 良好 底 :糸切後周辺ナデ

ガ
ガ

ロ
体

SX401 甕 1/5底 橙
多01～ 04
長石、角礫 良好

体 :ナ デ P
のこり 底 :

体下 :ケ ズ リ ハケナデ

一-421-一



第 3章 調  査

図版NQ 地点名
土器

器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考
口径 底径 器高

遺構外 須恵蓋 1/5体 (13.7)
灰
灰

外
内

有0.1～ 1.0
長石、石英

やや不良
(内 面橙色 )

み
・
ま
井
つ
天

環状付けツマ
天丼 :ロ クロ

271 須恵不 1/2全位 灰
有01-0.3
長石 良好

体
底 ヘラケズリナデ

ロクロ後底ハケナデ

須恵甕 1/4口縁 (32.4) 赤灰
有0.1～ 10
長石、雲母 ほぼ良好

口 :ロ クロ 棒状工具で回
転施文 (7)よ わい

271 須恵蓋 1/3全位 (18.0) 灰
有0.1～ 0.5
長石 良好 棗非+::多 Eケ

ズツ 天丼 :ロ クロ
焼成前
刻書「廣」

須恵醒 1/5体～底 灰
有0.1-1.0
長石 良好

文突刺後デナ
デ
ョ
ナ

一
‥へ

体
底

内 面 窯 変
顕 著

271 須恵甕 1/10日～体 (18,8) 灰
有0.1～ 03
長石 良好

口～頸 :ロ クロ 体上 :平
行タタキ後ヨコナデ

ロー体上 :ロ クロ

須恵不 1/5全位 灰
少0.1～ 02
長石、石英 良好

体
底

底面外に
焼成前
刻書「大」

271 須恵長頸壺 ほぼ完形 (12.4) 灰
有0.1～ 0.3
長石 良好

灰 釉 段 皿
(転用 硯 )

1/5全位 灰 白 密 良好
釉
こ

施

の
口縁内面にわずかに

内面朱痕

内黒不 1/10底 暗灰黄 多0.1～ 10
長石 良好 ヘラケズリ ガ キ

底面外に
焼成後
ヘラ記号「十」

内黒灰 1/8日 ～体 (14。 2) 橙
有02～ 05
長石、赤色粒子 良好 ヨコナデ ガ キ

内 面 に 油
脂 分 付 着

271 Jヽ型甕 1/10体 褐
有0.1～ 05
長石、雲母 ほIF撼り子 頸 :ナ デ 体上 :ケ ズリ 頸～体上 :ヨ コハケナデ

試NQ98内面
油脂分付着

須恵不 1/2底 灰
有01～ 03
長石、黒色粒子 良好 底 :回転ヘラケズリ

の

面
書
内
墨

271 内黒高台不 1/3底 にぶい橙 少 0.1～ 02
長石 良好

体下～高台 :ロ クロ

底 :回転ヘラケズリ
底 :ミ ガキ

焼成前
刻書「李」

不 1/2全位 (13.6) にぶい黄橙 有
01～ 10
長石、赤色粒子 良好

ヨ
ズ

上
‥
体
底

デ
下
ナ
体

唇
キ
ロ
ガ ガ

デ
ミ
ナ
テ

辰
口
・
口
体

底面外に
刻書「十」

271 内黒婉 底 橙
有0.2～ 03
輝石 良好 底 :回転 ナ デ

底面外に
爪オサエ痕 7

醒 1/3体～底 にぶい橙 多01～ 1.5
長石 良好 ガキ 多方向 ヘラナデ 円形の孔 :ナ デ

271 内黒不 1/4底 黄橙
有0.2-0.5
長石 良好 底 :櫛描 きで (格子)施文

羽 釜 口辺 (27.1) にぶい褐 多01～ 2.0
長石、石英 良好 ハケナデ 焼成前

刻書「大」

器台 P 4/5脚 にぶい橙 有
0.卜 0.8

長石、角閃石、石英 良好 ヨコナデ ニ次被熱なし ヨヨナデ 丁寧な作り

271 甕
4/5
ほぼ完 形 (16.7) にぶい橙 多、粗0.1～ 20

長石、赤色礫 良好
ョ
体
底

頸
リ
リ

一
ズ
ズ

口～頸 :ヨ ヨナデ 体 :ケ 底部
自立 しない

一-422-一
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表17 紡錘車 (土製・石製・鉄製)観察表

通し

NQ

師
豚
　
Ｑ

図

Ｎ

PL
NQ
出土位置 断面形 材  質 色  調 状 態

法 旦
里

備 考
上外径
(cm)

下外径
(cm)

孔 径
(cm)

厚 さ
(cm)

旦
里
ヽ
ノ

重

＜

± 1 373住
扁平な円盤
状

砂有り/
焼成:良好

にぶい橙色 1/4残存 (4.60) (1.95) (7.85) ナデ調整

± 2 3400住 略台形 好良

／

…

多

成

砂

焼 にぶい黄橙色 1/3残存 (1.00) (4.70) (212,45) ナデ調整.孔部は芯を上方に引き抜く

±3 414住 台形 好

／
良

有

成

砂

焼 にぶい橙色 ほぼ完形 (331.43) 大型。ナデ調整

±4 431住 略台形
砂多/
焼成:良好

にぶい黄橙色 1/3残存 (2.80) (0。 40) (2.70) 小型

±5 3100坑 略台形
／

好

多

良

や

…

や

成

砂

焼 にぶい橙色 1/4残存 (2。 65) (0.80) (30.00) ナデ調整

±6
③区
B-16111b層

扁平な半楕
円形

砂少/
焼成:良好

にぶい黄褐色 1/2残存 (5。 50) 0.80～ 0。 90 (1.50) (26.04)
上下面にミガキの条痕
佃l面に亥Jみあり

石 1 320住床上 略台形 滑石 暗灰色 完形 28.32 上面斜め放射ミガキ.側面縦ミガキ

石 2 350住 略台形 滑石 暗オリーブ灰色一部欠損 (55.53)
上下面には斜めミガキ
佃l面は横ミガキ

石3 359住 略台形 滑石 オリーブ灰色 完形 60.34 ガキ密.側面ケズリ後ミガキ

石4 441住 略台形 滑石 灰黄褐色 一部欠損 (57.88)
全面ミガキ
側面には平行線と三角形の線刻画

石 5
303溝

(G-2)

扁平な半楕
円形

滑石 灰黄褐色 一部欠損 (32.85) 上下面斜め放射ミガキ.側面横ミガキ

石 6 508溝 (略楕円形) 粘板岩 暗赤褐色 上部欠損 (0。 80) (13.67) 下面放射ミガキ

石 7 ④区表土 略台形 滑石 オリーブ灰色 一部欠損 (59.56)
上下面斜め放射ミガキ
側面縦ミガキ中心

石 8 ④区Ⅳb層 略台形 滑石 灰色 1/2残存 (3.40) (4.90) (0.80) (32.32)
側面縦ケズリ後ミガキ
穿孔内横ケズリ後縦ミガキ

金26
520住

カマド焼土
円盤 鉄 完形、銹化 10。 25 全面銹化.軸部欠損

金27 ⑤区Ⅲb層 円盤 鉄 完形、銹化 12.61
全面銹化.鍛造成形
錘部周辺のみ軸残存.軸断面円形

( )は復元値 ( )は復元値 ( )は復元値 ( )は現存値 ( )は現存値

表18 玉 (土製・石製)・ 模造品観察表

通し

NQ

図版

NQ

PL
NQ
遺物名称 出土位置 材 質 色 調 状  態

法 旦
里

備 考

長さ(cm) 幅(cm) 孔径(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

± 7 丸玉 326住床上 砂有り/焼成:良好暗赤褐色 完形 0。 20～ 0。 30 外面ナデ調整 P

± 8 勾玉 383住 砂少/焼成1良好 橙色 1/2残存 (2.63) (1.62) 0.38未貫 (1.70) (8。 60) 断面円形。穿孔部は未貫通。

± 9 管玉 443住 砂有り/焼成1良好にぶい橙色 完形 丁寧な調整。

石 9 管玉 302住床面 碧石 光沢ある緑色 1/3ほ ど残存 (1.10) (0.60) (0。 60)

石10 管玉 ③区B-11 碧石 光沢ある緑色 ほぼ完形

石11 勾玉 321住 粘板岩 灰色 両端部欠損

石12 勾玉 339住 滑石 暗オリーブ灰色完形

石13 臼玉 306住 滑石 褐灰色 3/5欠損 (1.10) (1.00)

石14 臼玉 310住 滑石 オリーブ灰色 完形

石15 臼玉 321住 滑石 明緑灰色 2個に分割

石16 自玉 321住 滑石 灰白色 1/3欠損

石17 臼玉 3400住 滑石 灰白色 一部欠損 (0。 70) (0。 69)

石18 臼玉 342住 滑石 オリーブ灰色 一部欠損 (1。 30)

石19 臼玉 342住 泥岩 暗赤灰色 ほぼ完形 (0.30)

石20 臼玉 366住 滑石 明オリーブ灰色一部欠損 (1.00) (1.00)

石21 臼玉 371住 滑石 明オリーブ灰色 一部欠損

石22 自玉 371住 滑石 灰オリーブ色 一部欠損

石23 臼玉 374住 滑石 緑灰色 ほぼ完形 (1.37)

石24 臼玉 445住 滑石 灰オリーブ色 1/3欠損 (1.20) (1。 40) (1.59)

石25 臼玉 447住 滑石 明緑灰色 一部欠損 (1.30) (1.44)

石26 自玉 447住 滑石 暗オリーブ灰色一部欠損 (0.90) (1。 59)

石27 臼玉 447住 滑石 明緑灰色 ほぼ完形

石28 臼玉 447住 滑石 暗緑灰色 1/2欠損 (1.20) (0。 78)

石29 臼玉 449住 滑石 明緑灰色 一部欠損 (0.60)

石30 自玉 470住 ? 滑石 浅黄色 一部欠損 (3.27)
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表20 ミニチュア土器観察表

通し

NQ

隔
以
　
Ｑ

図
一

Ｎ

PL
No.

遺物名称 出土位置 材 質 色 調 状  態
法 旦

里

備 考
長さ(cm) 幅(cm) 孔径(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

石31 自玉 3056坑 滑石 黒褐色 完形

石32 臼玉 ③区B-22 滑石 灰白色 ほぼ完形 (0。 28)

石33 小玉 374住 滑石 暗緑灰色 完形

石34 管玉 321住 滑石 暗緑灰色 ほぼ完形

石35 管玉 ③区 滑石 暗緑灰色 ほぼ完形 (0.77)

石36 勾玉 320住 滑石 にぶい黄色 先端部欠損 (3.80) (6。 93)

石37 単子L円板 308溝 滑石片岩 灰色 一部欠損

石38 双孔剣 3400住カマド滑石片岩 暗オリーブ灰色 ほぼ完形 上部、下部0。 15

石40 302溝 滑石片岩 緑灰色 両端部欠損 (2.60) (0.50)

石39 単孔剣 308溝 滑石片岩 灰オリーブ色 一部欠損 (6.99)

石41 単子L剣 308溝 滑石片岩 灰色 一端争J落 (3.08)

石42 単子L剣 308溝 滑石片岩 黄灰色 先端部

石43 不明品(単孔) ④区P-12 滑石片岩 にぶい黄褐色 一部欠損

表19 土錘観察表

通し

NQ

図版

NQ

PL
NQ
出土位置 形状 材 質 色調 状 態

法 旦
里

備 考
長さ(cm) 幅(cm) 孔径(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

331住 筒形 胎土:砂多/焼成:良好 浅黄橙色 完形 49.32 不整形。指オサエ。

413住床上 筒形 胎土:砂有り/焼成:良好 橙色 ほぼ完形 小型。横ナデ。

442住 筒形 胎土:砂少/焼成:良好 橙色 両端部欠損 (7.33) 小型。横ナデ。

④区Ⅲb層 丸形 胎土!砂多/焼成:良好 にぶい橙色 1/2残存 (0。 90) (4.60) (59。 39) 外面ナデ、孔内縦ミガキ。

通し

NQ

隔
以
　
Ｑ

図

Ｎ

PL
NQ
出土位置 状  態 色  調 胎   土 (単位mm) 焼 成 口径(cm) 底径(cm) 高さ(cm) 調 整

315住 完形 にぶい橙色 砂有り、長石、石英他 良好 外面:横ナデケズリ。内面 :指オサエ。

317住 ほぼ完形 橙色 砂少、0。 1 長石 良好 手捏ね。

317住 ほぼ完形 にぶい橙色 砂有り、0。 2～ 1.0 長石、赤色礫 良好 横ナデ。

330住 脚部のみ にぶい褐色 砂少、0。 1 長石 やや不良 高不Pナデ。

347住 2/3全位 黒色 やや粗、0。 1～ 0.5 石英、長石 良好
短頸壺形。外 :指オサエ、ケズリ。内:ヨ
コハケ、ナデ。

336住 一部景1落 灰白色 砂有り、0.1～ 0.5 長石、角閃石他 良好 壺形。手捏ね。

341住 1/4全位 橙色 砂多、0。 1～ 3.0 長石他 良好 鉢形。外 :ミ ガキ。内|ヘラナデ。

359住 2/3全位 明褐色 粗、砂多、0.5 白色粒子 不良 外 1指オサエ。

366住 2/3底部～体部浅黄橙色 砂少、0.2～ 0。 5 白色粒子 良好 外 :指オサエ。

368住 橙色 砂有り、0。 1～ 1.0 長石、自色粒子 良好 鉢形。内外 :指オサエ。

368住 にぶい黄橙色砂有り、0。 1～ 0.5 長石他 良好 (3。 9) 壺形。内 1指オサエ。

368住 1/4全位 にぶい褐色 砂多、0。 1～ 2.0 長石、雲母、赤色粒子良好 (4.4) 鉢形。外 :ヘラケズリ。内:指オサエ。

371住 ほぼ完形 浅黄橙色 砂多、0。 1～ 1.0 長石、小礫 良好 鉢形。内外 |ヘラケズリ後ナデ。

371住 完形 にぶい黄橙色砂有り、0.2 長石、小礫 良好 手捏ね。

398住 完形 橙色 砂多、0.2～ 1,0 長石、石英 良好
壺形。
外 |ケズリ、ナデ。内:ヘラナデ。

3400住 3/4全位 にぶい橙色 砂多、0。 1～ 1.0 長石、雲母、石英他 良好 鉢形。日縁折り返し。
内外 :ヘラケズリ。

414住 ほぼ完形 にぶい褐色
砂有り、0.1～ 3.0
黒色粒子、自色粒子、角礫

やや不良 不形。外底部:赤彩。

417住 完形 にぶい黄橙色
砂有り、0.1～ 1.0
雲母、長石、赤色粒子

やや良好 口縁部に1対のオサエ痕。

427住 1/3体部 にぶい黄橙色砂、褐色粒子やや有り 良好 壺形。

458住 4/5全位 灰褐色 砂少、長石 良好 (5。 7) 甕形。体部内外 |ヨ コ、ミガキ。

303溝 ほぼ完形 にぶい黄橙色砂多、0.1～ 0.5 長石 良好 鉢形。外 :口縁ヨコハケ。内:ハケ。

3330坑 完形 橙色 砂多、0。 1～ 1.0 長石、小礫 良好 鉢形。外:指オサエ。
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通し

NQ

図版

NQ

PL
NQ
出土位置 状  態 色  調 胎   土 (単位mm) 焼 成 口径(cm) 底径(cm) 高さ(cm) 調 整

③区B-16 1/5体部 にぶい黄橙色砂やや有り、0。 1～ 1.0 長石 ほぼ良好 壺形。外 :人面P

③区B-16 2/3全位 浅黄色 砂少、0.1～ 0.2 長石他 良好 鉢形。外 :指オサエ。内:ヘラナデ。

③区G-14 ほぼ完形 にぶい赤褐色
砂やや有り、0.1～ 0.5、 1.5
長石、小礫

ほぼ良好 鉢形。内外:ヘラナデ。

③区 1/4体部～底部にぶい黄橙色砂多、0。 1～ 1.0 長石、石英 ほぼ良好 (4.7) 壺形。内 :ヨ コヘラ。

④区U-13 3/4全位 にぶい黄橙色砂やや有り、0。 1～ 1.0 長石、黒雲母他 良好 鉢形。内外:ヘラナデ。

( )は復元値 ( )は復元値 ( )は現存値

表21 土器片板観察表

通しNQ 図版No. P LNo. 出土位置 形 状 色調 (表面) 状  態 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 周縁状態

279 96 307住 不整楕円形 橙色 ほぼ完形 0.5 (12.7)

279 336住 半円形 赤 色 2/3残存 (0.5) (17.9) 打欠・研磨

279 96 358住 不整楕円形 にぶい黄橙色 完形 0.9 14.8

279 359住 略六角形 明赤褐色 完 形 4.7 21.3 打欠・研磨

371住 不整楕円形 にぶい褐色 完形 0.8 41.4 打 欠

279 371住 不整楕円形 橙色 完 形 5.5 31.3 打 欠

279 371住 不整楕円形 にぶい黄橙色 完形 29。 7 打 欠

279 371住 不整楕円形 浅黄橙色 完 形 28.4 打 欠

279 371住 不整楕円形 暗灰黄色 完形 22.5 打 欠

279 3400住 不整楕円形 黄灰色 完形 11.6 打欠・研磨

3400住 不整楕円形 橙 色 完形 13.8 打欠・研磨

52 3400住 不整楕円形 黒色 完形 打欠・研磨

53 517住 不整楕円形 にぶい橙色 完形 23.1 打 欠

303建 不整楕円形 にぶい黄橙色 完形 3.4 13.1 打欠・研磨 P

3182坑 不整楕円形 にぶい褐色 完形 打欠・研磨

③区B-16 不整楕円形 橙色 完形 3.9 16.1 打欠・研磨

③区 不整楕円形 にぶい赤褐色 完形 18.5 打欠・研磨 P

⑥区Ⅲb層 略円形 にぶい黄橙色 完形 3.9 0。 8 15.1 打欠・研磨
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表22 その他土製品観察表

通しNQ 図版NQ P LNQ 遺物名称 出土位置 材 質 色 調 状 態 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備  考

土製円板 317住 酸化炎焼成 にぶい黄橙色 完形

土製円板 344住 酸化炎焼成 (地 )橙色(塗彩)明赤褐色 (22.6)

土製円板 ? 393住 酸化炎焼成 橙色

板状土製品 412住 酸化炎焼成 浅黄色 端部欠損

匙形土製品 391住 酸化炎焼成 (表側)黒色(裏側)褐色 両端部欠損 匙部0。 8、 軸部1.3

匙形土製品 3400住 酸化炎焼成 にぶい黄橙色 一部欠損 匙部0。 5、 軸部2.3

土製鈴 ③区B-2 酸化炎焼成 にぶい黄橙色 完形 内部に土玉 4

人形 ④区 酸化炎焼成 にぶい褐色 完形

棒状土製品 309住 酸化炎焼成 にぶい/i5色 不明

表23 軽石製品観察表

通し

NQ

師
以
　
Ｑ

図
【

Ｎ

PL
NQ
出土位置 平面形 色 調 状 態

長さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重量

(g)
備 考

313住 不整楕円形 灰黄褐色ほぼ完形 擦り痕有り

321住 楕円形(半割) 黄灰色 ほぼ1/2残存

327住 桃種形 暗灰黄色完形 全面擦り痕有り

3400住 略円形 灰黄褐色一部欠損 転石。一面に擦り痕

3400住カマド付近楕円形 黄灰色 完形 全面擦り痕有り

3400住 円板状(穿孔) 灰白色 一部欠損 転石。表裏面:研磨。周縁 :滑らかに加工。穿孔方法:両方向

344住 略円形 灰黄色 完形 転石の半割。裏面に工具痕。扶り:長軸両端 (打欠)。 溝:正面長軸

368住 略三角形 黄灰色 一部欠損 (126。 2) 擦り面1

383住 円形 灰黄褐色完形 転石。扶り:短軸両端 (打欠調整)。 溝:扶 り間全周

432住 円錐形 浅黄色 ほぼ完形 (10。 8) 縦断面1不整二等辺三角形。横断面:七角形。下面:平坦。側面:ほぼ平坦。砥石 ?

462住 楕円形 暗灰黄色ほぼ完形 転石。砥面8面。表裏 :平坦。上下:丸み。多方向の擦り。砥石 ?

467住 不整楕円形 暗灰黄色ほぼ完形 (25。 0) 3面やや膨らむ平坦面

468住 板状 (穿孔4) 灰白色 一部景J落 正面:丸みをもつ平坦。右側下部 :平坦。穿孔4、 正面から裏面

304溝 板状 黄灰色 ほぼ完形 板状。左側上部景J落。正・裏 :ほぼ平行する平坦面
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表24 石錘 (編物石含む)観察表

通しNQ 図版No P LNQ 出土位置 平 面 形 材  質 色 調 状 態 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備 考

335住 不整長楕円形 安山岩 灰色 完形 中央がわずかに細まる

335住 楕円形 安山岩 灰白色 完形 短軸両端に扶り

ⅡIb層 楕円形 安山岩 灰色 完形 長軸両端に扶り

327住 不整楕円形 安山岩 褐灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる摩耗痕有り

327住 不整長楕円形 珪化岩 浅黄色 完形

327住 不整長楕円形 閃緑岩 灰白色 完形

327住 楕円形 安山岩 褐灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる摩耗痕有り

327住 楕円形 安山岩 黄灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる摩耗痕有り

327住 不整長楕円形 安山岩 浅黄色 完形 長辺部中央わずかに細まる摩耗痕有り

327住 長楕円形 安山岩 灰白色 完形

327住 不整長楕円形 安山岩 灰白色 完形 長辺部中央わずかに細まる摩耗痕有り

327住 不整長方形 安山岩 灰白色 完形

396住 不整長楕円形 砂岩? オリーブ灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる摩耗痕有り

396住 不整長方形 変質玄武岩 オリーブ色 完形

396住 不整楕円形 珪化岩 浅黄色 完形

396住 不整長楕円形 閃緑岩 灰白色 完形

396住 不整長楕円形 安山岩 灰オリーブ色 完形

3400住 不整長楕円形 安山岩 オリーブ灰色 完形

3400住 不整長方形 変質玄武岩 オリーブ灰色 完形

3400住 不整長方形 安山岩 灰オリーブ色 ほぼ完形 長辺部中央わずかに細まる

3400住 不整長方形 ヒン岩 灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる

3400住 不整長楕円形 変質玄武岩 灰オリーブ色 完形 長辺部中央きわめて細まる摩耗痕有り

420住 楕円形 安山岩 灰白色 完形

420住 楕円形 安山岩 褐灰色 完形

420住 不整楕円形 石英安山岩 灰白色 完形

420住 不整楕円形 安山岩 灰色 完形

420住 楕円形 安山岩 暗灰色 完形

420住 不整楕円形 安山岩 灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる

420住 不整楕円形 閃緑岩 灰白色 完形 長辺部中央わずかに細まる

420住 楕円形 安山岩 灰白色 完形 長辺部中央に帯状の摩耗痕が全周

420住 不整楕円形 石英閃緑岩 灰白色 完形 長辺部中央わずかに細まる

420住 長楕円形 安山岩 灰色 完形 長辺部中央わずかに景J落する敲打痕あり

420住 不整長楕円形 安山岩 灰オリーブ色 完形 長辺部中央わずかに細まる

420住 不整長楕円形 安山岩 オリーブ灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる

437住 不整長楕円形 安山岩 灰オリーブ色 完形 長辺部中央に帯状の摩耗痕がほぼ全周

437住 不整長楕円形 安山岩 オリーブ黄色 完形 長辺部中央に帯状の摩耗痕が全周

437住 不整長楕円形 安山岩 灰色 完形 長辺部中央わずかに細まる

437住 不整長方形 安山岩 灰オリーブ色 完形 長辺部中央わずかに細まる

437住 不整長方形 安山岩 黄灰色 完形

437住 長楕円形 安山岩 灰オリーブ色 完形 長辺部中央わずかに細まる

437住 長方形 安山岩 灰オリーブ色 完形 長辺部中央わずかに細まる

437住 不整長楕円形 安山岩 オリーブ灰色 完形

437住 楕円形 安山岩 オリーブ灰色 完形

437住 不整長楕円形 安山岩 灰白色 完形 長辺部中央わずかに細まる
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第 1節  国分寺周辺遺跡群

表26 擦石観察表

通し

NQ

昨
以
　
Ｑ

図

Ｎ

PL
NQ
出土位置 材 質 色 調 状 能

心

法 擦 り 面

備 考
鵬
＜ｃｍ＞

幅
(cm)

熙
＜ｃｍ＞
重
０

部 位 数 運動方向

326住 安山岩(多孔質) 灰黄褐色 完形 正・下・右 3 多方向

326住 安山岩 灰白色 ほぼ完形 正 1 多方向 擦り面以外は自然面。裏面一部欠損。

338住 安山岩 灰白色 完形 正・裏 2 ほぼ長軸 擦痕は中央ほど強い

338住 安山岩 灰色 完形 正 1 長軸 ?

338住 安山岩 灰色 完形 正 1 多方向 擦痕は中央、その他自然面

343住 安山岩 灰色 完形 正 1 長軸 ? 丸みをもつ面にいくつかの面が形成

393住 安山岩 黒褐色 完形 右 1 長軸 一側面 ?

3400住 安山岩 灰黄褐色 下部欠損 全面(端部を除く) 長軸 ?

449住 安山岩 にぶい黄色 完形 正。裏 多方向 表面の側部に面取りした擦面2ケ所

449住 安山岩 黄褐色 完形 正 1 長軸 稜の部分に擦り面有り

450住 安山岩 灰黄色 1/2上部欠損 正 1 多方向

455住 安山岩? にぶい黄色 完形 正 1 多方向

455住 安山岩 オリーブ黒色 2/3以上欠損 正。裏 多方向 正1条痕有り、裏:磨かれたよう

457住 安山岩 オリーブ黒色 完形 正・裏 多方向 正:裏 わずか条痕有り

461住 安山岩 灰黄色 完形 正。裏 正 :長軸、裏 |やや擦り 正 :明瞭

462住 安山岩 にぶい黄橙色 完形 正。裏 多方向 その他自然面

462住 安山岩 灰オリーブ色 完形 正 1 長軸

462住 安山岩 黄灰色 完形 正 1 長軸 正 :明瞭

462住 安山岩 灰褐色 完形 正 1 長軸ナナメ?

463住 安山岩 灰色 完形 正 1 長軸ナナメ 正 1摩耗顕著

463住 安山岩 灰色 完形 正。裏 長軸 ?

470住 安山岩 黄灰色 完形 正。裏 多方向

470住 安山岩 黄灰色 完形 正 1 多方向 その他、自然面

470住 安山岩 暗灰黄色 完形 正・裏 長軸

472住 安山岩 灰色 上部欠損 正。右 正1多方向、右側:長軸?

472住 安山岩 黄灰色 完形 正。右・左 長軸ナナメ

473住 安山岩 灰色 完形 正 長軸ナナメ

473住 安山岩 灰オリーブ色 完形 正 多方向

473住 安山岩 灰色 完形 正。裏・右。左 多方向 全体に上端部に偏る傾向有り

473住 安山岩 灰色 完形 正`裏 長軸。長軸ナナメ ほぼ全面わたる擦り

508住 安山岩 灰黄色 完形 正・左・上 正 :長軸ナナメ 上端側面にスリとタタキ ?

508住 安山岩 灰自色 ほぼ完形 正,裏 2 多方向 その他自然面

522住 安山岩 にぶい黄色 完形 正 1 長軸ナナメ

303溝 安山岩 オリーブ黄色 完形 正。右 2 長軸、横軸 正 1明瞭、スリまたは磨き凹み

3002坑 安山岩(多孔質) 灰色 上部欠損 (13.3) (10.4) (1620) 正 `右 2 正 :長軸、右 1長軸、横軸

3150坑 安山岩(多孔質) 灰赤色 完形 正・裏 2 多方向 側面は自然面、正 1明瞭

3205坑 安山岩 灰色 完形 正 1 長軸

3270坑 安山岩 灰色 下部欠損 正・裏 3 多方向 先端のツブレは自然

③区B7 安山岩? 灰色 下部欠損 (11.0) 正。右・裏・左 4 多方向 右側の一部を残し連続する

④区P17 安山岩 橙色 完形 正 '裏 多数 多方向 い〈つかの使用面力湖1面にも続く

⑤区020 変質玄武岩 灰自色 争J片 正 ? 多方向 転石を用いた擦り石の幸J片である

―-431-一



第 3章 調  査

表27 敲石観察表

通しNQ 図版NQ P LNQ 出土位置 材 質 色 調 状態

法 旦
里 敲 面

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 位 数 形 状

313住 安山岩 灰黄色 完形 先端部 1 ツブレ・景J離

448住 安山岩 にぶい褐色 完形 長軸両端部 ツブレ。景J離

455住 珪化岩(原岩はヒン岩) 浅黄色 完形 右 1 景J離

455住 安山岩 灰オリーブ色 完形 周縁部 ツブレ

460住 斑糖岩質閃緑岩 灰オリーブ色 完形 長軸両端部 ツブレ

462住 安山岩 灰色 完形 右 ツブレ0景J離

472住 変質岩 灰オリーブ色 完形 右 ツブレ0景J離

472住 安山岩 灰褐色 完形 短軸両端部3正面中央 ツブレ・彙J離

③区B-16 砂岩 (第 3系 ) 暗オリーブ色 完形 2/3周縁部 1 ツブレ0争J離

③区B-17付

近
安山岩 灰白色 完形 先端部 1 ツブレ0景J離

④区P-17 安山岩 灰白色 完形 周縁部 1 ツブレ

603住 変質玄武岩 オリーブ黄色 完形 長軸両端部 ツブレ・景J離

表28 擦・敲石観察表

通し

NQ

隔
以
　
Ｑ

図

Ｎ

PL
NQ

出土

位置
材 質 色  調 状 態

法 擦 り 面 敲 き 面

備  考
長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 部 位 数 運動方向 部 位 数 形 状

326住 安山岩 灰白色 完形 正・左 多方向 上部 1 ツプレ

327住 安山岩 灰白色 完形 右 1 長軸ナナメ 右を除〈周縁部 1 ツブレ

335住 安山岩(多孔質) 黒褐色 完形 正 1 長軸ナナメ 右・左(上部一部) ツブレ。景J離

339住 安山岩 灰白色 完形 正 1 長軸ナナメ 短軸両端 ツブレ。まJ離

354住 安山岩 オリーブ灰色 完形 正 1 長軸のみか ? 周縁部 1 ツブレ

376住 安山岩 にぶい黄橙色 ほぼ完形 正 `裏 ? 多方向 周縁部 ツブレ

3400住 安山岩 灰色 完形 正。右・裏 長軸 ?。 長軸ナナメ? 長軸両端 ツプレ

449住 安山岩 暗灰色 一部欠損 (1100) 正 長軸ナナメ 右 1 子J離

455住 安山岩 灰オリーブ色 完形 一晏 長軸 上部 1 ツブレ。まJ離

457住 安山岩 灰オリーブ色 完形 右 ,左 多方向 上部周縁 1 ツブレ。まJ離

470住 安山岩 灰色 完形 正 多方向 右 1 ツプレ

3002坑 安山岩 灰色 完形 正 長軸。横 右。左 ツブレ。争J離

④区A-4 安山岩 灰色 完形 ほぼ鉢 全面 右裏左:短軸、上下:多方向上下端部の外縁 ツブレ。余J離 黒色物質の付着あり
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第 3章 調 査

表31 その他石器観察表

通しNQ 図版NQ P LNQ 遺物名称 材 質 色調 状 態 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備 考

硯 頁岩 黒色 硯池右側部分

424住 2 土器転用硯 須恵器高台不 灰褐色 底部のみ 高台不の内面転用。摩擦痕、墨痕あり

遺構外9 土器転用硯 灰釉陶器段皿 灰白色 1/3全位 段皿内面転用。朱痕あり

碁石状石製品 粘板岩 黒色 完形 よく磨いている。

碁石状石製品 粘板岩 暗灰色 完形 よく磨いている。

石鍋 ?把手部分 滑石 赤灰色 把手部 (45。 36) 丁寧な磨き。孔1あ り

表32 カマ ド構築材観察表

通しm 図版NQ P LNo. 出土位置 材 質 色 調 状 態 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

413住カマド 凝灰岩 にぶい黄橙色 一部残存 (20。 7) (7.8) (1340)

508住カマド 凝灰岩 灰黄色 両端部欠損 (16.3) (14.8) (2400)

508住カマド 砂岩 (第 3系 ) 灰白色に灰褐色が層状に入る 一部残存 (20。 4) (3420)

508住カマド 凝灰岩 灰黄色 (被熱部 :赤灰色) 両端部欠損 (23.9) (5050)

表33 鉄製品観察表

通し

NQ
遺物名称

隔
以
　
Ｑ

図

Ｎ

PL

NQ
出 土 位 置 部   位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備 考

保存

処理

鏃 302住カマド 頸部(三分割) (4.4)/(2.7) 6.5/6.5 0.5/0.5 (13.0) 長頸鏃。断面方形。X線写真利用。

鏃 302住 鏃身部 長頸盤箭鏃 ? X線写真利用。

鏃 321住 ほぼ全位 (10.1) 1.0/0.4/0.3 0.2/0.3/0.2 長頸長三角形、逆刺有り 済

鏃 340住 鏃身部 長頸片刃箭鏃 ?、 X線写真利用。

鏃 341住 鏃身部。頸部 2.3/0.5 0.3/0.3 短頸長三角形、逆刺無し。 済

鏃 502住 鏃身部 (1.1)/(0.8) (0.2)/(0.3) 長頸片刃箭鏃 ?

鏃 308溝 鏃身部 短頸長三角形、逆刺有り 済

鏃 3270坑 頸部 0.6/0.4 0.3/0。 3 長頸鏃。 済

鏃 ⑤a区Ⅲb層 ほぼ全位 2.7/0。 7/0,4 0。 4/0。 4/0.4 短頸三角形、逆刺有り 済

鏃 試掘トレンチ 鏃身部 1.3/0。 6 0.3/0.3 柳葉形、逆刺有り 済

刀子 321住 ピット11 刃部先端 1.0/1.2 (0.4)/(0.5) (11.4) 片刃。全体銹ぶくれ。

刀子 344住 刃音6? (15。 5) 刃部 ?。 銹ぶ〈れ。

刀子 361住 ほぼ全位 (4。 2)/(7.1) 0,7/1.2/0.5 (0.3)/(0.5)/(0.4) (13.2) 推定全長 (15,0)。 片刃。片関。

刀子 412住床上 完形 1.5/2.0/1.3/0.9 0.3/0.4/0。 4/0.3 刃音Ь砥ぎ減り顕著。 済

刀子 413住カマド付近 茎音

`

1.6/1.1 0.3/0。 3 済

刀子 413住 ほぼ全位 (4.3)/(5.1) 1.0/0.6 0。 4/0.4 (11.3) 接合は不可。図上復元。X線写真利用。

刀子 463住カマド 節 0.9/0.4 0.3/0。 1 三分割。小型。銹化顕著。

刀子 468住床上 ほぼ完形 1.0/0.6 0.3/0.3 両角タイプ。刃部研ぎ減り 済

刀子 468住 両端部欠損 (17。 7) 1。 2/0。 8 0.3/0.3 両関タイブЪ刃部研ぎ減り 済

刀子 470住 刃部・茎部 0.7/1.4/1.0 0.2/(1.1)/0.6 柄の本質が残る。 済

刀子 502住 茎部 1 (0.6)/0.4 (15。 9) 刃部欠損。 済

刀子 303溝 刃部・茎部 0.7/1.2/0。 5 0。 2/0。 9/0。 2 刃部の止金具 (鉄製)が残る。柄の本質有り

刀子 4503坑 茎部 ? 0。 7/0。 9 0。 3/0.2 済

刀子 ⑤区Ⅲ層 刃部 (19.2) 片刃。銹化顕著。

刀子 ⑤区Ⅲb層 刃部先端 片刃。銹化顕著。

紡錘車 520住カマド焼土 錘部 孔径0。 45cm。 済

紡錘車 ⑤区Ⅲ層 錘 `軸部 (12.6) 軸部 :残存長2.55cm 厚さ0.4cm。 済

斧 621坑 ほぼ完形 0 1.5/0.9 (100,0) 有袋有肩鉄斧。外部剥落気味。 済

鋸 511住 刃部 片刃のみ観察できる。目立ては均一に細かい

盤 ? 508住 1.3/2.0 0。 8/0.4 (13.9) 下方部は内湾する。銹化顕著。X線写真利用。

釘 392住 軸部 断面矩形。全体銹化。

釘 455住 軸部 土砂付着。断面矩形。全体銹化。

釘 508住 軸部 断面矩形。銹化顕著。

―-434-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群

通し

NQ
遺物名称

図版

NQ

PL
NQ
出 土 位 置 部   位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備 考

保存

処理

釘 508住 基部～軸部 (2.7)/(2.5) 0.6/0.5 0。 5/0。 4 ズレて銹化結合、X線写真により図上で合成。

釘 621坑 軸部～先端部 推定長9。 3cm。 基部付近やや歪む。断面矩形。銹化顕著。

釘 ⑤区南西壁 軸部～先端部 推定長6.9cm。 体部中程で歪む。断面矩形。

釘 ⑤区南西壁 ほぼ完形 推定長5。 25cm。 基部は一方に僅か折れる。体部中程で曲がる。

板状品 523住 完形 ? 金具 ? 済

板状品 379住 不明 (0.9)/(2.2)/(1.7) 0.1/0。 1/0。 1 表面に2～ 10mm程の木質のこる。両端に2～ 3mmの孔 2

棒状品 413住 不明 T字状をなす。 済

棒状品 509住 完形 ? 0。 2/0。 2/0.2 (25.6) 住居覆土出土だが、混入の可能性有り

不明板状品 313住 不明 (16。 2)

不明板状品 321住 不明

不明棒状品 344住 不明 断面矩形。銹化顕著。X線写真利用。

不明棒状品 ③区B-16 不明 0.7/2.7 1.3/1.0 (168.0) 重量感ある板状品。左端尖り、右端角形。

表34 鋼製品・銭貨観察表

通し

NQ

図版

NQ

PL
NQ
遺物名称 出 土 位 置 部位 0状態 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備 考 保存処理

帯金具(巡方) 520住 表金具 垂孔0。 6× 2.4cm。 外鋲式 P 済

帯金具(巡方) 520住 表金具 垂孔0.6× 2.4cm。 外鋲式 ? 済

耳環 4531坑 半欠 箔争J落。 済

耳環 456坑 ほぼ完形 箔剥落。 済

耳環 459住 ほぼ完形 箔一部残る。 済

耳環 ③区H-6 ほぼ完形 箔残る。 済

耳環 ⑤区Ⅲ層 ほぼ完形 (27.1) 箔一部残る。 済

飾り金具 515住 ほぼ完形 (0.5) 垂れ飾りP小形板に小孔。緑青。 済

和同開珠 ⑥区Ⅲ層 1/4(『開』) 欠損 初鋳年708 済

嘉祐通賓 ⑥区Ⅲb層 一部欠損 初鋳年1056

嘉祐通責 ⑥区 一部欠損 初鋳年1056

熙寧元賓 ⑥区Ⅲb層 完形 初鋳年1068

紹聖元賓 501溝 完形 初鋳年1094

寛永通責 ⑤区0-20 1/2(『永』)欠損

不明2枚 近世墓3390坑 ほぼ完形(二枚接着)

寛永通責 近世墓3390坑 ほぼ完形

寛永通責 ③区H-17 1/2欠損

寛永通責 近世墓④bttU-23 完形

表35 羽口観察表

通し

NQ

図版

NQ

PL
NQ
出土位置 材 質 胎 土 焼 成 状 態 個数 長さ(cm) 夕隆に耐 口径(cm) 重量(g) 磁着度 メタルリ支

1 337住 酸化炎焼成 粗 やや良 (高杯脚部)径 1/4 生
小

343住 酸化炎焼成 やや密 良好 P 先端部 (2.3) (2.6) 征
小

414住 酸化炎焼成 やや粗 良好 先端部 128.35 0～ 4 生
小

417住 酸化炎焼成 やや密 良好 P 先端部 内径1/4 8.79 征
小

420住 酸化炎焼成 やや密 良好 P 先端部 29。 38 生
小

420住 酸化炎焼成 やや密 良好 P 基部 (6.0) (3.6) 23.51 生
小

430住 酸化炎焼成 やや密 不明 先端部 (3.0) 11.30 生
小

449住 土師高杯転用 砂やや有 良好 転用羽口(高杯脚部)径1/4 (6.6) 1 鉦
小

508住 酸化炎焼成 やや密 やや不良 先端部 27.37 伍
小

③区 酸化炎焼成 やや密 良好 P 先端部 1/4 1 (1.8) (2.0) 伍
小

③区B-8 酸化炎焼成 やや粗 良好 先端部 外径1/6
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通し

NQ

図版

NQ

PL
No.
出土位置 材 質 胎 土 焼 成 状 能

い
個数 長さ(cm) 夕隆 lcml 口径(cm) 重量(g) 磁着度 メタルリ支

③区B-16 酸化炎焼成 やや密 良好 先端部 外径1/6以下

⑤区0-20 酸化炎焼成 やや粗 良好 P 先端部 1/2 1 48。 25 鉦
小

⑤区Ⅲb層 酸化炎焼成 やや密 良好 P 先端部 1 30。 85 鉦
小

⑤区Ⅲb層 酸化炎焼成 やや密 良好 身部 内径1/3 36.44 缶
小

表36 鍛冶滓観察表

通しNQ 図版NQ P LNQ 遺物名称 出土位置 残存率 個数 重量(g) 長軸 (cm) 短軸 (cm) 厚さ(cm) 磁着度 メタル1芝 備 考

107 鍛冶滓 327住 破片 6.28 3.40 3.00 1.00 鉦
小

鍛冶滓 335住 破片 12.74 4.00 3.10 1.60 生
小
ガラス質滓

鍛冶滓 343住 カマ ド 破片 0.85 1.80 1.00 1.20 生
小

椀形鍛冶滓 343住 破 片 40。 19 3.40 3.75 3.00 征
小

椀形鍛冶滓 343住 破片 20。 40 3.30 2.10 1.90 生
小

椀形鍛冶滓 391住 破片 30.94 4.40 3.00 2.50 缶
小

107 含鉄椀形鍛冶滓 412住 カマ ド付近 50% 191.96 6.00 5.30 4.00 M

椀形鍛冶滓 429住 破片 18.86 5。 10 4.70 1.00 征
小

301 107 椀形鍛冶滓 438住 40% 156.29 6.45 6.90 3.90 征
小

銹化

椀形鍛冶滓 442住 破片 29.21 4.80 3.90 1.50 鉦
小

椀形鍛冶滓 442住 破片 33.66 4.10 3.80 1.70 毎
小

椀形鍛冶滓 468住 70% 333.32 10。 50 9.50 2.40 征
小

301 107 含鉄椀形鍛冶滓 468住 50% 20.21 3.25 4.00 1.60 H

含鉄椀形鍛冶滓 511住 90% 631.40 14.00 10.20 2.30 H 破面数1

301 107 椀形鍛冶滓 511住 50% 188.94 9.60 6.50 4.50 征
小

椀形鍛冶滓 306政圭ピット 破片 35。 76 3.95 2.80 2.40 生
小

椀形鍛冶滓 306段圭ピット 破片 15。 70 2.90 1.80 1.40 鉦
（

椀形鍛冶滓 3205坑炭層 30% 60.03 6.35 5.50 1.40 鉦
小

銹化

椀形鍛冶滓 3205坑炭層 破片 15.84 4。 10 2.90 1.50 征
小

銹化

椀形鍛冶滓 494坑 60% 279.62 9。 80 6.50 3.20 征
小
破面数1

含鉄椀形鍛冶滓 ③区U-10 20% 101.21 6.40 4.40 3.60 H

椀形鍛冶滓 ③区B-18 134.29 8.00 5。 30 2.30 鉦
小

鍔貯台!宰 ③区B-18 15。 94 鉦
小

椀形鍛冶滓 ③区B-19 49.80 8。 70 7.50 1.10 征
小

椀形鍛冶滓 ③区G-6 206.93 征
小

鍛冶滓 ③区G-6 29。 24 4.50 3.60 2.80 征
小

鍛冶滓 ③区U-10 破片 11.46 3.70 3.00 1.50 征
小
羽口先端付

椀形鍛冶滓 ⑤区 40% 30.60 4。 40 3.60 1.80 征
小
破面数2

表37 鹿角・貝製品観察表

通しNo. 図版NQ P LNQ 遺物名称 整理番号 出土位置 材 質 色 調 状 態 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ 重量 (g)

鹿角加工品 ③区A-15 鹿角 黄白色 一部欠損

貝加工品 ④区 表土 二枚貝 (ハマグリP) 外面 褐色 表面余J落 (2.1)

表38 遺構別遺物一覧

遺構名 地点名 時期 土製品 図化 石器類 図化 金属製品 図化 鍛冶遺物 No 図化 瓦 図化 環境遺物

302住 床面 6C中 管玉 ○

カマド 鉄 鏃 1 ○

鉄 鏃 ○

306住 6C中 ～後 臼玉 ○

307住 7C前、以前 土器片板 ○

309住 5C後 棒状土製品 ○

310住 5C後、以前 臼玉 ○
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遺構名 地点名 時期 土製品 図化 石器類 図化 金属製品 図化 鍛冶遺物 図化 瓦 図化 環境遺物

313住 弥生後期 軽石製品

祗 石 ○

敲石 175 ○

不明板状品 ○

ベンガラ

315住 古墳中期 ニチュア土器 ○

317住 カマド 6C後 ニチュア土器 ○

ニチュア土器 ○

カマド 土製円板 ○

320住 床上 5C後 紡錘車 1 ○

模・勾玉 ○

貼 り床 砥 石 ○

321住 5C中 ～後 勾玉 ○

臼玉 ○

臼玉 ○

模・管玉 ○

軽石製品

鉄鏃 ○

ピット11 刀 子 ○

不明板状品 ○

NQ l 稲粗

稲 籾

稲籾

326住 ピット1付近 7C初 ～前 丸玉 ○

擦石 ○

擦石 ○

擦・敲石 ○

327住 5C末～6C前 軽石製品

編物石 9個 65～ 73 ○

砥 石 ○

擦・敲石 ○

針貯台1宰 ○

328住 8C後 平瓦

330住 古墳前期 ニチュア土器 ○

331住 7C前 土錘 ○

335住 6C前、以前 石錘 ○

石錘 ○

ピット1 擦・敲石 ○

鍛冶滓 ○

336住 6C中～後 ニチュア土器 ○

土器片板 ○

砥 石 ○

凹石 ○

337住 5C末～6C前 羽 口 ○

338住 5C後～6C初 擦石 ○

擦石 ○

擦石 ○

台石 ○

台 石 ○

台石 ○

339住 5C中 ～後 勾玉 ○

擦 。敲石 190 ○

341住 ピット1 6C中 ～後 ニチュア土器 ○
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遺構名 地点名 時期 土製品 NQ 図化 石器類 NQ 図化 金属製品 図化 鍛冶遺物 図化 瓦 図化 環境遺物

341住 6C中 ～後 台 石 ○

鉄 鏃 ○

342住 6C中 ～後 臼玉 ○

臼玉 ○

343住 6C前～中 擦石 ○

フコロ

火床 鍛ヤ台滓

鍛冶滓 ○

鍛冶滓

344住 6C後 ～末 土製円板 ○

軽石製品 ○

刀 子 ○

不明棒状品 ○

347住 6C中 ～後 ニチュア土器 ○

350住 6C前 ～後 紡錘車 ○

354住 6C中 砥 石 ○

擦・敲石 ○

凹石 ○

358住 6C前 土器片板 ○

359住 6C後 ～末 ニチュア土器 ○

土器片板 ○

紡錘車 ○

361住 9C中 台石 ○

刀 子 ○

363住 床直 8C前～中 平瓦 ○

366住 5C中 ～後 ニチュア土器 ○

自玉 ○

368住 7C初 ～前 ニチュア土器 ○

ニチュア土器 ○

ニチュア土器 ○

軽石製品

砥 石 ○

369生L 床 直 5C中 ～後 平瓦 ○

370住 5C後 ～末 モモ種 子

371住 5C後 ニチュア土器 ○

ニチュア土器 ○

土器片板 ○

土器片板 ○

土器片板 ○

土器片板 ○

土器片板 ○

臼玉 ○

臼玉 ○

373住 8C中 ～後 紡錘車 ○

374住 7C初 ～前 臼玉 ○

/Jヽ玉 ○

376住 5C後～6C初 擦・敲石 ○

379住 ピット3 5C後～6C初 砥 石 ○

台石 ○

板状品 ○

383住 6C前～中 勾玉 ○

軽石製品 ○

391住 7C代 匙形土製品 ○

一-438-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群

遺構名 地点名 時期 土製品 NQ 図化 石器類 図化 金属製品 NQ 図化 鍛冶遺物 図化 瓦 図化 環境遺物

391住 7C代 鍛冶滓 ○

392住 6C中 ～後 釘 ○

393住 5C後～6C初 土製円板 ? ○

ピット4 擦 石 ○

395住 5C後 砥 石 ○

凹 石 ○

396住 7C前 編物石 5個

カマ ド横 砥 石 ○

398住 5C前～中 ニチュア土器 ○

3400住 5C中 ～後 紡錘車 ○

ニチュア土器 ○

土器片板 ○

土器片板 ○

土器片板 ○

匙形土製品 ○

自玉 ○

カマド 模 。剣形 ○

軽石製品 ○

カマ ド付近 軽石製品

軽石製品 ○

編物石 5個

ピット3 祗 石 ○

擦石 ○

擦・敲石 ○

鉄 鏃 ○

411住 6C前 ～中 凹 石 ○

412住 10C中～後 板状土製品 ○

床上 刀 子 ○

カマ ド付近 鋸贈台

'宰

○

413住 床上 9C後 土錘 ○

凹石 ○

カマド カ マ ド材 226 ○

カマ ド付近 刀 子 ○

刀 子 ○

棒状品 ○

丸瓦

丸 瓦

414住 6C前 ～中 紡錘車 ○

ニチュア土器 ○

羽 口

417住 8C代 ニチュア土器 ○

羽 口

420住 6C中 ～後 編物石12個

コ牙口

羽 口

423住 6C後 ベンガラ

427住 8C前 ニチュア土器 ○

429住 8C代 鍛ヤ台1宰 ○

430住 7C中 ～8C初 22口

431住 9C初 ～前 紡錘車 ○

432住 7C代 軽石製品 ○

437住 414住床下 6C後 編物石10個 96～ 1%

438住 古墳後期 鍛冶滓 ○
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遺構名 地点名 時期 土製品 図化 石器類 図化 金属製品 図化 鍛冶遺物 図化 瓦 図化 環境遺物

441住 7C前 紡錘車 ○

442住 5C中 土錘 ○

砥 石 ○

鍛冶滓 ○

鍛冶滓

443住 6C前 管玉 ○

445住 7C中 臼玉 ○

447住 6C後 臼玉 ○

自玉 ○

臼 玉 ○

臼玉 ○

448住 カマ ド床下 8C初 ～前 碁石状 ○

砥 石 ○

敲石 ○

449住 7C初 ～前 臼 玉 ○

床下 碁石状 ○

擦石 ○

擦石 ○

擦 。敲石 ○

転用羽 口 ○

カマ ド付近 モモ種 子

450住 7C中、以後 擦石 144 ○

455住 7C後 擦石 145 ○

擦石 ○

敲石 177 ○

敲石 ○

擦 。敲石 ○

釘 ○

457住 弥生後期 擦石 ○

擦・敲石 ○

458住 7C代 ニチュア土器 ○

459住 7C中 台石 ○

耳環 ○

460住 7C中 敲石 179 ○

461住 ピット3 8C中 擦石 ○

462住 9C後 軽石製品 ○

擦石

擦石 ○

擦石 ○

擦石 ○

敲石 ○

463住 9C中 擦石 ○

擦石 ○

カマド 刀 子 ○

467住 弥生後期 軽石製品 ○

468住 8C中 ～後 軽石製品 ○

床上 刀 子 ○

刀 子 ○

鍛冶滓 271 〇
|

鍛冶滓 281 ○
|

470住 6C中 臼玉 ○

擦石 ○

擦石 ○
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遺構名 地点名 時期 土製品 図化 石器類 図化 金属製品 図化 鍛冶遺物 図化 瓦 図化 環境遺物

470住 6C中 擦石 157 ○

擦・敲石 ○

台 石 220 ○

台石 ○

刀 子 ○

471住 古墳後期 砥 石 ○

472住 7C代 擦石 ○

擦石 159 ○

敲石 ○

敲石 182 ○

473住 6C後 擦石 ○

擦石 ○

擦石 ○

擦石 ○

502住 9C後～10C前 鉄鏃 ○

刀 子 ○

505住 9C中 ～後 祗 石 ○

506住 9C後 祗 石 ○

カマド、他 平16丸 2 ○

508住 8C中 ～後 擦石 ○

擦石

カマド カマ ド材 ○

カマド カマ ド材 ○

カマド カマ ド材 ○

整 ○

釘 ○

釘 ○

羽 口

平瓦

509住 7C後 棒状品 ○

511住 10C後～1lC前 鋸 ○

鍛冶滓 ○

鍛冶滓 ○

丸瓦 ○

カマド 丸瓦 ○

カマド 丸瓦 ○

丸瓦

カマド 平瓦

カマド 平瓦

512住 床下 5C後 凹石 ○

平瓦 ○

514住 カマド 9C初 ～前 平瓦 ○

515住 8C中～後 飾 り金具 ○

平瓦 ○

517住 9C前 土器片板 ○

平瓦 ○

520住 8C前 ～中 祗 石 ○

カマ ド焼土 紡錘車 ○

帯金具(巡方) ○

帯金具(巡方) ○

522住 6C中 祗 石 ○

擦石 ○

523住 8C後 板状品 ○
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遺構名 地点名 時期 土製品 図化 石器類 図化 金属製品 図化 鍛冶遺物 図化 瓦 NQ 図化 環境遺物

533住 弥生後期 台石 223 ○

601住 6C前～中 台 石 224 ○

603住 8C末～9C初 敲石 ○

606住 8C中 ～後 砥 石 ○

3002坑 古墳後期 擦石 ○

擦・敲石 ○

3056坑 5C後 臼玉 ○

凹 石 206 ○

3100坑 古墳後期 紡錘車 ○

3150坑 8C後 擦石 169 ○

3182坑 奈良平安 土器片板 ○

3205坑 古墳後期 擦石 ○

炭層 鍛冶滓 33 ○

炭層 鍛冶滓

3270坑 古墳以後 擦石 ○

鉄鏃 ○

3330坑 古墳以後 ニチュア土器 ○

3379坑 古墳後期 砥 石 ○

456坑 6C後 耳環 ○

494坑 奈良平安P 鍛冶滓 ○

4503坑 9C中 ～後 刀 子 ○

丸瓦

4531坑 古墳後期 耳環 ○

515坑 台石 ○

621坑 1l C後 斧 ○

釘 ○

302溝 ○

砥 石 ○

303溝 弥生後期 ニチュア土器 ○

G-2 紡錘車 ○

擦石 ○

台石 225 ○

刀 子 ○

304溝 古墳前期 軽石製品 ○

祗 石 ○

306溝 V-22 祗 石 ○

308溝 5C後、以前 模 。円板 ○

模・剣形 〇
|

模・剣形 〇
|

模 。剣形 ○

鉄 鏃 ○

402溝 6C後、以前 平瓦

501溝 1l C以後
|

紹聖元宝 〇
|

平瓦

508溝 8C前 紡錘車 ○

凹石 ○

301建 ピット3 古墳後期 砥 石 ○

303建 奈 良 土器片板 MI 〇
|

306建 7C以後
|

鍛冶滓 鑓
|

○
|

|

鍛冶滓  | "|
308建 平安

|

砥 石 〇
|

SH301 平安以後
|

平瓦 351 ○
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第 2節 上田城跡

第 2節

1 遺跡の概観
上田城は、天正11年 (1583)戦 国時代の動乱の中、小県郡の統一を目指す真田昌幸により築かれた梯郭

式の平城である。真田昌幸時代の上田城は関ケ原の戦いの直後徳川側によって破却を受けるが、後に領主

となった仙石忠政により復興され、仙石・松平氏時代の改修・明治維新以降の紆余曲折を経て今 日に至っ

ている。真田氏時代の上田城については不明の′貞も多いが、基本的な構造や規模などは仙石氏時代に踏襲

されたものと考えられている。

城は千曲川を望む段丘崖上に位置し、本丸・二の丸は南を除く三方が堀で囲まれ、南面は比高差13m程

の段丘崖を自然の要害として取 り込んでいる。段丘崖下は尼ケ淵と呼ばれる低位段丘で、絵図面では河川

が描かれ川原や田畑と記されている。

北陸新幹線に伴う発掘調査はこの低位段丘面で、上田市天神 2丁 目1924他が調査地′点である (図 300。

杖
跡
蒟
城
れ
田
残
上

巫
17]貯

(1:10000)

図303 遺跡周辺
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第 3章 調

L-439.00___

L-437.00-―

L-436.00-一 一 L-436.00-一一 L=436.00_

L-437.00_

砂質土 砂礫土 0  (1:40) lm

図304 トレンチ設定と基本土層

2 調査の経過 と概要
上田城の縄張りは前述したように千曲川の段丘崖上に設定され、それに伴う城下町も城の東側から北側

にかけて広がっている。上田城の本丸・二の丸の大部分は国の史跡指定地であるが、更に城下町や南面の

段丘崖なども含んで埋蔵文化財包蔵地として周知されている。

上田駅を出た北陸新幹線はしばらくの間在来線と並行した後、市内塩尻地区で五里ケ峯トンネルに入り

長野へと向かう。この在来線と並行する上田駅西側は上田城崖下の千曲川低位段丘面にあたるため、調査

対象となった (図 300。

⑩
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第 2節  上田城跡

調査地点は絵図面などの文献資料や周辺の状況などからみて上田城に関係する遺構等の存在は薄いもの

と想定された。また、調査地が在来線に隣接するため全面的な調査を行うには在来線の安全確保などにつ

いて充分な措置が必要であった。そこで、先ず部分的な試掘調査を行い、その結果によりその後の扱いを

協議することとした。

試掘調査は平成 5年 9月 に行われ、砂層・砂礫層が連続して堆積する状況が確認され千曲川の氾濫原の

広がりと考えられた。なお、遺構・遺物は検出されなかった。この調査結果をもとに公団・県教委・埋文

センターによる三者協議で、残りの調査対象地については本線工事に伴って実施していくこととなった。

調査は橋脚部分での確認を主として平成 6年度中に断続的に実施された。調査結果は試掘調査と同様な

河川氾濫原の堆積層を確認したのみであった。

3 基本土層
調査範囲は延長500mに 及ぶが、河川氾濫による堆積層である砂層・砂礫層の互層という′点では同一の

様相を示す (図 300。 砂層はシルト質や、数センチから拳大程度の礫を含む粗粒の層で、砂礫層には人頭

大程度の礫が多量に包含されている。最上部の盛土以外では土壌化した土層は見られず、調査地点は常に

河川の氾濫原であったと言えよう。

4 まとめ
上田城の調査は市街地の在来線隣接という悪条件の中の調査ではあったが、所期の目的は達成された。

調査では千曲川と考えられる氾濫原の状況が明らかとなった。このことは、松平氏時代の享保17(1732)

年 5月 に起こった千曲川の洪水により本丸や二の丸の南側崖が大きく崩壊し、石垣の修復を幕府に願い出

た時の絵図面の状況とも一致する。また、それ以前の正保 4(1647)年や元和年間の絵図面でも南側崖下

の位置に河川や河原などの記載があることから、上田城の南段丘崖下は常に千曲川の影響を受けやすい状

況であったものと想定できよう。尼ケ淵は自然の要害としての意味はあったが、城本来の縄張りとしては

組み込まれていないものと言えよう。

参考文献

上田市立博物館 1988『郷土の歴史 上田城』

上田市教育委員会 199201993・ 1997『史跡上田城跡』
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ふ ろ かわ こ ふん

第 3節 風呂川古墳

1 遺跡の概観
所  在 風呂川古墳 (図305-1)は、上田市秋和字風呂川1129番地に所在する。千曲川右岸、虚空蔵山
の山裾の緩斜面上に立地している。

調査前の状況 墳丘は地権者が削土し、消滅している。しかし公図上に略円形の地籍があり、地権者の記
憶とも一致することから、古墳の位置は上記地番に確定できている。

文献の記述 『小縣郡史』(小縣郡役所1922)には「秋和E風呂川の高塚よりは、鐵直刀線長三尺六寸五分の
太刀を出せり。小縣郡出土の直刀中、現時最長なり。」とあり、112cm余 りの太刀が出土したとする。

上田市秋和八幡大蔵京古墳の実測調査」(常木他1986)には、参考資料として塩尻小学校所蔵の宮原古墳

出土とする18日 の直刀のうち、 5口 を実測している。いずれも古墳時代後期 6～ 7世紀代所産とみてい

て、そのうち 1口 を『小縣郡史』中の風呂川古墳出土の直刀の記述と極めてよく類似することから、風呂

川古墳出土品と推定している。

『長野県史「遺跡地名表」(以下、県史)』 (長野県史干J行会1981)には、「円墳、横穴式石室 〈伝〉直刀」と紹

介され、後期古墳の様相を示している。

しかし、これらの文献はいずれも確証のある調査や遺物からの記述ではないため、本来の風呂川古墳の

姿を正確に表わしているとは言いにくい。

周辺の遺跡 まず風呂川古墳周辺の古墳について概観する (図 305)。 上田市の西北部、秋和・塩尻集落の
北にそびえる虚空蔵山南麓一帯には風呂川古墳を含めて、現在 7基の古墳が確認され、上田市内では古墳

の集中する地域である。古墳の立地は山脚部や裾部緩斜面などと共通しないが、いずれも南偵Iが広く開放

して、眼下に千曲川と上田盆地を望む場所が選定されている。

大蔵京 (秋禾日八幡大蔵京)古墳 (図305-2)は、風呂川古墳東220mの南向き緩斜面に自然地形を利用して

立地する。昭和59年に詳細な測量調査が行われ、一辺32～ 35m、 墳高5.0～ 8.Omを 測る大型の方墳である

ことが分かっている (常木他1980。 墳頂標高470m、 千曲川からの比高差46m。 築造年代は測量時に墳丘

斜面より採集された土師器の有段口縁壺片から4世紀後半から末葉と考えられ、今のところ上田小県地方

で最古級の古墳であり、本地方の古墳築造は方墳から始まるとする根拠の一つとなっている。

弥陀平古墳 (図305-7)は大蔵京古墳北側を上った山脚上南東部にある。『県史』によれば円墳で墳径

17.5m、 墳高3。 Omを 測るとある。現状で標高620m、 千曲川からの比高差196m(図上計測)。 時期は不明

である。

宮原古墳 (図305-3)は、風呂川古墳から南東の緩斜面上にある。現在は上田バイパス南側の工場敷地

内にあたる。『県史』には「円墳、横穴式石室」を持つとされ、採集された直刀、鉄鏃、土師器といった

遺物が塩尻小学校に保管されている。現在墳丘は消滅し、現状で標高430m、 千曲川からの比高差は10m

(図上推定)。

弥勒堂古墳として 2基の古墳が、風呂川古墳北西の南向き緩斜面にある (図 305-4・ 5)。 『県史』では

「円墳、横穴式石室、〈伝〉勾玉、切子玉、金環」とある。現在 2基とも墓地造成のために消滅していて位

置を確定できない。

持越古墳 (図305-6)は 弥勒堂古墳北西の山脚上南端部にある。『県史』には「円墳、横穴式石室、

〈伝〉鉄鏃、直刀、宝暦年間発掘」とある。現状で標高約560m、 千曲川からの比高差140m(図上推定)。
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このように周辺の古墳では、大蔵京古墳以外に詳細な考古学的調査は行われていないため、墳丘測量図

や築造年代を明確にできる資料はない。そのため伝世する遺物を中心にして、古墳の形態や時期を推定す

るしかない現状である。

次に古墳以外の遺跡では、古墳時代中期の集落跡として柿ノ木遺跡 (図 305-12)がある。昭和51年の市

教委の発掘調査 (林1986)で は、古墳時代中期の住居跡と土師器が出土している。上小地方ではそれまで

中期の集落跡は検出例が少なく、稀少な遺跡であるとともに、また千曲川右岸の氾濫原まで集落が展開し

ていることも明らかになった。

平安時代では、集落跡の弥勒堂遺跡 (図 305-8)、 姥石遺跡 (図 305-11)、 甲弥陀平遺跡 (図 305-13)があ

る。弥勒堂遺跡は崖錐地形の緩斜面に立地し、埋文センターの北陸新幹線建設関連の調査結果は、本報告

第 3章第 4節にある。姥石遺跡は柿ノ木遺跡と一部重複している。甲弥陀平遺跡は、弥陀平古墳上の山脚

の上部にあり、他の平安時代の遺跡と立地状況が異なる。

縄文時代から平安時代の包蔵地として宮原遺跡 (図 305-13)がある。また平安時代と中世の包蔵地とし

て、六句遺跡 (図 305-9)が ある。

近世の城跡は千曲川を望む山脚上部にあり、西から燕城跡 (図 305-10、 持越城跡 (図 305-19、 飯綱城

跡 (図 305-16)である。

2 調査の経過 と概要
調査の端緒 平成 4(1992)年 6月、新幹線五里ケ峯 トンネル建設のための工事用道路が、上田側の坑外
施設から国道18号上田バイパス道路秋和地籍まで建設されることになった (図 300。 そのルー ト付近には、

風呂川古墳と弥勒堂遺跡があり、遺跡の破壊が予想された。なお坑外施設用地内の弥勒堂遺跡は、同年 3

月に埋文センターで発掘調査が終了している。

県教委文化課が鉄建公団上田鉄道建設所に問い合わせたところ、鉄建公団としては、埋蔵文化財包蔵地

に配慮して、ルー トは弥勒堂遺跡範囲内を盛 り土とし、風呂川古墳を避けて設定している。ただ古墳近 く

は削平工事 となるため、上田市教育委員会に工事立会を依頼している。市教委に工事立会依頼があったの

は、工事用道路が工事終了後、市道となる計画があったためである。県教委としては、本事業が新幹線建

設関連であるため、立会に同席することとした。

工事立会 平成 4年 7月 3日 現地にて行われた。工事用道路は古墳所在地として認識する略円形の地籍は
避けたものの、すぐ北東をかすめるように通るため、掘削工事によって古墳周溝部の一部が露出した。立

会は工事を一時止めて行われ、周溝について略測と写真撮影をした後、一旦埋め戻して終了した。

保護協議 すでに工事は始まっており、緊急を要するため、文化課と鉄建公団との保護協議が同日夕刻、
鉄建公団上田建設所で行われた。その内容は以下の通りである。古墳周溝が発見されたため保護措置とし

て発掘調査が必要である。工事はすでに着工しているのでルー ト変更は無理である。調査は工程に合わせ

て最小限の期 日、 1～ 2日 間程で行う。期 日は工事工程の調整を図り、後日決定する。調査に必要な重機

などは鉄建公団 JVが準備する。調査主体が県教委となるのか市教委となるのかは再度検討する。

調査体制 7月 4日 、県教委と市教委が協議した結果、今回は新幹線建設に伴う工事であるため、事業主

体は鉄建公団であり、調査体制は県教委が整えることとした。しかし、短期間とはいえ直接文化課で調査

はできないため埋文センターが協力を依頼された。調査期間は 7月 10、 11日 の 2日 間と計画された。

発掘調査 7月 10日 、県教委担当者 1名、埋文センター職員 1名により調査が開始。重機掘削、周溝検出

にはJVの協力を得た。その結果、古墳周溝の北東部が検出され、方墳である可能性が高いことが明らか

になった。また土師器の特徴は古墳時代中期といえそうであった。

一-448-一



第 3節 風呂川古墳
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第 3章 調

周溝の実測、写真撮影、遺物取り上げを行って、翌11日 調査は終了した。

整理状況 平成 5年 1月 から、冬期整理作業にて遺物の洗浄 0接合、記録の確認・修正といった基礎整理
作業を実施した。本報告のための、本格的な整理作業は平成 8年 4月 より開始した。

調査日誌抄

平成 4年

6月 30日  県教委文化課、工事用道路建設について鉄
建公団に問い合わせ。

7月 3日 工事立会、古墳周溝らしき跡発見。
保護協議。調査実施と工事継続を決定。

4日  調査体制Iを 県教委、埋文センターで整備す
ることとする。

10日  調査開始。重機面争Jぎ、周溝検出。方墳と
考える。

11日 諸記録終了後、鉄建公団に引き渡し。調査
終了。

3 基本土層
工事掘削南側法面の調査地′点にて、土層観察を行った (図 30つ 。しかし遺構部分の観察に終始している

ため、自然堆積物に関する観察は詳細ではない。

観察面は西から東へ傾斜していて、 I層上面では26mで 2m下がる。 I層 は層厚36～ 56cmあ り、原表土
にあたり、旧耕作土と考えられる。 I層下には山側からの堆積である大小の角礫を含む土が見られる。こ

れは溝覆土のX層および (図 307)の斜線 トーン部分にあたる。土壌化はしていない。

今回の調査面はこの角礫層上部からやや下がった部分にあたる。

なお、古墳に関する堆積物は、Ⅱ～X層の 9分層であり、その観察所見は以下の「 4古墳の構造と遺物

(1)構造」に記している。

4 古墳の構造 と遺物
(1)構造 (図 30つ

(i)周 溝
工事立会から、その存在が略円弧状の帯で拡がる黒色土の状態で確認されていた。風呂川古墳の所在地

とほぼ照合できる地点の外側であることから、古墳の周溝の一部であると予想して本調査に入った。

調査の結果、溝は主に北西から南東に向かうほぼ直線な部分と、その東隅で南から南西に屈曲する部分

とで構成されていることが明らかになった。北隅も僅かながら方向を南寄 りに変えつつあると推測された

また北隅寄 りに掘 り残している部分があり、そこで一旦途切れる事が分かった。遺物は途切れる部分の西

側溝の、底部や南斜面を中心とした覆土内から、古墳時代中期の土師器がまとまって出土した。

この検出状況から墳丘形態は方墳と考えられ、調査地点は古墳の周溝の北東辺部分であると判断した。

周溝の各部位の所見を記すうえで、途切れる部分については、「途切れ部」とする。また途切れ部から

西側を「西側周溝」、東側を「東側周溝」と呼ぶこととする。

西側周溝 検出されたのは、古墳北隅部分にあたる。平面形は、途切れ部墳丘側でやや尖 り、全体的に丸
みを持つ。周溝の傾斜は、墳丘側では比較的急角度であり、墳丘外に向かっては緩やかである。また内外

の周溝傾斜中位に緩やかな平坦面らしき痕跡がある。底部では一度平坦部を作 り、そこから更に凹めた部

分に最下面を持っている。その最下面壁に石組みが認められる。
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0  (1:200) 5m

I:   (表 土、旧耕作土)
Ⅱ :褐色土 (角礫を多量に合む)

Ⅲ :褐色土 (Ⅱ層土より礫の混入が少ない、しまり悪い)

Ⅳ :暗褐色土 (墳丘盛り土と考えられる、角礫を含む、堅くしまる)

V:暗褐色土 (角礫やや合む、地山礫より小さい)
Ⅵ :    (人 頭大の亜角礫から成る)
ⅥI:黒色土 (拳大の亜角礫を多く含む)
VⅢ :暗褐色土 (1～ 2 cmの 亜角礫を若千合む)

Ⅸ :暗褐色土 (小亜角礫、黄色・白色粒子を若干含む)

X:    (地 山層、大小の角礫を含む、崖錐地形の堆積物)0 (r:roo) 2.5m

図307 周溝部検出状況

一
L-443.70
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西側周溝の規模は調査面で、長さ9m、 幅 5m(推定)、 深さは調査面から最深1.33m、 工事掘削の法面

の土層覆土上面から1.24mを測る。周溝底レベルはほぼ一定である。

埋没状況は覆土観察がないため、詳細には分からないが、現表土 I層下には角礫を含む褐色土～黒色土

が堆積している。

石組みは途切れ部付近の最下面で検出されている (図 300。 礫はこの付近の地層表層部に含有される角

礫を、ある程度の大きさに選択して用いている。またそれぞれの礫は、石組みの方向に合わせるように長

辺をほぼ横長にして置かれている。

途切れ部側には比較的大きな礫を 3′点、真直ぐに一列一段並べている。墳丘側には、途切れ部からその

方向を直角に折れ、連続して組み並べている。墳丘側では崩れてはいるが、石組みは一列二段までが認め

られる。

また調査区法面の墳丘側の土中にはふぞろいながら同様の礫が二段目より上にあること、浮いた状態の

角礫が周溝底部に幾つかあることから、墳丘側斜面には、三段以上にこの石組みが続いていた可能性があ

る。

墳丘外側下には石組みは認められない。しかし底部下端の形状は墳丘側石組みと平行するように直線的

であり、築造時の周溝形状が方形を意識したことを示唆すると理解する。

遺物は周溝底部の石組みに囲まれる位置と、墳丘傾I石組み上の斜面上、また覆土内から土師器が一括出

土している。本古墳に伴う時期の土器が、ほとんどこの周溝から出土している。

内訳は合わせて高杯 8個体以上、鉢 1個体以上、壺 (小型壺含む)15個体以上、魅 1個体、甕 1個体であ

る。

出土状況は、底部では壺 (10)が正位の状態で出土し、その周囲から別の壺が破片で出土している。ま

た斜面上では高杯 (3・ 6)や鉢 (15)、 甕 (10)な どがまとまりながら、逆さにつぶれたり、破片となって

散舌Lしたりしている。これらは墳丘上方より転落した状態と考えられる。

東側周溝 古墳北東辺から東隅までが検出されている。途切れ部側が西佃I周溝より細まっている。北東辺

は幅が均一であり、直線的である。東隅は方向を緩やかに南西に変えつつある状態である。周溝の傾斜は

残りの良い北東辺では底部が平坦で狭 く、そこから中位までが最も急角度であり、中位から調査面までは

やや緩やかに開く傾向にある。調査区南西法面の観察では、墳丘側は急角度に立ち上がり、外側は緩やか

な傾斜である。

その規模は調査面で長さ16mを 測る。北東辺では幅 4m、 調査面からの深さ1.53m、 東隅では幅5。 5m、

法面の土層面では表土下から深さ1。 56mを 測る。周溝底のレベルは途切れ部下から東隅に向かって51cm下

がる。また、西側周溝と東側周溝の最下位の比高差は1。 26mあ り、自然傾斜と同じく、東側が低 くなって

いる。この周溝の比高差は、自然地形を大きく改変する築造はしていないことを示している。

埋没状況は、北東辺で観察した (図 307B一 B′ )。 ここではⅥ～X層の 5層 に分けられる。なおX層は自

然堆積土である。

Ⅵ層は人頭大の亜角礫を含む性状である。覆土中央上部にある。VII層 は拳大の亜角礫を多く含む黒色土

で、覆土中央から墳丘側に堆積する。ⅥⅡ層は 1～ 2 cmの亜角礫を若干含む暗褐色土であり、外側の立ち上

がりにある。Ⅸ層は小亜角礫や黄色・白色粒子を含む暗褐色土で、底面を覆っている。埋没順はⅨ～Ⅵ層

の順であり、墳丘内外から本目互に重なっている。

遺物はほとんどなく、覆土中より壺片が出土しているが、図化はしていない。

途切れ部 周溝北東辺の北隅寄 りの 1カ所を掘 り残している。調査面での平面形状は西側がやや直線的で

あり、東側はくびれている。
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図308 西側周溝部石組と遺物出土状況
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第 3章 調  査

幅は墳丘側で 4m、 最も括れた部分で1.3m、 墳丘外惧Iで 6mを 測る。西側周溝下部の石組みの配列か

らすると、周溝底構造は明確に方形を意識していた状況を示しているため、途切れ部も築造時には方形に

近い形状であったとも推定される。

(ii)墳丘

墳丘に相当する部分のほとんどが調査地区外である。現在は削土された後、旧耕作地となり、草木が繁

茂して築造時の状況は残していない。調査範囲内は重機で自然堆積面まで平坦に掘削しているため、盛 り

土などの痕跡は検出されていない。墳丘平面形は上記した通 り、周溝部から方形であると推測する。

また調査区南西の法面の土層観察 (図 307)では、西側周溝と東側周溝に挟まれる範囲の自然堆積土上に

おいて墳丘に関連する可能性を持つⅢ～V層の 3層が見つかっている。

Ⅲ層は礫の少ない褐色土で、Ⅳ層を切るように堆積している。層厚64cm。 人工的な陥ち込みとは考えら

れるが、性格は不明である。調査当初、埋葬施設の掘 り込みとも推測したが、根拠に欠けている。

IV層は角礫を含む暗褐色土であり、よく締まっている。層厚48～ 68cm。 堆積範囲は周溝立ち上がりまで

続く。築造前の旧表土または盛 り土の可能性が高い。これ以上の細分はできない。

V層は角礫を含む暗褐色土であり、その礫径は地山堆積物より小さい。層厚 8～ 24cmo Ⅳ層下位の西側

周溝付近に薄 く堆積している。Ⅳ層同様に旧表土または盛 り土とも考えられる。

土層観察範囲が狭いことや削平などの状況から、この 3層 の観察所見より墳丘の築成方法などは導き出

せない。また墳丘下の土壌化していない自然堆積土上面 (図 307の斜線トーン部分)は、周溝外の自然面の傾

斜と近似することから、著しい地形の削平などは行われていないと判断する。

まとめ

以上、周溝を中心とした所見を記した。ここで改めて今回の調査から推定される風呂川古墳の形態をま

とめてみる。

本古墳は北東に基軸の一方を持つ方墳と考える。墳丘には周溝が巡る。周溝は検出部分ではほぼ直線で

あり、東隅は直角とはいかないが鈍 く屈曲している。また周溝の比高差は、自然地形の傾斜と同じく東側

が低 く、地形に沿った築造が行われている。

北隅東には周溝を掘 り残した部分 (途切れ音6)がある。西側周溝の途切れ部付近の底部には自然礫の石

組みが残り、その付近に古墳時代中期に属する土師器が一括出土する。

また図上から古墳の規模を想定すると、周溝を含めてさしわたし25～ 30m程であると思われる。

(2)土器 (図 309、 表40、 P Ll10)

土器,のほとんどは西側周溝から出土した土師器である。図示した 1～ 15は いずれも丁寧なつ くりで、焼

成は良好、胎土・色調などがよく似ている。同一器種内では器形・大きさ・調整手法も共通するところが

多い。供献・祭祀土器としての性格をもつ土器群であり、本墳築造にあたって一括製作された可能性を窺

わせる。16は周溝外の掘削面の検出で、縄文土器と思われる。なお、東領I周溝から壺類と思われる須恵器

片が 1点出土している。小片のため図示し得なかった。

高ナ不 (1～ 7)

全体の器形を知 りうるものはないが、不部高 6 cm、 口径 16cm、 脚部高6。 5～ 8.5cm、 底径12～ 13cm程度で

ある。脚部の形態から3分類できる。

A類 (10204)脚 部が「ハ」字状に開いて、端部付近でゆるやかに外反する。 B・ C類に比べ脚部
が短い。

B類 (5)    脚部が「ハ」字状に開き、端部付近で屈曲してさらに開く。
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C類 (30607)脚 部は柱状部から屈折して裾部が開く。 7は接合部のみであるが、本類に属すると

思われる。

不部は内弯する口縁部をもち、不底部との境は鋭 くはないが明らかな稜をなす。脚部に比べ不部の形態

の変化は少なく、ほぼ同形態とみてよい。ただし、一部、不底部の稜の不明瞭なものがみられる。不部内

外面および脚部外面は非常に緻密で丁寧な縦方向のヘラミガキを施す。脚内面上部には絞 り痕が残 り、そ

れより下部は横方向のケズリが行われるが、裾部には及ばない。A類の不部と脚部の接合部外面には幅 5

～ 8 mmの範囲でタテミガキが施されない部分があり、その部分はヨコナデ痕を残す。さらに空白部分を縁

どるように、すなわちタテミガキ施行範囲を画するようにヨコミガキを 1条巡らせる。脚部と不部は脚内

に差し込まれたホゾにより接合される。ホゾの先端を指頭で押し潰した後に、一部を脚内壁に押し付け引

き下げるようになでつけて接着度を高める手法が特徴的である。さらに接合部外面に若干の粘土を補充す

る場合が多い。ホゾの上面がそのまま不底面を成すものは明確には認められず、ホゾ上を粘土板で覆って

不底面を形成するものが主体を成すようである。

小形壺 (8～ 10)

壺は相対的に大形のものと小形のものがある。10は胴部径 1lcm、 体部高8.5cm、 器厚 5～ 7 mm。 やや扁

平な球形胴をなし、頸部は強くくびれる。口縁部はその上部を欠くが、かるく外反する。底部は上げ底状

を呈する。外面は縦ないし斜め方向のヘラミガキを施し、さらに頸部に横方向のミガキを施す。内面は口

縁音Ьタテミガキ、頸部にヨコミガキ、胴部ハケナデ、頸部下に絞 り痕が認められる。 9は 10よ り頸部のく

びれが弱く、大きさと器形は類似する。外面調整はタテミガキで、口縁タテミガキの下端を画する太目の

ヨコミガキが 1条巡る。内面は、日縁部タテミガキ、頸部下に絞 り痕があり、それより下はヘラナデを行

うが粘土紐痕を残す。 8は さらに小形で、頸部から胴部中位を残すのみだが、胴部径 8 cm弱、体部高 6 cm

弱と思われる。摩耗がやや進行しているものの、外面調整はミガキ、内面はナデ。

壺 (11012)

上記の壺よりひとまわり大形の壺だが、通常、小形壺の部類に含められるものである。やや扁平な球形

胴をもつ。11は推定器高16cm弱、口径 1lcm、 胴部径 16cm、 器厚 7 mm。 口縁部は内湾して立ち上がる。頸部

は強く屈曲するものの、屈曲部外面は稜を成さず丸みを帯びている。外面および口縁部内面は細 く緻密な

縦方向のヘラミガキを施す。体部内面はヘラナデによって調整し、さらに頸部付近にヨヨナデを行う。12

は器壁が若千薄く、口縁部の内湾、頸部のくびれは強いが、ほぼ同形態といえる。調整も共通する。胴内

面上部に絞 り痕を残す。接合しないがやや上げ底状を呈する平底の底部片がある。外面ヘラミガキ、内面

はヘラナデ。

醒 (10

口縁部は、二重回縁を成し、突帯状の明瞭な段をもつ。頸部は強くくびれ、胴部はタマネギ形に近い。

底部は完存しないが丸底であろう。肩部に外から内に向けて円孔を一孔穿つ。調整は外面および内面口頸

部は丁寧なタテミガキ、胴部内面はヘラナデ。口縁端部を欠くが、推定器高15cm前後、口径10cm前後、胴

部径15.5cm。

甕 (D

「く」字状の口縁をもつ小形の甕である。胴の張 りは強い。外面および口縁部内面は縦方向のヘラミガ

キを施すが、壺・高不に比べてやや粗雑である。胴部内面は横方向のヘラナデ。

鉢 (D

口縁部が短く「く」字状に外折する小形の鉢である。屈折部は明瞭な稜をなす。調整は、体部は内外面

とも縦方向のヘラミガキ、日縁部は外面ヨヨナデ、内面ヨコミガキ。
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表40 土器観察表

図版NQ 地′点名 器種 残存率
法量 (cm)

色調 胎土 焼 成 外面調整 内面調整 備考

口径 底径 器高

西側周溝 高不 にぶい黄橙 少 良好
不:タ テミガキ 接合部:ヨ ヨナデ後ヨコミガキ
(一条)脚 :タテミガキ

不:タテミガキ 接合部:シポリ後ユビナデ
脚:ナデ後ケズリ 脚裾:ヨ ヨナデ

西側周溝 高不 不～脚 橙 少 良好
不:タテミガキ(その前に細力lい目のタテハケナデ)
接合部:ヨコナデ ヨコミガキ(一条) 脚:タテミガキ

不:タテミガキ 接治部 :シポリ
脚:ヨ コ方向ナデ ヘラケズリ

西側周溝 高不 不～脚 にぶい橙 少 良好 不～脚:タテミガキ
不上:タテミガキ 不下:ミ ガキ
接合部:シポリ ナデハケ 脚:ヘラケズリ 図示

西側周溝 高不 不～脚 脚3/4 にぶい黄橙 少 良好
不下:タテミガキ 接合部:ヨ ヨナデ ヨコミガキ
(一条)脚 :タテミガキ

不下:タテミガキ 脚上:ナデ後ケズリ
脚裾:ヨ ヨナデ 内面黒化

西側周溝 高不 脚2/3 裾1/3 橙 少 良好 脚:タ テミガキ 脚裾:ヨ コナデ後タテミガキ 脚裾:ヨ コケズリ後ヨヨナデ

西側周溝 高不 脚 にぶい黄橙 少 良好 脚:タテミガキ 接合部:空隙 lll:ヨ コケズリ

西側周溝 高不 脚柱片 にぶい黄橙 少 良好 接合部:タテミガキ

西側周溝 小形壺 1/2体 にぶい黄橙 少 良好 体:ナデ後ミガキ

西側周溝 Jヽ形壺
頸～体
頸1/3体1/2

にぶい黄橙 少 良好
頸:ヨ ヨナデ後タテミガキ後太めのヨコミガキ (一
条)体 :タテミガキ

頸:ヨ コミガキ後タテミガキ
体上:シポリロ 体:ヘラナデ 内面黒化

西側周溝 小形壺 口辺～底 にぶい橙 少 良好
口辺:タテミガキ 頸:ヨ コミガキ
体:タ テミガキ 底:赤彩痕7

口辺:タテミガキ 頸:ヨ コミガキ
体ン ケヽナデ 図示

309 西側周溝 一亜 1/2日 ～体 にぶい黄橙 少 良好 口～体:タテミガキ

西側周溝 一亜 口縁～体 にぶい黄橙 少 良好 口:ヨ ヨナデ後タテミガキ 体:タテミガキ ガキ後ヨヨナデ
体:ヘラナデ 内面黒化

西側周溝 魅 (壺 A) 1/4口 ～体
外 :にぶい黄橙
内 :にぶい黄褐

少 良好 頸上:ヨ コナデ 体:ミ ガキ ガキ 頸:ヨ ヨナデ 体:ヨ コナデ 穿孔タトか
ら内

西側周溝 甕
口 ～体

口2/3体1/4 にぶい黄橙 少 良好 口:ヨ ヨナデ後タテミガキ 体:タテミガキ 口:タテミガキ 体:ヘラナデ 図示

西側周溝 鉢 1/3日縁 橙 少 良好 口緑:ヨ ヨナデ ロ辺:タテミガキ 口緑:ヨコミガキ ロ辺:タテミガキ

調査区北側
掘削斜面 縄文深鉢 底 明赤褐 少 良好 体下:ヘ ラナデ

第 3節 風呂川古墳

5 上田市地籍図 (1日図)の調査

はじめに 今回の発掘調査開始に際して、公図には風呂川古墳所在地に略円形の土地区画が存在すること

が分かっていた。地権者の話からも、その音Ь分に以前墳丘があったことは確かであった。しかし残念なが

ら現在は削土されて、旧耕地となり、草木の繁茂する状態で墳丘の面影すらない。そこで、上田市所蔵の

地籍図を用いて、現在の状態と照らし合わせてみることとした。

旧図の入手 上田市の場合、地籍図は市役所財政部固定資産税課にて管理され、許可申請によって閲覧す

ることができる。また地籍図は明治18年～21年頃作成されたものであるが、閲覧用ファイルにはその元図

を用いている部分は少なく、昭和38年頃測量会社によって複製された図がファイルされている。また市で

は地籍図索引簿が作成されていて、小字ごとに登録番号が付され、検索は容易であった。

字風呂川全図 今回閲覧したい、上田市大字秋和字風呂川の地籍図は『小縣郡塩尻村大字秋和之内字風呂

川全図』と記された元図がそのまま保管されていた。縮尺は記載されていないが、現在の基本図と照合す

ると、約600分の 1縮尺であることが分かる。地籍図の通有、地種ごとに色分けがなされている。道は赤、

水路が青、水田が緑、畑地が黄、山林は自で示され、地種名も記されている。字風呂川は字大蔵京の南、

字宮原の北に隣接し、東西に細長い。土地利用は、宮原との地界を東西に流れる水路が字内の東惧Iで大き

く屈曲して南下している。そのため土地利用は水路沿いでは水田が多く、その周囲が畑地、山際は山林と

いった具合である。

風呂川古墳 その中で、特異な地籍は、北西隅にある千百三十番地である。方形に近い略円形の区画で、

周囲は千百廿九番地の畑地に囲まれている。白抜きであり、地種名の『塚』・『原』が二本線で消され、

『畑』に改められている。現在の2500分の 1の基本図と照合すると (図 310)、 風呂川古墳の所在地とほぼ合

致することが分かる。また鉄建公団の作成した工事用道路設計図 (500分の1)に調査した周溝と地籍図の

一部を照合すると (図 310上 )、 周溝のほぼ中央に、略円形の土地区画が当たり、墳丘の位置を示すことが

明らかになる。また地種名の『塚』・『原』はこの地籍が旧来「塚 (古墳)」 の伝承地であり、地籍図の作成

時点では「原野」となっていたと判断する。それらの二文字が二本線で消されて、『畑』と記述されてい
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第 3節 風呂川古墳

るのは、地権者が作図後に削土して、畑地として利用していたことを示しているだろう。こうしてみる

と、地籍図の作成された明治20年頃には、まだ風呂川古墳は墳丘など、古墳 (塚)と しての痕跡を残して

いたかもしれない。

6 まとめ
今回の調査は、周溝の一部のみの調査に過ぎないため、古墳の形態・構造や築成方法について考察を加

えるのは難しい。そのためここでは周溝から一括出土した土器の形態から、本墳の時代的な位置付けを試

みたい。

本墳の土器が 3期区分による古墳時代中期に属することは異論のないところであろう。本来なら、上小

地方の当該期土器の型式学的変遷を整理し時期設定を行った上で、編年的位置付けを試みるのが妥当な手

続であろう。しかし上小地方においては、資料が少なくそれが叶い難い現状にある。そこで、おもに善光

寺平における編年と対比することによって、風呂川古墳の土器群を位置付けてみたい。

土口将軍塚古墳の高不の検討の中で青木和明氏は、善光寺平における古墳時代中期の高不は、篠ノ井型

を祖型とし、駒沢型にみられる日縁部外反・長脚形態から、四ツ屋・浅川型を経て地附山型の口縁部内湾

・短脚形態に至る型式変遷を示し、土口型を駒沢型と四ツ屋型の中間位置に置いている (青木1987)。 この

枠組みに本墳の高不を当てはめると、口縁部が内湾する′点において駒沢型に後出し、不底部と口縁部の境

が稜をもつ点において浅川型に先行すると考える。更に風呂川B類の脚部が短小化傾向を示していない点

は四ツ屋・浅川型より先行的な要素といえよう。以上のことから、本墳の高不を駒沢型と四ツ屋型の中間

に位置づけたい。また土口型と本墳を比較した場合、外反ないし外反気味の口縁部、長い形態の脚部とい

った点から土口型が先行的である。

なお青木氏は四ツ屋・浅川型にT K216～ 208型式、駒沢型にはT K73型式を併行させ、さらに、土口型

がT K73型式に遡る可能性も指摘している。とすれば、本墳の高不はT K216型式に併行させるのが妥当

となろう。

次に本村東沖遺跡の古墳時代中期以降の土師器を整理した千野浩氏は、浅川扇状地遺跡群出土資料を中

心に当該期における編年を示した (千野1993)。 それと比較すると本墳の土器は、柱状の脚部をもつ高不と

「ハ」字状に開く脚部の高不が共存しかつ不部口縁部が内湾する′点、小型丸底土器がみられない点、 (須恵

器を伴う可能性がある点)、 からみて 4段階に最も適合する。ただし、千野氏があげた4段階の資料をみ

ると、高不口縁部の内湾化が風呂川に比べて進行しているものが大部分を占めていて、本墳の高不は4段

階の中でもより古相を示していると理解したい。内面黒色処理土器を伴わない点もそれを支持する要素で

あろう。 3段階にはT K73型式の須恵器が伴い、 4段階にはT K208型式が共伴する。風呂川古墳の土器

がT K216型式期に併行する可能性は高いと考える。

なお須恵器諸型式の実年代比定には諸説あるが、ガヽ山田宏一氏の説 (小山田1996)に 従えば、風呂川古墳

出土土器群の年代は5世紀第2四半期となる。

ところで前述した風呂川古墳出土と考えられている直刀は明らかに6～ 7世紀のものであり、上記の年

代観と大きく食い違う。かつて周辺に存在した後期古墳から出土したものが、誤って伝えられたと考えざ

るを得ない。

一-459-一



第 3章 調  査

引用・参考文献

青木和明 1987「土口将軍塚古墳出土土師器の編年的位置」『土口将軍塚古墳』長野市・更埴市教育委員会

小山田宏- 1996「近畿地方暦年代の再整理」『考古学と実年代』第40回埋蔵文化財研究集会発表要旨集

海津一朗 1993「 II村落調査の基礎E地誌・地名l171地名の調べ方」『日本村落史講座 9 特論』雄山出版閣

小林秀夫 1997「千曲川流域における古墳の動向」『長野県考古学会誌』82号 長野県考古学会

坂井美嗣 1990『塚原古墳群 他』東部町教育委員会

塩入秀敏 1995「上田小県地方出土の直刀」『上田小県誌』第六巻 歴史編上 (一)考古 第六章古墳時代の文化第二節武器 0武具

小縣郡役所 1922「第六部 高塚遺跡」『小縣郡史』

千野浩 1993「本村東沖遺跡における古墳時代中期以降の土師器編年について」『本村東沖遺跡』長野市教育委員会

常木晃他 1984「千曲川上流域における古墳の実測調査」『信濃』36-11

常木晃他 1986「上田市秋和八幡大蔵京古墳の実測調査」『信濃』38-4

長野県考古学会古墳時代研究部会 1993「科野における古墳出現期研究の現状と課題」『長野県考古学会誌』69070号 長野県考古

学会

長野県史刊行会 1981「上田市」『長野県史 考古資料編』全 1巻 (1)遺跡地名表 194ページ

林和男 1986「柿の本遺跡」『上小考古』No.21 上小考古学研究会

若林卓 1994「東平古墳群」『長野県埋蔵文化財センター年報』10

若林卓 1995「東平古墳群」『長野県埋蔵文化財センター年報』11

一-460-



第 4節 弥勒堂遺跡

み ろくどう い せき

第 4節 弥勒堂遺跡

1 遺跡の概観
弥勒堂遺跡は、上田市下塩尻地籍、虚空蔵山 (1,067m)南側山麓の斜面地形から千曲川低位段丘面まで

広がる。上田市遺跡分布図では平安時代の遺物包蔵地として周知されている。

本調査範囲は上田市大字下塩尻字越畑1044番地を中心とした、虚空蔵山山麓の崖錐地形の斜面上に立地

する (図 311)。 この斜面地形は谷地形の裾部に形成され、10m程の段丘崖で千曲川低位段丘面と画されて

いる。厚い堆積物の下から、平安時代以降の遺物や遺構が検出された。調査地′点では標高436～ 439m、 千

曲川からの比高差約20mを測る。

427.80m

／
＼
＼
／

輌
∠
昭
一

平成 5年度試掘 トレンチ層序区分 (Tl～ 丁 6)
I :    (耕 作土、基本層序の I層 と対応)
2 :灰色土  (砂質土と粘質土が混在、酸化鉄集積)
3A:青灰色土 針占質土)
3B:灰色土  (粘質土)
3C:黒灰色土 針占質土)
4 :灰色土  (砂層)
5 :茶褐色土 (粘土、ヨシ科植物の遺存体を含む泥炭質)
6 :黒褐色土 (粘土、ヨシ科植物の遺存体を合む泥炭質)

図311 調査範囲と新幹線路線 (ア ミ部分は試掘 トレンチ)
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2 調査 の経過 と概要
調査の端緒 平成 4(1992)年 2月 、新幹線五里ケ峯 トンネルの上田側坑外施設の建設の際、用地が弥勒
堂遺跡にかかることが明らかになる。工事の工程上、施設建設は急を要し、遺跡の確認調査も早急に行わ

れる必要があった。そこで鉄建公団から県教委に確認調査の依頼があった。県教委としては調査の緊急性

から、直ちに対応しやすい埋文センターに調査要請を行った。当時、上田調査事務所は同年 4月 開所の準

備段階であり、調査を担当することは不可能であったため、長野調査事務所が対応することとなった。

確認調査 同年 2月 17日 から20日 まで、 トレンチ調査を実施する。用地内に斜面に沿ってトレンチを10本
設定したところ、耕作土下には 2m程砂礫層が堆積しているものの、その下に土壌化した黒色土が検出さ
れた。この黒色土内からは古代の土器などの遺物が出土し、また遺構らしき痕跡が見つかった。この結果

から用地範囲の地中に古代の集落跡が包蔵されていることが予想され、本調査の実施が必要となった。そ

こで埋文センターでは、鉄建公団や上田市と現地で協議した後、 3月 から本調査に入ることとした。

本調査 同年 3月 2日 ～ 4月 14日 の延べ29日 、本調査を実施した。調査には調査研究員 4名が当たり、中
旬から作業員16名 が加わった。まず重機で遺物包含層まで掘削し、徐々に調査面を下げながら遺物の採集

と遺構の検出を行う。しかし崖錐を形成する堆積土が厚 く遺跡を覆い、遺構検出は難行した。特に検出面

は同時期でも重複していて、最後まで不安定であった。また遺構も調査 日程の後半に集中して検出され、

急遠長野と上田の両調査事務所から複数回に分けて計21名の調査研究員の協力を得た。その後、降雪など

の初春の変わりやすい天候にも悩まされたが、 4月 14日 に全調査を終了した。

調査方法 基本的に面的調査を行った。しかし遺構検出面が不安定な′点と期間の点から、埋文センターで
常用されるグリッド法は用いず、遺構や トレンチ毎に必要な単′貞 (ポイント)を 打設して、そこからの測

量図化という形式を採った。なお単点と各遺構の外形線は空中測量から図化し、整理作業で照合 した後、

正規のグリッド (8mメ ッシュ)も 図上に画した。

平成 5年度確認調査 新幹線路線内について、平成 5年12月 20021日 に試掘調査を行った (図 311)。 調査
地′点は本調査地′点南側、段丘崖下の千曲川低位段丘面にあたり、現在は水田と宅地に利用されている。標

高426.8～ 427.8m。 調査は用地買収の済んだ土地に路線に沿って 6本の トレンチを設定し、重機で掘削し

た。 トレンチ壁の土層観察によると、 I層は現水田層であり、 2層がそれに伴う酸化鉄の集積層にあた
る。その下の 3層は粘質土であり、色調の違いから上より順に 3A(青灰色)、 3B(灰色)、 3C(黒灰色)
と細分した。 3層の深度は地表下 lm前後である。また 4層 は砂層で、部分的に堆積し、最下の 506層
は泥炭層で厚 く堆積している。泥炭層の性状は粘質土にヨシ科植物の遺存体を含んでいる状態で、主に色

調の差から分層した。地表下 2m以下まで掘削したが、次層や基盤層は検出できなかった。
この試掘調査では遺構、遺物は全 く検出されていない。このため、今回で埋蔵文化財調査は終了した。

調査日誌抄

平成 4年

2月 17日 現地確認、重機稼働打ち合わせ
19日 確認調査開始。 トレンチ掘削。遺物採集、遺構検出。
20日  遺構分布範囲を確定する。本調査打合わせ
3月 2日 本調査開始。表土を重機で掘削。
9日 作業員勤務開始。開始式。
11日  SBC信 越放送取材。
13日 塩尻小学校 3学年見学。
17日 遺構調査本格化。平安時代の集落跡と中世の土墳墓。
塩尻小学校 4学年見学。

18日 降雪。作業休止。
27日  空中測量、空中撮影実施。
29日  地元地区対象の現地説明会。
4月 1日  長野調査事務所から調査研究員応援開始。遺構実測の

能率上がる。

7日 現調査面下を重機掘削。もう1面検出面を確認。
平安時代の鍛冶遺構を検出。堆積土は短期間の崩土と

理解。

13日  ポイントの光波測量実施。
14日 調査終了。機材撤収。
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3 基本土層
土層堆積図は、主に調査区西壁と北壁で作成されている。 I層 (耕作土)以下は、崖錐 という堆積地形

のため、角礫その他大小の粒径の物質が共存する崩土の堆積であり、非常に不安定である。そのため分層

された I～Ⅵ層の全てが壁面に現れていない。また土層の分層や対比は、遺構の調査と平行して行われて

いるが、それらを明瞭に示す図化資料はない。

以下に各土層の性状を記す。

I層は畑地耕作土であり、堆積状態は地形の傾斜と同じく南に傾いている。Ⅱ層は褐色土であり、小角

礫を多く含んでいる。層厚は山側から段丘面に向かって徐々に薄 くなる。Ⅲ層は黒褐色土で、土壌化して

いる。層厚は薄いが、遺跡全体を覆っている。各時期の遺物を多く包含する遺物包含層で、この層中で検

出される遺構もあることから、生活面が存在していた可能性がある。Ⅳ層は褐色土であり、角礫を含み、

あまり土壌化していない。Ⅳ層上面は、遺跡北側の傾斜上部では遺構検出面に相当する。V層は黒褐色土

に土壌化していて、地形の上部ほど厚 く堆積して、下部の緩斜面ではⅢ層黒褐色土と混合すると思われ

る。Ⅵ層は砂 と粘土で構成され、その構成割合から砂の多い上部をⅥ a層 (暗褐色土)、 粘土の多い下部を

Ⅵ b層 (黄色土)と 分ける。この層は上部の層の堆積と傾斜が異なり、比較的水平に近い。またⅥ層上面

は、地形傾斜下部では遺構検出面に相当する。VII層 は黄色土で、砂質の度合いが高い。Ⅵ層と同じく水平

に近い堆積で、ラミナ状に粘土が含まれている。

この各層の性状から I～ V層が崖錐を形成する崩土やそれらが土壌化した堆積土と考えられ、その下の

Ⅵ、VⅡ層は、水平な堆積で、砂質に富むことから、崖錐形成前の流水に伴う堆積物と推測される。

A バ
一

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
・

:現表土 (耕作土)
:褐色土

:黒褐色土 (遺物包合層)
:褐色土

V :黒褐色土
Ⅵa:暗褐色土 儲占土を含む)
Ⅵb:黄色土 (粘土層、砂を含む)
ⅥI :黄色土 (砂質土層、黒色粘土がラミナ状に堆積する)

図312 基本土層

(1:250)
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第 4節 弥勒堂遺跡

4 遺構 と遺物
遺構は平安時代の竪穴住居跡 4軒、そのうち鍛冶工房跡 1軒、土坑は時期を分けずに237基、そのうち

土疲墓 4基である。このほか自然流路跡が 1筋検出されている。また縄文時代から平安時代までの遺物が

Ⅲ層の遺物包含層を中心に出土している。

(1)平安時代以降の遺構と遺物

ア 住居跡
1号住居跡 (図 314、 P Llll)位 置 F-15、 G-11

検 出 調査区西側の南端において、Ⅵ層の暗褐色土上面にて、方形を呈する黒褐色土の陥ち込みとして
検出する。覆土は薄 く判然 としないが、自然埋没 と考えられる。自然流路 を切 る。また158～ 160、

162～ 172坑に切られる。

構 造 平面形態はほぼ方形であり、3。 52× 3.48mを 測る。床面積11.85r。 壁面は南辺がはっきりしな
いが、ほぼ垂直に掘 り込まれ、深さ25cm程 を測る。床面は掘 り込み面が堅く締まるが、貼り床ではない。

床面標高436.45m。 ピットは10基検出され、そのうち主柱穴はP1040608の 4本柱で、やや不正な
方形配列を成している。またP2は カマ ド右の住居南東隅にあり、覆土に灰や炭ブロック、焼土などが混

入することから、カマ ドに関係すると考えられる。

カマ ド 西壁中央のやや右寄りに 1基付設される。両袖は角礫を芯材として、それを粘性土で固めている
状況である。角礫の一部は使用時のまま据えられていて、残 りはカマ ド内やその周辺に散舌Lしている。支

脚石も角礫で、燃焼部中央に据えられて残っている。火床は支脚石の手前に広がり、非常に強く被熱した

状態で、平面は楕円形で住居床面より低い。煙道部はない。カマ ドの両傾Iは床面より高く、特に右側は敢

えてカマ ド構築土同様の土を盛って固めたように高まる。これはカマ ド脇の何らかの施設の残存とも考え

られる。カマ ドの構築方法は、袖部と燃焼部を掘 り込み、さらにその中央に支脚石を据える小穴を穿ち、

袖と支脚に礫を立て、それを粘性のある土で固めている。

遺 物 カマ ド中心に出土するが、数は少ない。カマ ド内からは土師器不 (1)、 内黒不 (2)が出土して
いる。いずれも回径13cm程で、底部回転糸切 りである。また覆土内から北信型の甕 (3)と 、砥石 (4)

が出土する。 3は 口縁部に最大径を持ち、口縁部の屈曲の弱い器形で、体部は直線的である。 4は偏平な

風化した安山岩の転石の両面を用いている。両面とも滑らかで、擦 り痕 (研ぎ痕)は 多方向に残る。

時 期 土器の様相から、平安時代10世紀前葉と考える。

2号住居跡  「イ 鍛冶工房跡」として後に記す。

3号住居跡 (図 315) 位置 F-304

検 出 Ⅵ層上面まで重機で掘 り下げた際、調査区北壁の東隅付近から、古代土器片と縄文後期土器片が

集中して出土する。再検出したところ、暗褐色の陥ち込みが検出され、規模や形状などから古代の住居跡

と判断した。なお縄文土器 (遺構外-5)は掘り方覆土内に紛れ込んだものと考えられる。壁面の土層観察
では、基本土層Ⅱ・Ⅲ層下から遺構の掘 り込みが始まり、その覆土は単層で炭化物を僅かに含む、暗褐色

土である。また隣接する102坑は先行して調査され、結果的に 1坑が本跡を切っている。
構 造 平面形態は不整な隅丸方形と推定される。東西幅は現存で4.68mを測る。壁は比較的垂直に掘 り
込まれて、深さ60cm程 と深い。床面はほぼ水平で、掘 り方を持つ東側では貼り床となる。床面標高437.90

m。 床面上に炉やカマ ド、ピット等は認められない。掘 り方は住居西側にあり、床面から10cm程低い位置

にほぼ平坦に広がる。掘り方底面には14基程の小ピットがあるが、その性格は不明である。
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AL=436.80

1:黒褐色土 (シルト質土、砂礫含む)
2:暗褐色土 (カ マド覆土、 1層土に焼土含む)
3:灰黄褐色土 (カマド覆土t灰・炭・焼土多く合む)
4:黒褐色土 (カマド覆土、灰層)
5:暗褐色土 (1層土に灰・炭・焼土混じる)
6:にぶい黄褐色土 鉢占性土)
7:褐色土 休占1生土、堅くしまる)
8:暗赤褐色土 (カマド火床)
9:褐色土 (カ マド袖構築材、粘性土と砂礫土が混ざる

堅くしまる)
10:暗褐色土 (カマド袖構築礫下層、粘性をもつ)

カマ ド掘 り方

0   (1 :80)   2m

―日
ｒ
ｒ
＝
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ロ
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、

0  (1:4)  10 cm o(1三 3)5cm

DL=43670

0  (1:40)  lm

図314 1号住居跡
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0  (1:80)  2m

第 4節 弥勒堂遺跡

:黒褐色土 (砂質シルト、風化礫
・炭を含む)

:暗褐色土 (掘 り方埋土、砂礫混
じりのシルト、炭含む)

:暗褐色土 (掘 り方埋土、砂礫混じ

りのシルト、炭僅か合む)

|

0 (t:4) 10cm
f---T---

ｏ
ぶ

零

＝
口
劇

Ч

図315 3号住居跡

遺 物 覆土内から、内黒不 (1～ 4)と 、内黒の皿か婉の高台部分 (5)が出土している。 1は 内面に暗
文風の ミガキが施されている。不の法量は 1～ 3の小型 (口径平均13.9cm)と 、 4の大型 (口径18。 Ocm)に分

けら才Lる 。

時 期 不の様相から平安時代 9世紀後葉～10世紀前葉 とする。

4号住居跡 位置 F-13

検 出 調査区南西隅に排水路を掘削した際、その壁面に陥ち込みが確認され、断面観察の結果から住居
跡とする。掘 り込み面はⅢ層中である。また覆土はⅢ層同質土と、その下に炭を僅かに含む暗褐色粘質土

の 2層が認められる。重複関係はない。

構 造 平面形態は断面のみの調査で不明である。壁面は垂直気味に掘 り込まれ、壁高は40cmを測る。ま
た床面は平坦で、貼り床ではない様子である。床面標高434。 80m。 炉やカマ ドは検出されない。

遺 物 覆土から土師器片が採集されている。
時 期 土師器片が出土している′点から、他の住居跡と同様の平安時代中頃と考えたい。

床下 (掘 り方)

。O oi´
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第 3章 調

イ 鍛冶工房跡
2号住居跡は、カマ ドを持たず、鍛冶炉を備えた竪穴状遺構である。特殊な鍛冶関連施設や遺物が検出

されているため、鍛冶工房跡として所見をまとめたい。なお、本跡出土の鍛冶関連遺物の分析結果は後出

「付章第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物および鉄製品の分析・調査」にまとめられている。

2号住居跡 (図 3160317・ 318、 P Ll12)位 置 G-102

検 出 Ⅳ層上面まで掘 り下げたところ、炭化物を多く含み、礫をほとんど含まない部分が検出される。

平面精査の結果、長方形の陥ち込みが見つかり、住居跡と判断して調査を進める。床面付近の覆土は礫の

混入が極端に少なく、人為埋没と考えられるが、上部は自然埋没と思われる。従って本跡機能の停止後、

人為的に埋戻して、ある程度埋めた段階で放棄して、その後自然埋没していった過程が考えられる。直接

の重複関係はないが、本跡より検出面の高い12坑に平面的には切られている。

構 造 平面形態は長方形で、長軸がほぼ北を向く。カマ ドはない。南側は遺構の遺存状態が悪い。規模
は4。 58× 3.84mを 測 り、床面積は16。 70m2。 壁は残 りの良い北側では深さが24cmあ り、急角度に掘 り込ま

れている。床は貼り床で堅緻であり、部分的に焼土や炭化物が広がる。特に鍛冶炉北側の北壁付近は炭化

物が集中する。床面標高436.50m。 ピットは床面で14基、床下で 9基検出されている。床面では住居中央

から北側にピットが集中して、一部のピットは重複して掘られている。主柱穴ははっきりしないが壁柱穴

として、西壁の 3基が相当すると考えられ、形状からP5も 柱穴の可能性がある。床下のビットは住居中

央やや北側から、西壁に向かって真直ぐ連続して検出され、特に床面中央で確認される角礫の集中地点の

下には 3基のビットがある。

鍛冶炉 住居北壁寄 りの、主軸よりやや東にずれる位置に 1基付設される。床面を掘 り込んだ地床炉であ

り、平面形態は東西に長軸を持つ楕円形で、規模は24× 30cmを測る。深さは 8 cmと 浅 く、底面はよく被熱

している。炉上部には炉壁など構築物は残っていない。

鍛冶工房跡の調査方法

本跡は遺構検出から炭化物や鉄滓類が出土しているため、屋内鍛冶施設、いわゆる鍛冶工房 としての竪

穴遺構と予想して調査を行った。

鍛冶工房跡では通常、土器片や鉄滓、輔羽口、木炭といった目に見える遺物以外に、鍛造景J片 (金肌)

や粒状滓 (湯玉)に代表される微細な鍛冶関連遺物が覆土内に包括されている。現在の調査研究法ではこ

れらの微細遺物の採集には覆土毎取り上げて、整理作業で土の水洗、磁着選別を繰 り返し行う方法が有効

とされている。また、栃木県金山遺跡などでは更に詳細な方法として、床面全体を小グリッドで区切 り、

覆土を分割して取り上げて、遺物の分布を明確にした結果と、遺構の構造所見とを合わせて、鍛冶工程の

段階と作業場としての空間配置を明らかにする方法も試みられている (栃木県教委1995)。

本跡では調査に時間的制約があるため、遺構覆土では分層毎に日に見える遺物を取り上げ、土自体は採

集していない。床面で検出された鍛冶炉やピットの覆土については、目に見える遺物の取り上げと別に土

嚢袋 1袋ずつ (約 7,000～ 15,OoO g)を基本として覆土を採集している。なお採集上量は鍛冶炉では1,790g、

P llでは32,390gと いった具合に施設の法量に応じて幅を持つ。

出土遺物

土 器 日常用いる食器類も出土している (図 316、 表40。 その種類は須恵器不、内黒不、土師器不、内黒

婉、小型甕、甕、須恵器甕、灰釉陶器の婉や皿、壺の小片と、一般の住居跡と変わらず多彩である。出土

位置は覆土が主であるが、施設内の出土状況では、P204か ら内黒不、P3か ら内黒不・婉、 P406

から小型の甕、特に鍛冶炉から甕が出土している。この状況から、本跡はカマ ドを持たないが、居住空間

一-468-一
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黒褐色土 (2層 土に似る、炭化物多い)

黒褐色土 (風化礫含む)

黒褐色土 (風化礫やや合む)

黒褐色土 (粘性シルト、炭化物多く合む)
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黒褐色土 (礫合む、風化礫やや少ない)

第 4節 弥勒堂遺跡

I L=43660

0  (1:80)  2m
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暗褐色土 (砂質土、炭僅かあり)

黒褐色土 (砂質土、炭ややあり)

黒褐色土 (やや粘性をもつ砂質土、風化礫・炭僅かあり)

暗褐色土 (1層 土に近似する)

にぶい赤褐色土 (焼土層)

(粘 1生土)

黒褐色土 (シルト質土、風化礫多)

黒色土 (炭化物層)
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第 4節 弥勒堂遺跡
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(1:3)

図318 2号住居跡 (3)

としても利用 していたと考えられ、更に炉を煮炊きにも併用 していた可能性を持っている。

主な土器の特徴 をまとめると、須恵器不 (1)は浅 く開 く器形で、軟質な焼成である。土師器不 (2・

3)は ロクロ成形で、内面調整は回転ヘラナデ後の放射状ヘラミガキが残る。内黒不 (4～ 7)は 口径13cm

前後で内面にタテミガキが残る。特に 7に は二重の暗文風 ミガキがある。内黒婉 (8)も 内面にタテ ミガ

キが密に残っている。須恵器甕 (9)は軟質な焼成である。土師器のロクロ甕 (11・ 12)に は大小の法量差

があり、11は小形で口縁部が直線的に開き、平底の器形で、外面 と口縁部内面にカキロ調整が顕著であ

る。12は大形で砲弾形を成し、体部上半に最大径を持つ、いわゆる北信系の甕である。また広口で口縁部

に最大径を持つ、寸胴な甕 (10)も ある。灰釉陶器婉は小片で図化できないが、光ケ丘 1号窯式 と考えら

れる。

動物骨 覆± 1層からイノシシ (ブタ)の上顎骨、 2層からニホンジカの中手骨、 P3内からウマの歯や

撓骨、 P6内から種不明の動物の肋骨片が出土している。

鍛冶関連遺物

羽 口 (図 317、 表48、 P Ll12)遺跡全体で10イ団体以上 (807.84g)出 土し、そのうち 9個体 (722.20g)が

本跡から出土している。

いずれも酸化炎焼成で作られ、破片で出土している。図化できる資料は 4点あり、P2か ら1点 (13)、
P4か ら 1点 (14)、 覆土から 1点 (19、 覆± 2層から 1点 (試料No.11)である。胎土は全体に級密で、
一部には l cm程のスサを含んでいる。また調整はナデが基本で、ユビナデが観察できる資料もある。孔部
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は先端から基部まで径の差異はほとんどなく、口径は復元計測できるもので、2.0～ 2.8cmを 測 り、平均

2。 4cmである。体部は先端部から基部へ向かって徐々に太 くなる形状で、各資料の外径は6.6～ 8.8cmと 個

体差がある。13014は先端部が残り、どちらも使用による二次被熱を強く受けて、溶解している様子が観

察できる。特に13は滓化した溶解部分が下方に垂れている。 2点 とも被熱の状況から使用回数は 1回ずつ

と判断され、使用角度は13が -12°、14が -4° と比較的水平に近い状態で鍛冶炉に据えられていたと考え

られる。

また試料No.11の分析結果では、この羽回の耐火度は約1,040℃ であり、先端部に付着した鉄滓には金

属鉄が存在していた可能性を示している。またその鉄滓は鍛冶滓と推定されるため、鍛冶炉用の羽口と考

えられる。

鉄滓類 (図 317・ 318、 表47、 P Ll12)本 遺跡から出土した鉄滓類はいずれも鍛冶業から排出された「鍛冶

滓」である。遺跡全体の出土総重量4,423。 44gの うち、本跡出土重量は3,736.60gである。

それらを形状などから分けると椀形鍛冶滓、不定形鍛冶滓、鍛造景J片、粒状滓である。椀形鍛冶滓は鍛

冶炉の炉底や木炭層中に溶解した滓や半溶解の鉄が上下に重層して椀形に形成されたもので、上面が平坦

である。今回は更にメタルチェッカー
註1に てH反応以上の高反応を示したものを「含鉄椀形鍛冶滓」とし

て区別する。不定形鍛冶滓は、椀形鍛冶滓の構造によく似て、その端部や砕片である場合が多いが、明確

に形状分類できない滓全般を呼ぶ。そのなかには羽口や炉壁などが溶解して光沢を持って飴状になる滓も

ある。なお不定形滓は製鉄業の各工程から排出されるが、本跡には製錬業に伴う滓は出土していない。鍛

造余J片は「スケール」や「金肌」とも呼ばれる、鍛錬鍛冶の工程で鉄素材から争J離する薄い酸化鉄の被膜

である。また粒状滓は「湯玉」とも呼ばれ、鍛錬鍛冶の前半段階に、炉内で赤熱状態にした鉄素材の酸化

と目減 りを抑えるために、表面に塗布する粘土汁と鉄の酸化物が反応して、素材の鍛打の際飛散して球状

に冷え固まった遺物である。

椀形鍛冶滓・含鉄椀形鍛冶滓 遺跡全体の椀形鍛冶滓の出土総重量は1,876.32g(そ のうち含鉄椀形鍛冶滓
383.45g)で、本跡から1,271.07g(109。 40g)出土している。

椀形鍛冶滓には大形のもの (220300試料No.1)と 中形のもの (290試料No.2・ 3)がある。そのうち含

鉄椀形鍛冶滓 (29・ 30は、見かけでは他の椀形鍛冶滓と区別しにくいが、重量感があり、部分的にメタ

ル度が高い状況を示している。

また椀形鍛冶滓は完形の状態よりも、割れて接合できる滓 (30)や破面を持つ滓が多い。24は 中型の椀

形鍛冶滓が、側面全体を小割 りされている。このことは、椀形鍛冶滓中に半溶解して落ち込んだ金属鉄

を、もう一度鉄素材として利用するために、滓を打ち欠くという作業を想定させる。試料の分析による

と、No。 1は鍛錬鍛冶滓とされ、No。 2は精練鍛冶滓の可能性が高い。とすれば、鍛冶工程は精練鍛冶か

ら鍛錬鍛冶まで継続して操業されていたとも考えられる。

不定形鍛冶滓 飴状に光沢を持つ滓 (23027)は非常に軽量で、まさに不定形で形成時の天地を捉えにく
い滓である。また27は一部羽口先端部が付着している部分 (図 318の斜線トーン範囲)があり、炉壁寄 りの羽

日付近で、炉壁や羽口が溶解して形成されたことが分かる。25026は板状の鉄滓で、形状からの印象は鍛

造景J片の大型品である。上面は平滑で、下面はざらざらした質感で起伏がある。鍛造景J片 も鍛打された側

が平滑で、鉄素材から景J離 した側は凹凸があるため、この滓も何らかの鍛打時に形成された可能性があ

る。28の不定形鍛冶滓には全面に粒状滓が 5点ほど付着している。これはこの滓がまだ熱を含んでいる状

態で、粒状滓が散布している場所に排出されたことを示しているだろう。
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鍛造剥片 (表41)総重量279。 74g採集された。

通常鍛造景J片は作業工程が進む程薄 くなり、色調も黒色から灰色 (鉛色)に変わるとされている。本跡

の鍛造争J片 も選別ふるいのメッシュを 5段階に分けた結果、最大のメッシュ 4 mm以上では形状は茶褐色で

景J離面が凹凸を持っているものが主体で、厚さは平均0.355mmと 、最大である。それから小さくなるにし

たがって薄 くなり、最小メッシュ0。 5mm～ 1.Ommでは形状は鉛色に光沢を持ち、両面とも平滑である。厚さ

は平均0.135mmと 最小を示している。厚さの変化は 3類 と4類の間が最も大きい。また算出したイ団体数の

割合は小さくなるにしたがって増し、 5類は全体の21.0%、 6類は全体の72.2%を 占めている。

粒状滓 (表42)総重量33.18g採集された。

鍛造景J片同様に選別ふるいのメッシュを用いると6段階に分けられる。メッシュ 4 mm以上では、光沢の

ない鉛色や赤褐色で、完全な球形のものはなく、平面楕円形や涙滴状の形が多い。サイズが小さくなるに

従って、色調は黒っぽ くなり、形状 も球形に近づ く。最小のメッシュ0。 4mm以下では光沢のない黒鉛色

でほぼ球形に共通している。また算出したイ団体数の割合では 6類が全体の30。 7%、 7類が63.9%を 占める。

試料No。 7の分析では、精練と鍛錬の鍛冶工程で発生した粒状滓の混合物の可能性が高い結果が出ている。

表41 鍛造剥片計測表

類 大 きさ 厚 さ 平均厚さ 出土総重量(g) 個体数 割合

7.1mm-

4.1-7.Omm 0。 1-1.2mm 0.49mm 9。 48 0.1%

2.1-4.Omm 0.1^ψ O.7mm 0.31mm 45.36 4,697 1.9%

1.6-2.Omm 0.1-0.3mm 0.16mm 47.34 12,029 4.8%

1.1´-1.5mm 0.05-0.3mm 0.14mm 69.66 52,668 21.0%

0.5´-1.Omm 0.05-0.2mm 0。 1lmm 107.90 180,940 72.2%

-0.4mm

総計 279.74 250,460

表42 粒状滓計測表

類 直径 出土総重量(g) 個体数 割合

7. 1mm -
4.1-7.Omm 10.31 0.1%

2.1^-4.Omm 11.03 628 1.4%

1.6-2.Omm 553 1.2%

1.1-1.5mm 3.89 1,206 2.7%

0.5^-1.Omm 3.53 13,873 30.7%

- 0.4mm 28,865 63.9%

総計 33.18 45,166

鉄塊系遺物 (17～ 21・ 試料No.4～ 6)遺跡全体で出土量は21点 (104.76g)あ り、本跡出土量は20′点 (78.49
g)である。

鍛冶滓としてまとめられたものから、メタルチェッカーに高反応を示す遺物を抽出したものが「鉄塊系

遺物」である。外部には滓や酸化土砂などを付着していて、一見すると小鉄滓であるが、ガヽ型であるが重

量感があり、内部には金属鉄の小塊を包括している。内部の鉄の銹化膨張に伴う放射割れや黒錆の吹き出

しなどの外見的特徴も示している。不定形で肉眼観察では鍛冶加工の有無は分からない。

分析結果では、試料No。 406は鍛冶加工を受けたと推定されるものであり、試料No.5は炭素をほと

んど存在せず 係屯鉄に近い)、 鍛冶加工を受けていないと推定される。この結果から試料No.5は 、鉄素材

として製錬遺跡から持ち込まれた「製錬鉄塊系遺物」の可能性がある。

砥石 (図 317、 表45、 P Ll12)1点出土している。灰色の凝灰岩製で、角柱状を呈する。長軸の一端が欠損

するが、完形では長さが倍以上あると考えられる。破面以外は、全て砥面に利用されている。

鍛冶関連遺物の出土状況 各遺物の重量を用いて、施設毎の出土割合を求めた (図 319)。 遺物の重量には

調査時に各施設毎に取り上げた遺物とサンプル土中から採集した遺物を合わせている。これによると、い

ずれの遺物もP3か ら集中的に出土していることが分かる。微細な鍛造景J片や粒状滓もサンプル土重量の

比を大きく越えて大半がP3か ら出土している。P3は鍛冶炉右の工房跡東壁際にある略楕円形のピット

である。規模は94× 82cm、 深さ27cmを測る。鍛冶炉同様に長軸方向を東西に持つ。底部は比較的平坦で、
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サ ン プ ル 土 害」 合 輔 羽 □ 出 土 割 合 :

その他
ピット12

その他    鍛始炉
7250  1790 ピット3

鋤 評

ピット4

ピット4

ピット9

487.9

ビット3

14890

ピット8 13220    ビット6
ピット7

〔鉄 塊 系 遺 物 出 土 書」合 )

ピット4     鋼脱劉戸

7.76   0

ピット3

鍛 造 剥 片 出 土 害」合

鋤 舗

鍛 冶 滓 出 土 量

その他

鋤 舗

粒 状 滓 出 土 害」 合

師

ピット3                              ビット3

図319 2号住居跡 鍛冶関連遺物出土割合

底面付近の覆土 (11層 )は炭化物層と捉えられるほど、炭化物が集中している。鍛冶関連遺物もこの炭化

物層から集中的に出土している。

30の含鉄椀形鍛冶滓は自然流路跡の上流部から出土している。工房跡の操業時に排滓を流路に投げ込ん

だ可能性がある。

時 期 土器の様相からすると、所属時期は10世紀前葉と考えられる。
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鍛冶工房 としての性格

これまでの所見から、この工房跡の性格を推察する。

施設としては、小型の鍛冶炉を 1基付設し、炉の周囲には大小のビットが重なる。ピットには柱穴以外

に、工人が鍛錬する際に入る作業場、排滓坑など、鍛冶業のための機能を持つことが予想される。

遺物では、まず土器が一定量出土していて、居住空間としての利用もあったとも考えられる。特に炉内

からの甕の出土は、炉の利用が鍛冶炉と煮炊き炉の両用であったという推測ができる。また鍛冶関連遺物

は鍛冶炉周辺、特にP3底部炭化物層から集中して出土している。これは、P3が鍛冶業に深く関わる施

設であることを示し、底部から集中する点から、操業時にピットが開口していて、炉内や周辺から排出す

る燃え炭かすや鉄滓類を一旦捨て集める「排滓坑」の性格が強いと思われる。

分析結果からは、この工房跡は鍛冶業専門の操業を行い、鍛錬鍛冶を中心として、精練鍛冶段階も合わ

せて行っていたと考えられる。また鉄素材は別の製錬遺跡から小鉄児 (製錬鉄児系遺物)の状態で持ち込ま

れた可能性を示している。なお鉄原料が砂鉄か鉱石か明らかにできていない。

このほかに本跡は動物骨の出土が集中する特徴がある。単なる食用ののちの廃棄か、鍛冶業に伴う遺物

なのかは不明であるが興味深い。

ウ 土坑
土坑は237基検出されている。そのうち 4基は埋葬人骨を伴う土墳墓である (後出 :工 土疲墓)。 分布を

みると、大形の土坑は調査区北側の比較的斜面の急な部分に広がっている。また小形の土坑は南側の緩斜

面の範囲に密集する傾向にある。ここでは形状や遺物の特徴的な土坑を取り上げる。

1号土坑 (図 320、 P Ll13)位 置 F-4

検 出 Ⅳ層上面にて、黒褐色土の陥ち込みとして検出。

る。覆土は暗褐色土の単層、炭化物を僅かに含み、締まり

りが不明確である。

構 造 平面楕円形で、断面は皿状である。底部は平坦である。規模は160× 120cm、 深さ14cmを 測る。床

面の北側から内黒不が 1点出土している。

時 期 土器から平安時代、10世紀前葉 と考えられる。

2号土坑 (図 320・ 321、 P Ll13)位 置 F-4

検 出 1坑の東側に隣接して検出する。検出面はIV層上面で、覆土は単層でにぶい褐色の粘性シル トに

焼土と炭化物が混じる。

構 造 平面略長方形で、底面は平坦である。規模は280× 168cm、 深さ34cmと 大形で竪穴遺構といえる。

北側の床は貼り床状に堅 く締まり、一部に焼土や灰が散っている。床層は厚さ 3 cm程あり、焼土、炭化物

の混じる砂質シル トである。貼り床範囲の西には浅いピットが 1基あり、覆土には焼土や灰が溜まる。

遺 物 土器が貼り床面付近から集中して出土する。出土状況からはまとめて廃棄集積された印象を受け

る。土器のほとんどが土師器で、不は内黒土器 (3～ 9)が主体であり、土師器 (1～ 2)も 残る。また内

黒坑 (10、 高台皿 (11)や黒色土器の皿 (1の も出土する。甕には大小があり、大形甕は北信型のロクロ

甕 (16～ 20)が主体で、 1点だけ東信型の武蔵型甕 (21)が出土している。北信型の甕は口縁部が直線的に

くの字に屈曲して、体部上半に最大径を持つものが主体であるが、20の ような口縁部に最大径を持つもの

も入る。21は頸部のくびれが不明瞭で、コの字状の口縁形態が失われつつある。最大径は体部上半にあ

調査後に、この下に 3住が重なることが分か

は悪い。また南側は検出状況が悪 く、立ち上が
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り、底部は非常に小型の平底となる。小形甕 (14・ 15)は北信型甕に伴うとされるロクロ甕である。

時 期 土器の様相から10世紀前葉と考えられる。

6号土坑 (図 320・ 321、 P Ll14)位 置 F-5
検 出 調査区北側の斜面上部のⅣ層上面で検出する。覆土は暗褐色土の単層で、しまりが悪 く、炭化物
と焼土を含む。

構 造 平面不整楕円形で断面は皿状である。規模は88× 56cm、 深さ12cmを測る。
遺 物 覆土から内黒の高台皿が 1点出土している。
時 期 平安時代10世紀前葉に属すると考える。

8号土坑 (図3200321)位置 B-21、 G-2

検 出 調査区北側の斜面上部で、IV層上面から検出する。覆土は暗褐色土の単層で、しまり悪 く、炭化
物が散っている。

構 造 平面長楕円形で断面は皿状を呈する。規模は208× 92cm、 深さ28cmで ある。本址の南側に人骨を
埋葬した土墳墓 9坑があり、形状が近似しているため、本跡も土墳墓の可能性がある。

遺 物 覆土から内黒不が 1点出土している。
時 期 遺物からすると、10世紀前葉と考える。

11号土坑 (図3200321)位置 B-22、 G-2

検 出 調査区北東側の斜面上部で、Ⅳ層上面から検出する。暗褐色土の覆土には、炭が多く混じり、土
器片や骨片、拳大の角礫も含まれる。

構 造 平面円形で断面は浅鉢状を呈する。規模は108× 104cm、 深さ32cmである。
遺 物 土師器のカキロ調整を施した小型甕が 1点出土している。また、ウマやニホンジカ、ウシの歯や
骨片が出土している。

時 期 遺物から平安時代10世紀前葉と考える。

20号土坑 (図3200321)位置 F-8

検 出 調査区西側で、Ⅳ層上面から検出する。覆土は暗褐色土である。
構 造 平面円形で断面は逆台形を呈する。規模は76× 76cm、 深さ20cmである。
遺 物 覆土内から、内黒の大型の不が出土している。
時 期 遺物から平安時代10世紀前葉と考える。

196号土坑 (図 3200321、 P Ll14)位 置 G-6011
検 出 調査区南側で、Ⅵ層上面にて検出する。古代 (平安時代)と 考えられる1890191～ 195坑、人骨の
埋葬されている土墳墓22坑に切られている。自然流路跡 (1日 SD3)と の重複関係は不明である。
構 造 平面はほぼ円形で、断面形は浅鉢状である。
遺 物 弥生時代後期～古墳時代前期に属する壺の回縁部が出土している。
時 期 土器からは弥生時代後期～古墳時代前期のうちに所属すると思われる。
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第4節 弥勒堂遺跡

その他の土坑の性格

上記 した土坑 と土墳墓以外の土坑について、覆土の相違か ら傾 向を見たい。調査段階で181基の土坑に

ついて、覆土の性状か ら分類 を試みた。

A/:Ⅲ層起源の黒褐色土

A :Ⅲ層起源の黒褐色土、A′より明調

B 三Ⅱ層起源の暗褐色土

C:   〃

D :Ⅳ層起源の粘質土

E :Ⅲ層起源の黒褐色土、平安竪穴住居跡と同質 ……57基

大まかな時期 として、A/・ A類は同質のⅢ層黒褐色土中に北宋銭が出土したことから中世に属すると

考えられる。またB・ C類はⅡ層起源で、中世以降とする。D類は時期不明であるが、その形状 と規模か

らA類 と同時期に当てはまると推定する。E類は平安住居跡と同質であり、ほぼ同時期 と考えたい。

このうち中世期の可能性のあるA/～ D類の土坑分布を図に表すと (図 322)、 全体に調査区南佃Jの低位の

平坦部に集中している。更に各類でみるとA′・A類は調査区の南東側と南西側に集中する傾向にある。

また同類は柱痕を残すものが多く、掘 り込みが円柱状で深いこと、小群にまとまることなどから建物跡の

柱穴の可能性を持つ。しかしながら、明確に並ぶものを見出していない。この他にB類はA/・ A類 と同

様な地′点以外に、調査区北側の高い地′点にも散らばる。COD類 はA/・ A類 と同様の分布傾向を見る。

▼

▲

■

●

＊

□

:A′ (Ⅲ層起源)

:A′ ( 〃 )

:B(Ⅱ層起源 )

:C (  〃  )

:D(Ⅳ層起源)

:柱痕を持つもの

図322 各土坑の分布
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第 3章 調

工 土墳墓
ここでは、人骨が出土した 4基の土坑を土墳墓として取り上げる。 509022坑 では、土坑形状は楕円
形で、埋葬姿勢は頭位北で西向きの横臥屈葬であることが明らかであり、共通している。 7坑も同様の可

能性がある。このほかに、人骨は出土していないが、土坑の形状と位置から土墳墓の可能性を持つ土坑と

して 8010坑がある。

これらの土疲墓は埋葬形態や分布位置、覆土が似る点などから、埋葬の時間差は少ないと考える。実際

の時期は、遺物からすると住居跡同様の平安時代の土器片が主体であるが、覆土が平安時代の遺構 と異な

り、土壌化が進み黒色が強い性状はⅢ層起源の土質であり、当該層から遺構外出土遺物ながら北宋銭「元

祐通賓」(図 326-9)が 出土していることから中世に当てはまると推定する。

人骨の取り上げについては、人骨が全体的に脆弱なためボンコー ト液などの補強剤を塗布している。ま

た土毎ブロックで取り上げた部位もあり、室内でクリーニングを行った。

その人骨については茂原信生氏 (京都大学霊長類研究所)に鑑定を依頼 して、報告は後出「付章第 4節

弥勒堂遺跡出土の人骨および獣骨」にある。

5号土坑 (図 323、 P Ll15)位置 F-4

検 出 Ⅳ層上面で検出。検出段階で大腿骨の一部が露出しているため、土墳墓と推定した。覆土は、IV
層より風化礫が少なく、中・大礫は含まない。

構 造 平面楕円形で、ほぼ南北に長軸を持ち、等高線に直交する。規模は128× 80cm、 深さは山側で16
cmあ る。山側と谷側の検出面での比高差は26cmあ る。底面は人骨の取り上げの都合上、不明確であるが、

人骨の 3～ 4 cm程度下にあると見られ、僅かに谷傾Iが低いが、ほぼ平坦と考えられる。また土坑の周囲に

ある礫は地山に含まれる崖錐の堆積物である。

人骨の状態 西向きの横臥屈葬。椎骨は最も東側にあり、左腕は腰へ伸ばした状態である。右腕は体の右
側で折り曲げ、手骨は顔の前にある。脚は左右 とも右側へ折 り曲げて重ねている。埋葬体位の上位にある

左半身は多少原位置がずれたり、左上腕骨や肩・腰骨が不明な点が見られるが、下肢骨や右半身は原位置

を保つと思われる。立面分布は上下差10cm内外にあり、頭部から下肢まで水平である。全体に遺存状態は

良好だが、細部の骨や骨端部は脆弱である。人骨は露出させて記録した後、ナンバリングして取 り上げて

いる。

人骨鑑定結果 「四肢骨の状態から判断して男性的な個体である。年齢などは不明であるが成人には達し
ていただろう。」

その他の遺物 人骨と同位置から平安時代の土師器が出土している。

7号土坑 (図 323、 P L l15)位置 F-5、 G-1

検 出 Ⅳ層上面にて検出する。検出段階から人骨が露呈している。覆土は記録なし。
構 造 土坑の形状は不整である。また断面は皿状である。規模は240× 180cm、 深さ40cmである。人骨の
分布は土坑東側に偏るため、土坑の実際の形状はその付近にあり、楕円形を呈していると推測する。

人骨の状態 非常に脆弱であり、僅かに上腕骨と大腿骨付近が残るのみである。また骨端部はほとんど残
っていない。しかし、残存する骨からは頭位を北に置く西向きの横臥屈葬と考えやすい。

人骨鑑定結果 「この個体は、成人であると思われる。性別は不明である。」
その他の遺物 出土していない。
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第 4節 弥勒堂遺跡

1:黒褐色土 (粘性シルト、風化礫をやや含む)

91売

22号土坑 (図 323、 P Ll15)位置 G-6

検 出 Ⅲ層の黒褐色土内から黒色土で土坑の平面形態は検出できた。遺構検出の際、頭骨の一部が検出
され、土墳墓と考えて調査を進めた。位置は他の土墳墓から離れる調査区南側にある。覆土は黒褐色の粘

性シル トであり、炭化物を含む。

構 造 土坑は平面楕円形で、断面は浅い皿状を呈している。長軸が南北方向、等高線に直交する。規模
は104× 60cm、 深さ15cmを測る。底面の高さは山側が高い。

51売

昌

Ｉ

刊

22坑

1:黒褐色土 (粘性シルト、風化礫・炭やや含む) 0  (1:40)  lm

図323 土鍍墓

9号土坑 (図 323、 P Ll15)位 置 G-1

検 出 Ⅳ層上面で検出。検出段階で人骨が露出していたため、土墳墓 と推測する。

構 造 平面楕円形で、長軸は南北方向である。また断面は皿状である。規模は156× 92cm、 深さは20cm

を測る。

人骨の状態 比較的遺存状態は良好である。頭位北に置き、西向きの横臥屈葬である。頭骨は細か く分解
しているが、原位置を保っている。両腕骨は胸部手前で深 く折 り曲げている。椎骨と胸骨の遺存状態は悪

く、消滅 している部位が多い。両脚骨も腕骨同様に折 り曲げている。人骨には図化記録の後、部位毎にナ

ンバ リングをして、取 り上げている。

人骨鑑定結果 「この個体は、成人と思われるが、筋の発達はさほどではない。性別は不明だが、四肢骨
はきゃしゃで女性的である。」

その他の遺物 覆土内から平安時代の黒色皿が出土している。

ｏ程
零
＝
口
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第 3章 調

人骨の状態 小児骨のためか、脆い。埋葬姿勢は他の土墳墓と同様、頭位北の西向きの横臥屈葬である。

全体的に骨の位置は乱れている印象がある。特に顎骨付近の乱れが著しい。後世に何らかの手が加わった

可能性も考えられる。

人骨鑑定結果 「この個体は 2歳前後の乳児である。性別は不明である。」
その他の遺物 平安時代の土師器片が人骨の間や覆土内から出土している。

オ 自然流路跡 (図 324、 P Ll14)位 置  F-15、 G-3060708011012

検 出 Ⅵ層上面で検出する。調査時には東側の上流部をSD2と し、分流する南側を継続してSD2、

北側の 1住以東をSD3、 1住以西をSDlと した。基本的に重複する遺構には全て切られているが、弥

生時代後期～古墳時代前期頃の196坑 との重複関係は不明である。

構 造 北東から南西に向かって流れる自然流路跡である。調査区東壁から南壁に通過し、調査区内での

長さは約32.5mを 測 り、上流部分の横幅1.80m、 下流部分の北側では横幅約0.80m、 南側の横幅は

0.70～ 1。 00mである。分流する地点 (A一 A′)の断面観察では旧SD3が 古い時期の流路で、 SD2が 新

しい時期の流路であることが明らかである。同時期に流水のあったことも考えられるが、 SD3が 埋没し

た後もSD2が 凹んでいることは明らかである。 SD3を覆う土層は暗褐色土でVI a層起源といえる。

また分流地′点の覆土には大礫が多く投棄されている。この礫の集中する部分は分流地′点に限られ、礫は

3層堆積後投入され、その後 2層が堆積している。この人為的な埋没行為とも思われる状況と、古い流路

SD103が 1住に切られるのに対し、SD2が 1住の手前で方向を南傾させている′点とを合わせてみる

と、 1住構築の際、意識的に流路変更を行った可能性も想定できる。

遺 物 土器の時期は、主体は平安時代であり、弥生時代の土器は混入品と判断した。ただ、196坑 との

重複関係が不明なことから、特に北側のSD103辺 りは弥生時代にも流路として存在していた可能性を

残している。

平安時代の土器には須恵不 (1)、 土師器不 (2)、 内黒不 (405)、 内黒婉 (6)、 灰釉陶器皿 (7)、 ロ

クロガヽ型甕 (3)がある。

土器以外には、上流地点でウシの下顎骨と歯が出土している。

時 期 王器の様相からは埋没時期は10世紀前葉頃と思われる。
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第 4節 弥勒堂遺跡

0  (1:80)  2m

l:黒褐色土 (風化礫をやや含む、炭僅かあり)
2:暗褐色土 (砂質シルト、風化礫僅かあり)
3:黒褐色土 (風化礫ややあり、大礫を含む)
4:暗褐色土 (風化礫僅かあり)

調査
地区
外

Ａ
一

千

＼こ=-1

＼  レ 3

+

0  (1:4)  10cm 千

(1:120)

図324 自然流路跡

一-483-一



‐〔　　　　）〕‐

第 3章 調  査

′/

《

図325 遺構外出土遺物 (土器)
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第4節 弥勒堂遺跡

(2)遺構外出土遺物

Ⅲ層の遺物包含層を中心にして、縄文時代から平安時代の遺物が一定量出土している。そのうち図化可

能な遺物を取り上げる。

縄文時代の石器では、灰色粘板岩と思われる槍先形尖頭器 (1)、 黒曜石製の刃器 (2)・ 石鏃 (3)、 灰

色の千枚岩質粘板岩製の打製石斧 (4)が出土している。また時期は明確ではないが、転石を用いた敲き

石 (506)が出土している。 5はハンレイ岩製で断面三角形の柱状を呈し、先端部にツブレ痕を持つ。

6は安山岩製で円柱状を呈し、側部平坦面上半に横長のツブレ痕がある。

古代から中世の石器として、石鉢 (7)がある。気泡の目立つ安山岩製で、凹み部には条痕が残る。

縄文時代の土器は中期 と後期の資料が若干出土している。 1～ 4は 中期。 1はおそらく口縁部直下の頸

部と考えられる破片で、半裁竹管状工具によって施文される中期初頭の土器か。 2～ 4は ともに隆帯を貼

り付けた土器である。 2の隆帯は断面三角形で、胎土には雲母がやや目立つ。中期中葉であろう。 3もロ

縁部付近に隆帯を環状にして貼り付けたもの。中期中葉か。 4はやや幅広のゆるい隆帯でおそらく楕円形

などに区画するものだろう。地文は無節の縄文原体 Rを横位回転押捺したもの。中期後葉の加曽利 E式に

対比できる。 5は胴部上半を欠損しているので、厳密な器形はわからないが、おそらく口縁部文様帯を持

ち、基本的に頸部を無文にする鉢形土器か。胴部文様は垂下した刻目隆線が配され、その中を三本単位を

基本とする沈線文が充填される。縄文が沈線を切っている部分も見られるが、基本的には縄文を地文とし

て、沈線施文し、さらに沈線区画内を磨 り消したものと考えられる。沈線文の意匠は胴部下半で閉じるこ

とがなく、東部町古屋敷遺跡 (東音6町教委1984)、 小諸市久保田遺跡 (小諸市教委1986)夕 Jに代表される堀之内

正式の新しい段階に位置付けられよう。

弥生時代後期では箱清水式期の赤彩された高不 (6)が出土している。内外面がよく磨かれ、全面に赤

彩が施されている。

古墳時代前期では口縁部がくの字に屈曲してハケロ調整を施した甕 (7～ 10)が 4個体分出土している。

7は大振 りで肩が強く張る器形で、口縁部と底部は欠損している。体部外面上部は斜めにハケロ調整があ

り、仕上げとして体部下部を縦 ミガキしている。内面は上部が横ヘラナデ、下部が横ハケ後横 ミガキが施

されている。 8はやや小振りで体部中央に最大径を持つ平底の器形である。外面調整は 7と 共通する。内

面は全体を縦 ミガキで仕上げている。 9010は小振 りで口唇部が肥厚する器形である。 9は全体的に器厚

が厚い。10は薄 く作られ、内面にもハケロ調整が用いられている。

古墳時代後期～奈良時代の土器では、内黒土器の高不 (11)、 手捏ねのミニチュア土器 (12)、 須恵器の

底部回転ヘラ切 り調整の不 (13)、 大甕 (14)、 短頸壺 (17)がある。14は強く肩が張り、肩部外面は平行叩

き文、内面には同心円文が残る。17の短頸壺は口縁部は短 く立ち上がり、口唇部は面取りされている。ま

た肩部は強く張らない。肩部外面は平行叩き後ナデ調整、内面は円形のオサエの後ロクロナデ調整が施さ

れている。焼成は軟質である。

また古墳時代の灰白色の玉髄製の勾玉 (8)が 1′点出土している。

平安時代の土器では、灰釉陶器の婉 (15・ 10、 須恵器の把手付壺の体部 (10、 ロクロ成形の土師器の鉢

(19)と 甕 (2の が出土している。15は大原 2号窯式、16は光ケ丘 1号窯式の特徴を示す。18は 内外面にロ

クロ成形が施され、肩部に断面円形の粘土紐を縦位にヘラオサエで貼 り付けた把手 (耳)を持つ。把手は

1対か 2対付 くと思われる。19の鉢は深い器形で口唇部が面取りされ、内面が縦 ミガキ調整されている。

20の甕は回縁部に最大径があり、口唇部が面取りされ、肩部の張りがなく直線的に底部に向かう器形であ

る。外面はロクロ成形後縦ハケケズリ、仕上げに肩部に横ヘラナデ調整がされている。口縁部内面は横ハ

ケ調整である。このほか金属製品では、北宋銭の「元祐通賓」(9)、 鉄製の釘 (試料No.9)・ 鎗 (あ るい
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第 4節 弥勒堂遺跡

は釘)(100鎌先 (11)・ 金具類 (12・ 10がある。10は 釘を鎗に転用した形態と理解する。11は 試料

No。 10と して、X線写真撮影を行ったが、銹化が顕著であり、それ以上の分析は行っていない。12は比較

的遺存状態が良い。13は銹化が顕著である。

5 まとめ
今回の調査では、平安時代の集落跡と中世に属する土墳墓が検出された。特に平安時代の集落は住居跡

の重複がなく、それぞれの土器様相が10世紀前半に収まることから、ほぼ同じ集団の生活跡といえそうで

ある。そしてその範囲は山麓の崖下にあたる本調査地区を北限として、緩斜面が継続する地区外南側まで

広がると考えられる。

4軒の住居跡のうち、 2号住居跡は鍛冶炉を持ちカマドを設置しない竪穴の鍛冶工房跡である。地形的

制約から検出状況が悪く、調査当初は構造を明らかにできなかったものの工房や内部施設の覆土を採取す

ることによって、多量の鍛冶関連の微細遺物を取り上げることができている。合わせて遺物半J断にメタル

チェッカーや標準磁石註
2を用いたり、化学分析や出土分布の統計処理を行うことにより、遺構の性格や操

業の在り方の解明により近づくことが可能になった。

その結果、本跡では長軸径30cm程の小形の地床鍛冶炉 1基を使って、粗金属 (鉄)の純度を高め精製す

る精練鍛冶と、製品の加工や修理を中心とした鍛錬鍛冶を操業:し ていたことが分かってきた。特に鍛造剥

片や粒状滓の大半は非常に小形で、このことは本跡の操業が、より鍛錬に近い精練鍛冶から本来の鍛錬鍛

冶までの工程を主体であったことを示唆している
註3。 また鍛冶関連の遺物の多さから、極めて集中的に鍛

冶業を営んでいた印象を受ける。

当時、鍛冶業に必要不可欠な鉄素材については、製錬炉 喫錬遺跡)で形成された、滓状の小鉄鬼「製

錬鉄児系遺物」が流通していたと考えられている (穴澤1991a)。 本跡でも化学分析により性格の異なる2

種類の鉄塊系遺物が検出され、その 1つの成分は純鉄に近く、鍛冶加工されていない状態であり、「製錬

鉄塊系遺物」と判断される。もう1つは鍛冶加工され、より製品に近付いていて「鍛冶鉄児系遺物」に当

てはまるものである。その鉄源については限定できなかったが、分析では砂鉄の可能性の高い数値を示し

た鍛冶滓がある。

県内では「製錬鉄兄系遺物」の供給源となる古代の製錬遺跡は今のところ5遺跡見つかっているが、上

小地方では未発見である。因みに本遺跡に比較的近いところでは、更埴市清水製鉄遺跡 (県埋文センター

1997)と 長野市松原遺跡 (長野市埋文センター1993)の調査が行われている。いずれも製錬炉は下部構造から

円筒自立炉を設けていたとされ、遺構の所属時期は10世紀から11世紀前半代に収まるようである。

清水製鉄遺跡は本遺跡より直線距離で北北西方に13km、 千曲川沿いに20km下流にあり、眼下に更埴条里

遺跡や屋代遺跡群を臨む斜面地形をテラス状に開削して、そこに製錬炉や鍛冶炉を敷設し、製錬から鍛冶

工程までを一貫して操業している。この調査では製鉄関連遺物の科学分析が行われ、多くの製錬鉄児系遺

物が検出さオ■ている。

松原遺跡は本遺跡より直線距離で北方に18km、 千曲川沿いに27km下流の自然堤防上にあり、製錬炉10基

は堤防縁辺部の 1カ所に集中して敷設されている。また同じ堤防上に同時期の大きな集落跡が存在してい

ることが明らかになっている (県埋文センター1990)。

調査例の少ない現状では、製錬遺跡からどの程度の範囲まで鉄素材が供給されていたのか明らかではな

いが、本跡の属する平安時代後半は集落で鍛冶遺構が増加することから、今後各地の山麓斜面に、そうい

った製錬遺跡が発見されることが予想される。上小地方においても、本跡に「製錬鉄兄系遺物」を供給し

た製錬遺跡の発見を期待したい。
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鉄素材の流通に限らず、長野県の古代鉄生産は未だ不明な点が多いが、鉄生産に関連する遺跡調査にメ

タルチェッカー等を用いた遺物判断法や化学分析を導入して、その遺跡には「どの工程に属する、どうい

った種類の遺構 (鍛冶炉や炭焼成遺構、廃棄坑など)があるのか」を把握していくことは、新たな製錬遺跡の

発見と合わせて、解明の重要な糸口となるであろう。

註

1 メタルチェッカーは、感度を「鉄塊系遺物」専用に設定した小形金属探知機。覆土内の金属製品の発見などにも有効である。

2 標準磁石は鉄滓や鉄塊系遺物などを相対的に評価したり、効率的に判別するために用いられる、特定の仕様のリング状の磁石で

ある (ガ 林ヽ1991)。

3 千葉県立房総風土記の丘資料館の鍛冶実験を参照すると、鍛冶工程が進行するに従い、鍛造争j片や粒状滓は小型になり、鍛造争J

片は鍛錬鍛冶の最終段階まで、粒状滓は精練鍛冶の最終段階まで排出されるとしている (山 口1991、 穴澤1991)。
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第 4節 弥勒堂遺跡

表43 土器観察表 (縄文)

図版No. 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 時期 音6位 色調 胎土(単位/mm) 焼成 調整・施文技法

遺構外 深鉢 中期初頭 橙 0.5位の雲母・石英多.褐色粒子含 やや軟 半裁竹管状工具による沈線

325 遺構外 深鉢 中期中葉 口縁 にぶい赤褐 0.5位の雲母多.石英少 並

遺構外 深鉢 P 中期中葉 口縁 にぶい赤褐 0.5位の石英・角閃石多 並

遺構外 深鉢 中期後葉 口縁 にぶい橙 0.5位の石英 .角閃石 .褐色粒子含 やや軟 外 :縄文Rの横位回転押捺

325 遺構外(3住下) 鉢 後期前葉 黄橙 0。 1～ 2.0の石英。長石.角 閃石.砂粒含 良 縄文LR回転施文→沈線区画 .磨消

表44 土器観察表 (弥生～平安 )

図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考

口径 底径 器高

1住 不 ほぼ完形 橙
少0.1～ 05
長石、角閃石 ほぼ良好 体

:ロ クロ 底 :糸 切 体上 :ヨ コ
体下 :放射

ガ
ガ カマド図示

内黒不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
0。 1-03
長石、角閃石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 体 :ヨ コナデ ガ キ

甕 1/5日 ～体 (26.8) D 浅黄橙
有0.1～ 1.0
長石、石英 良好 口辺 :ロ クロ 体上 :ナ デ 口辺

:ヨ コハケ
体上 :ナ ナメハケ ?

2住 須恵不 1/6口 ～体 (15.8) 褐灰・黒
有0.1～ 02
長石 やや軟質

不 1/5底 橙 長石 良好 体下 :ヨ コナデ 底 :糸切 体下
:放射状に跡の残 る回

転ナデ

不 1/5底 橙
０
．
石

少

長 ほぼ良好 体下 :ヨ コナデ 底 :糸切
体下 :放射状に跡の残 る回
転ナデ

内黒不 2/3全位 (13.4) にぶい黄橙 有
0.1～ 0.5
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 体 :放射 ミガキ 図示

内黒不 1/4鈍 (13.2) 暗灰黄
０
．石

少

長 ほぼ良好 ヨコナデミガキ

内黒不 1/2全位 にぶい黄橙
少0.1～ 02
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 体上 :ヨ コミガキ

体下 :タ テ ミガキ 図示

内黒不 1/5不 (12.5) にぶい黄橙
卜
礫
０
．色
有
赤 ほぼ良好 4'. u?u 不 :ヨ ヨナデ後二重の暗文

ミガキ花模様 ?

内黒婉 1/4体～底 橙
少0.1～ 0.2
長石 良好 体下 :ロ クロ 底 :糸切 体 :放射 ミガキ 図示

須恵甕 1/4底 灰黄褐 有0.1～ 10
長石 やや軟質

体下 :ロ クロ

底 :ヘラ調整
体下 :ロ クロ

甕 1/4口 ～体 (10.6) 橙
多0.1～ 20
長石、石英、角閃石 良好

口 :ヨ コナデ
体 :ナ ナメケズリ

体 :ヨ コナデ 図示

小型甕 3/4全位 橙
少 0.1～ 0.2
長石 ほぼ良好

口～体 :ロ クロ (ハケ状 )
底 :糸切

口 :ロ クロ後ハケ状
体 :ロ クロ

甕 1/3日 ～体 (15。 8) 赤褐
有0.1～ 10
長石、小礫 ほぼ良好 n-fr'.e)v ロー体 :ロ クロ

3住 内黒不 1/10底 灰黄褐 少 ほぼ良好 底 :糸 切後周囲ヘラ調整
ヨコナデ後十字形の暗文ミ
ガキ

内黒不 1/3日 ～体 (14.0) にぶい黄橙
少
長石 ほぼ良好 体 :ロ ク 体 :ヨ ヨナデ後タテ ガ キ

内黒不 1/4口 ～体 (13.8) 褐灰
少 0。 3

長石 ほぼ良好 体 :ロ クロ
体 :ナ デ、ヨコミガキ後タ

内黒不 1/5日 ～体 (18。 0) 灰黄褐 長石
ほぼ良好 ffi'. u/u 体 :ヨ ヨナデ

内黒皿 (婉 ) 1/10底 にぶい褐 多0.1～ 2.5
長石、雲母 良好 体下 :ロ クロ成形 底 :ヨ コナデ

1坑 1 内黒不 2/3全位 にぶい黄橙
少0.1～ 05
長石、赤色粒子 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨコナデ後ナナメミガキ

320 2坑 不 ほぼ完形 にぶい黄橙 有
02～ 1.0
長石、小礫 やや不良

体 :ロ クロ
底 :糸切のちヘラ調整

ヨコナデ 図示

不 1/4全位 (13。 5) にぶい褐
少0.1～ 0.5
長石 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

内黒不 ほぼ完形 にぶい橙 有
0.2～ 10
長石、雲母 良好

体 :ロ クロ
底 :糸切のちヘラ調整

内黒不 2/3全位 明赤褐
有0.1～ 10
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ヨコナデ後放射 ミガキ

内黒不 4/5全位 橙
少 0.1～ 0.5
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ヨコナデミガキ 図示

内黒不 2/3全位 暗褐
少 0.3
長石 やや不良 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨコナデ後タテ ミガキ

内黒不 1/3全位 (14.4) にぶい黄橙
少0.1～ 02
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 コナデ後 タテ ミガキ 図示

内黒不 1/3全位 にぶい橙
少0.1～ 02
長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨヨナデ後 タテ ミガキ

320 内黒不 1/5日 ～体 (13.6) にぶい褐
少01～ 02
長石 ほぼ良好

体上 :ヨ コミガキ
体下 :ハ ケ状のヨコナデ

ガキ後放射 ミガキ

320 内黒婉
2/3日～体
高台欠

にぶい赤褐
少01-0.3
長石 良好 ヨコミガキ 図示

内黒皿 1/3全位 (13.2)
内 :にぶい赤褐
外 :にぶい褐

０
．石
少
長 ほぼ良好 ロクロ

ガミ
デ
射
ナ
放体

高

黒色皿 1/3日 ～体 (14.0) は 里
小

少 0.1～ 05
長石 良好 ヨコミガキ 体 :放射 ミガキ

内黒鉢 1/4口 ～体 (18。 3) 灰黄褐
少 0.2
長石 ほぼ良好

キ

ガ
ガ

ミ
。上
回
体 図示

小型甕 2/3日～体 (11.8) にぶい橙
少0.1～ 02
長石 良好

小型甕 1/2体～底 (11,7) にぶい橙
有0.2～ 0.5
石英、長石 ほぼ良好 体

:ロ クロ 底 :ヘラ調整
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図版NQ 地点名
器

Ｑ

土

Ｎ 器種 残存率
法量 (cm)

色 調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備 考
口径 底径 器高

2坑 甕 1/4口 ～体 (24,6) (11。 4)
内 :灰黄 褐
外 :橙

多01～ 1.0
長石、赤色粒子 やや不良

,[6:p)u=zff 口 :ヨ コナデ
体 :タ テ+ナナメミガキ

甕 1/4口 ～体 (24.6) (10.8) にぶい橙 有
0.1-2.0
長石、小礫 良好 t6.:a?u It.:u?u

図示
やや還元気味
接合痕 :1

甕 1/3日 ～体 (25.8) (26.5) にぶい橙 有
0.1～ 10
長石 良好

口唇 :面取 り 体上 :ロ ク
ロ 体下 :タ テケズリ

口～体上 :ロ クロ
体下 :ナナメナデ 図示

甕 1/2日～体 (25.6) 橙
多0.1～ 0.2
長石 ほIF基り子

口～体上 :ロ クロ 体上～体下 :

ヘラケズリタテー部ナデケシ

甕 1/4口～体 (20.3) (18.2)
内

外
にぶい褐
橙

有0.1-1.0
長石小礫 良好

口～体上 :ロ クロヨヨナデ
体下:ロ クロヨヨナデ後ナナメケズリ

体 :ロ クロヨコナデ 体下 :ロ ク
ロヨコナデ後ヨコ又はナナメナデ

甕 1/2全位 橙
少0.1～ 0.2
長石 良好

口～頸 :ヨ コナデ 体上 :平行タ
タキ後ヨコケズリ 体下 :ナナメ
ケズリ 底 :ヘラケズリ

3 =t:V

321 6坑 内黒婉 1/5底 にぶい黄橙 有
0.1～ 20
長石、小礫 良好

321 8坑 内黒不 1/3日～体 (13.2) にぶい黄橙
有0.2～ 1.0
長石、石英 ほぼ良好 ヨコナデ

9坑 黒色婉
Ｖ

底
内 :暗灰
外 : 黒

有0.1～ 10
長石、石英 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

11坑 小型甕 1/3体～底 褐灰
有0.1～ 1.0
長石、石英 ほぼ良好 体 :カ キロ 底 :糸切

20坑 内黒不 4/5節 (16.6) 灰褐
少0.1～ 10
長石、雲母 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

ヨコナデミガキ後タテ放射
ミガキ

196坑 士亜 1/5日辺 (21.8) にぶい橙 良好 口辺 :タ テミガキ 口辺 :ヨ コナデ

324 自然流路跡 須恵不 1/4底 灰
少01～ 0.3
長石 やや不良 体下 :ロ クロ 底 :糸 切 (SD2)

324 不 1/5底 にぶい黄橙
有0.1～ 0.3
長石 良好 体下 :ロ クロ 底 :糸切 ヨヨナデ

324 Jヽ型甕 1/4底
内

外
橙
にぶい橙

有0.1～ 1.0
石英、長石 良好 体下 :ロ クロ 底 :糸 切

324 内黒不 1/8口 ～体 (13.6) にぶい黄
有0.1～ 1.0
長石、赤色粒子 良好 ヨコミガキ後タテミガキ (SD3)

内黒不 1/4底 にぶい黄橙
０
．石
少
長 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 タテミガキ (SD2)

内黒婉 1/5底 にぶい橙 有
01～05
長石、角閃石、雲母 良好 体下 :ロ クロ 底 :糸切 ヨコミガキ (SD3)

灰釉皿 1/6底 褐灰
有0.1～ 1.0
長石、黒色粒子 良好 体下 :ロ クロ (SD2)

325 遺構外 赤彩高不 1/10不 (26.2) 赤
有0.1～ 02
長石 良好 全面赤彩  ヨコミガキ 全面赤彩  ヨコミガキ

325 甕 1/5体 (23。 2) 橙
多0.1～ 1.0
長石、赤色礫 良好

頸:ナナメハケ後タテハケ 体上:ナ
ナメハケ 体下:タテミガキ

体上 :ヨ コヘラ 体下 :ヨ
コハケ後 ヨコミガキ 東惧l黒色土

325 甕 1/3底 (18.2) 明赤褐 有0.1～ 1.0
長石、雲母 ほぼ良好

”
底

上
ミ
体
ラ

ケヽ 体下 :へ
ケズリナデ

体上 :ヘラミガキヘラナデ後ユビ
オサエ 体中:ヘラミガキ後ヘラ
ナデ 体下 :ヘラミガキ

325 甕 1/3日～体 (14.0) 明赤褐
多0.1～ 1.0
石英、長石 良好

口辺 :ヨ コナデ 頸 :ハ ケ
ナデ 体 :ハ ケナデ

ヘラヨヨナデ

325 甕 1/4口～体 (11.5) にぶい黄褐 有
0.1～ 1.0
長石、赤色礫 ほぼ良好

口辺 :ヨ コハケ 頸 :タ テハケ+
ヨコハケ 体 :タテナナメハケ

口辺 :ヨ コハケ 体上 :ヨ
コハケ 体下ナデ 黒色土

内黒高不 1/2脚 橙
多0.1～ 20
長石、赤色粒子 良好

脚
裾
タテケズリ
ヨヨナデ ・デ

脚
ナ

ガ
・
ミ
裾

不
リ 西側黒色土

325 ニチュア土器 1/2底 橙
多0.1～ 1.0
長石、角閃石 良好 体 :ケ ズリ 底 :ナ デ ヘラナデ 東惧1黒色土

325 須恵不 1/3全位 (12.8) 灰
有0.1～ 05
長石 良好

体
底

v /e
E'EnTtlJ0 ロクロ

325 須恵甕 1/4頸～体
外喘れ膿
リー班

)

内喘:優勤
少 0。 1～ 0.5
長石 良好

・
上
頸
体 平行多キ

頸 :ロ クロ

体上 :青海波文タタキ
内外 面 白
然 釉

灰釉婉 1/6底
白
黄
灰
灰

地
釉 緻密 良好 施釉 :漬け掛け 黒色土

灰釉婉 1/4底
地
釉
灰 黄 褐
黄 灰

無
級密 良好 施釉 :刷 毛塗

須恵短頸壺 1/4口～体 (16.6) 灰
少01～05長石
10.0の角礫 1′点 ほぼ良好

＞
デ
？
ナ
ケ
後
ハ
キ

デ
タ
ナ
行
コ
並上

回
体

ロクロ (布 ?)円形のオサ
内面赤褐

須恵把手付壺 1/3体 (22.8) 黄灰
有0.1～ 5,0
長石、角礫 良好

体 :ロ クロ 把手 :粘土紐をヘラ
オサエ 体中 :ロ クロ後ナデ

把 手 の
単 位 不 明

鉢 1/4口 ～体 (17.2) にぶい赤褐 有
01～ 0.5
長石 良好

ヨコナデヨコミガキ後タテ
ミガキ 東側黒色土

甕 1/4口 ～体 (24.6) (13.1) にぶい赤褐 多
0.1～ 2.0
長石 良好

頸 :ロ クロ後弱いナ
体 :タテケズリ

口

頸
中央ややクポム面取 り
クロ 体 :ハケナデ
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第 4節 弥勒堂遺跡

表45 石器観察表

昨
以
Ｑ

図

Ｎ 器 種 出土位置 材  質 色 調 状 態
法  量

機 能 部 備 考

艮さeml 幅 (cm) 享さlcml 重量 (g)

1住-4 祗石 覆土 花商岩 (転石)
にぶい

黄橙色
完形 169.2 正裏2面。多方向の擦痕、平滑。

2住-16 砥石 ピット3 凝灰岩 灰色 下音Ь欠損 (4.8) (115.6) 祗面 5、 タテ方向主。 角柱状。

遺構外-1 槍先型尖頭器 東黒色土 粘板岩 ? 灰色 完形 基部に自然面あり

遺構外-2 スクレイパー 東黒色土 黒曜石 右側欠損 (4.0) (1.3) 刃部鈍角。 右佃l面折れ欠損。

遺構外-3 石鏃 (無茎) 黒色土墓墳 黒曜石 基部一端欠損 (0.5) 先端角 52° 無茎タイプ。自然面あり

遺構外-4 打製石斧 15号坑 泥岩 灰色 上部欠損 (448.7) 刃部幅8。 4cm/刃部角19° 大型品。身部両側面下部に光沢あり

遺構外 5 敲き石 自然流路跡周辺 火成岩 (転石 ) 緑灰色 完形 513.8 先端一部に敲打痕、ツブレ状。三角柱状の河原石。

遺構外-6 敲き石 自然流路跡周辺 安山岩(転石) 灰色 裏面一部欠損 正面上部に敲打痕、ツブレ状。 略円柱状の河原礫。裏面に欠損あり

遺構外 7 石鉢 表採 安山岩 灰色 2/3欠損 (1190.6) 凹み部内に条痕、加工痕か。 気泡の目立つ安山岩を加工成形。

遺構外 8 匂玉 東上層内 水晶 灰白色 一部予」落 孔径1.Omm。 穿孔は正面から裏面へ。

表46 鉄製品観察表

図版No. P LNQ 番 号 遺物名称 出土位置 位 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備 考

326 116 遺構外-10 釘 (錠 P) 東黒色土 基菩Б～軸部 8.3/11.2 軸:0.6、 基:0.5 9.45 鍛造釘を錠に転用 P

遺構外-11 鋪爬P 東黒色土 刃部先端 (5.8) (2.9) (0.5) (12.75) 銹化顕著。分析試料NQ10

326 116 遺構外-12 金具 黒色土 完形 板状部0。 7 85.30 板状で接続部を持つ。

遺構外-13 金具 黒色土 (8.8) (3.9) (32.42) 銹化顕著。

分析試料NQ 9 釘 東黒色土 両端欠損 (5。 9) (5.28) 銹化顕著。分析試料NQ 9

表47 鉄塊系遺物・鍛冶滓計測表

図版NQ 遺物No. 遺物名称 出土位置 残存 重量 (g) 長軸 (cm) 短軸 (cm) 厚さ(cm) 磁着度 メタル度 備 考

2住 -17 鉄塊系遺物 P2 24.21 4.25 2.95 2.3 M(◎ ) 木炭痕・酸化土砂

〃 18 鉄塊系遺物 P311層 (黒色土) 4.76 1.55 0。 9 H(○ ) 木炭痕・酸化土砂

〃  19 鉄塊系遺物 P311層 (黒色土) 2.21 1.55 1.35 H(○ ) 木炭痕・酸化土砂

〃 20 鉄塊系遺物 P311層 (黒色土) 1.91 2.2 1.5 H(○ ) 木炭痕

〃 21 鉄塊系遺物 P4 7.76 2.2 L(● ) 放射割れ・鍛造余J片付着

〃 22 椀形鍛冶滓 覆土 80% 61.29 生
小
破面数 1

〃 23 ガラス質滓 覆土 36.44 5.45 5.35 征
小
羽口先端付着

318 〃 24 椀形鍛冶滓 P3 31.99 3.3 缶
小
鉛色、周縁部全てが破面

〃 25 板状の鉄滓 P3 6.29 3.75 缶
小
鍛造余J片の様相

〃 26 板状の鉄滓 P3 4.57 2.5 生
小
鍛造余J片の様相

〃 27 ガラス質滓 P3 30% 37.62 5.0 鉦
小
羽口先端部付着

318 〃 28 鍛冶滓 P3 21.48 4.75 4.5 征
小
粒状滓付着

〃 29 含鉄椀形鍛冶滓 P311層 (黒色土) 67.15 8.65 H(○ )

〃 30 含鉄椀形鍛冶滓 自然流路跡 80% 274.05 9.6 L(● ) ほぼ完形

表48 羽口計測表

図版NQ 遺物NQ
出土

残存状況
重量 (g)

現存長
(cm)
列(登 (cm) 口雀1(cm) 磁着度 メタル度

置
度
設
角 胎土 焼 成 色調 調整

地 点
音Ь位 割合

2住 -13 P3 滓化～先端 30% 144.83 (6.6) (2.4) 生
（

比較的緻密 良好
青灰色

(二次被熱)

外:ナデ+ユビナデ

内 :不明

〃 -14 P4 滓化～先端 20% 96.74 5.5 (8.8) (2.0) 鉦
（

比較的級密

(l cm程のスサ)
良好 にぶい橙色 外 :ナデ

〃 -15 覆土 先端～身部 20% 85。 84 (7.6) (2.4) 盤
小

比較的級密 良好 にぶい橙色 外 :ナ デ
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第 3章 調

第 5節
かい ぜ い せき

開畝遺跡

1 遺跡の概観
遺跡の立地 開畝遺跡の調査地′点は、埴科郡坂城町中之条字開畝2356番地を中心とした、千曲川右岸の緩
斜面に所在する (図 327)。

坂城町の千曲川右岸では屏風のようにそびえる坂城川東山脈から千曲川の氾濫原に向かって、幾筋もの

河谷が砂礫を押し出して、それぞれの谷口を扇頂として半円錐形に扇状地をつくっている。その扇状地形

上は、ほぼ全体が縄文時代から平安時代頃までの集落遺跡であるとされている。それぞれの遺跡範囲は大

きく、その境界は現河川により画していることが多い。また遺跡名は代表する字名で呼称されている。

開畝遺跡も、北は砥沢川以南、南は御堂川以北、東は各扇頂部分の延長線上の以西、西は祗石川と御堂

川の合流地点までというように、現河川によって遺跡範囲が括られている。従って本遺跡の立地する緩斜

面も砥石川と御堂川などの形成した複合扇状地といえる。また今回の調査地点は砥沢川と、そのすぐ南に

ある南西方向に向く小さな谷地形とに挟まれた緩い尾根地形の最下位部分、あるいは複合扇状地の扇頂部

分ともいえる南西向きの斜面地形にあたる。

現在、この辺りは地表の流水は扇状地面下に浸透して、扇面は乾燥地となっているため、果樹栽培など

によく利用されている。また近年は、産業道路以東の宅地開発の一端がこのような扇頂部付近まで迫って

いる。

周囲の遺跡 開畝遺跡は上記した範囲に広がり、弥生時代から平安時代の集落跡とされている。『坂城町
誌』によると、内外面とも黒色処理された坑 2点が出土採集され、平安時代の集落跡の存在の一端が窺え

る。また、平成 5(1993)年には坂城町教育委員会が都市計画街路事業に伴って、埋文センター調査地点

より450m西方に下 りた、産業道路沿いを発掘調査している。ここは御堂川による扇状地の扇央部にあた

り、調査の結果、奈良～平安時代の住居跡 3軒、土坑などが検出されている。

開畝遺跡の周囲の遺跡としては、本遺跡南東側に、一部遺跡範囲が重複するように開畝製鉄遺跡があ

る。この遺跡は、県下初の製鉄遺跡の学術調査が行われたことで著名である。昭和52053(197701978)年

の 2回にわたる調査によって、製錬炉 2基が検出されている。この炉は上部構造が破壊されているもの

の、小型の円形竪形炉と考えられ、炉内の木炭をC14年代測定法で分析した結果、第一号製鉄炉址が160

17世紀代、第二号製鉄炉址が19020世紀代となり、判定結果は大きく食い違ったが、遺物などの状況から

鑑みて、第一号製鉄炉址のデータを操業年代 と確定している。また鉄滓や砂鉄ピット内の砂鉄の化学分析

から、鉄原料として千曲川起源の川砂鉄を利用していることが半J明 している。

また開畝遺跡南の成久保遺跡は名沢川と祗沢川の合流点までが遺跡範囲であり、古墳時代から平安時代

の集落遺跡である。『坂城町誌』にも11世紀所産とされる土師器類が資料紹介されている。

この他に、埋文センターが上信越自動車道建設に伴って、砥石川上流部にて 3基の古墳の発掘調査を行

っている。まず平成 5(1990年には大道山西麓末端の、砥沢川東岸に突き出した尾根状緩傾斜部にて、

古墳時代前期 5世紀中葉に属する仮称 1号墳 (円則 と2号墳 (方墳)が東西に並ぶ状態で新規に発見、調

査されている。この 2基の築造順は今のところ、 1号墳、 2号墳の順であると考えられている。また平成
6(1994)年には 102号墳より北東方向に100m程離れている砥沢古墳が調査されている。主体部は盗掘
により、構造・遺物とも残存状態は不良であるが、東平 102号墳に後続する、 5世紀後葉～ 6世紀初め
頃と想定している。なお、これら発掘調査の報告書は平成10年度に刊行される予定である。
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図327 周辺遺跡と調査グリッド
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第 3章 調

2 調査の経過 と概要
今回の調査対象範囲は、開畝遺跡の東端部付近に相当し、標高444～ 455m、 面積3,500m2で ぁる。

北陸新幹線五里ケ峯 トンネルの坑外施設の建設地として鉄建公団が借 り上げた5,500m2内 について、平

成 4年 6月 に県教委による確認調査が行われた。 トレンチ調査面積920m2の調査結果から、約1,500「 内に
住居跡や土坑群が分布することが予想された。この遺構分布範囲に、試掘調査の及ばなかった部分の要確

認調査範囲を加えて3,500m2が本調査範囲と策定された。

調査は同年 7月 6日 より開始し、 7月 30日 に終了した。調査に要した延べ日数は19日 である。調査の体
制として、人員は調査研究員 2名 と作業員16名 で構成された。また重機などの土木工事は鉄建公団 JV、

測量は株式会社写真測図に委託した。測量は空中撮影 1回のほか、遺構の細部実測のため技師 1名が調査

に常駐した。

調査は トレンチ法とグリッド (面調査)法を併用した。 トレンチ調査は、県教委の確認調査による遺構
分布範囲より西側で、地形的に小さな谷に画される西向き斜面について、 3カ所を重機による掘削で行っ
た。その土層観察から、地表下は押し出しによる角礫層の堆積のみで、遺構や遺物の検出は無く、 トレン
チ調査に止めることとした。

また、遺構分布範囲は、遺物包含層あるいは遺構検出面付近まで、重機により面争Jぎ を行い、その後人

力で精査と遺構検出を進めた。それにより、奈良・平安時代の竪穴住居跡 6軒、掘立柱建物跡 1棟、土坑

35基 と中世の土坑 5基が検出された。遺構や地形の測量はグリッド法により、杭を設定して実施された。

基礎整理作業は平成 5(1990年 1月 より開始し、各種台帳の整備・台帳図面の確認および修正・遺物
の洗浄・注記・接合復元を行った。

報告書干J行にむけての本格的な整理とまとめは、平成 5(1996)年 8月 より着手し、他の新幹線関連の

調査遺跡の整理と平行しつつ、平成 9(1997)年度まで行い、本報告に至った。

調査日誌抄

平成 4年                             20日  地形測量開始 (～ 24日 終了)。
6月 24日  県教委文化課による試掘調査開始。            21日  文化課市沢指導主事、埋文センター事務局小林部長来
26日  試掘調査終了。遺構分布範囲確認。               訪。

7月 6日  センター本調査開始。重機によるトレンチ調査と面余J   24日  ラジヨンヘリコプターによる空中撮影実施器材撤収開
ぎ。坂城町高速道対策課新幹線係長、鉄建公団JV副       始。作業員終了。作業員延べ人数149人。
所長来訪。                      27日  北東部の拡張範囲調査。土坑 2基検出 (40・ 41号土

10日  遺構配置略図作成。
13日 作業員による発掘作業開始。住居跡の調査
15日 町教委来訪。
16日  グリッド杭打設開始。業者による遺構実測開始。

坑)。

29日  遺構実測、写真撮影終了。
30日  調査終了。 JVに引き渡し。

一-494-―



第 5節  開畝遺跡

3 基本土層

層位は I層 :耕作土、Ⅱ層 :明黄褐色土、Ⅲ層 :暗褐色土、Ⅳ層 :黒褐色土、V層 :黄褐色土、Ⅵ層 三

黄褐色土 (角礫を多く含む)である (図 328)。

I層は遺構全体に広がり、僅かに遺物が採集できる。 H・ Ⅲ層はIV層 とI層 との漸移層といえるが、一

部客土した土も含まれるかもしれない。

Ⅳ層は所言胃遺物包含層であるが、遺物の出土は全体に少ない。またIV層は黒褐色で粘性の強い腐植土で

遺跡東側中央を縦断する小さな谷地形部分に厚 く堆積する傾向がある。この層は谷地形の深部にあたる調

査地区東外のトレンチ壁面では更に厚 く堆積していて、谷地形の埋没に起因する層といえそうである。な

お、この谷地形部分のⅣ層下位には伏流水が湧き出している。

V・ Ⅵ層はいずれも黄褐色土であり、角礫の含有量で分層した。角礫は、扇状地形成の押し出しによる

堆積物であり、下位にいくほど礫径・量ともに増加していく。

また、V・ Ⅵ層上面は遺構検出面にあたり、それら黄褐色土内にⅣ層やそれに近似する黒褐色土が陥ち

込む状況で遺構が検出されている。しかし本来の遺構掘削面 (生活面)はⅣ層土以上であると思われ、僅

かにⅣ層土内で遺構の輪郭を確認できる範囲もあったが、明確な遺構調査面はV・ Ⅵ層上面に求めること

になった。

a

Ⅳ

C
b Ⅵ

土

褐色土

色土

色土

L=44750

Ⅲ

一　

一Ⅳ
Ⅲ

d Ⅳ

Ⅱ一工Ｖ一

興

/ _

才

V Ⅵ

L=44700

L=448.00

I:耕作
Ⅱ :明黄

Ⅲ :暗褐

Ⅳ :黒褐

Ⅵ

Ⅵ

L=452.00

V:黄褐色土
Ⅵ :黄褐色土 (角礫多く含む)o  (1:40) lm

図328 基本土層
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図329 遺構配置
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第 5節  開畝遺跡

4 遺構 と遺物
検出された遺構は、奈良時代終わりから平安時代初め頃の住居跡 6軒、掘立柱建物跡 1棟、土坑35基 と

中世の土坑が 5基である。住居跡は、それぞれ重複せずに地形の傾斜に沿うように分布している (図 329)。

また建物跡と平安時代の土坑のほとんどは調査区北西隅の比較的緩やかな斜面に集中する。中世の土坑

も平安時代の土坑群と同範囲に分布している。検出面は土層堆積状況により基本土層V、 Ⅵ層となった。

そのほか、遺構検出時に縄文時代前期頃の深鉢形土器片 1′点と黒曜石片10′点も出土している。

(1)奈良・平安時代

ア 住居跡
1号住居跡 (図 330、 P Ll18)位置 N-7

検 出 I層 (耕作土)直下のⅥ層上面で検出。覆土は砂礫の少ない黒褐色を主体 とする自然堆積 と考え
られる。削平により南西隅の壁はほとんど残らない状況である。

構 造 平面形態は不整な隅丸方形。規模は現状では2.74× 2.60m、 床面積6。 21rを測る。主軸方位は長
軸でS-16° 一Wを指す。壁面は斜めで、残 りの良い北壁が深さ21cmほ どである。柱穴やピットはなく、

床面は掘 り込んだⅥ層面を平坦に整地した様子で、特に堅緻な部分は確認できない。床面標高449.33m。

カマ ド 削平により残存状況は悪 く、焼土の広がりと袖材らしき平石や土器片の集中から、南西隅に 1基
存在したと推察できるに過ぎない。

遺 物 土器の出土量は少ない。カマ ド (推定)付近からは比較的多く、特に土師甕の破片が目立つ。そ
の個体数は回転糸切 り底の須恵不 2(1)、 同甕 1、 回転糸切 り底の土師内黒不 2以上 (203)、 ロクロ成

形で器厚が薄い土師甕 2以上 (4・ 5)である。また南東壁際から、現存長 9 cmの鍛造釘 (6)が出土して

いる。

時 期 土器の様相から、奈良時代末～平安時代初頭と位置付ける。

l'\ 5

o (t:4) locm
r---

:黒褐色土 (シルト質土、Ⅵ層の各礫を含む)
:    (カ マド覆土、焼土層)

0(1:3)5cm

図330 1号住居跡

―-497-一

も

0  (1:80)  2m



つ  _l｀ NM緻  
°×

7i a:Pエン
饉イ膨

Pl《)P2 オ
＼6

jVユ【
′  Qフ                  ~   P4

C′

第 3章 調 査

ゝ

リ
o  (1:40)  lm

カマ ド石組み、掘込み

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

LL=“
“
0

y LL一
“
a∞ 」

黒褐色土 (粘性シルト、Ⅵ層の角礫粒を全体に合む)

にぶい黄褐色土 (カマド覆土、1層土に黄褐色粘土粒入る)

にぶい黄褐色土 (カマド覆土、2層土に粘土ブロックと炭合)

暗褐色土 (3層土に炭
0焼土を多く合む)

暗赤褐色土 (カマド火床)

明黄褐色土 (カマド構築土、粘土)

黒褐色土 (P2覆土、 1層 より均質)

灰黄褐色土 (P4、 5覆土、シルト、角礫を多く含む)

黒褐色土 (P7覆土、 1層 に角礫含む)

黒褐色土 (P6覆土、 1層土より揃った土質)

黒褐色土 (P5柱痕)

褐色土 (P8覆土、Ⅵ層の土壌化した土質)

Ｆ

一

Ｆ

一

G ,: *r.ru α
一

躙 H側
o   (1:80)  2m

＼
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0  (1:4)  locm

図331 2号住居跡
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第 5節  開畝遺跡

2号住居跡 (図 331、 P Ll18)位置 調査地区の中央、N-12017

検 出 V(VI)層 上面で検出する。また東側のV層上面に土器集中地点があり、本跡と関連すると考え
る。覆土はⅥ層起因の風化した小角礫を含む黒褐色土の単層で、自然堆積と思われる。

構 造 平面形態はやや不整な縦長方形である。規模は4。 94× 4.66m、 深さ60cm、 床面積21.Om2を 測る。
主軸方位はN-23° 一W。 壁面は垂直に近い。南西に傾斜した立地のため、検出面からの深さは北から南

に向かって、60～ 10cmと 浅 くなる。床面はⅥ層上面を平坦に整地した状態で、全体に南に15cm傾 いてい

る。床面標高は448.15m。 ピットは 8基検出された。主柱穴はP2040507と 考えられ、P2以外が

壁際に設けられる特徴を持つ。P5に は壁際に傾斜する状態で柱痕が残る。またP10306・ 8も 形状
から柱穴と判断してよいだろう。

カマ ド 北壁中央やや右寄 りに 1基ある。廃絶時の破壊のためか、両袖部分の砂岩礫と粘性土以外に原位
置を止める部分は少なく、カマ ド上部や前庭部周辺に礫が散舌Lし ている状態で検出された。その状況から

カマ ドの構築法と使用時、廃絶時の状態を考察すると、両袖部の地山をやや掘 り残したところに、粘性土

(6層 )と 砂岩の角礫を貼 りつけて袖を完成させている。また燃焼部奥壁にも袖同様の粘性土を貼り、傾斜

を緩やかにしている。天丼部は残存しないが、カマ ド覆土 (2層 )に粘性土粒が含まれることから、天丼

部にも粘性土を貼っていたことが予想される。煙道部は全 く検出されなかった。燃焼部は床面よりやや窪

められ、火床は焚口部奥に楕円形に残る。廃絶時には天丼部と袖の構築材を破壊した後、それらをカマ ド

周辺に放置している。また支脚石 と考えられる柱状の角礫も抜いて、燃焼部奥壁に置いている。

遺 物 出土量は少なく、カマ ド寄 りの覆土中からの出土がほとんどであるが、カマ ド東横の床面に近い

位置で完形の須恵不 2(203)が 重なって出土している。土器の様相は、 1は底部が広 く回転ヘラ調整
の須恵不、 4は静止ヘラ調整底で内面にヘラ記号を持つ須恵不、 203が 回転糸切 り底で焼成が軟質な須
恵不、 5は焼成が軟質の須恵高台不、 6は ロクロ成形で静止ヘラ調整底の内黒不、 709は 外面ヘラ削り
の土師甕、 8は ロクロ成形後に外面下部ヘラ削り調整をした土師甕である。なお、 30508は 本跡東に
隣接の土器集中地′点出土であるが、関連する遺物と考えて本跡資料とした。

時 期 土器の様相から奈良時代末～平安時代初頭に当てはまると考える。

3号住居跡 (図332)    位置 N-22

検 出 確認調査時の トレンチ断面から、焼土と黒褐色土の扁平な浅い陥ち込みが確認される。その後V

司

(Ⅵ)層上面で検出される。 トレンチ
により、北側半分以上は痕跡を止めな

い。覆土は黒褐色土の単層で、自然堆

積と思われる。

構 造 平面形態は方形と推測され、
規模は主軸で2.92mを測る。主軸方位

はE-34°―Sを指す。壁面は斜めで、

深さ10cmと 浅い。床面は掘り込んだⅥ

層上面を平坦に整地した状態であり、

全体に南に 5 cm余 り傾 く。床面標高

447.60m。 ピットは検:出なし。

カマ ド 削平とトレンチで残存状況は

極めて悪い。火床部は厚さ10cmほ ど

0  (1:4)  locm

:黒褐色土 (砂質シルト、Ⅵ層の角礫、粒子を合む)

:黒褐色土 (カマド覆土、 1層土に炭・焼土を含む)
:赤褐色土 (カ マド火床、上部ほど被熱の度合いが高い)

ス

く|

≧く・

0  (1:80)  2m

図332 3号住居跡
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で、右袖には構築材の扁平な角礫が立った状態で検出されたが、原位置を止めているかどうか不明である。

遺 物 非常に少なく、全て土器の小片である。図化資料では 1は須恵器不、 2は静止ヘラ調整底の土師

内黒鉢、 3は外面にヘラ削り調整をもつ土師甕がある。この他に須恵甕片が出土している。いずれも床面

に近い覆土中から出土した。

時 期 少量であるものの、土器の様相から奈良時代末～平安時代初頭頃と推定する。

4号住居跡 (図 333、 P L120)位置 M-25、 N-21

検 出 確認調査 トレンチで、カマ ド付近を確認。V層上面で全体形を検出する。全体に削平により残存

状況は悪 く、南側は壁の立ち上がりが定まらない。覆土は黒褐色土の単層で、自然堆積と思われる。

構 造 不整な隅丸方形と推測する。規模や主軸方位は不明。壁面は斜めに掘 り込まれ、深さ22cmを最大
とする。床面は掘り込んだⅥ層面を整地した状態で、全体に南に10cm傾斜している。床面標高は447.00m

を測る。ピットは 2基検出された。カマ ド南横のPlは平面不整円形で径80cm、 深さ10cmの扁平な皿状の

断面形態を呈する。炭や焼土、土器片を含む。 P2は北寄 りの床面で検出され、平面円形で深さ10cm程 と

小さい。柱穴の可能性を持つ。

カマ ド 西壁中央やや右寄 りに 1基検出された。残存状況は極めて悪 く、天丼部や袖は全 く確認できな
い。燃焼部は浅 く掘 り窪められ、底部には火床の残存と思われる焼土が広がる。土器片が廃棄されてい

る。

遺 物 全て土器片であるが、他の住居跡に比べて残存状況は良い。カマ ド内、 Pl、 覆土の土器片が接

合する場合 もある。図化資料では 103は 回転糸切 り底で軟質気味の焼成の須恵器不で、 1に は火欅痕が

ある。 2はやや底部径が大きく底部調整不明の軟質の須恵不、 405は 回転糸切 り底で外面ロクロ成形の

ｍヽ

バ

・

生 L=“ηo   型

1:暗褐色土 (砂質シルト、Ⅵ層の角礫粒子合む)
2:灰黄褐色土 (Pl覆土、砂質シルトに炭・焼± 0土器含む)
3:暗褐色土 (カマド覆土、 1層土に炭・焼土含む)
4:暗赤褐色土 (カマド覆土、3層土に焼土プロック含む)
5:赤褐色土 (カマド覆土、Ⅵ層土に似る焼土層)
6:赤褐色土 (カマド火床)

0 (t :4) 10cm

図333 4号住居跡
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第 5節  開畝遺跡

土師器内黒不、 6は丸みを持ちやや深い器形で、外面ロクロ成形、内面黒色で斜め ミガキ調整の不であ

り、 7は ロクロ成形で外面にカキロを残す土師小型甕、 8は ロクロ成形で 7と 同型の小型甕、 9はいわゆ

る武蔵型甕である。器厚は薄 く、やや肩が張る長胴気味の胴部に「コ」の字状の口縁部を持つ器形であ

り、調整は口縁部外面は横六ケ、胴部は平行タタキのち斜めケズリ、内面は全体に横ナデが施されてい

る。他には須恵甕片も出土している。

時 期 土器の様相から奈良時代末～平安時代初頭に位置付ける。

5号住居跡 (図 334) 位置 R-5

検 出 確認調査 トレンチの断面観察で、扁平な陥ち込みとして検出。Ⅵ層上面で平面的に広がるが、肖j

平とトレンチで東側の大半が消失してぃる状態である。覆土は浅 く黒褐色土の単層である。

構 造 唯一残る北西壁付近の状況から方形の住居跡と判断し、その壁の向きを主軸方位 とするとN―
42°―Wを 向く。また軸方向で長さ4.24mである。壁面は斜めで、深さは10cmと 浅い。床面は掘 り込んだ

Ⅵ層面を整地した状態で、平坦であるが全体に南に26cm傾 く。床面標高446.57m。 ピットは南西隅の床面

6住

＼

ヽ

~~｀

ぃヾ

躊

暑

Ｉ

Ｊ

0  (1:80)  2m

0  (1:80)  2m
1:黒褐色土 (砂質シルト、Ⅵ層の劣化した角礫粒子含む)

:暗褐色土 (表土 I層 と2層土が混在)
:黒褐色土 (砂質シルト、Ⅵ層の劣化した角礫粒子合む)

＼       堪-30  (1:4) 10cm

図334 5号・ 6号住居跡
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第 3章 調

に 1基検出された。長径30cm、 深さ10cmの大きさで位置からは柱穴の可能性がある。カマ ドは全 く検出さ

れていないが、他の住居跡の状況からは南東壁に存在したと想定される。

遺 物 いずれも土器の小片であり量は極めて少ない。

時 期 土器の様相から、 9世紀前後、奈良時代末～平安時代初頭頃と思われる。

6号住居跡 (図 330 位置 M-24、 25、 R-04、 05

検 出 Ⅵ層上面で検出するものの、その大半は調査区外に伸びているため、全体像はつかめない。覆土

は自然堆積 と思われる黒褐色土 (2層 )の上に、耕作土 (I層 )と 2層上が混ざる暗褐色土が厚 く堆積して

いる。この状況から、遺構の壁なども攪舌Lと 削平の影響を受けている事が分かる。

構 造 推定で平面形態はほぼ方形であると判断する。東壁の向きを主軸方位 とするとN-13° ―Eを指

す。壁は斜めに掘 り込まれ、東壁で深さは20cmを測るが、南壁などはほとんど確認できない。床面は掘 り

込んだⅥ層面を整地した状態で、全体に30cm南に傾 く。床面標高446.60m。 また東側には焼土が円形に広

がる。ピットは東壁際の床面に 1基検出された。円形で径20cm、 深さ10cmを測る。カマ ドは調査範囲では

確認できない。なお床面には様々な大きさの角礫が散舌Lし ていて、カマ ド構築材とも考えられる。

遺 物 土器の破片が床面に近い覆土中で少量出土する。主なものは、焼成がやや軟質の須恵不 (1)、

回転糸切 り底の土師内黒不 (203)やロクロ成形で口縁部がやや直立する土師甕 4がある。

時 期 土器の様相から奈良時代末～平安時代初頭以降と考える。

イ 掘立柱建物跡
1棟のみ検出された。調査地区の南西隅の古代と中世の土坑の集中する地点であり、その切 り合い関係

から古代 (平安時代)に帰属する建物跡と考える。

また周辺にはこの建物跡を構成するピット (柱穴)と 同形同種の小土坑が30基検出されているが、他の

建物跡を構成する柱穴として明確に組める土坑は検出できなかった。しかし、検出した 1号掘立柱建物跡

も斜面という地形や礫を多く含む地質に少なからず制約されながら建造された所見を得ているため、それ

ら小土坑を建物跡の柱穴ではないと明確に結論付ける根拠はない。

なお、報告では建物跡の短軸方向を梁行、長軸方向を桁行としている。

1号掘立柱建物跡 (図 335、 P Ll19)位 置 R-7、 8

検 出 IV層上面で検出された小土坑群のうち、やや不定形ながら2間 ×2間のやや東に傾いた南北棟、

総柱式の平面形態を想定する、ピット9基を建物跡と判断した。P9が中世の 2号土坑に切られる。

構 造 規模は桁行4。 80m、 梁行 3。 46mで、面積16.31m2を 測る。主軸はN-36°一Eを指し、これは地形
の傾斜軸と平行に近い。柱間は南北列の北側 1間が3.Om、 南狽11間

´
が1。 7～ 2.3mと 開きがあり、東西列

は1.4～ 2。 Omを測る。柱穴の形は平面が円形を基本として、断面は底部が小さな台形様が多い。形状が歪

むのは、礫の多い地質に制約された結果と思われる。また大きさは柱穴上面で23～ 40cm、 下面で15～ 22cm

であり、深さは14～ 55cmを測る。覆土は全て単層であり、P10408が 粘性の弱い、Ⅵ層起因の劣化小

礫と炭化物を含む黒褐色土 (1層 )、 P205～ 709は粘性の強い均質な黒褐色土 (2層 )に炭化物ブロ

ックを含み、P3は粘性の 1、 2層土の中間にあたる暗オリーブ褐色土 (3層 )に覆われる。柱痕はない

が、いずれの覆土にも大小の炭化物を含み柱が焼失した可能性を示している。

なお、柱穴の底部の水平高 (位置)は、地形傾斜上部の柱穴ほど高く、逆に傾斜下部の柱穴ほど低い傾

向がある。これは埋設する建物柱上端を水平に保つ場合、各柱の地表からの長さは標高の高い柱穴位置ほ
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第 3章 調  査

ど短 く、標高の低い柱穴位置ほど長 くする必要があり、それに応じる結果とも想定される。

遺 物 炭化物以外になし。

時 期 中世土坑に切られる′点、周囲の古代土坑 (平安時代初頭頃)と 覆土が似る″点などから、平安時代の

建物跡である可能性が高い。

ウ 土坑 (図 335・ 336、 P Lll"

35基検出され、そのうち遺物の出土した土坑は24坑・31坑 036坑 040坑の 4基のみである。したがって

その他の土坑は所属時期決定が困難であるが、その分布や覆土の状況、中世土坑との切 り合いや性格 (形

態、覆土など)の差異などから、おおむね住居跡と同じ奈良時代末～平安時代初頭頃であると判断する。

以下に形態、覆土、遺物出土などの点から特異な状況を示す土坑の所見を記し、最後にその他の土坑に

ついて触れたい。

29号土坑 (図 336、 P Ll19)位置 R-9

検 出 Ⅵ層上面で25026028030坑 と隣接して検出された。覆土は 2層に分かれ、粘性のある土壌化の

進んだ黒褐色土 (1層 )が土坑中央に底部まであり、その周囲を小礫を含む黒褐色土 (2層 )が囲むように

堆積する。

形 態 平面円形で、内部南側にテラス部をもつ有段状の断面形態を呈する。規模は上面径76cm、 下面径
40cmであり、深さは底部まで44cmを 測る。大半の小土坑より規模が大きく、また覆土状況も異なる。

遺 物 なし。

時 期 決定できないが、奈良時代末～平安時代初頭か。

31号土坑 (図 336、 P Ll19)位置 R-9

検 出 Ⅵ層上面で検出。切 り合いはなく、西に35坑が隣接する。覆土は劣化した小礫を含む黒褐色土の

単層であり、ピットの覆土も同様である。

形 態 東西に長軸を持ち、東壁がやや膨らむ不整な長方形を呈する。規模は2.20× 1.86mを測 り、深さ
は東側で20cm、 西側で 8 cm程である。底部は平坦で、南西側の壁に沿うように小ピットが 4基検出され

る。P104は 径12cmで深さ12cmと 特に小さく、P203は 径20cm、 深さ16cmを測る。いずれも柱穴の可
能性がある。また底面中央には炭化物が分布し、内黒不 (2)が出土している。明らかに他の土坑と性格

が異なり、ある程度の平面的な空間とピットを柱穴とした上屋構造を合わせ持つ、住居跡に準ずるような

施設を想定する。

遺 物 2は底部手持ちヘラ削り調整で、覆土出土の須恵不 (1)は底部回転糸切 り未調整である。
時 期 土器から奈良時代末～平安時代初頭と考える。

35号土坑 (図336)    位置 R-9

検 出 Ⅵ層上面。覆土は全体に炭と焼土粒を含む、粘性のある黒褐色土の単層である。
形 態 円形に近い不整な平面形態で、浅い皿状を呈する。規模は1.30× 1.20cm、 深さ12cmをはかる。ま
た本跡北西側検出面には炭化物の集中がある。土坑内で被熱を受けた部分はないことから、炭や焼土が意

識的に入れられたと考えられる。

遺 物 土器などは出土していない。

時 期 決定する根拠はないが、周囲の土坑との状況から古代と推定する。
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第3章 調  査

40号、41号土坑 (図 336、 P L120)位 置 他の土坑 と離れた調査区北隅、 I-17018

検 出 Ⅵ層上面。覆土の相違では40坑が41坑を切る関係にある。覆土は40坑が粘性、しまりともに弱い
黒褐色土の単層である。

形 態 40坑は浅い皿状で東西に長軸を持つ平面長方形を呈し、41坑は隅丸の長方形で西側を40坑に切ら
れる。規模は40号が2.40× 2。 00m、 深さ15cm、 41坊iが現状で1。 10× 0.94m、 深さ12cmを はかる。 いずれも
底面は平坦である。

遺 物 40坑北西隅床面上に、いずれもほぼ完形の須恵不 (1)、 同高台不 (203)、 同短頸壺 (4)の 4
個体がまとまって出土している。それらは不の上に高台不 2個体が半ば逆位に重ねられ、その西横に短頸

壺が置かれた状況であり、意識的に安置後に埋納した様相を呈する。須恵不は底部回転糸切 り未調整で大

きく歪んだ器形であり焼成は良い。高台不はいずれも底部回転ヘラ調整のち、やや内側に高台を付けてい

る。焼成は軟質である。短頸壺は肩部に最大径を持ち、口縁部は直線的に短 く外傾して、その端部内面が

やや内側に屈曲するように面取 りされている。底部は回転糸切 り未調整である。焼成は良好である。

時 期 土器の在 り方から、奈良時代末～平安時代初頭と考える。

その他の土坑 (図 335)

前述した通 り、土坑は40・ 41坑以外が全て調査区南西隅に集中して検出された。これらを平面形態、断

面形態、覆土の状況から分類を試みる。

平面形態は円形から楕円形 (それに近い不整形含む)、 方形、長方形の 3種類に分け、断面形態は有段 (テ

ラス部を持つ)、 方形 (台形)、 房垂形、半球形、不整形の 5種類に分けた。また覆土は、A:Ⅵ層起因の風
化した小礫を含まない黒褐色土、B:Ⅵ層起因の風化した小礫を含む、粘性の弱いにぶい黄褐色～黒褐色
土と大きく2種類に分けて、その中で炭化物を含む覆土をそれぞれA/、 B′ とした。この平面形態と断面

形態、覆土の状況を合わせて整理すると以下のようになる。

lタ イプ

平面が円形、また楕円形、断面が方形     …13基 (土層A:1、 B:5、 B′ :7)

規模 :長車由長23～ 56cm(平均34.2cm) 深さ 9～ 44cm(平均22.lcm)

2タ イプ

平面が円形から楕円形、断面が半球形から房垂形… 5基 (土層A:1、 B:4)

規模 :長軸長28～ 41cm(平均32.6cm) 深さ22～ 34cm(平均30.Ocm)

3タ イプ

平面が円形から楕円形、断面が有段形     … 5基 (土層B:3、 B′ :2)

規模 三長軸長48～ 87cm(平均55。 6cm) 深さ25～ 33cm(平均28.2cm)

4タ イプ

平面が方形、     断面が房垂形     … 1基 (土層B:1)

規模 :長軸長38cm         深さ24cm
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5タ イプ

平面が円形から楕円形、断面が不整形     … 3基 (土層B:1、 B′ :2)

規模 三長軸長30～ 36cm(平均31.7cm) 深さ15～ 27cm(平均20。 Ocm)

6タ イプ

平面が不整形、    断面が有段形     … 2基 (土層A:1、 B′ :1)

規模 :長軸長35～ 72cm(平均53.5cm) 深さ15～ 27cm(平均24.5cm)

7タ イプ

平面、断面共に不整形

規模 :長軸長46cm 深さ25cm

・…1基 (土層 B′ :1)

この分類と数値から土坑の性格を導き出すのは非常に困難であるが、土坑分類の 1、 2タ イプは何らか

の構造物の柱穴と成り得る形状ではないかと思われる。ちなみに、 1号掘立柱建物跡の各ピットは土坑の

分類の 1タ イプ (ま たは2タ イプ)に考えられる。その規模は長車由長で23～ 40cm(平均32.2cm)、 深:さ 14～ 55

cm(平均36.4cm)であり、土坑の 1、 2タ イプに近い数値である。

(2)中世

ア 土坑 (図 33つ

中世の遺構の全てが土坑である。 162070809坑 の 5基は、いずれも調査区北西隅に分布してい

る。どれも平面形が方形、または長方形という特徴がある。古代の土坑と重なるが、重複関係は形状と覆

土から明白であった。中世の土坑同士は重複せず、その性格は同じであると判断する。

1号土坑跡 (図 337、 P Ll19)位置 R-3

検 出 他の中世土坑からやや北に離れた位置で、Ⅵ層上面にて長方形の黒褐色土の陥ち込みとして確認

する。切 り合いはない。覆土は粘性の弱い黒褐色土の単層で、Ⅵ層起因の小礫や劣化した石粒が全体に散

る。上部は耕作の影響を受け均質な性状を示す。

構 造 平面形は長方形で、長軸は等高線に直交するように北北東を指す。規模1.00× 0。 70mを はかる。

底面は長方形で、規模0.75× 0.4mである。比較的平坦であるが、Ⅵ層の礫が露出する部分 もある。深さ

は土坑中央で23cmを はかる。

遺 物 内耳土器の体部片 (1)が 1片出土している。軟質の土師質である。

時 期 他の土坑の土器から、中世後期の16世紀頃と推定する。

2号土坑 (図 337、 P Ll19)位置 R-8

検 出 Ⅵ層上面で 7坑と隣接して検出する。 1建を切る。覆土は黒褐色土の単層で、粘性があって、し

まりは良い。炭化物を含む。周辺の古代の土坑の覆土に比べて均質な性状である。

構 造 平面形は北壁がやや歪むが、一辺1.30mの方形を呈する。底面形も一辺1.00mの方形であり、そ

の中央部には直径25cmで深さ10cmの 円形の陥ち込みが確認されている。重複関係を持つ別土坑の可能性も

あるが、調査段階では一括性のあるこの土坑に帰属するピットと判断した。
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第 3章 調

遺 物 内耳土器の回縁部片 (1)と 、粘板岩製の方形の硯 (2)が出土している。内耳土器は体部がや
や外傾 して立ち上がり、口縁部が直立気味の形態で軟質の土師質である。また硯は池部の右隅の破片であ

り、その外面には無数の擦 り痕や条痕が残るため、破片を砥石などに再利用した可能性がある。

時 期 内耳土器の形状から、中世後期の16世紀前半とする。
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第5節 開畝遺跡

7号土坑 (図 337、 P Ll19)位置 R-8

検 出 Ⅵ層上面で、 2坑の南側に隣接して検出する。覆土は2層に分かれ、底部に焼土と炭化物の堆積
の2層があり、土坑全体を覆う1層 には大小の礫が含まれていて、人為的に埋められた性状がある。

構 造 長軸を北西に向けた長方形を呈し、1.80× 1。 00mの規模である。底面も1.35× 0。 70mの隅丸長方
形であり、Ⅳ層の礫は出土するが平坦である。底部には焼土と炭化物が溜まる (2層 )。

遺 物 内耳土器片が出土している (1～ 4)。 そのうち2は 2坑出土の回縁部とほぼ同形といえる。また
3は底部であり、立ち上がりはやや緩やかである。

時 期 中世後期の16世紀前半であろう。

8号土坑 (図337)    位置 R-13
検 出 調査区南端で、Ⅵ層上面にて検出する。 9坑が南西側に隣接する。 1号土坑の覆土と似て、粘性
が弱く、しまりの良い黒褐色土の単層である。下部にはⅣ層起因の礫を多く含み、 l cm程の炭化物が全体

に散る。僅かに焼土粒も含む。

構 造 平面形態はほぼ隅丸方形で、規模1.20× 1.15mを測る。底面は1.00× 0。 80m、 深さ24cmであり、
礫が露出するが平坦である。

遺 物 他の土坑同様、内耳土器片が出土している。いずれも体部片である。軟質で土師質である。
時 期 土坑の形状、遺物から16世紀頃と考える。

9号土坑 (図337)    位置 R-13
検 出 8坑に隣接して、IV層上面で検出する。覆土は8坑に似る粘性の弱い黒褐色土で、炭化物が多く
混ざる。 2 mm程の焼土も見られる。

構 造 平面形態は基本的に一辺80cm四方の方形を呈するが、南辺がやや膨らみ、東隅には方形に張り出
した部分も認められる。底面は上端線と同様の形状で、規模は一辺70cm四方で、深さ10cmをはかる。礫は

露出するが平坦である。

遺 物 なし。
時 期 土坑の形状から、同時期の16世紀としたい。

中世土坑の性格 中世に当てはまる土坑 5基について所見を記したが、その性格について触れたい。
まず、土坑の分布は、調査地区の北西隅の最も緩斜面となる辺りにまとまっている。更に細かく分布状

況を見れば、 1坑、 2坑と7坑、 8坑と9坑と北から順に3カ所に分けられる。切り合い関係はない。

次に形状は、いずれも隅丸気味の四角形として括れる。軸方向は、北北東にあり、斜面の傾斜軸に共通

する特徴を持つ。深さは12～ 34cmであり、底面は上端線同様の形状で平坦である。 2坑には底面中央に小

ピットがある。

覆土の状況は、 1坑以外の土坑では、いずれも炭化物と焼土が含まれている。また 7坑では底面に炭化

物と焼土が溜まり、土坑全体は人為的に埋められた状況である。

また出土遺物は内耳土器片が主体で、 8坑から石製の方形硯片が 1点出土している。内耳土器片はいず

れも小片であるが、口縁部の特徴は、やや内湾気味に直立する点にあり、中世信濃の内耳土器編年 (小林

19820野村1990・ 月賠Ь199つ に照らし合わせると、16世紀代前半の範疇に収まりそうである。

以上の 4′点から、土坑の性格を明確にすることはできない。また調査地区外の南西側に土坑群の分布が

広がりそうな気配がある。
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5 まとめ
今回の調査により、開畝遺跡は古代の集落跡と中世16世紀前半頃の土坑群から構成される複合遺跡であ

ることが明らかになった。

古代の集落跡は、住居跡が重複なく分布し、土坑と掘立柱建物跡は南西地点に集中する傾向がある。北

の山側に離れて検出された40041坑は遺物の出土状態からして、単なる生活施設ではなさそうである。

土器の様相では、不類は須恵器と内面黒色処理した土師器が供伴し、どちらも底部調整は回転糸切りが

主体であるが、静止ヘラ調整が残っている。この他須恵器の高台不も見られる。

土師器の甕は法量から大小に分けられ、その形態と在り方を直井義尚氏の分類に照らし合わせると (直

井1990、 大形甕は丸底と推定されて外面上部にロクロ成形を残し、下部をタテケズリした北信型甕「甕

A」 (1住-405、 2住 -8、 6住 -4他)と 、頸部以下を強いケズリで薄く仕上げた東信型甕、所言胃武蔵型

甕「甕 B」 (4住-9)がある。その形態は肩部がさほど張らないことで共通するが、北信型甕の回縁部は
短く外反または内湾気味に立ち上がるのに対し、東信型甕は頸部をやや上方に立ちあげ、そこから口縁部

が外反する「コ」字状を呈する′点で異なる。また小型甕は北信型甕に伴うとされる底径が大きく体部中央

に最大径を持つ外面ロクロ調整またはカキロ調整された甕 (4住-708)と、東信型甕に伴うとされる体
部外面をケズリ調整された甕 (2住-7)がある。このうち大形甕は直井氏の形態変化を用いた時期設定
によると、どちらの系統の甕も8世紀末葉から9世紀初頭に当てはまり、不類の構成もそれと符合すると

考えてよいだろう。また、甕の構成は大形甕は同一住居内で供伴する例はないが、遺跡全体では北信型甕

が大半で、東信型甕は少ない。それに対し小形甕は大形の北信型甕を持つ住居に東信型甕が伴い (2住 )、

その逆の構成 (4住)も 存在している。

直井氏によると、甕の分布は 8世紀末葉から9世紀初頭の長野盆地ではほとんど北信型甕が占めるのに

対して、上田盆地は東信型甕が多く、僅かに北信型甕が入る状況である。 9世紀前半となると、長野盆地
にも少ないながら東信型甕が入り、上田盆地では北信型甕が増加するが未だ東信型甕が多いとしている。

本跡の構成は 9世紀前半の上田盆地に最も近い状況と捉えられるが、遺跡のある立地が長野と上田の中

間地域と考えれば 8世紀末葉から9世紀初頭の時期に、北信型甕主体でありながら確実に東信型甕を伴う

という構成状況を地域的特徴として理解できないだろうか。
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第 5節  開畝遺跡

表49 土器観察表

図版NQ 地点名
土器
NQ
器種 残存率

法量 (cm)
色調 胎土 焼成 外面調整 内面調整 備考

口径 底径 器高

1住 須恵不 1/4全位 灰 白
少02～ 05
長石、角閃石 やや軟質 体 :ロ ク

ロ 底 :糸切

内黒不 1/5日 ～体 赤褐
有1.0～ 0.3
長石、雲母、石英 良好 ヨコナデ コナデ カマ ド

内黒不 1/3全位 (13.5) にぶい赤褐
少 0.2～ 0.3
石英、長石 ほぼ良好 体 :ロ ク

ロ 底 :糸切 タテミガキ

甕 1/6日 ～頸 (21.2) 明赤褐
有0.1-0.5
長石 良好 口～頸 :ロ ク

口 :ハ ケナデ 頸 :ヨ コナ

甕 1/4口 ～頸 (22.2)

外

内
にぶい橙
橙

有0.2-04
長石 良好

口唇 :ややオサエ
ロ～頸 :ロ クロ カマ ド

2住 須恵不 1/2全位 (13.8) 灰
有01-02
輝石 ? 良好

体 :ロ クロ
底 :回転ヘラ調整 図示

須恵不 2/3全位 橙
多0.1-2.0
長石 やや不良 体 :ロ クロ 底 :糸 切

図 示
酸 化 傾 向

須恵不 ほぼ完形 灰 極少 軟質 体 :ロ クロ 底 :糸 切 図示

須恵不 ほぼ完形 (13,4) 灰
有0.1～ 0.5
長石 良好

体 :ロ クロ
底 :ヘラ切・ヘラ調整 体 :ロ クロ 底 :ヘラ記号

須恵高台不 1/5底 灰
有0.1～ 10
長石 やや軟質

内黒不 1/4鈍 (14.4) にぶい橙 有
0.2～ 05
長石 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :ヘラ調整

331 甕 1/2日 ～頸 明赤褐
多02～ 10
長石、石英、角閃石 良好

口辺

頸 :

ヨヨナデ ヨコナデ

甕 1/5日 ～体 (17.8) (20。 9) 橙
有01～ 15
長石、角閃石、小礫 良好

ク
ズ

上
タ
体一
下
口
体

ヨコナデ

甕 1/5日 ～体 (25.1) (15.3) 橙
粗、多01～ 0.5
長石、雲母、
赤色粒子

良好
口辺 :

ズ
頸
ケ

デ
タ

コ
体

コナデ
図示
口縁、内外合
わせたナデ

3住 須恵不 1/4体 (11.8) 黄灰
少0.1～ 02
長石 良好 ロクロ 図示

内黒鉢 1/5底 にぶい黄橙 有
01～10
長石、石英、雲母 良好

デナ
整
コ
調へ

下
‥
体
底

コ十タテミガキ

332 Jヽ型甕 1/6日 ～頸 (10.6) にぶい赤褐
有0,卜 10
石英、長石、角lAl石 ほぼ良好

デ
リ

辺

・

口
頸

ヨコナデケズリ 接合痕三頸1

4住 須恵不 2/3全位 灰
有0.1～ 02
長石 やや軟質 体 :ロ クロ 底 :糸切

図 示
火 欅

須恵不 1/4全位 (13.7) 灰 白
０
．石

少

長 軟質 体 :ロ クロ 底 :摩耗顕著 図示

須恵不 2/3全位 (13.5) 灰 白
少 0.1～ 02
長石 軟質 体 :ロ クロ 底 :糸切

内黒不 1/2節 橙
有01～ 10
角閃石、石英、長石 良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ヨコミガキ 図示

333 内黒不 2/3全位 (13。 9) 橙
有0.1～ 0.8
長石 はぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸 切 ヨコミガキ

333 内黒不 2/3全位 にぶい橙 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 ヨコナナメミガキ 図示

333 lヽ型甕 1/3日 ～体 (12.5) 橙
有0.1～ 0.5
長石、赤色粒子 ほぼ良好

a)\t (u?u) a =trj

333 Iヽ型甕 1/2日 ～体 にぶい赤褐
多01～ 10
雲母、角閃石、長石 良好

333 甕 1/2日 ～体 橙
少0.2-0.5
長石 ほぼ良好

口辺 :ハ ケナデ 体 :平行
タタキ後ナナメケズリ

ヨコナデ

6住 須恵不 1/3日 ～体 灰黄
少
長石 やや軟質 ロクロ

内黒不 1/5底 にぶい橙 多01～20
長石、雲母、赤色礫 良好

体下 :ヨ コナデ
底 :ヘラ調整

内黒不 1/5底 にぶい橙 有
0.1～ 0.5
長石、角閃石 良好 体下 :ロ クロ 底 :糸 切 ヨコミガキ

甕 1/6口 ～体 (27.0) 橙
有01～ 0.5
長石、小礫 良好 ロクロハケナデ後ハケナデ

31坑 須恵不 2/3全位 灰
少 0.2
長石 ほぼ良好 体 :ロ クロ 底 :糸切

内黒不 2/3体～底 にぶい黄橙
多02～30
角閃石、赤色粒子

ほぼ良好 下…口切後へ⑩

体
糸

リ

ロ
底

ケ

ｒ
グ
嚇

体
後
ズ

ナナメ放射 ミガキ

40坑 須恵不 ほぼ完形 灰 少 良好 体 :ロ クロ 底 :糸切 示
変
図
窯

須恵高台不 ほぼ完形 灰 白
少0.1～ 10
長石、小礫 軟質

体 :ロ クロ
底 :回転ヘラ切 図示

須恵高台不 ほぼ完形 灰 白
多0。 1～ 2.0
長石、黒色粒子
火成岩粒

軟質
体 :ロ クロ
底 :回転ヘラ切

須恵短頸壺 ほぼ完形 (10。 3) 灰
多0.1～ 3.0
長石、角閃石 ほぼ良好

体 :ロ クロの丁寧なナデ、
ナデ消し 底 :糸切

口～体上 :ナ デ消 し
体下 :ロ クロ

図示
外口縁体部の
一部自然釉

11克 内耳鍋 体 灰黄褐 有0,卜 10
長石、石英、火山 良好 ケズリナデ ヨコナデ

337 2坑 鍋 口縁 暗褐
有0.1～ 1.0
長石 良好

取

ロ

面
ク

唇
・
口
体

やや突出

337 7坑 内耳鍋 体 にぶい黄褐 多
0.1～ 15
長石、石英、雲母 良好 ヨヨナデ

337 鍋 口縁 褐
多0.1～ 0.5
石英、長石 良好

337 内耳鍋 底 黒褐
多0.1～ 1.0
長石、角閃石 良好 体下 :ロ クロ 底 :ケ ズリ

337 内耳鍋 体 にぶい赤褐
多05
長石、石英、角閃石 良好
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付章 分析と鑑定

付章 分析 と鑑定

第 1節 国分寺周辺遺跡群の自然科学分析・調査

パ リノ 0サーヴェイ株式会社

1 はじめに

国分寺周辺遺跡群 (長野県上田市国分所在)は上田市域の南東部にあり、千曲川右岸にみられる段丘面の

うち最も低位の上田面Ⅱに立地する (本報告第2章第1節のV面に対応)。 上田市域の千曲川右岸の段丘面に

は、高位のものより虚空蔵面t染屋面、上田面Ⅱがみられ、上田面Ⅱは風成層を乗せない新しい段丘で、

染屋面の浸食の後に堆積した泥流堆積物の堆積面である (飯島ほか、1969)。

今回の調査区のうち、 3区 04区では弥生時代～平安時代の住居跡や溝跡が検出された。住居跡には、

当時の住居構築材と考えられる炭化材や食料と考えられる炭化種実が出土した。本地域では、これまでに

も古墳時代や奈良・平安時代の焼失住居跡から出土した炭化材や炭化種実に関する調査が行われ、調査例

が蓄積されつつある。今回は、住居構築材や食料に利用された植物や古環境の推定を目的として、以下の

ような調査課題を設定し、自然科学分析調査を実施することとした。

(1)古墳時代～平安時代の住居構築材の樹種の確認

調査区内からは、弥生時代～平安時代の住居跡が検出され、当時の住居構築材と考えられる炭化材が出

土した。今回は、これらの中から古墳時代～平安時代の309032103470379042004350447住 の 7軒の

住居跡を対象として、16′点の炭化材が採取された。これらの炭化材について樹種同定を行い、当時の構築

材に関する情報を得る。

(2)古墳時代の植物質食料の推定

古墳時代後期の焼失住居跡321住では、炭化した種実の集中部が 2ヶ所認められた。発掘調査の段階で

は炭化米様の種実が密集した状態で認められたが、他の栽培植物の種実の混入も予想された。

また、同時期の336住のカマ ド内には灰を含む 3層、361住ではカマ ドの周囲に灰層が認められた。この

ようなカマ ド内の灰などには、燃料材に用いた植物の灰が混入している場合がある。例えば、神奈川県藤

沢市慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス内遺跡より検出された弥生時代住居跡の炉跡では、稲の料殻が燃料

材に利用されていたことが明らかになっている (パリノ・サーヴェイ株式会社、1993)。 そこで、炭化米集中部

やカマ ドの灰試料を対象として種子同定と植物珪酸体分析を試み、当時の栽培植物に関する情報を得るこ

ととした。

(3)弥生時代～平安時代の古環境の推定

調査区内には、砂を主体とする堆積物が認められ、粘土質シル トが挟在される。また、調査区からは住

居跡と同時期の溝跡が検出され、溝内には砂を主体とした埋積物が認められた。これらの堆積物には、当

該期の植生を反映すると考えられる微化石の包含が期待された。そこで、これらを対象として珪藻分析、

花粉分析、植物珪酸体分析を実施し、堆積環境を調べ、古環境に関する情報を得る。

(4)赤色顔料や黒色付着物の由来の検討

調査区内からは、ベンガラと考えられる赤色顔料や炭化した穀物の可能性がある黒色物質が出土した。

そこで、これらの遺物の材質を明らかにするために、分析調査を実施することとした。

以下に、調査結果を報告する。なお、本報告では送付試料に付されていた番号を試料番号とする。
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第 1節  国分寺周辺遺跡群の自然科学分析・調査

2 古墳時代 ～平安時代の住居構築材の樹種
(1)試料

試料は、住居跡床面から出土した、住居構築材と考えられる炭化材16点 (試料番号77～ 82、 84～ 91、 93、

9の である。各試料の詳細は、樹種同定結果とともに表 1に記した。

(2)方法

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

(3)樹種同定結果

樹種同定結果を表 1に示す。試料番号93は、肉眼では草本類 (カ ヤ)に見えるが、組織を観察すること

はできなかった。その他の試料は、いずれも落葉広葉樹で 3種類 (コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナ

ラ亜属コナラ節・ケヤキ)に 同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

0コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Oπθππs subgen.五夕肋 bα滋%%S Sect.Cθ %s sp.)  ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織

とがある。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。

0コ ナラ属コナラ亜属コナラ節 (0%θππs subgen。 ニタ物ια滋%%S Sect.Dげπ%s sp.)  ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織

とがある。柔組織は周囲状および短接線状。

・ ケ ヤ キ (多乃θυα sι幾滋 (Thunb。 )MakinO) ニ レ科 ケ ヤ キ属

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織

は異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、 1～ 30細胞高であるが、時に60細胞高を越える。しばしば結晶を含む。柔組

織は周囲状。

表 1 住居構築材の樹種同定結果
試料番号 遺構・地″点名 該当時期 層位名 樹  種
77 309号住 5C後 床直上 コナラ属コナラ亜属コナラ節

309号住 5C後 ピット5内 コナラ属コナラ亜属コナラ節

79 309号住 5C後 サンプリング コナラ属コナラ亜属コナラ節

321号住 5C中 ～後 317号住床下 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
321号住 5C中 ～後 員占ルに コナラ属コナラ亜属クヌギ節

321号住 5C中 ～後 サンプリング コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節
347号住 6C中 ～後 フクド コナラ属コナラ亜属コナラ節

347号住 6C中 ～後 ドキNQ 3内 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

86 420号住 6C中 ～後 W-1
コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

87 420号住 6C中 ～後 W-2 コナラ属コナラ亜属コナラ節

88 420号住 6C中 ～後 W-3 コナラ属コナラ亜属コナラ節

420号住 6C中 ～後 W-4 コナラ属コナラ亜属コナラ節

420号住 6C中 ～後 W-5 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

435号住 7C代 W-1 ケヤキ

93 447号住 古墳中後期 南壁覆土 草本類

94 379号住焼失住居 5C後～6C初 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

-513-一



付章 分析と鑑定

(4)考察

住居構築材と考えられる炭化材には、 3種類の落葉広葉樹が認められた。今回は、古墳時代後期 と奈良
・平安時代の住居構築材の樹種同定を行ったが、結果を見る限り時代による用材の差は認められない。

本地域では、これまでにも古墳時代や奈良・平安時代の焼失住居跡から出土した、住居構築材と考えら

れる炭化材の樹種が多数明らかにされている (パ リノ・サヒヴェイ株式会社、1988a、 1988b、 1989a、 1989b、 1989

c、 1992、 1994a、 1994b、 1995)。 それらの結果ではクヌギ節やコナラ節が多く認められており、古墳時代か

ら平安時代の住居構築材の用材は、クヌギ節・コナラ節を中心としていたことが推定される。これらの成

果は今回の結果とも調和的であり、本遺跡周辺でもクヌギ節・コナラ節を中心とした用材の選択が行われ

ていたと推定される。

今回の調査では、古墳時代で 7軒の住居跡から試料が採取されている。その結果を比較すると、321住

では全てがクヌギ節であるのに対し、420住では多くがコナラ節であり、樹種構成に若干の違いが認めら

れる。住居の用途や使用部位などによる木材の使い分けなども考えられるが、各住居跡の試料数が少ない

ことや、両種類が混在する住居跡もみられることから、断定はできない。

住居構築材の樹種構成は、遺跡周辺の植生を反映していることが関東地方における調査例から指摘され

ている (高橋・植木、1990。 このことを考慮すれば、本遺跡の周辺ではクヌギ節・コナラ節を主 とする植

生が見られたと考えられる。

3 古墳時代の植物質食料の推定
(1)試料

試料は、321住の炭化米集中部より採取された試料番号 10203、 336住のカマ ド3層 (試料番号 4)、

361住のカマ ド周辺の灰層 (試料番号1"の 5′点である。炭化種子抽出後の周囲の土壌を、植物珪酸体分析

用試料とした。

(2)分析方法

a.種子同定

肉眼および双眼実体顕微鏡を用いて種実遺体を抽出し、形態的特徴を観察して種類を同定する。

b.植物珪酸体分析

湿重10g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W、 250KHz、 1分間)、 沈定法、

重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム、比重2.Dの順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃

集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、プリュウラックス

で封入しプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部

(葉身と葉初 の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来し

た植物珪酸体 (以下、機動細月包珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬 (1980の分類に基づいて同定・計数する。

(3)結果

a。 炭化種子

321住 (試料番号 1・ 203)か らは、多量のイネ (θγα wガυα L。)の胚茅Lが得られた。特に、試料番号 1

で多量に検出される。大きさは 4 mm程度で胚の部分は欠如し、表面に数本の溝がある。しかし、全体的に

保存が悪い。

336住では、微細な骨片が数イ固検出されるが、種実遺体はみられない。

361住からは、種実遺体が検出されない。

b。 組織片・植物珪酸体の産状
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結果を表 2、 図 1に示す。各試料からは、単体

の植物珪酸体や植物珪酸体を含む組織片が検出さ

れる。

321住 (試料番号10203)で は、イネ属やタケ
亜科、ヨシ属、ウシクサ族などが認められる。ま

た、イネ属短細胞列やススキ属短細胞列く稲級に

形成されるイネ属穎珪酸体も認められる。

336住 (試料番号4)で も同様に、イネ属やタケ

亜科、ヨシ属、ウシクサ族などの植物珪酸体とと

もに、イネ属短細胞列やススキ属短細胞列、イネ

属穎珪酸体などの組織片が認められる。

361住 (試料番号19)で も、イネ属やタケ亜科、

ヨシ属、ウシクサ族などの植物珪属体とともに、

イネ属短細胞列やススキ属短細胞列、イネ属穎珪

酸体などの組織片が検出される。

(4)考察

321住の集中部にみられた炭化種実は、いずれ

もイネの胚孝Lであった。また、糎殻がついた状態

のものや糎殻自体は全 く認められなかった。これ

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属         3
タケ亜科            37
ヨシ属            43
ウシクサ族コブナグサ属    一
ウシクサ族ススキ属       106
イチゴツナギ亜科        13
不明キビ型          69
不明ヒゲシバ型        28
不明ダンチク型        10

地′点名  321号住
層名

試料番号 1  2  3

361号住

19

２９

４

６

一

・５

５

８

２

３

１

６

５

一

９

４

・０

６

１

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族

不明

26

26

12

54

4

44    42    86   163

32    29    28    20

14    24    24    22

63    57    50    26

4    21    48    15

合  計
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総  計

42

173

215

組  織  片
イネ属穎珪酸体

イネ属短糸田月包夕J

イネ属機動細胞列
ススキ属短細胞列

ウシクサ族機動細胞列

不明組織片

２６

６

１

２

一

５．

・１

２

　

一一　

４

　

一一　

７

・５

２２

・５

一

一

６９

８

２

　

一一　

２

　

一一　

・２

より、炭化する過程で粗殻が外れたものでなく、

住居内に脱穀した状態で持ち込まれていたと考えられる。また、他の栽培植物の種実や植物珪酸体、組織

片が認められなかったことから、集中部には他の栽培植物の種子などが混ざっていた可能性は低い。

なお、この集中部からはイネ属の穎珪酸体や短細胞列、ススキ属短細胞列などの組織片も検出された。

これは、糎殻や稲藁、ススキ属の植物体 (い わゆるカヤ)が混在していたことを示唆する。これらが、その

ままの状態で混入していたものか、灰の状態で混入したものか、現段階では不明である。前者の場合に

は、脱穀の過程で粗殻や稲藁が除去しきれなかったことや、種実が保存されている段階で住居構築材など

に利用されていたススキ属が混入したことが考えられる。また、後者の場合には、住居床面にこれらの灰

が存在していたことが考えられる。

イネの胚乳は、竹花遺跡 (パリノ・サーヴェイ株式会社、1994a、 1994b)や、鋳物師屋遺跡 (氏原、1988)な ど

からも検出されている。また、塚田遺跡 (古環境研究所、1990や十二遺跡 (近藤、1988)な どイネ属のオ直物

珪酸体が検出されている地′点も多い。このことから、弥生時代以降、本地域ではイネが栽培され・利用さ

れていたと考えられる。

336住のカマ ド3層 (白色の灰と焼土粒子)か らは種実遺体が検出されなかったが、植物珪酸体分析によ

り、イネ属やススキ属の組織片が認められた。これより、イネ属やススキ属などの植物体がカマ ドの燃料

材として利用されたことがうかがえる。また、微細な骨片数イ固も検出された。微細な破片のため、種類の

同定には至らないが、おそらく食料とした動物遺体の残澄であろう。

361住のカマ ド周辺の灰層は、火床の上に灰が層状に堆積し、さらにその上に炭が認められる。この灰

層からは、種実遺体が検出されなかったものの、イネ属やススキ属の組織片が認められた。この点から、

このカマ ドでも336住のカマ ド同様燃料材として栽培植物や周囲に生育する草本類が利用されたことがう

かがえる。なお、336住のカマ ドでみられたような白色の灰を含む灰層は、燃料材として利用された植物

表 2 古墳時代試料の植物珪酸体分析結果
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短細胞珪酸体 組織片

不
明
組
織
片

ウ
シ
ク
サ
族
機
動
細
胞
列

ス
ス
キ
属
短
細
胞
列

イ
ネ
属
機
動
細
胞
列

イ
ネ
属
短
細
胞
列

イ
ネ
属
穎
珪
酸
体

不
明

イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
族
ス
ス
キ
属

ウ
シ
ク
サ
族
コ
プ
ナ
グ
サ
属

ヨ
シ
属

タ
ケ
亜
科

イ
ネ
族
イ
ネ
属

試
料
番
号

層
名

地
点
名

機
短動
細細
胞胞
珪珪
酸酸
体体

□

×  :10個未満
◆  :10個 以上、50個未満
◆◆ :50個以上、100個未満

出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、●は1%未満の種類、+はイネ科業部短細胞珪酸体で200イ固未満の試料で検出された種類を示す。
また、組織片の産状を記号で示す。

図 1 古墳時代試料の植物珪酸体組成 と組織 片の産状

の痕跡を残している場合が多く、燃料材に関する調査には有効な試料となる。今後とも灰層を対象とした

分析調査を継続し、資料を蓄積したい。

4 弥生時代 ～平安時代の古環境

(1)試料

分析試料は、基本層序、3030304溝から採取された土壌21点である (表 3)。

基本層序は砂を主体とする堆積物からなり、層相などから I層～Ⅲ層に区分される。このうち、Ⅸ層・

V層 (①・②・③)・ I層は粘土質シル トで、特にⅣ層上面が弥生時代以降の遺物検出面、 I層 (①・②)が

表 3 土壌試料一覧

試

料

番

号

遺 構 名

地 点 名
(時代・時期 )

層

準

番

号

土 質 等

分 析 項 目

珪

　

藻

一化
　
粉

植
物
珪
酸
体

25

26

27

304号溝

(古墳時代前期 )

5

7

11

10YR3/1黒褐色 砂質シルト
10YR3/3暗褐色 砂質シルト
10YR3/2黒褐色 シルト

○

○

○

○

○

○

○

○

○

51

53

54

55

57

303号溝

(弥生時代末～古墳時代初頭)

11

13

14

15

17

10YR3/1黒褐色 シルト質砂
10YR4/3にぶい黄褐色 シルト質砂
10YR3/3暗褐色 砂質シルト
10YR2/3黒褐色 シルト
10YR4/2灰黄褐色 シルト質砂

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

セ クシ ョンNQ l

IV

V①
V②
V③
VI

VII

ⅥⅡ①

IX上

Ⅸ中

Ⅸ下

X
XI
XⅡ

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

10YR4/2灰黄褐色 シルト質砂
10YR2/2黒褐色 粘土質シルト
10YR3/2黒褐色 粘土質シルト
10YR3/3暗褐色 粘土質シルト
10YR3/4暗褐色 シルト質砂
10YR4/3にぶい黄褐色 細～中粒砂
10YR3/4暗褐色 細～中粒砂
10YR4/6褐色 細～中粒砂
10YR4/6褐色 細～中粒砂
10YR4/3にぶい黄褐色 細～中粒砂
10YR5/3にぶい黄褐色 細粒砂
10YR3/4暗褐色 シルト質砂
10YR4/2灰黄褐色 中粒砂

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

　

　

　

　

　

　

○

○

○

○

　

　

　

　

　

　

　

　

○

分析′点数 12

o         50         1oo%

機動細胞珪酸体

一-516-一



セクションNo.1(基本層序 )

一― L-462.60

)

― ― ― I― __

一一Ⅸ一一

X

I :灰褐色～灰黄褐色土
Ⅱ :暗褐色土

Ⅲ a:黒褐色～黒色土
Ⅲb:黒褐色～黒色土

Ⅳ  :暗褐色～黄褐色土

V :暗褐色～黒褐色土
Ⅵ  :褐色土

VⅡ  :暗褐色土

VIII

IX

X
測

Ⅲ

灰褐色～灰黄褐色土

橙色～にぶい黄褐色土

灰黄褐色土

黒色土

褐灰色土

第 1節 国分寺周辺遺跡群の自然科学分析・調査

(表土、一部水田耕作でグライ化する。)
(砂質シルト、粘性あまりなし、 しまりやや良い。 l cm以 下の円礫
を僅かに合む。Ⅲa層 との層界は互層が混在する。)

(粘土質シルトに5 cm以下の円礫が多く混入する礫層。)

(粘土質シルト、粘性ややあり、しまりはあまり良くない。⑥区で

は4 cm以下の円礫が散在し、⑤区では礫の混入が少ない。)

(細～中粒砂と砂土質シルトが混在。下部では黒褐色シルト粒が増
す。)

(粘土質シルト、一時土壌化 (表土化)した可能性を持つ。)
(細～中粒砂。 l cmほ どの小礫を僅か合む。10cm以下の円礫が下方
に点在。)

(中粒砂土と6 cm以下の円礫から成る。シルト土は斑状にある。酸
化鉄の集積。)

(中 ～粗粒砂。下部に酸化鉄の集積。)

(中粒砂土。酸化鉄の集積顕著。)

(細～中粒砂。均質でしまりの悪い砂層。酸化鉄が斑状に発達。)
(粘性シルト。粗粒砂混じる。しまり弱い。腐植土。)

(礫 と粗粒砂の混在する層。礫は6～ 20cmと 下方に向かって大型化
する。 しまリリト常に悪い。)

v② (No6o

Ⅵ(No68

Ⅶ(No69

Ⅲ(No7

Ⅲ(No7

(No64)

V① (No65)
V③ (No67)

Ⅷ①(No70)
Ⅷ②
No71)

No72)

No73)

No74)

303号溝跡

一一 L-462.00

7:
8:
9:

4618坑

黒色～黒褐色土

褐灰色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色～褐灰色土

灰黄褐色土

褐色土

黒褐色土

9(No57)

(砂質シルト、 5 mm以下の小礫点在。比較的均質な性状。)

(砂質土とシルト土がラミナ状に堆積する。)

(シルト質砂土。黄褐色砂プロックや小礫を合む。)

(砂質シルト。粘性強く、堅くしまる。礫を含む。)

(砂質シルト。黒色土や黄褐色土の小プロックが多数混在。)

(砂質シルト、粘性強い。黄褐色シルト土の小プロックはあるが、

比較的均質である。)

(黒褐色 0褐色・黄褐色の小プロックが混在している。)

(砂質土。中粒砂。黒褐色土ブロックに入る部分がある。)

(砂質土。粗粒砂。酸化鉄が下部に発達。)

304号溝跡

一
L-462.60

11(No27)

セクシヨ

04号溝跡

0  (1:80)  2m

(砂質土。礫層の下に厚く堆積する。底部には炭化材が水平に分布し、

焼土プロックも見られる。)

(砂質土。Ⅳ層土の流れ込み。ブロック状に堆積。)

(砂質土。細粒砂。底部は波状を呈する。)

(砂質シルト。粘性あり。炭粒が上部に散見。)

(シルト質土。砂粒少ない。)

(砂質土。5層土との層界に黄褐色砂が薄く堆積。)

(砂質シルト。暗褐色シルト質土と黒色・灰色・黄白色の砂がラミナ状

に堆積する。底部形状もやや乱れていて、水流や滞水の影響が見られ

る。)

(黒色土と黄白色砂、灰褐色砂のブロック土。プロックは 5 cmほ どと大

きい。水平堆積は見られない。)

(黄褐色砂 0灰褐色砂・黒色土のブロック土。ブロック径は小さいが水

平堆積は見られない。)

(黒色土と黄白色砂、灰褐色砂が2～ 4 cm厚の薄層で堆積。)

(10層 土より黄白色砂の割合が多い。 1～ 2 cm厚の薄層で堆積する。)

黒褐色土

黄自色土

暗褐色土

黒色～黒灰褐色土

黒灰色土

黒褐色～暗褐色土

黒褐色～暗褐灰色土

8:黒色土

9:黄褐色～黒色土

10:黒色土
11:黒色～黄白色土

土壌試料採取の土層断面
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付章 分析と鑑定

現耕作土および旧耕作土とされる。

また、303溝は調査区西側に位置し、南北方向に延びる。砂を主体 とする埋積物が認められ、層相など

から 1層 ～ 9層に区分される。埋積物中には弥生時代末～古墳時代前期初頭の土器などの遺物が包含さ

れ、特に後者の出土量が多い。

304溝は、調査区東側に位置し、一部分は303溝 と平行に南北方向に延び、南北端が東方に延びる。溝内

は砂を主体 とする埋積物が認められ、層相などから 1層～11層に区分される。埋積物中より古墳時代前

～中期の遺物が出土した。

(2)分析方法

a.珪藻分析

湿重約 7gの試料について、過酸化水素水・塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施し、珪藻

殻の濃縮を行う。検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、プリュウラック

スで封入して、プレパラートを作製する。

検鏡は、光学顕微鏡 (7由浸600倍あるいは1000倍)で、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以

上同定・計数する。珪藻化石の少ない試料は、この限りではない。同時に完形殻と壊れた殻を区別して計

数し、珪藻化石の保存度 (完形殻数/総数×100)を 求め、考察の際に参考 とした。珪藻の種の同定は、K.

Krammer&Lange一 Bertalot(1986・ 198801991)な どを用いた。なお、珪藻の生態性の解説を表 4に示

した。

表 4 珪藻の生態性
塩分濃度に対する区分 塩分濃度に対する適応性 生 育 環 境 (夕1)

冷_レ 準纂。強
塩生種(Polyha10bous) 塩分濃度40.0パーミル以上に出現するもの 低緯度熱帯海域、塩水湖など

真塩生種(Euhalobous) 海産性種、塩分濃度40.0～ 30.0パーミルに出現するもの 一般海域(ex 大陸および大陸棚以深の海域)

汽水生種 :中塩生種(Mesoha10bous)
塩分濃度30.0～ 0。 5パーミルに

出現するもの

強中塩生強(α一Mesohalobous) 河口・内湾0沿岸・塩水湖・潟など

弱中塩生強(β一Mesohaloboug

淡水生種 :貧塩生種(Oligoha10bous) 塩分濃度0.5パーミル以下に出現するもの 一般陸水域(ex 湖沼・池 0沼・河川・沼沢地・泉)

塩分・pH・ 流水に対する区分 塩分・pH・ 流水に対する適応性

る
適

応

性

塩

分

に
対
す

貧塩一好塩性種(Halophilous) 少量の塩分がある方がよく生育するもの 高塩類域(塩水遡上域・温泉0耕作土壌)

貧塩一不定性種(Indifferent) 少量の塩分があってもこれによく耐えることができるもの 一般陸水域(湖沼 0池 0沼 0河川・沼沢地など)

貧塩―嫌塩性種(Ha ophobous) 少量の塩分にも耐えることができないもの 湿原 0湿地・沼沢地

広域塩性種(Euryhalinoug 低濃度から高濃度まで広い範囲の塩分濃度に適応して出現するもの 一般淡水～汽水域

ｐＨ
に
対
す
る
適
応
性

真酸性種(Acidobiontic) pH7.0以下に出現、特にpH5.5以下の酸性水域で最もよく生育するもの 湿原。湿地・火口湖(酸性水域)

好酸性種(Acidophilous) pHO。 7付近に出現、pH7.0以下の水域で最もよく生育するもの 湿原 `湿地 0沼沢地

pH―不定性種ぼnditterent) pHO。 7付近の中性水域で最もよく生育するもの 一般陸水域(ex 湖沼 0池沼・河川)

好アルカリ性種(Alkalphilous) pHO,7付近に出現、pHO。 7以上の水域で最もよく生育するもの

真アルカリ性種(Alkalibionlc) pH8.5以上のアルカリ性水域で最もよく生育するもの アルカリ性水域

流
水
に
対
す
る
適
応
性

真止水性種(Limnobiontic) 止水域にのみ出現するもの 流水の少ない湖沼 0池沼

好止水性種(Limnophilous) 止水域に特徴的であるが、流水にも出現するもの 湖沼 0池沼 0流れの穏やかな川

流水不定種性(Indifferent) 止水域にも流水域にも普通に出現するもの 河川。川 0池沼・湖沼

好流水性種(Rheophilous) 流水域に特徴的であるが、止水域にも出現するもの 河川・川・小川 0上流域

真流水性種(Rheobionlc) 流水域にのみ出現するもの 河川。川・流れの速い川 0渓流・上流域

陸

生

珪

藻

好気性種(Aerophilous) 好気的環境(Aerial habitats)

水域以外の常に大気に曝された特殊な環境に生育する珪藻の一群で多少

の湿り気と光さえあれば、土壌表層中のコケの表面に生育可能特に、土

壌中に生育する陸生珪藻を土壌珪藻という

土壌表層中や土壌に生えたコケに付着

木の根本や幹に生えたコケに付着

濡れた岩の表面やそれに生えたコケに付着

滝の飛沫で湿ったコケや石垣・岩上のコケに付着

洞窟入口や内部の照明の当たったところに生えたコケ

に付着

註 塩分に対する区分はLowe(1974)、 pHと 流水に対する区分はHustedt(1937-38)に よる。
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第 1節 国分寺周辺遺跡群の自然科学分析調査

産出した化石が現地性の化石か他の場所から運搬・堆積した異地性の化石かを判断する目安として、完

形殻の出現率を求め考察の際に考慮した。堆積環境の解析にあたり、塩分濃度に対する適応性から産出種

を海水生種、海水～汽水生種、淡水生種に分類し、淡水生種については更に塩分・水素イオン濃度 (pH)

・流水に対する適応性に基づいて生態区分する。そして、産出率 2%以上の主要な分類群について、主要

珪藻化石の層位分布図を作成する。堆積環境の解析にあたっては、安藤 (1990)の環境指標種、伊藤・堀

内 (1991)を参考 とする。

b.花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)に よる有機物の分

離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉・胞子化

石を濃集する。残査をグリセリンで封入してプレパラー トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を

走査して、出現する全ての種類について同定・計数する。結果は、出現イ団体数の一覧表として表示する。

C。 植物珪酸体分析

前述の通 りである。

(3)微化石の産状

a.珪藻化石

結果を表 5、 図 3に示す。珪藻化石は、303溝の試料番号55057や 基本層序の試料番号64～69071072

を除いて、産出する。完形殻の出現率は、303溝、304溝が40%前後、基本層序が60%前後のものが多い。

産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数は33属 156種類である。産出種を水中に生育する水生

珪藻と、陸上のコケの表面や土壌表面など多少の湿り気のある好気的な場所に生育する陸生珪藻に分ける

と、303溝 0304溝 ともに上位で陸生珪藻の増加する傾向がある。基本層序では試料番号70075で陸生珪藻

が約70%と 高率に産出するが、それ以外は水生珪藻が優占する。淡水生種の生態性 (塩分、水素イオン濃度、

流水に対する適応度合い)の特徴は、全般的に貧塩不定性種、真・好アルカリ性種多産する傾向があるが、

流水に対しては試料により違いが認められる。

以下に、地′点別に珪藻化石群集の特徴を述べる。

304溝

試料番号27026は、流水不定性で好汚濁性種のNttsθ力勿 %のカグみ力、流水不定性で貧塩好塩性種の

R力のα′洸物 ノbbθ%″、陸生珪藻の A群 のH筋″sθ力勿 α
`の
カグθηS、 助 υグε%ル ππ″θα、淡水浮遊性 の

Zθわsグ%sθ Jグカがそれぞれ10%前後産出する。試料番号25に なると、陸生珪藻のA群のH筋姥sθカル απ_

夕カグθηS、 好止水性の■%滋θθsθグ%滋 ′グθαが20～ 30%、 同じくA群のNめグθ%励 ππ″θαが約10%産出する。
303溝

試料番号54は、好流水性種で中～下流性河川指標種群の∠θttπαπttθsルπεθ激力が約40%と 優占し、同

じく中～下流性河川指標種群の形 蒻θη θグππルθ var.θθ2s2物 %、 流水不定性のG"の力θ%θπα夕α件

υ%滋π、G.αη物此滋π、同じ生態性で好汚濁性種のNル sθ力勿 α2ψんグι効などを伴 う。試料番号53051

は、流水性種は減少し陸生珪藻の中でも耐乾性の強いA群のH筋″sθ力勿 α名″グθηs、 Ⅳ謗υグθπル %%″θαが

10～ 40%産出する。これに付随して、同じくA群のスπ″θ%πθπ″πα、Ⅳbυグθπル θθπttπ″、流水不定
性のG"のんθπθ%α 夕αηπ滋物などを伴う。

基本層序

最下位の試料番号76は、好流水性の Cθθθθπθたタルθθπ勉ル υα筵 筵 秘滋、好止水性で好汚濁性種の

R復夕勧勿 θθηS′%θ2s力 .υθπttγ、陸生珪藻のA群のH筋姥sθ力勿 α″ カグの S、 Ⅳbυグθ%滋 解π″θαがそれ

ぞれ10～ 13%産出する。これに付随して、好流水性のCθθθθπθたタルθθπ協滋 var.″πθα″、好流水性種で
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付章 分析と鑑定

表 5 304号溝 0303号溝 0基本層序の珪藻分析結果(1)

類種

生  態  性 環 境

指標種

304号溝
5層 7層 11層

25  26  27

303号溝
1層 5層 6層 7層 9層

51  53  54  55  57

基本層序セクションNQ l

Ⅳ層 V①層V②層V③層VI層 Ⅶ層‖【渭Ⅸ上層Ⅸ中層Ⅸ下層Xtt X Itt XII層

64  65  66  67  68  69  70  71  72  73  74  75  76塩 分 流 水

Achnanthes clevei Grunow
Achnanthes crenulata Grunow
Achnanthes japonica H.Kobayashi
Achnanthes lanceolata (Breb.) Grunow
Achnanthes lanceolata var. elliptica Cleve
Achnanthes laterostrata Hustedt
Achnanthes linearis W.Smith
Achnanthes minutissima Kuetzing
Achnanthes rostrata Oestrup
Achnanthes subhudsonis Hustedt
Achnanthes tropica Hustedt
Achnanthes spp.
Amphora inariensis Krammer
Amphora montana Krasske
Amphora ovalis var. affinis(Kuetz.)V. Heurck
Aulacoseira alpigena (Grun.)Krammer
Aulacoseira ambigua (Grun.)Simonsen
Aulacoseira granulata (Ehr.) Simonsen
Aulacoseira italica (Ehr.) Simonsen
Aulacoseira italica var. valida (Grun.)Simonsen
Caloneis aeroohila Bock
Caloneis bacillum (Grun.)Cleve
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot
Caloneis schumanniana (Grun.) Cleve
Caloneis silicula (Ehr.)Cleve
Caloneis sp.-1
Cocconeis diminuta Pantocsek
Cocconeis disculus Schumann
Cocconeis placentula (Ehr.) Cleve
Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr.)Cleve
Cocconeis placentula var. lineata (Ehr.)Cleve
Craticula cuspidata (Kuetz.)D.G.Mann
Cyclotella comta (Ehr.)Kuetzing
Cyclotella cf. cyclopuncta Hakansson & Garter
Cyclotella stelligera Cleve & Grunow
Cyclotella spp.
Cymbella minuta Hilse ex Rabh.
Cymbella naviculiformis Auerswald
Cymbella silesiaca Bleisch
Cymbella sinuata Gregory
Cvmbella tumida (Breb. ex Kuetz.)V.Heurck
Cymbella turgidula Grunow
Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow
Diatoma hyemale var. mesodon (Ehr.)Kirchner
Diatomella balfouriana (W.Smith) Grevil
Diploneis ovalis (Hilse)Cleve
Diploneis parma Cleve
Epithemia adnata (Kuetz.) Brebisson
Epithemia sorex Kuetzing
Epithemia turgida (Ehr.) Kuetzing
Eunotia bilunalis (Ehr.) Mills
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)Rabenhorst
Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs)Rabenhorst
Eunotia pectinalis var. ventralis (Ehr.)Hustedt
Eunotia spp.
Fragilaria bidens Heiberg
Fragilaria brevistriata Grunow
Fragilaria capucina Desmazieres
Fragilaria capucina var. rumpens (Kuetz.)Lange-Bertalot
Fragilaria construens (Ehr.) Grunow
Fragilaria construens fo. binodis (Ehr.)Hustedt
Frafilaria construens fo. venter (Ehr.) Hustedt
Fragilaria parasitica (W.Smith)Grunow
Fragilaria pinnata Ehrenberg
Fragilaria pinnata var. lancettula (Schum.) Hustedt
Fragilaria vaucheriae (Kuetz.) Petersen
Fragilaria vaucheriae var. capitellata (Grun.)Patrick
Frustulia vulgaris (Thwait.)De Toni
Gomphonema angustatum (Kuetz.) Rabenhorst
Gomphonema angustatum var. linearis Hustedt
Gomphonema clavatum Ehrenberg
Gomphonema clevei Fricke
Gomphonema gracile Ehrenberg
Gomphonema minutum (Agardh) Agardh
Gomphonema olivaceum (Lyngb.) Kuetzing
Gomphonema parvulum Kuetzing
Gomphonema pumilum (Grun.)Reichardt & Lange-Bertalot
Gomphonema quadripunctatum (Oestrup.) Wislouch
Gomphonema sumatorense Fricke
Gomphonema truncatum Ehrenberg
Gomphonema spp.
Gyrosigma scalproides (Rabh.) Cleve
Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow
Martyana martyi (Heribaud)Round
Melosira solida Eulenstein
Melosira varians Agardh
Meridion circulae Agardh
Meridion circulae var. constrictum (Ralfs)V.Heurck
Navicula bacillum Ehrenberg
Navicula capitata var. hungarica (Grun.)Ross
Navicula cohnii (Hilse)Lange-Bertalot
Navicula confervacea (Kuetz.)Grunow
Navicula contenta Grunow
Navicula elginensis (Greg.) Ralfs
Navicula elginensis var. neglecta (Krass.)Patrick
Navicula gallica var. perpusilla (Grun.)Lange-Bertalot
Navicula gastrum (Ehr.) Kuetzing
Navicula ignota Krasske
Navicula ignota var. palustris (Hust.)Lund
Navicula jaernefeltii Hustedt
Navicula laevissima Kuetzing
Navicula mutica Kuetzing
Navicula mutica var. subundulata Grunow
Navicula oaramutica Bock
Navicula pupula Kuetzing
Navicula radiosa fo. nipponica Skvortzow
Navicula subnympharum Hustedt
Navicula tantula Hustedt
Navicula viridura var. rostell ata (Kuetz.) Cleva
Navicula spp.
Neidium alpinum Hustedt
Neidium ampliatum (Ehr.) Krammer
Neidium bisulcatum (Lagerst.) Cleve
Neidium productum (W.Smith)Cleve
Nitzschia amphibia Grunow
Nitzschia brevissima Grunow
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第 1節  国分寺周辺遺跡群の自然科学分析調査

基本層序セクションNQ l

Vtt V①層V②層V③層VI層 ⅥI層 ⅧЭ層Ⅸ上層Ⅸ中層Ⅸ下層Xtt X Itt XII層

64  65  66  67  68  69  70  71  72  73  74   75  76

1 - 
―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  = ―  ―  ―  ―

- 1 - ―  ―  ―  ―  - 1 - ―  ―  ―  ―  ―

―  ―  ―
 ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  - 1 - ―

―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  - 1 - ―

―  ―
 ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  - 1 -

―  ―
 ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  - 1

Nitzzschia denticula (Kuetz.) Grnow
Nitzzschia palea (Kuetz.)W.Smith
Nitzzschia palustris Hustedt
Nitzzschia perminuta (Grun.) Peragallo
Nitzzschia romana Grunow
Nitzzschia terrestris (Pet.) Hustedt
Nitzzschia spp.
Orthoseira roeseana (Rabh.) O'Meara
Pinnularia acrosphaeria W.Smith
Pinnularia appendiculata (Ag.) Cleve
Pinnularia borealis Ehrenberg
Pinnularia borealis var.rectangularis Carlson
Pinnularia gibba Ehrenberg
Pinnularia gibba var. linearis Hustedt
Pinnularia intermedia (Largerst.) Cleve
Pinnularia interrupta W.Smith
Pinnularia mesolepta (Ehr.)W.Smith
Pinnularia obscura Krasske
Pinnularia rupestris Hantzsch
Pinnularia schoenfelderi Krammer
Pinnularia schroederii (Hust.) Krammer
Pinnularia silvatica Petersen
Pinnularia subcapitata Gregory
Pinnularia viridis (Nitz.) Ehrenberg
Pinnularia spp.
Rhoicosphenia abbreviata (Ag.) Lange-Bertalot
Rhopalodia gibba (Ehr.) O.Muller
Rhopalodia gibba var. ventricosa (Kuetz.)H. & M. Perag.
Rhopalodia gibberula (Ehr.)O.Muller
Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow
Stauroneis borrichii (Pet.) Lund
Stauroneis obtusa Lagerst
Surirella ostentata Cholnoky
Surirella ovata Kuetzing
Surirella ovata var. pinnata (W.Smith)Hustedt
Synedra inaequalis H.Kobayasi
Synedra ulna (Kuetz.)Ehrenberg
Stephanodiscus niagarae Ehrenberg
Stephanodiscus spp.

海水―汽水生種合計
汽水生種合計

表 5 304号溝・303号溝・基本層序の珪藻分析結果121
304号溝

5層 7層 11層

25  26  27

303号溝

1層 5層 6層 7層 9層

51  53  54  55  57
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Ogh―hil

Ogh―ind

Ogh―ind

Ogh―ind

Ogh→ nd
Ogh ind
Ogh―ind
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種合計

几 例
H.R.:塩分濃度に対する適応性  pH:水素イオン濃度に対する適応性
Ogh―hil:貧塩好塩性種    al bi:真 アルカリ性種
Ogh―ind:貧塩不定性種    al― il:好アルカリ性種
Ogh―hob:貧塩嫌塩性種    ind :pH不 定性種
Ogh―unk:貧塩不明種     ac― il:好酸性種

unk :pH不 明種

環境指標種

J:上流性河川指標種 K:中～下流河川指標種 M:湖沼浮遊性種 N:湖沼沼沢湿地指標種 0:沼沢湿地付着生種 (以上は安藤、1990)
S:好汚濁性種 U:広適応性種 T:好清水性種 (以上はAsai,K.&Watanabe,T。 1995)
RI:陸生珪藻 (RA:A群 、RB:B群、伊藤・堀内、1991)

名   名

304溝  5'

1層 51

6層 54

7層 55

図 3 304号溝・303号溝・基本層序の主要珪藻化石群集

27 8 3 0 5 21 22102  0 31

CR.:流水に対する適応性
1-bi :真 止水性種
1-ph:好止水性種
ind :流水不定性種
r―ph:好流水性種
r―bi:真流水性種
unk:流水不明種
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付章 分析と鑑定

中～下流性河川十旨標種群のCymbella sinuata、 上流性河川指標種群のGomphonema sumatorense、 流

水不定性のGomphonema parvulum、 流水不定性で好汚濁性種のNitzschia amphibiaを 伴う:試料番号
75は、陸生珪藻のA群のHantzschia amphioxysが 約40%と 優:占 し、同じ生態性のNavicula mutica、

Navicula ignota、 流水不定性で好汚濁性種のNitzschia amphibia、 沼沢湿地才旨標種群のNavicula el―

ginensisが約10%産出する。試料番号74に なると、陸生珪藻は減少し、淡水浮遊性のMelosira solida、

陸生珪藻のA群のH筋姥sθ力勿 α多″グのりsが10～ 15%産出する。これに付随して、中～下流性河川指標種

群のスθttπαπttθs ttπθθ激滋、の物みθtt sグππαわが 5%前後産出す る。試料番号73は、淡水浮遊性の
〃θ′θsグ%sθ′グカが40%と 優占し、好流水性の Cθθθθπθたタルθθπ揚ル var.鍔秘滋、中～下流性河川指標
種群の∠θttπα%励θsルπθθθ励″、の物 bθ tt Sグππα姥が 5%前後産出する。試料番号70は、陸生珪藻のA群
の島筋姥sθ力勿 α鶴クんグθηS、 Ⅳ乙υグθ%ル 名πガθαが30～ 35%と 優占し、淡水浮遊性のκθわsグ%sθ′グ滅zが約13%

産出する。

b.花粉化石

いずれの試料からも、花粉化石は全 く検出されない。残澄には、微細な木本質の破片が少量みられる。

また、稀にシダ類胞子が 1～ 2個検出される試料もみられる。

C.植物珪酸体

結果を表 6、 図 4に示す。以下に、各地′点の産状を述べる。

304溝

いずれの試料からも植物珪酸体が検出され、イネ属、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族などが認められ

る。このうち、試料番号27ではタケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族の割合が高く、その上位の試料番号26では

ヨシ属の割合が高くなり、試料番号25ではヨシ属の割合が減少し、ウシクサ族の割合が高くなる。

303溝

試料番号53を 除いて、植物珪酸体が検出される。試料番号57～ 54ではヨシ属 とウシクサ族の割合が高

表 6 304号溝・303号溝・基本層序の植物珪酸体分析結果

類種 304号溝
5層  7層  11層
25    26    27

基本層序セクションNQ l
Ⅳ層 V①層 V②層 Ⅲ層
64    65    66    75

層 名
試料番号

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族キビ属

タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族コブナグサ属
ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒグシバ型

不明ダンチク型

イネ族イネ属

タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族

不明

3 437-5-1-― ― ―
一 ― -1-一 ― ― ― 一 ― 一

65     14    43   100     3    26    11     3     1     3    -    ―
24     77    50    31     4    81    77    87     1   186     2     7

-一 -1-― 一 ― 一 一 ― ―

120     49    65    45     5    84    86    86     3     6     1     3

14     10    14    12     2     4     7     7     1     1     2     4

34     29    36    15     7    24    28    27    --     4     3     8

18     28    27     7     2    12    11    10     1    18     1     3

13     19    20     5     4     7     5     9     1     2     1     2

イネ科葉身機動細胞珪酸体

12     12    31    16

31     16    26    55

23     59    43    12

46     39    78    49

19     41    48    25

2    14     2     3    -    一

3    15    11    13     5     6

8    57    50    69     4   108

9    58    73    76     8    17

2    21    30    32     1     4

一

５

８

・０

７

一

一

５

・８

３

303号溝
1層  5層  6層  7層  9層
51    53    54    55    57

合 計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総  計

291

131

422

230   258   224

167   226   157

397   484   381

27

24

51

230

193

423

220    10

135    26

355    36

27

30

57

組 織 片
イネ属穎珪酸体

一-522-一



第 1節 国分寺周辺遺跡群の自然科学分析調査

く、イネ属やタケ亜科などが認められる。試料番号53では、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族などがわずか

に認められるに過ぎない。試料番号51では、タケ亜科の割合が高 くなる。

基本層序

試料番号65を 除いて、検出個数が少ない。また、概して保存状態が悪 く、表面に多数の小孔 (溶食痕 )

が認められる。いずれの試料からもタケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族が検出されるが、試料番号65ではヨシ

属が優占する組成が認められる。

(4)考察

溝周辺の古環境

ここでは、溝内の堆積環境を考察し、それを考慮して植生に関する検討を行う。

古墳時代前～中期の304溝では下位の 7層 011層 で流水性種が検出されるが、303溝ほど多くはない。こ

のことから、溝構築当時は流水があったものの、303溝 と比較して流れは弱かったと考えられる。また、

本試料では好汚濁性種のNtt2sθ力勿 αtthグみ物が多産することから、水質の点では弱アルカリ性で富栄養で

あったと考えられる。 1層 になると、陸生珪藻のA群の島筋姥sθ力勿 α名″グθηSが増加するとともに止水

性の五クルθθsθグπ 物′グθαが急増する。後者は、池沼などの止水域に一般的であるが、流れの弱い流水から

も認められる。溝内の状況や生態などを考慮すると、陸生珪藻の方が異地性の可能性が高い。したがっ

て、 1層は流れの弱い環境で水成堆積したと考えられ、溝内には引き続き水域が存在したと考えられる。

また、溝の壁の崩落や周囲から陸生珪藻を含む土壌の流入が頻繁であったと考えられる。

植物珪酸体の産状からは、これらの層が堆積する間にタケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族などのイネ科植物

が生育していたと考えられる。また、組成を考慮すれば、11層の流水があった時期に湿潤な場所に生育す

ることの多いヨシ属の割合が増加し、 1層の流れが弱くなった段階でウシクサ族やタケ亜科の割合が増加

したのかもしれない。また、イネ属の検出から溝の周辺で稲作が行われていたことも考えられる。

一方、弥生時代末～古墳時代初頭の303溝では下部の 907層 が珪藻化石の産出が少なかった。これら

短細胞珪酸体
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基本土層 .Ⅳ 層  64
セクションNo.lv①
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図4 304号溝 0303号溝・基本層序の植物珪酸体組成

不
明

イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
亜
科

ョ
シ
属

タ
ケ
亜
科

キ
ビ
族
キ
ビ
属

イ
ネ
族
イ
ネ
属

機動鰤帥彙離齢
□

試
料
番
号

層
名

地
点
名

イ
ネ
族
イ
ネ
属

一-523-



付章 分析と鑑定

の層相は砂質土である。珪藻殻はシル ト粒子などの微細粒子と挙動をともにする (小杉、1989こ とを考慮

すれば、珪藻化石は堆積しないで流亡してしまった可能性がある。 6層 は、好流水性のスθttπαπttθs滋2_

θθθ″
"が
優占することを特徴とする。本種は、河川中～下流部や河川沿いの河成段丘、扇状地、自然堤

防、後背湿地などに集中して出現する中～下流性河川指標種群 (安藤1990)の一種である。これは、砂質

シルトからなる層相とも調和的である。このことから、 6層 は、流水性の堆積物と考えられる。その上位

の 5層 01層になると、流水性種は減少し、乾いた好気的環境に耐性のある陸生珪藻が優占するようにな

る。この変化は、304溝よりも顕著である。 6層が堆積した当時は水が流れていたことが推定される。し

かし、 5層 01層が堆積する頃になると水の流れは徐々に少なくなったと考えられる。 8層で黄褐色シル

トブロックを多量に含むことや、 1層 で礫が包含されることから、溝の壁の崩落や周囲の乾いた土壌が溝

内に堆積するようになったと考えられる。陸生珪藻の急増は、これを反映していると考えられる。

また、植物珪酸体の産状から、この溝が埋積する過程でもタケ亜科やヨシ属、ウシクサ族などのイネ科

植物が生育していたと考えられる。植物珪酸体組成からは、 9層～ 6層の頃にはヨシ属やウシクサ族の割

合が高く、 5層や 1層 になると溝の壁の崩落や周囲の乾いた土壌の混入に伴いタケ亜科が増加したのかも

しれない。

基本層序形成時の古環境

基本層序では、珪藻化石はⅨ層 (下)以深とⅥⅡ①層から産出されるだけである。最下位の12層は、 Cθθ―

θθ%麻 タルθθπ協ル var.筵秘滋などの好流水性種やの物bθ tt sグ%παわなどの中～下流性河川十旨標種群、
Gθ筍物θπθπα S%παわπηsθなどの上流性河川指標種群を伴うことから、川のような流水域で堆積 した堆

積物と考えられる。とくに、層相が礫と粗粒砂からなること、近 くに千曲川や神川が流れていることを考

慮すると、洪水性の堆積物と考えられる。ところが、その直上の測層になると流水性種は減少し、代わっ

て耐乾性の強い陸生珪藻のA群が増加する。粗粒砂を混じる腐植土からなる層相を考慮すると、周囲の乾
いた場所から土壌とともに二次的に混入したと考えられる。X層になると陸生珪藻は減少し、再び流水性

種が増加するようになることから、再び氾濫性の堆積環境が推定される。これは、粗～中粒砂からなる層

相とも調和する。Ⅸ層 (下)に なると、淡水浮遊性のMelosira solidaが 急増する以外は、測層の群集に

近似する。本種は、現生では形成年代の古い琵琶湖以外からは見い出されていない琵琶湖固有種 とされて

いる (根来、1966)。 現段階では詳細な調査をしていないが、年代などを考慮すれば上小湖成層に由来する

可能性がある。本種は屋代遺跡や更埴条里遺跡、高速道路窪河原遺跡の様々な時代の堆積物から産出して

いる。また、本層は主に中粒砂から構成されている。これらの′点から、本層では外部からの流入が示唆さ

れ、流水下で堆積したことがうかがえる。

ⅥⅡ①層では測層と同様に陸生珪藻のA群が優 占するが、化石の保存が悪 く、異地性種 と考えられる

〃θあsグ%sθ Jグカが多産した。また、礫混じりの中～粗粒砂からなる層相である。そのため、外部からの

流れ込みが多かったと考えられ、基本的には流水性の堆積物と考えられる。珪藻化石の少なかったⅧ層

～Ⅵ層も、何れも砂礫や砂などを多く含む粗粒堆積物であることから、基本的には流水性の堆積物であっ

たとみられる。これらの土層が堆積する間には、少なくともタケ亜科やヨシ属、ウシクサ族などのイネ科

植物が生育していたと思われる。また、V①層では、ヨシ属の優占する植物珪酸体組成がみられたことか

ら、一時的に湿潤な場所になったのかもしれない。その後、弥生時代後期以降の遺物包含層となるⅣ層で

は、ヨシ属が減少し水の影響を受けなくなったと考えられる。この′点は、本段丘上に弥生時代後期以降の

集落が形成される点と調和する。

弥生時代～平安時代の植生

前述のように、本遺跡群は染屋面の浸食の後に堆積した泥流堆積物の堆積面である上田面H(飯島ほか、
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1969に立地する。また、上述の調査結果を考慮すれば、千曲川か神川の洪水の影響を受けてきたこの段

丘面が離水したのは、少なくとも弥生時代後期頃あるいはそれ以前と考えられる。今回の調査では花粉化

石がほとんど検出されず、当時の森林植生や溝周辺の植生は十分に検討できなかった。花粉化石や植物珪

酸体が検出されなかった原因として、堆積時に花粉や植物珪酸体が取り込まれにくかったことや好気的環

境下によって花粉化石が二次的に分解したことなどが考えられるが、はっきりしたことは不明である。

なお、材同定の結果などを考慮すれば、弥生時代～平安時代には河岸にナラ類などの落葉樹が河岸林を

形成していた可能性がある。

ところで、下流域の更埴条里遺跡や屋代遺跡群を対象とした花粉分析などにより、古墳時代～平安時代

の森林植生に関する情報が得られている。それによれば、千曲川をはじめとする河川沿いにはクルミ類
0

シデ類・ニレやケヤキの類・カエデ属・ トチノキ・シナノキ属などの比較的湿った場所を好む種類が湿地

林・河岸林・渓谷林などの構成要素になり、周辺の山地ではナラ類やブナ属などの広葉樹、モミ属・ツガ

属・コウヤマキ・スギ・ヒノキ科などの温帯性針葉樹が生育し、今日でいう冷温帯に類似した景観であっ

たことが推定されている。これらの遺跡には、上流域に由来する堆積物も混入していると考えられてお

り、上流域の植生もある程度は反映されていると考えられる。この点については、今後も調査例を蓄積

し、 さらに詰琳田に検言寸したい。

5 赤色顔料の材質推定

弥生時代後期の313住 と古墳時代後期の423住からは、ベンガラとみられる赤色物質が検出された。この

材質を明らかにするため、X線回折分析を行う。

(1)試料

試料 は、313住 よ り採取 された赤色顔料 No.112(313住 -3392)と 423住 よ り採取 された赤色顔料

No.113(423住-947)の 2点である。

(2)方法

試料をメノウ乳鉢で微粉砕 (200メ ッシュ以下)し、これをX線回折用アルミ板に充填して、次の条件で

X線回折の測定を実施した (足立、1980;日 本粘土学会、1987)。

装 置 :島津制作所製XD-3A

Target:Cu(Kα )

Filter:Ni

Voltage:30KVP

Current三 301nA

Scanning Speed .2fmin

Chart Speed . Zcnf min

Divergency : 1'

Recieving Slit : 0.3mm

Count Full Scale:5,000C/S  Scanning Range:5～ 45°

物質の同定解析は、測定回折線の主要ピークと回折角度から原子面間隔および相対強度を計算し、それ

に該当する化合物または鉱物をX線粉末回折線総合解析プログラム (五十嵐、未公表)に より検索した。

(3)結果

試料のX線回折図と検出鉱物を図 506に示す。両試料ともに、回折線から赤鉄鉱 (hemautO、 斜長石

(plagioclase)が検出され、この他に回折線ベースが非常に高い状態が認められる。ベースの高い状態はX

線回折装置のTargetが Cu(Kα )で、酸化鉄化合物が非常に多い場合になる。

また、No.112で は石英 (quartz)も 検出されている。

(4)考察

検出された鉱物のうち、赤色を呈するのは赤鉄鉱 lhematite)である。これより、赤色顔料の材質は赤
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鉄鉱などの酸化鉄化合物 とみられ、いわゆるベンガラと判断される。

なお、ベンガラにはパイフ
゜
状の特徴的な構造の見 られることが指摘 されている (永嶋、1996な ど)。 今回

の試料を、走査型電子顕微鏡にて観察 したところ、パイプ状の構造は認められなかった。この要因につい

ては、現段階では不明である。今後、標準的なベンガラ試料の観察例 を増や して特徴を把握 した上で、今

回の試料についても改めて観察 し、鉱物学的に検討 したい。

また、斜長石 ωhgodasOや石英 (quartz)が検出されたが、これらはその鉱物学的性質から赤色顔料
の材料 とは考えにくい。おそらく、試料採取時に混入した土壌由来の鉱物 と思われる。

6 土器の黒色付着物の材質推定
赤色顔料が検出された古墳時代後期の423住では、覆土中から黒色で光沢のあるタール状の黒色物質が

付着した土師器片

“

P)が出土した。また、遺構外のⅢ b層からも同様な黒色物質が付着した土師器片

(小型カメ)が出土している。これらの黒色物質は、それぞれ内面に当たる部分に付着していたことから、

貯蔵されていた穀物が火を受けて炭化した、いわゆるオコゲである可能性も考えられた。今回は、この見

解を検証するために赤外線吸収スペクトル分析 (IR分析)を試みることにした。

なお、遺跡で検出される黒色物質の給源を穀物と想定して、その赤外線吸収スペクトルから同定を試み

た事例は長野県篠ノ井遺跡の土器付着物を対象とした調査だけであり、現代の穀物類と化合物の状態が近

いことが指摘されている。この方法は、炭化種実の同定へ応用できる可能性が模索されている段階であ

り、資料の蓄積が必要である。

(1)試料

調査対象は、423住出土の土師器片

“

P)に付着した黒色物質No.96、 およびⅢ b層出土の土師器片

(小型カメ)に付着した黒色物質No.98の 2点である。

(2)方法

土器に付着する黒色物質をカッターナイフで数mg削 り取り、分析試料とした。これをメノウ茅L鉢で微粉

砕し (200メ ッシュ以下)、 KBr錠済J法により赤外吸収スペクトルを測定した (山田、1980)。

装 置 :島津製作所製 FTIR-8100A

測光値 (Measuring mode):%T

分解能 (Resoludo→ 三4.Ocm二 1

積算回数 (No.of Scan):40回

ゲイン (Gain):自 動

ミラー速度 (Detecto→ :2.8mm/sec

アポダイズ関数 (Apodization):Happ― genzel

測定範囲 :4600～ 400cm-1

測定方法 :KBr錠剤法

(3)結果

各試料の赤外線吸収スペクトルを図 708に示す。両試料のスペクトル図を比較するとピークの出現位
置はほとんど同じであり、付着物が同質のものであることがわかる。

次に試料の主要ピークから推定される官能基については、3400cm~1付 近の幅広い吸収帯および1030、

920、 770cm~1付近の吸収帯は0-H基 、2930cm~1付近の低波数側に肩のある吸収帯および1380cm-1付近の
高波数側に肩 (1460cm~1付近)のある吸収帯はC― H基 綱旨肪族アルキル基)、 1600cm~1付近の吸収帯はC=0
基、530、 470cm~1の吸収帯はSi-0基 (ケイ酸塩)と 推定される。
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検出鉱物略号

Qz石 英 (qutatz)
Pl 斜長石 (plagioclase)
He赤鉄鉱 (hematite)

He

検出鉱物略号

Pl 斜長石  (plagioclase)

He赤鉄鉱 (hematite)

He

He Qz
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図 5 赤色顔料No。 112の X線回析チャー ト
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図 7 黒色物質No.96の 赤外線吸収スペク
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図 6 赤色顔料No。 113の X線回析チヤー ト
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図 8 黒色物質No.98の赤外線吸収スペク トル
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図9 現生ムギ種実 (胚平L)
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図10 炭化処理 (350° C)し た現生ムギ (胚芋L)試料の
赤外線吸収スペク トル
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(4)考察

遺跡から出土した黒色物質の代表例としては、炭、天然アスファル ト、食物のオコゲが挙げられる。こ

れらの赤外線吸収スペクトルは、当社にて実験的に調査 している (パ リノ・サーヴェイ、未公表)。 このなか

では、今回のスペクトル図に完全に一致するものはみられなかった。しかし、現生ムギ種実 (胚乳)の赤

外線吸収スペクトル図 (図 9)に似たスペクトル図となっている。今回の試料は、3400cm-1付近の幅広

い強い吸収帯は相対的に弱く、1600cm~1付近の吸収帯の位置が異なる。また、炭化処理した現生ムギ種実

0玉予L)の赤外線吸収スペクトル図 (図 10)と 比較すると、3400cm~1付 近の幅広い強い吸収帯の弱まりと

1600cm~1付近の吸収帯が一致する。これは、アワやヒエの種実 胚孝Dの赤外線吸収スペクトルともほぼ

同じである。これらの′点から、土器に付着した黒色物質の赤外線吸収スペクトルは、いずれも穀物とその

炭化処理試料の中間的なスペクトルとみられる。

以上より、これらの黒色物質は穀物などの食物のオフゲと化合物の状態が近いように思われる。この点

については、標準物質を様々な条件で処理し (例えば、温度を段階的に変えた炭化処理など)、 同様な分析手法

によりさらに調査する必要があり、今後の課題とされる。

なお、500cm~1よ り低波数側の吸収帯はSi-0基 (ケイ眈り と推定され、黒色物質を削り取る際の土器

片鉱物に由来している可能性が高い。

7 古墳時代後期以降の遺構 な どか ら出土 した貝類 につ いて
(1)試料

遺構の重複関係などから古墳時代後期以降とみられる遺構や包含層より出土した貝片 4点である。詳細

は、結果とともに表 7に示した。

(2)方法

肉眼とルーペにより観察を行い、標本との比較検討を行った。鑑定には、金子浩昌氏にご協力頂いた。

(3)結果

結果を表 7に示す。同定した 4点はいずれも海産の貝であり、食用となる。これらは特定の遺構などに

集中していたわけではなく、またいずれも破片であったが、古墳時代以降海産の貝が本地域に搬入された

ことを示す良い資料である。

表 7 貝類鑑定結果

試料番号 出土位置・時期 種名

1

2

3

4

③区IV― B ll付近第1検出面 (Ⅲ orIV a層 )・ 11世紀以降

④区Ⅲ層下位・11世紀以降

⑤b区 501号溝覆± 011世紀以降

⑥b区 601号坑覆土・古墳時代後期以降

サザエ (殻口)

ウチムラサキ

ウチムラサキ

ハマグリ
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I 200pm I'a
EI 200pm: b.. c

1。 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (登録番号94)
2.コ ナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節 (登録番号88)
3.ケ ヤキ (登録番号91)
a:木日、 b:柾 目、 C:板 目

phOtO. 1  炭化オオ
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2.状況写真 (304号溝 07層 ;26)
4.状況写真 (303号溝 01層 ;51)
6.状況写真 (基本層序・V①層 ;65)
8。 イネ (321号住 ;1)

phOtO。 2 花粉分析プレパラー トの状況写真・種実遺体

|

1。状況写真 (304号溝 05層 ;25)
3.状況写真 (304号溝 07層 ;27)
5.状況写真 (基本層序Ⅳ層 ;64)
7.イ ネ (321号住 ;1)
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10b

1.のθあ″′ル θθπル (Ehr。 )Kuetzing(基本層序Ⅸ下層 ;73)
2.θ効物sθグπ ttθ sθαπα (Rabh.)0'Meara(303号 溝 01層 ;51)
3.4αルθθsθグπ gπηπルル (Ehr。 )SimOnsen(基本層序区Ⅸ下層 ;73)
4.4αルθθsθグπ gππクルル (Ehr。 )SimOnsen(304号溝・ 5層 ;25)
5a,b.″νθsグ2 sθ″励 Eulenstein(基 本層序X層 ;74)
6a,b.〃θあsグ%sθ′グ励 Eulenstein(基 本層序ⅥⅡ①層 ;70)
7a,b.″7θsグ%sθ Jグル Eulenstein(基 本層序Ⅲ層 ;76)
8。 Fηグルπα θθπs′鰯θ2s fO.υθπttγ (Ehr。 )Hustedt(基 本層序ⅥⅡ①層 ;70)
9.旋ガタθη θグπクルθ var.θθ2s′万θ揚%(Ralfs)Vo Heurck(303号 溝 01層 ;51)
10a,b.Rttθ グθθψんθπtt αιιπυ勿″ (Ag.)Lange一 Berta10t(基 本層序Ⅲ層 ;75)
11.の物bθノル sグルsttθα Bleisch(基本層序X層 ;74)
12.の物ιθ′ル sグππα″ Gregory(基 本層序ⅥⅡ①層 ;70)
13.G銘の力θηθ%α 夕αηπ腸解 Kuetzing(304号 溝 05層 ;25)

photo。 3 珪藻化石 (1)

６ａ

５ａ
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14.助υグθπル 4多ηθ2sた (Greg。 )Ralfs(304号溝・ 5層 ;25)
15.助υグθπル ππ′グθα Kuetzing(304号 満Ⅲ 5層 ;25)
16。 Nのυグθ%ル なπθ″ Krasske(304号満Ⅲ 5層 ;25)
17.Nあグθπル なπθ力 Krasske(基 本層序Ⅲ層 ;75)
18.N"グθクル ″π揚ル Hustedt(基本層序Ⅲ層 ;75)
19.Pttπ%滋万α sθ力知θ虎″グ(Hust。 )Krammer(303号溝・ 6層 ;54)
20.巌 zηttsθん勿 α名クカグ%卵 (Ehr。 )GrunOw(304号 満■ 5層 ;25)
21.Nttzsθ力勿 α名クカあ勿 Grunow(304号溝・ 5層 ;25)
22.動グ励θ%勿 揚額励 (Ehr。 )Kuetzing(基本層序X層 ;74)
23.動グ励θπtt sソa Kuetzing(基本層序X層 ;74)
24。 R力″αノ洸物 gグbbθ%ル (Ehr.)0。 Muller(基本層序Ⅲ層 ;75)
25。 Cθθθθηθたタルθθπ滋ル var。 働J"″ (Ehr.)Cleve(基本層序Ⅸ下層 ;73)
26aフ b.4θ力παπttθsルπθθθル加 (Breb。 )GrunOw(303号 満辞 5層 ;53)
27a,b.4θ力παπttθs θJθυθグGrunow(基本層序X層 ;74)

phOtO.4 珪藻化石 (2)

27a

26a 26b
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1.タ ケ亜科短細胞珪酸体 (304号溝・

3.ス スキ属短細胞珪酸体 (304号溝・

5.イ ネ属機動細胞珪酸体 (304号溝・

7。 ヨシ属機動細胞珪酸体 (303号溝 0

第 1節 国分寺周辺遺跡群の自然科学分析調査

50μ m

5層 ;25)2.ヨ シ属短細胞珪酸体 (303号溝 07層 ;55)
5層 ;25)4。 イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (304号溝 05層 ;25)
5層 ;25)6.タ ケ亜科機動細胞珪酸体 (304号溝・ 5層 ;25)
7層 ;55)8.ウ シクサ族機動細胞珪酸体 (303号溝 07層 ;55)

phOtO.5 植物珪酸体
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50μ m

(4-6)

50μ m

(1-3)

1。 イネ属短細胞列 (321号住 ;2)
3.イ ネ属短細胞列 (361号住 ;19)

5。 イネ属機動細胞珪酸体 (361号住 ;19)

2.イ ネ属短細胞列 (361号住 ;19)

4.イ ネ属穎珪酸体 (321号住 ;2)
6。 ウシクサ族機動細胞列 (321号住 ;3)

phOtO.6 組織片・植物珪酸体
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第 2節 国分寺周辺遺跡群出上の土器に付着した昆虫の同定

八千穂村誌編纂委員長

(日本鞘翅学会々員)輿水 太仲

1  はじめに

団長野県埋蔵文化財センターから依頼を受けて、上田市国分寺周辺遺跡群4503号土坑 (平安時代)出土

の内黒椀外面に付着した昆虫について、その同定を行った。

2 検出の状況 (埋文センター記載)
井戸跡と考えられる4503号土坑内の覆土中位から、ほぼ完形で出土した内黒婉を観察した際に、その回

辺部外面に、昆虫のような跡を見つける。ルーペや実体顕微鏡で観察したところ、間違いなく頭位を右斜

め下方に置く昆虫の圧痕であり、微細な触角や脚の部分まで残っていることが判明する (photo.102)。

なお残存理由としては、この昆虫は土器焼成前のナデ調整時に表面に押し込まれ、そのまま焼成された

結果、虫そのものはなくなって痕跡が土器表面に残された状態と推察する。

3 検体の観察 (背面初
全体 :1 圧痕は一見して、ハネカクシと判断できる。
2 検体は、体背面が土器側に位置して圧せられている。また体左側部が土器口縁部側になるよう

に圧せられている。

3 体全体の形状は細長形で、体長9。 5mm位である。

4 頭、腹部は平滑部の多い種であることが観察される。

頭  :側頭音Ьは、日部に向かって緩やかに、後頭部に向かっては強く弧状で、頭中央音Бで最大幅となる。

触角 三左は基部が不明瞭だがほぼ全体の確認がされ、右は先端部全長の約 3分の 1が観察される。構造は

数珠状で、端節は先端が尖る。

口器 :回 の部分の確認はされるが、付属器の観察は不能。大顎は大きくないと推測する。

頸 三前胸が後頭部に接する部分は明瞭で、明らかに頸と外見できる部分はない。

前胸 三背板幅は頭幅より狭く、全体に長めである。前胸側は平行と推測される。点刻及び′点刻列は不明で

ある。

後胸 :前翅は離散してなく、後翅は半開してあるが、この現況からの復元推測は不可能。

肢 三左前脚肢、基節、肛節、腿節 (P)、 及び左後肢、肛節が観察されるのみ。

腹部 三ほぼ全容が見られるものの、節間・端節の付属器等は明らかでない。腹幅は頭幅より多少広いと見

られるが、等幅と見てもよい。

4 同定結果
圧痕付着土器の製作年代に生慮、した昆虫は、現生昆虫と差異ないと考えられる。したがって、日本産現

世ハネカクシ科のうち、長野県内に広く分布する種、個体数の多い種、比較的人の生活域またはそれに近

い所に生虐、する種 (図 1)を選定し、現生種の標本をもとに比較検討した結果、次のようにしたい。
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昆虫綱

鞘翅目

ハネカクシ科 (Staphylinidae)

アリガタハネカクシ亜科 (Paederinae)

ナガハネカクシ属の一種 (L洲あ bグππ 助.) と判定 した。

5 備考
ナガハネカクシ類は、約25種が知られ、それを一括して棲息場所、生活の様子などの傾向を提えること

はできないが、検体に、より近似すると思われる類は、広葉樹の落葉やワラの堆積した付近、これらのあ

る水辺など、比較的湿度の高い所を好んで棲み、そこに集まる微小動物を餌として生活するらしい。

phOtO。 1 昆虫の付着した内黒婉 (4503坑-6)

図 1 検体と同属の 1種
「アカバナガハネカクシ (体長 :8。 4～ 9。 4mm)」

photo.2 昆虫圧痕部 (× 3)

註 :図 1は株式会社 保育社『原色日本昆虫図鑑 (上)甲虫編』 (1974)掲載図より複写・転載した。

軋
鰈
魃

昆虫圧痕
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第 3節  国分寺周辺遺跡群出土の獣骨

第 3節 国分寺周辺遺跡群出上の獣骨

京都大学霊長類研究所

茂原信生

1 はじめに
国分寺周辺遺跡群は、長野県上田市国分所在の遺跡で、北陸新幹線建設に伴って働長野県埋蔵文化財セ

ンターによって平成 607年度に発掘調査された。本報告はその際に出土した獣骨の同定結果である。

全体の出土量はごく少ない。同定できないような細片がほとんどで、火を受けた骨も見られた。

2 出土動物の リス ト
同定されたものは、次のような動物 (2日 3科 3種)である。哺乳類以外は出土していない。

口甫茅Ll嗣 n/1amlnalia

イ呂脂讐目  Artiodactyla

シカ科 Cervidae

ニホンジカ CervuS nippon

イノシシ科 Suidae

イノシシ Sus scrofa

奇蹄目 Perrisodactyla

ウマ科 Equidae

ウマ Equus caballus

3 出土 した動物骨の特徴

① ウマ

同一個体の左側の臼歯列と、それ以外に歯種が同定できない破損した歯の部分が出土している。同一個

体 と思われる臼歯の主な計測値は以下の通 りである。

462号住ウマの上顎骨

P2  P4  R/1l  Ⅳ1 2  Ⅳ1 3

近遠心径      27.5  26。 7  22.7  23.3

頬舌径   23.7  23.8  22.6  22。 0  19。 9

下顎骨は破損しているが、やはり同一個体で、先の上顎歯と対になっている。細片の中には火を受けた

骨が含まれる。

②  イノシシ

ブタの可能性もある。踵骨は骨端が未化骨の若い個体である。イノシシの小臼歯にも咬耗が見られず、

この踵骨と対応する程度の年齢である。

③ ニホンジカ

焼けた尺骨の一部と、加工された角の 2点が出土している。尺骨はかなり小さい個体のものである。
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4 まとめ
本遺跡から出土した獣骨は一般的な遺跡に普通に見られるものである。量は少なく、焼骨は少ない。ウ

マの歯がまとまって出ており、大きさは中型馬である。

表 1 国分寺周辺遺跡群出土獣骨 (種別)

出土地点 種名 骨名 左右 状態 1 状態 2
出土部位

備考
ph dh pe ps de

336住 カマ ド イノシシ 頭蓋骨 上顎骨 (1～ 3) 左 焼骨 歯はない

445住 覆土 イノシシ 工凶 歯種不明 不 明 不 明 生骨 細 片

452住 カマ ド付近 イノシシ 止凶 切歯・小自歯 上 顎 右 C・ f 生骨 同一イ固体 P

⑤区 イノシシ 足根骨 踵骨 右 生骨 若 :骨端末化骨

462住 ウ マ 止凶 P2～ M3 上 顎 左 生骨 本 :同一イ団体

462住 ウマ 止凶 P2～ M3 下 顎 左 C・ f 生骨 6本 :同一個体

462住 ウ マ 止凶 歯種不明 下 顎 左 生骨 同一イ団体

4503坑 覆土 ウマ 上凶 M3 上 顎 右 生骨 頬側半 :未咬耗

602坑 ウマ 上凶 細 片 不 明 生骨

⑥区 ⅡI b層 ウマ 工凶 臼歯細片 下 顎 不 明 生 骨

⑥区 HI b層 ウマ 上凶 大臼歯細片 上顎 不 明 生骨 1本分

③区 A-15 Ⅲb層 ニホンジカ 角 不 明 生骨 加工品

357住 付近 =,tr> > ll 尺骨 近位骨幹 左 焼骨 糸田い

参考文献

藤田恒太郎 1949「歯の計測規準について」『人類学雑誌』61;pl～ 6
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第 4節 弥勒堂遺跡出土の人骨および獣骨

第 4節 弥勒堂遺跡出上の人骨および獣骨

京都大学霊長類研究所

茂原信生

1  はじめに

弥勒堂遺跡は、長野県上田市下塩尻所在の遺跡で、北陸新幹線の工事に伴って働長野県埋蔵文化財セン

ターによって平成 4年に発掘調査された。本報告はその際に出土した人骨および獣骨の同定結果である。

遺跡の出土品の調査から、いずれの骨も平安時代後半から中世に属すると思われている。

人骨の計沢1はマルチン法 (馬場 :1991)に したがい、歯の計測は藤田 (1949)に したがった。

2 出土人骨の特徴

① 5号土坑人骨 (写真1-1～ 6)

保存状態は比較的良好だが、頭蓋骨などは失われている。

四肢骨

四肢骨はよく保存されているが骨端が残っているものはない。右上腕骨の中央 (推定)最小径 と最大径

はそれぞれ15。 5mmと 24.lmmで、骨体横断示数は64.3である。断面は扁平である。左枕骨は骨間縁がよく発

達しており、骨体横径16.7mm、 骨体矢状径は13.3mmである。

左右の大腿骨も両端が失われている。後面の粗線は比較的よく発達しており、幅を持った稜状で、いわ

ゆる柱状大腿骨である。上部外側の殿筋隆起はやや発達 している。上横径28.8mm、 上矢状径23。 6mmで あ

り、扁平示数は81。 9で扁平大腿骨に属する。骨体中央横径24.6mm、 骨体中央矢状径28.2mmで ある。左右の

歴骨は骨幹が残っている。断面はヘ リチカのⅡ型に近い。左歴骨の中央付近の横径は18.6mm、 矢状径は

30.9mmである。断面示数は60.2で扁平怪骨である。骨間縁の発達はよい。耕骨は顕著な樋状を呈する。

同定結果

四肢骨の状態から判断して男性的な個体である。年齢などは不明であるが成人には達 していたであろ

ワ。

② 7号土坑人骨

保存状態は悪 く、四肢骨の骨端は失われている。

四肢骨

上腕骨は左側が残る。比較的頑丈である。枕骨は骨体横径が16.4mm、 骨体矢状径が12.8mmである。

大腿骨は粗線がやや発達しているが柱状大腿骨ではない。骨質は厚い。骨体上横径27。 8mm、 上矢状径は

24.8mmで、扁平示数は89。 2である。大腿骨の骨質は薄い。

同定結果

この個体は、成人であると思われる。性別は不明である。

③ 9号土坑人骨 (写真1-7・ 8)

保存状態は悪 く、四肢骨は骨端などが失われておりすべて不完全である。

頭蓋骨

頭蓋骨は細片化している。頭蓋内面の中硬膜動脈溝は深 くえぐれている。頭蓋冠の骨は厚い。
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付章 分析と鑑定

四肢骨

上腕骨の大さは普通であり、三角筋粗面もさほど発達していない。中央 (推定)最大径は21。 7mm、 最小

径は約17mmである。枕骨はきゃしゃで、骨体横径は13。 4mm、 矢状径は11.2mmで ある。

大腿骨は右側上部が残っている。殿筋隆起はさほど発達していない。骨体上横径は30.8mm、 骨体矢状径

は23。 Ommで前後に薄 く、扁平示数は74.7と 超扁平大腿骨に属している。後面の粗線の発達もさほどではな

いと思われる。歴骨は左側の骨幹が残っている。中央付近の断面はヘ リチカの I型に近い三角形で、おお

よその中央で計測した横径は21.4mm、 矢状径は24.9mmである。栄養孔位の最大径は27.4mm、 横径は23.lmm

で、扁平示数は84.3で広肛に属している。距骨の輝堀面は、左は内果面だけがイ申展する森本 (1981)の B

型、右は内側陣堀面も伸展するC型である。

同定結果

成人と思われるが、筋の発達はさほどではない。性別は不明だが、四肢骨はきゃしゃで女性的である。

④ 22号土坑人骨

保存状態は比較的よいが、年少の個体のため破損や消失で観察出来ない部分が多い。

頭蓋骨

頭蓋は顔面以外が残っている。土圧で左右につぶれている。顔は右を向いている。骨質は薄い。下顎骨

の一部も残っているがまだ第二乳臼歯が萌出しておらず、乳歯列は未完成である。萌出状態から判断する

と2歳前後ということになる。小泉門は閉鎖しているが大泉門については不明である。

歯

下顎第 1大臼歯の咬頭と溝の型は+5型で、第 6咬頭がある。

下顎第 1大臼歯  下第一乳臼歯  上第二日歯
m一 d ll.9       9.5        10.5

b-1 lo。 9      7.8        11.1

四肢骨

四肢骨は保存状態が悪く、形態が観察出来るようなものはない。

同定結果

この個体は 2歳前後の乳児である。性層Uは不明である。

⑤ 調査地区中央付近出土の人骨
右大腿骨の中央付近が出土している。後面の粗線は比較的発達しており、 5 mmほ どの幅を持った稜状で

いわゆる柱状大腿骨である。性別 0年齢ともに不明である。

3 出土獣骨の特徴
出土した獣骨は次の2目 4科の 4種である (表 1)。

口甫茅L糸岡 mamlnalia

イ呂騰書目 Artiodactyla

シカ科  Cervidae

ニホンジカ Cervus nippon

イノシシ不斗 Suidae

イノシシ (あ るいはブタ)Sus scrofa

, >t+ Bovidae

, > Bos taurus
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奇蹄 目

ウマ科  Equidae

ウマ Equus caballus

① シカ
出土した 2点は中手骨の前面であり、利用された残りかあるいは利用途中であった可能性がある。

② イノシシ

ブタの可能性もある。上顎骨で、歯根部分が残っているものもある。大歯歯槽は小さい。

③  ウシ

歯だけが出土している。いずれも下顎歯である。

④ ウマ

歯と中手あるいは中足骨の 1点 と、若い個体の枕骨の近位骨端、および椎骨片である。

4 まとめ
弥勒堂遺跡からは5体の人骨と4種の獣骨が出土している。人骨は 2歳程度の乳児、成人で性別不明の

2体と、男性、女性と思われる各 1体が出土している。柱状大腿骨や扁平歴骨が見られ、陣鋸面も観察さ

れた。獣骨はニホンジカ、イノシシ (あるいはブタ)、 ウシ、ウマである。

本人骨および獣骨を調査する機会を与えてくださった0長野県埋蔵文化財センターの方々に厚く感謝い

たします。

写真説明 (写真 1)

1:5坑人骨の左下顎骨外側面      6:5号 坑人骨の左大腿骨前面と後面

2:  〃  右上腕骨前面       7:9号 坑人骨の左距骨

3:  〃  右歴骨内側面       8:  〃   右距骨
4:  〃  左歴骨内側面       9:22坑 人骨の左下顎歯咬合面 (左が前方)と 外側面

5:  〃  右大腿骨前面と後面    10:自 然流路跡出土のウシ下顎歯舌傾1(P4～ M3)

表 1 弥勒堂遺跡出土獣骨
出土地点 種  名 骨 名 部 位 左右 上下 歯   種 状態 完形 pe dh 備 考

2号住 イノシシ(ブタ) 頭蓋骨 上顎骨 f 切歯から第2小臼歯部歯槽

2号住 ニホンジカ 中手骨 骨幹前面 不明 f

2号住 不明 肋骨骨 f

2号住 ウ マ 上凶 切歯 不明

2号住 ウマ 上凶 切歯 不明 2、  3

2号住 ウ マ 撓骨 近位骨端 右 f 若い個体 (骨端末化骨)

11号坑 ウマ 中手 ?中足 P 遠位半 不明 f 1

11号坑 ウシ 上凶 左 下 不明 f

11号坑 ニホンジカ 中手骨 骨幹前面 不明 f

11号坑 ウマ 上凶 左 下 不明

11号坑 ウマ P 椎骨 第二頚椎(軸椎) f

自然流路跡 ウ シ 頭蓋骨 下顎骨十歯 右 下 P4、 Ⅳ11、 卜12、 M3 f

自然流炉跡 ウシ 上凶 左 下 L/12

東黒色土 ウ シ 止凶 左 下 M3

東黒色 ウシ 上凶 右 下 P4、 h/11、 M2 P3、 P4咬耗なし、M3僅か

参考文献

馬場悠男 1991「人骨計測法」『人類学講座』別巻 1,「人体計測法」,江藤盛治編集,雄山閣 :p159-358

藤田恒太郎 1949「歯の計測規準について」『人類学雑誌』61;pl-6

森本岩太郎 1981「 日本古人骨の形態学的変異 ―扁平肛骨と陣躍面―」『人類学講座』 5「 日本人 (H)」 ,雄山閣 ;p157-188
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写真 1 弥勒堂遺跡出土の人骨と
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第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析・調査

第 5節 弥勒堂遺跡出上の鍛冶関連遺物の分析・調査

働長野県埋蔵文化財センター

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析 0評価センター

1  はじめに

弥勒堂遺跡の鍛冶工房跡である2号住居跡出土の鉄児系遺物、鍛冶鉄滓、羽口と遺物包含層出土の鉄製

品について、化学分析を行った。

分析する遺物の選択とその分析部分の選定は穴澤義功氏の指導により行い、それらの肉眼観察・計測・

実測・外観写真撮影は埋文センターで実施した。

その後、化学分析は川鉄テクノリサーチ株式会社 分析・評価センターに依頼した。
分析・調査の観′点として、鉄児系遺物と鉄滓類については、

①製鉄原料の推定、②製鉄工程上の位置付け、③観察上の特記事項など、

鉄製品については、

①残存金属の確認、②金属鉄成分の分析、③加工状況や観察上の特記事項など、

また、羽口については、

①耐火度、②粘土成分、③観察上の特記事項など、

を中心に調査した。

2 調査項 目および試験・検査方法
(1)調査項目

試料NQ 総番号 出土位置 試料の性格
重量

(g)

長径×短径×厚さ

(cm)
磁着度 メタル度

分 析 項 目

成分分析組織写真 X線回折 EPMA X線透過 硬 度 耐火度

1 2住 ピット3 椀形鍛錬鍛冶滓 379。 30 11.70× 9.20× 3.40 なし ○ ○ ○ ○

2住 ピット3 椀形精錬鍛冶滓 5。 70× 4.70× 2.40 なし ○ ○ ○

2住 ピット3 椀形鍛冶滓 2.00× 1.50× 1.40 なし

2住 ピット3 鉄鬼系遺物 2.00× 1.50× 1.40 ○ ○ ○

95-100 2住 ピット3 鉄塊系遺物 1.90× 1.85× 1.20 M ○ ○ ○

95-101 2住 ピット3 鉄塊系遺物 1.65× 1.40× 0。 90 ○ ○ ○

95-102 2住 ピット3 粒状滓 計測表 参照 011点

95-103 2住 ピット3 鍛造景J片 計測表 参照 08点

95-104 東側 黒色土 鉄製品 釘 5。 85× 0。 45× 0。 40 M ○ OL、 C ○ ○

95-105 東側 黒色土 鉄製品 鎌 5.80× 3.90× 0.50 ○

95-106 2住 覆±2層 輔羽口 長さ6.60、 日径2.40 なし ○滓部 ○滓部 ○

註 :1 法量と磁着度、メタル度は埋文センターで測定した。
註 :2 試料の性格は分析・調査の結果に基づいて記載した。
註 :3 L、 Cの Lは試料の長手方向、Cは断面 (幅 )方向を示す。
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１

付章 分析と鑑定

(2)概観の観察と写真撮影

埋文センターにおいて、試料採取前の遺物の肉眼観察・計測・実測・外観写真撮影を実施した。計測に

ついては一般的な法量と合わせて、磁着度
註1と メタル度

註2の測定を行った。

遺跡出土の鉄滓や鉄塊系遺物を効率的に分類・判別し、遺跡の評価や遺跡間の情報を共通化するために採用された評価基準であ

る。鉄滓分類用の標準磁石を定めた方法で用いて、試料の磁着反応を 1～ 8ま での数値で表わす。数値が大きいほど着磁性が強

いことを意味する。

金属鉄を含む「鉄塊系遺物」などの中に遺存する、酸化していない金属鉄の量と位置を測定し、評価する基準である。H(○ )
→A/1(◎)→ L(●)→特 L(☆)の順に、対象金属が大きいことを示す。特殊な整準をした小型の特殊金属探知機を使用マニ
ュアルに応じて用い判定する。対象物の中に金属がない場合には銹化 (△ )、 あるいは「なし」と表示する。

(3)化学成分分析

化学成分分析はJISの分析法に準じて行った。分析方法および分析結果は各試料の考察結果のなかで

一覧表に示した。

この調査は、化学分析から鉄を作るために使用した原料の指定と、生産工程のどの部分で発生した鉄滓

かの判断用データを得るために行った。また、羽口に使用されている粘土も特別に選択使用していたのか

の判断用に分析した。

分析項目は、鉄滓18成分、羽口12成分である。

(4)顕微鏡組織写真

試料の一部を、埋文センターの指示とX線透過検査の結果とを踏まえて切 り出し、樹脂に埋め込み研磨

(鏡面仕上)した。その後、顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し、溶解状況や介

在物 (鉱物)の存在状態等から加工状況や材質を判断する。鉄滓の場合にも同様に処理・観察を行い、製

鉄・鍛冶過程での状況を明らかにする。原則として100倍 と400倍で撮影した。必要に応じて実体顕微鏡に

よる観察を行い、10倍で写真撮影した。金属鉄の観察にあたっては金属組織の識別のため、ナイタール液

解酸―アルコール液)で軽 くエッチング (腐食)加工した。金属鉄の断面組織はできるだけ 2視野選択して

撮影した。

(5)X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じて、

それぞれの固有の反射 (回折)さ れたX線が検出されることを利用して、試料の未知の化合物を観察・同

定するものである。多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほとんどの化合物が同定

される。

(6)EPMA(X線 マイクロアナライザー)による観察

高速電子線を 2μ mφ程度に絞って、分析対象試料面に照射し、その微小部に存在する元素から発生す

る特性X線を測定するもので、金属中の介在物や鉄滓の成分構成を視覚から確認するために、二次元の面

分析を行った。

(7)耐火度試験

製鉄炉や鍛冶炉等に使用された炉壁や羽口について、どの程度の耐火性のある粘土を使用していたのか

を判断するために試験した。この調査もJIS規格『耐火れんがの耐火度の試験方法』に準じて実施した。
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なお、試料は、羽 回の熱影響の少ない胎土部分 を採取 した。

試験条件・結果は試料No.11の分析結果参照のこと。

(8)X線 (放射線)透過試験

X線発生装置を用い最適のX線強度を選択して、写真撮影を行う。同一のX線強度と照射時間の場合に

は、照射される物質の質量が重い程、また寸法が厚い程X線が吸収され写真上では黒 くなり、その反対で

はX線が簡単に透過する関係上自く写る。したがって、凹凸や異種金属が共存されている場合や、銹化し

て金属部分が薄 くなっている場合でも状況が濃淡で判別できる。

(9)硬さ試験

試料前処理として、X線透過試験で確認された試料内の金属部分を切断採取したのち、アクリル樹月旨に

て埋め込んで研磨し、平滑な面を作った。試験方法は、なるべ く巣および介在物のない部分を選んで、マ

イクロビッカース試験を行った。

3 各分析条件および装置一覧
(5)X線回折測定

① 測定装置   理学電気株式会社製ガイガーフレックス (RAD― ⅡA型 )

② 測定条件

①使用X線 Co一 Ka(波長 =1.79021Å )

②Kβ線吸収フィルター Fe

③管電圧・管電流 50kV 0 35n■ A

④スキャニング・スピード 2°/min.

⑤サンプリング・インターバル 0。 020°

⑥D.S.ス リット

⑦Ro S.ス リット 0.3mm

③S.S.ス |リ ット

⑨検出器

③ 測定結果同定された物質は、チャートに記入し、各試料の考察結果末尾に記した。

④ 測定者のコメント
チャート中で、●印のピークは試料ホルダーからのものと思われる。
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(6)EPMA(X線 マイクロアナライザー)

① 測定装置     島津製作所製 EPMA-8705

② 測定条件

③ 測定結果
各試料のEBS像参照。

(8)X線 (放射線)透過試験

① 試験装置   帥理学電気製 R F250E G S-2

② 試験条件

(9)硬 さ試験

① 測定装置
島津製作所製 HMV-2000(荷重自動変換式・自動負荷方式)

② 試験条件

③ 測定結果
試料No。 9の調査結果参照のこと。

①加速電圧 20kV

②試料電流 0.02μ A

③EBS像倍率 ×400

④ライン分析速度 pm/cn

⑤ビーム径 μmφ

⑥積算時間 sec

①焦′点・フィルム間距離 900mm

②電流・電圧 110kvp 0 51nA

③露出時間 0.2～ 0.31nin

④使用フィルム フジ #50

⑤現像条件 5`分・28℃

①荷重 1000gf

②荷重時間 l5sec

③測定ン点 10′点

④圧子 対面角 136°ダイアモンド正四角錐
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4 調査および考察結果
個別試料ごとにまとめた。埋文センターで記録・作成した①試料観察表、②実測図に続けて、輸川鉄テ

クノリサーチ作成の③調査および考察結果と分析結果を列記した。また写真図版には、埋文センターで撮

影した外観写真とあわせて、帥川鉄テクノリサーチの分析写真を掲載した。縮尺などは試料ごとに示した。

(1)試料No.1(総番号95二96)椀形鍛錬鍛冶滓

① 観察表

出 土 状 況 出土位置 12号住 ピット31時期 :根拠 1  10C前 :土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

○

○

○

〇

一

一

一

遺 物 種 類 椀 形 鍛 冶 滓

遺 物 デ ー タ
法
　
　
日亘

長径    11.70cm

短径    9.20cm

厚さ      3.40cm

重量   379.30g

遺存度 破片 磁着度

破面数 メタル度 な し

色 調 表 :黒灰色/地 :黒褐色 断面樹脂処理

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(上 面 の状 況)

(下 面 の状 況)

(側 面 の状 況)

(破 面 の状 況)

音6

調 )(色

分

考

析分

備

ほぼ楕円形を呈する、椀形鍛冶滓である。側縁部に破面を2ヵ 所持つが、完形に近い状況

である。酸化土砂の付着は少なく、酸化した部分 も僅かである。特殊金属探知機には反応が

ない。

長軸一端の周縁部が赤褐色に酸化しているが、その他は黒灰色を呈している。破面から見

える内面は黒褐色である。

やや中央が窪むものの、ほぼ平坦である。細かな凹凸があり、全体にザラザラしている。

5 mm程の木炭痕が散在している。短軸一端の破面部分はガラス滓の様相を呈している。

緩やかな椀形であり、全体に細か く波立っている状況である。周縁部は酸化気味、木炭痕

も認められる。短車山一端には20× 12mmの空洞がある。

非常に細かな木炭痕の付着があり、酸化気味である。

2ヵ 所のうち、短軸一端にある 1つは、ガラス滓で、光沢を持ち l mm以下の気孔が密にあ

る。長軸一端の方は、黒褐色の滓であり、内面の中央は緻密であるが、表面に近い部分は薄

く空洞ができている。

長軸端部 1/5を 直線状に切断して、その滓部分を用いる。

要アルコール洗浄。

② 実測図 (1:2)

0 (r :'2) 5cm
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③ 調査および考察結果

外観写真をphoto.l①に示した。

化学成分分析の結果によると、全鉄 (T.F→ は48.4%の値であり、酸化第一鉄 (ウスタイト:FeO)は

53.7%と 多く、酸化第二鉄 (ヘマタイト:Fe203)は 8。 42%と 少ない。また、金属鉄 (M.Fe)が 0.80%と 僅

かながら含まれている。滓中の成分のオ旨標 となる所言胃造滓成分 (Si02+A1203+CaO+MgO)は 33.7%と や

や多い。砂鉄に含まれていたと考えられるチタニウム 餃化チタニウムで表示 :Ti02)が 1.18%、 バナジウ

ム (V)も 0.050%存在する。一般に鉱石に含有される成分の一つである銅 (Cu)の値は0.005%で、非常

に少ない。したがって、鉄源は砂鉄の可能性が高い。結合水 (C.W。 )の値は0.38%と 少ないので、酸化

第二鉄と水との化合物で鉄銹の一種であるゲーサイト等のオキシ水酸化鉄 (α―Fe00H等 )は あまり存在し

ないものと推定される。

滓断面の10倍の視野での実体顕微鏡による観察で、滓の中に多くの空孔が認められる。滓部分の100倍

で観た顕微鏡組織には、灰白色の繭状のウスタイト結晶と短冊がやや崩れた形状のファイヤライト (珪素

と鉄の酸化化合物 :Fe2Si04)の 結晶が観察される。他の鉱物質の結晶は特に認められず酸化鉄主体の滓と考

えられた。

X線回折チャー トから、ウスタイトの強いピークが検出され、この他中程度のファイヤライトと少量の

鉱物質の化合物の存在が認められる。四二酸化鉄 (マグネタイト:Fe304)は検出されない。

photo。 l⑤～⑮に滓断面のEPMA写 真を示した。鉄酸化物のウスタイトの他、珪素 (&)、 カルシュ

ウム (Ca)、 マグネシウム (Mg)やアルミニウム (Al)の複合酸化物 (鉱物質)の存在が確認された。チタ

ニウムやバナジウム元素は全 く検出されなかった。これは鍛造が進み不純物が少なくなってきたため、必

然的にTi、 Vが滓として出てしまったためと考えられる。なお、走査電子顕微鏡写真 (SE)像の下部に

白い点があるがこれは写真キズであり、金属鉄ではない。以上の結果を総合すると、滓の形状を加味し椀

形鍛錬鍛冶滓と言える。鉄源は砂鉄と考えてよい。

④ 化学成分分析表
成分

試料NQ
T.Fe M.Fe FeO Fe203 Si02 A1203 CaO A/1gO Ti02

NQ l 48.4 0.80 53.68 8。 42 21.3 3.85 7.05 1.51 1.18

No.2 41.7 2.03 43.58 8.31 27.4 5.66 8.87 1.80 0.42

単位 :%(m/m)

M[nO P205 Cr203 Na20 K20 C V Cu COW

0.25 0.284 0.050 0.48 0.76 0.071 0.050 0。 005 0.38

0.25 0.302 0。 032 0.82 0.82 0.081 0.001 0。 032 0.38

:ガ ラスビー ド蛍光X線分析法

:ICP発 光分光分析法又は原子吸光法

Ａ‐２。３Ｔｉ０２
，Ｋ２。い

。

Ｓｉ０
２，

け
　
　
　
　
　
Ｎａ

鰈
三

臭

二

計

赫Ｔ・Ｆｅ‥Ｍ・Ｆｅ…」Ｆｅ２。３…C:燃焼一赤外線吸収法C・W:カ ールフィッシャー法

一-550-一



第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析・調査

⑤ X線回折チャー ト

CPS
1_50

(2)試料No.2(総番号95… 97)

① 観察表
椀形精練鍛冶滓

出 土 状 況 出土位置 2号住 ピット3 時期 :根拠 10C前 :土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

遺 物 種 類 椀 形 鍛 冶 滓

遺 物 デ ー タ

汁仄
　
　
　
　
旦里

長径    5.90cm

短径    4.70cm

厚さ      2.40cm

重量    75.13g

遺存度 破片 磁着度

破面数 メタルリ支 な し

色  調 表 :灰褐色/地 :灰褐色 断面樹脂処理

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調)

(上 面 の状 況)

(下 面 の状 況)

(側 面 の状 況)

(破 面 の状 況)

分 析 部 分

備     考

薄 く軽量な椀形鍛冶滓である。ほぼ 1/2を 欠損するが、完形では平面長方形を呈すると

考えられる。上下面ともやや酸化するが、際立ってはいない:

表面、地ともに灰褐色であり、表面の一部分は黄赤褐色に酸化している。

10mm前後木炭痕が目立ち、それによる凹凸も著しい。ザラザラした質感である。

緩やかな曲面をを呈し、上面同様の大きめの木炭痕が認められる。また部分的に酸化 して

いる。

上下面同様の木炭痕が観察できる。また細かな凹凸があリザラザラしている。

破面から観察できる内面は比較的緻密であり、 l mm以下の気孔が散在する状態である。

長軸端部 1/2を 直線状に切断して、滓部を用いる。

要アルコール洗浄。
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② 実測図 (1:2) ③ 調査および考察結果
外観写真をphoto.2①に示した。

化学成分分析の結果、T.Feは

41。 7%、 FeOは 43.6%と いずれもや

や低 く、Fe203は 8.31%と 試料No.

1に較べると相対的にやや多い。ま

0 (1:2)5cmた ｀
M.Feが2.03%で金属鉄が存在

する可能性が高い。滓成分の指標と

なる造滓成分はTo Feが少ないため反対に43。 7%と 多い。チタニウムは0.42%、 バナジウムも0。 001%と

少ない。銅の含有量は0.032%で ある。また、C.W.の値は0。 38%と 少ないので、オキシ水酸化鉄は殆ど

存在しないものと推定される。

滓断面の実体顕微鏡観察によると、滓の中には小さな空孔が多く認められる。滓部分の顕微鏡組織に

は、灰白色の繭状のウスタイト結晶と短冊形状がやや崩れたファイヤライトの結晶が観察される。100倍

の写真で右側の黒い丸い領域は、炭素量の高い金属鉄が酸化してオキシ水酸化鉄に変化した (分析結果の知

見とは異なるが)音6分と推定される。

X線回折チャー トから、ウスタイトの強いピークが検出され、この他中程度のファイヤライトと少量の

鉱物質化合物の存在が認められる。四三酸化鉄 (マグネタイト:Fe304)やチタニウム化合物は検出されな

い。

以上の結果を総合する

が高い。

④ 化学成分分析表

と、滓の形状を加味し椀形精錬鍛冶滓と言える。鉄源に砂鉄が使用された可能性

試料No。 1の分析表に記載している。

⑤ X線回折チャート

S∩ MPLE N∩ ME I NO,95-9フ

t -, | -r-.r- | ----t- [ ---L- --L---L--

5日 ,0 40,0
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(3)試料No.3(総番号95-98)椀形鍛冶滓

① 観察表

第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析 0調査

0   (1:2) 5cm

② 実測図 (1:2)

③ 調査および考察結果
photo.2⑤に示した外観写真撮影を行った。

出 土 状 況 出土位置 2号住 ピット3 時期 :根拠 10C前 三土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
E PA/1A

X線透過
硬  度
耐 火 度

遺 物 種 類 椀 形 鍛 冶 滓

遺 物 デ ー タ
法
　
　
量

長径    5.10cm

短径    2.80cm

厚さ      1.60cm

重量    16.59g

遺存度 破片 磁着度

破面数 メタルリ支 な し

色 調 表 :赤灰色/地 :黒褐色 断面樹月旨処理

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調 )

(上 面 の状 況 )

(下 面 の状 況)

(傾1面 の状 況)

(破 面 の状 況)

分 析 部 分

薄 く軽量な椀形鍛冶滓の破片である。不定形な縦長の平面形を呈すると推測される滓のほ

ぼ中央付近が遺存している。

周囲は全体に酸化気味で、赤灰色を呈する。内面は黒灰色である。

緩やかな凹凸を持つ。隆起した部分が欠損して、内部の空孔が覗く。ガラス質に変質 して

いる部分 も見られる。

やや椀形に膨らむ。中央部分はガラス質に変質している。 l mm程の空孔が見られる。

緩やかな丸みを持つ。やや下方への垂れが見られる。

内部は緻密な部分 と、微小な空孔が集中する部分 とがある。上下方向での変化はない。

軽量な試料であるため、分析可能ならば、他の鍛冶滓同様の分析項目で全量を用いる。
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付章 分析と鑑定

(4)試料No.4(総番号95-99)鉄塊系遺物

① 観察表

② 実測図 ③ 調査および考察結果
外観写真をphoto。 3①に示した。磁着反

応、メタル度反応が共に高く金属鉄の残存が

予測されたのでX線 (放射線)透過試験を行

った。photO。 3②の写真に示すように児試

卜」上響上二行
m 
料の中心部に黒く濃い陰影が認められた。こ

の音Ь分を切断して検討を加えることとした。

試料断面の実体顕微鏡写真によると、兄の中に編み目状に金属鉄が分布している様子が認められる。金

属鉄の顕微鏡組織には、白色の針状に伸びたセメンタイト (鉄と炭素の化合物)が網目状に存在する。網目

に囲まれた黒色部分にはパーライト (フ ェライト=純鉄とセメンタイトが互いに層状になった)組織が認められ

る。

金属組織の観察から、この金属鉄の炭素含有量は0.8～ 1.7%の範囲で、針状セメンタイトの結晶成長か

ら見て徐冷却されたものと推定される。

金属鉄断面のEPMA写 真をphoto.3③～⑩に示した。SE像で灰黒色の葉脈の様な部分は金属鉄で、
良く見ると葉脈部分に対応する鉄や炭素が筋状に存在するのが観察される。また、炭素が鉄のなかに一様

に分布している状態が判る。SE像で黒い部分は酸化鉄である。左中央の針状のものは介在物 (不純物)
で、鍛造加工を受けて長 く延イ申された形状を示している。その中にはチタニウム、少量のバナジウムの他

珪素、カルシュウム、マグネシウムやアルミニウムの複合酸化物 (鉱物質)の存在が確認される。介在物

にチタニウムが含有されるが、この鉄が砂鉄を原料として製造されたものか否かは明らかでない。

以上の結果を総合すると、試料は鍛冶加工を受けた炭素含有量が0.8～ 1.7%の範囲の鉄塊系遺物と言え

る。鉄源に砂鉄が使用されたか否かの判定はできなかった。

出 土 状 況 出土位置 12号住 ピット31時期 :根拠 1  10C前 :土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

一
〇

一
〇

〇

一　
一

遺 物 種 類 鉄 児 系 遺 物

遺 物 デ ー タ
法
　
　
量

長径    2.00cm

短径     1.50cm

厚さ      1.40cm

重量    4.49g

遺存度 磁着度 1  5

破面数 メタルリ支 L (● )

色  調 表 :黄褐色/地 :不明 断面樹月旨処理 ○

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調)

(表 面 の状 況)

(破 面 の状 況)

音Ь 分

考

析分

備

非常に小さな鉄児系遺物である。表面のほとんどは土砂に覆われ、放射割れが観察でき

る。また放射割れの結果の余J離が lヶ 所ある。特殊金属探知機にはL反応を示す。

表面は黄褐色である。景J離した部分は赤褐色に酸化している。

平面は不整な三角形を呈し、ゴッゴツした凹凸がある。土砂の他に 2 mm程の木炭痕が観察

できる。

lヵ 所ある破面は13× 7 mm程であり、放射割れの結果によるものであろう。内面はほとん

ど赤褐色に酸化しているが、中央部はやや光沢のある鉛色を見せている。

長軸端部 3/5を直線状に切断して、メタル部を用いる。
鍛冶工程の鉄鬼系遺物であろう。要アルコール洗浄。残材断面には樹月旨塗布のこと。
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第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析 0調査

(5)試料No.5(総番号95-100)鉄塊系遺物

① 観察表

出 土 状 況 出土位置 12号住 ピット31時期 :根拠 1  10C前 :土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

一
〇

一
〇

〇

一　
一

遺 物 種 類 鉄 塊 系 遺 物

遺 物 デ ー タ
法
　
　
量

長径    1.90cm

短径    1.85cm

厚さ      1.20cm

重量    4.59g

遺存度 不 明 磁着度

破面数 不明 メタルリ支 M(◎ )

色 調 表 :黄赤褐色/地 :鉛色 断面樹脂処理 ○

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調 )

(表 面 の状 況 )

析分

備

立
ロ 分

考

小型で、不整な三角形を呈する。全体に酸化土砂に覆われ、全容は掴めない。また放射割

れを起こし、非常に鉄量の多い試料と予測される。磁着度、メタル度共に高反応で、金属鉄

の残存が良好であることが分かる。

酸化土砂のため、周囲は赤褐色である。放射割れ部分から、内部は鉛色と判断する。

幾つかの丸みのある隆起部分がまとまって出来上ったような印象を持つ概形である。酸化

土砂の細かな凹凸が目立つ。鉄素材とする鉄塊系遺物であるとすれば、鍛打成形前の素材 と

考えやすい。

メタル (金属鉄)の残存の集中する部分を判定して、そこを切断して用いる。

鉄塊系遺物と考える。要アルコール洗浄。残材の断面には樹脂塗布のこと。

② 実測図

③ 調査および考察結果
外観写真をphoto.4①に示した。磁着反応、メタル度反応が共に高く金属鉄の残存が予測されたので

X線 (放射線)透過試験を行った。その結果、photo.4②に示すように見試料の中心部に黒く濃い陰影が

認められた。この部分を切断して検討を加えることとした。金属鉄の化学成分分析は試料の量が少ないた

め、残念ながら不可能であった。

試料断面の実体顕微鏡写真によると、塊の中に主として 4か所程に金属鉄が分布している様子が認めら

れる。金属鉄の顕微鏡組織は、粒子のやや大きい純鉄に近いフェライト結晶で占められている。結晶内部

には円い微粒の介在物が点在している。この金属鉄の炭素含有量は少ないものと推定される。

金属鉄断面のEPMA写 真をphoto.4③～⑩に示した。SE像で灰黒色の部分は金属鉄で不純物元素

は殆ど存在しない。SE像で黒い面白い模様の部分は介在物である。鍛造加工を受けて長く延イ申された形

状は認められない。その中には極く少量のチタニウム、珪素、カルシュウムやアルミニウムの複合酸化物

(鉱物質)の存在が確認される。介在物にチタニウムが含有されるが、この鉄が砂鉄を原料として製造され

たものか否かは明らかでない。なお、金属鉄の中には少量の炭素が一様に含有されている状況が認められ

る。

以上の結果を総合すると、試料は鍛冶加工を殆ど受けていない、

と言える。鉄源に砂鉄が使用されたか否かの判定はできなかった。
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付章 分析と鑑定

(6)試料No.6(総番号95-101)鉄塊系遺物

① 観察表

② 実測図 (1:1) ③ 調査および考察結果
外観写真をphoto。 5①に示した。磁着反応、

メタル度反応が共に高く金属鉄の残存が予測さ

れたのでX線 (放射線)透過試験を行った。

ぃ三上響主_行
m phOtO.5② の写真に示すように見試料の中心

部に黒く濃い陰影が認められた。この部分を切

断して検討を加えることとした。

金属鉄の化学成分分析は試料の量が少ないため、残念ながら不可能であった。
r

試料断面の実体顕微鏡写真 ωhoto.5③)に よると、写真左右の灰黒色に見える銹部分 と児の中に植物

の導管に似た模様を持つ金属鉄の存在が認められる。金属鉄の顕微鏡組織観察 ωhoto.5④～⑦)に よる

と、④・⑤の写真のように針状に伸びたセメンタイトの樹枝状結晶の間を埋めるパーライ ト組織の部分

と、⑥・⑦の写真のように鋳物の鋳造組織を示す部分が認められる。前者の金属鉄組織の炭素含有量は

0.8～ 1。 7%の範囲で、後者の炭素含有量は1.7%を 超えるものと推定される。針状セメンタイトの結晶成

長から見て徐冷却されたものと推定される。

金属鉄 と銹境界部断面のEPMA写 真をphoto.5③～⑩に示した。SE像で左側の灰黒色部分が金属
鉄、稲の葉様の部分は介在物であり、他の部分は鉄銹である。左傾Iの金属鉄中の炭素量は相対的に少ない

が、植物の導管に似た模様の銹部には炭素が多く存在している。介在物は長 く延伸された形状を示してい

るが、その中にはチタニウム、少量のバナジウムの他珪素、カルシュウム、マグネシウムやアルミニウム

の複合酸化物 (鉱物質)の存在が確認される。介在物にチタニウムが含有されるが、この鉄が砂鉄を原料

として製造されたものか否かは明らかでない。

以上の結果を総合すると、試料は鍛冶加工を受けた炭素量が1.7%前後 (推定) の鉄塊系遺物 と言える。

鉄源に砂鉄が使用されたか否かの判定はできなかった。

√

出 土 状 況 出土位置 12号住 ピット31時期 :根拠 1  10C前 :土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

一
〇

一
〇

〇

一　
一

遺 物 種 類 鉄 塊 系 遺 物

遺 物 デ ー タ

法
　
　
日亘

長径    1.65cm

短径    1.40cm

厚さ      0.90cm

重量    2.99g

遺存度 破片 磁着度

破面数 メタルリ支 L (● )

色 調 表 :茶褐色/地 :鉛色 断面樹脂処理 ○

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調 )

(表 面 の状 況 )

音Ь 分

考

析分
　
備

非常に小さな鉄塊系遺物である。全体に酸化土砂に覆われている。銹ぶくれの結果から余J

落した部分を持つ。特殊金属探知機にはL反応を示す。

表面は茶褐色であり、余J落 した部分では、一部鉛色した内面が観察できる。

平面は不整な三角形であり、ゴツゴツしている。小型で非常に軽量であるが、金属反応は

高い。

長軸端部 4/5を 直線状に切断して、メタル部を用いる。

鍛冶系の鉄塊系遺物であろう。要アルコール洗浄。残材の断面には樹脂塗布のこと。
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(7)試料No.7(総番号95-102)

① 観察表
粒状滓

出 土 状 況 出土位置 12号住 ピット31時期 1根拠 10C前 :土器 分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過

硬  度
耐 火 度

一
〇

一遺 物 種 類 粒  状  滓

遺 物 デ ー タ
法

　

　

量

長径

短径

厚さ

重量

表測

　
昭
“

計

参

遺存度 磁着度

破面数 メタル度

色 調 下 記 参 照 断面樹脂処理

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

102-1、  102-2

4 mm

光沢のない鉛色。赤褐色。

完全な球形をしたものは無く、平面楕円形や涙滴状のものが多い

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

102-3、 102-4

2 mm

あまり光沢のない鉛色である。

ほぼ球形をしたものと涙滴状のものとがある。気孔が見られるものがある

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

102-5、  102-6

1.5mm

光沢のない鉛色である。

全体にほぼ球形を呈している。僅かに涙滴状のものがある

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

102-7、  102-8

1.Omm

光沢のない鉛色。

完全な球形をしたものと平面楕円形や涙滴状のものがある

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

102-9、  102-10

0.41nnl

光沢のない鉛色。

ほぼ球形をしたものが多し

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

102-11

0.4mm以下

光沢のない黒鉛色である。

全体にほぼ球形を呈している。

分 析 部 分 樹脂に埋め込んで、最大径の断面を顕微鏡で検討すること

第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析・調査

計測表

遺跡名 CMR弥勒堂       1出 土位置 SB02ピ ット3黒色土層

メッシュ 磁着度 番 号 重さ(g) 直径(mm) 備  考

強○

弱△

102-1

102-2

軸
一　
　
　
０。３３９

5.0～ 7.8

Ave.6.61

4.8～ 8.2

Ave.6.16

9点抽出。

光沢のない鉛色。

11点抽出。

鉛色6′点。赤褐色5′点。

強○

弱△

102-3

102-4

出

　

　

３５

算

　

　

０
。

2.0～ 3,3

Ave。 2。 60

2.0～ 5,0

Ave。 3。 12

11点抽出。

光沢のない鉛色。

9点抽出。

光沢のない鉛色。

○

　
　
　
　
△

強

　

　

　

弱

102-5

102-6

算出

0.0065

1.4～ 1,8

Ave.1.61

1.2～ 2.0

Ave.1.62

7点抽出。

光沢のない鉛色。

13点抽出。

光沢のない鉛色。

∩
）
　

　

　

△

強

　

　

弱

102-7

102-8

算出

0.0045

1。 1～ 1.8

Ave。 1。 42

1.3～ 2.0

Ave。 1.64

11点抽出。

光沢のない鉛色。

9点抽出。

光沢のない鉛色。

○

　
　
　
　
△

強

　

　

弱

102-9

102-10

算出

0。 0008

0。 6～ 1.2

Ave.0。 88

1.0～ 1.3

Ave。 1。 10

17点抽出。

光沢のない鉛色。

3点抽出。

光沢のない鉛色。

0。 4mm

以下

計測

不可
102-11

算出

0,0002

0.3～ 0。 5

Ave。 0。 40

100点才由出。

光沢のない黒鉛色。

② 調査および考察結果
粒状滓を大きさに従って12段階に区分しその外観写真をphoto.6①に示した。粒径区分毎の断面を観

察した10倍の実体顕微鏡写真をphoto.6②～⑫に示した。粒径に関係なく丸い形状を示し、その内部に

は無数の気泡を持っている。滓には内部に気泡を持つものが多く、一部に内部の気泡が外部に開口したも

のも存在する。

引き続きphoto.7・ 8に 100～ 400倍で観察した滓部分の組織写真を示した。粒状滓の大小に係わりな

く共通して言えることは、ウスタイト (酸化第一鉄 :FeO)お よび/ま たはマグネタイト (四二酸化鉄 :Fe3

04)の美しい白色の樹枝状結晶が存在し、滓中の鉄含有量が比較的高いものと推定される。特に試料

No.95-102-5、 95-102-7に は一面にウスタイト結晶が認められ、鍛冶過程に発生する典型的粒鉄組織を呈

している。一方、一部の滓 (95-102-2、 95-102-5等 )に は、金属鉄の白く見える小さな粒も存在した。比較

的製錬初期の滓に多く存在する短冊状結晶のファイヤライト (鉄と珪素の酸化化合物)や灰褐色多角形板状

のウルボスピネル (鉄とチタニウムの酸化化合物)(95-102-1、 95-102-11等 )が観察される。

以上の結果を総合すると、鍛錬加工の際に溶融不純物が飛び出し凝固した粒状滓で、精錬と鍛錬の鍛冶

過程で発生した粒状滓の混合物の可能性が高い。また、ウルボスピネルの結晶が存在するので鉄源が砂鉄

と考えられる。なお、粒状滓には金属鉄粒を含むものが存在した。
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付章 分析と鑑定

(8)試料No.8(総番号95-103)鍛造剥片

① 観察表
出 土 状 況 出土位置12号住 ピット31時期:根拠 10C前 :土器

分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過

硬  度
耐 火 度

○

遺 物 種 類 鍛 造 争J 片

遺 物 デ ー タ
法

　

　

量 ll表

遺存度 磁着度

破面数 メタル度

色 調 下 記 参 照 断面樹脂処理

観 察 所 見

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(厚     さ)
(色     調)
(表 面の状況)

103-1、  103-2

4 mm

O.1～ 0.8mm

鉛色と茶褐色が多く、表面が暗紫色に酸化したものが目立つ。

表面はほぼ平坦であるが、争J裏面には不整に細かな凹凸が認められる

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(厚     さ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

103-3、  103-4

2 mm

O。 1～ 0.4mm

茶褐色のものと、一部光沢をもつ鉛色のものがある。

表面はほぼ平坦であるが、余J裏面には不整に細かな凹凸が認められる

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(厚     さ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

103-5、  103-6

1.5mm

O.1～ 0.3mm

鉛色と茶褐色。一部光沢があるものもある。

表面はほぼ平坦である。

登 録 番 号

(メ ッシュサイズ)

(厚     さ)

(色     調)

(表 面 の状 況)

103-7、  103-8

1.Omln

O.1～ 0.3mm

全て鉛色である。

表面、まJ裏面ともにほぼ平坦である。

分 析 部 分 樹脂に縦にうめこんでその断面を顕微鏡で検討すること

計測表

遺跡名 CMR弥勒堂       1出土位置ISB02ピ ット3黒色土層

メッシュ磁着度 番 号 重さ(g) 大きさ(mm) 厚さ(mm) 備  考

4 mm

強○

弱△

103-1

103-2

算定

0.065

6.2× 4。 5

～
9。 2× 5.0

5.0× 5.0

～7.0× 11

0,3～ 0。 8

AveO.45

0。 1～ 0.5

AveO。 26

9点抽出。

鉛色4′点、

茶褐色5′点

11点抽出。

鉛色9点、

茶褐色2`点

強○

弱△

103-3

103-4

算定

0.0185

4.2× 2.6

～7.8× 4.0

3.5× 3.0

～7.7× 4.8

0。 1～ 0。 4

AveO。 27

0.1～ 0。 3

AveO.17

9点抽出

茶褐色5′点、

鉛色4′点

11点抽出。

鉛色8点、

茶褐色2′点

1.5mm

強○

弱△

103-5

103-6

算定

0.005

3.1× 2。 2

～4。 5× 3.3

3.1× 1.7

～4.5× 2,4

0。 1～ 0.3

AveO。 13

0.1～ 0.3

AveO。 20

13′点抽出。鉛色。

7′点抽出。茶褐色

5′点。鉛色2′点。

1.Omm

強○

弱△

103-7

103-8

算定

0.003

2.2× 1,3

～2.9× 2.7

2.2× 2.0

～3,0× 1.7

0。 1～ 0。 3

AveO。 17

0。 10

AveO。 10

15点抽出。

鉛色。

5点抽出。

鉛色。

② 調査および考察結果
鍛造争j片 を大きさに従って 8つに区分し、その外観写真をphoto.9①に示した。試料は大きさに関係

なく板状 (偏平な)形状を呈する。写真から景J片の厚さは0。 2～ 0。 6mmと 計測され比較的薄いと言える。

引き続きphoto.9②～10⑥に100～ 400倍で観察した組織写真を示した。鍛造景J片の大小に係わりなく、

滓内部にはウスタイトの灰白色繭状の結晶が級密に存在する。

以上の結果を総合すると、この試料は鍛造争J片である。
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第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析・調査

(9)試料No.9(総番号95-104)鉄製品 (釘 )

① 観察表

② 実測図 ③ 調査および考察結果

外観写真をphoto.10⑦に示 した。磁着反応、メタ

ル度反応が共に高く金属鉄の残存が予測されたのでX

線 (放射線)透過試験を行った。photo.10③の写真に

示すように試料の中心部に黒く濃い陰影が認められか

なりの金属鉄が残存している。貴重な試料なので極 く

一部を切断して検討試料を採取した。

試料断面の実体顕微鏡観察によると、釘の表面は銹

で覆われているものの内部に金属鉄が残存している状

態が認められる。金属鉄の顕微鏡組織からは、 L方

向、C方向とも粒子の大きさが細かく整っておりしか

も介在物の少ない良質の鉄 (鋼 )と 認識された。組織

はフェライトとパーライト結晶とが混ざった状況を呈

していることと、「④金属鉄断面の硬さ試験結果」の硬さ平均値H V142か ら鉄に含まれる炭素量は

0.2～ 0.4%位 iと推定され、低炭素鋼 (現代使用されている釘に較べるとやや炭素量が多い)と 言える。焼き入れ

等の熱処理は施されていない。

photo.10⑬のC方向の切断面の組織は右上から左下に向かって、 3層の組織がやや異なる鉄で構成さ

れ、しかもその境界には介在物が連なって存在する。すなわち、 3枚以上の鉄板を重ね鍛接した鉄挺から

素材を重などで細かく切り出し、鍛冶加工して釘に製作された可能性が高い。

介在物のEPMA写 真をphoto.1l③～12⑥に示した。介在物の構成元素はL方向、C方向とも珪素、
カルシュウム、マグネシウムやアルミユウムの複合酸化物 (鉱物質)と 確認された。介在物には少量のチ

o (1:1) 2 cm

出 土 状 況 出土位置 黒 色 土 時期 :根拠 不   明
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
E PA/1A

X線透過

硬  度
耐 火 度

一
〇

一
〇

〇

〇

一

遺 物 種 類 鉄  製  品 釘

遺 物 デ ー

法
　
　
量

長径    5.85cm

短径    0.45cm

厚さ      0.41cm

重量    5.28g

遺存度 両端部欠損 磁着度

破面数 メタル,支 M(◎ )

色 調 表 :茶褐色/地 :鉛色 断面樹脂処理 ○

観
°
察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調 )

(表 面 の状 況 )

分
　
考

立
ロ析分

　
備

鍛造された釘である。基部 と先端ともに欠損している。表面は酸化が著しい。特殊金属探

知機にはM反応を示す。

表面は茶褐色を呈している。僅かにある争J落部では鉛色の内面が観察できる。

断面四角形の鍛造製の釘である。基部から先端に向かって細くなる。基部付近は銹ぶ くれ

と放射割れが目立つ。

長軸端部 1/2を 直線状に切断して、メタル部を用いる。

要アルコール洗浄。残材の断面には樹月旨塗布のこと。
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付章 分析と鑑定

タニウムが含有されるがバナジウムは含まれない。この鉄が砂鉄を原料として製造されたものか否かは明

らかでない。なお、金属鉄の中には少量の炭素が一様に分布している状況が認められる。

以上の結果を総合すると、この試料は鉄錘のような鍛造接合した素材を基に製作された釘 と考えられ

る。現代の釘に比べ炭素量がやや多い。焼き入れ等の熱処理は施されていない。なお、鉄源が砂鉄か否か

は明らかでない。

④ 硬さ試験報告
1。 件名

微小硬度計による鉄製品 (釘)の硬さ試験
2.試料前処理
X線透過試験で確認された試料内の金属部分を切断採取したのち、アクリル系樹月旨にて埋め込み、
研磨 した面にて硬さ試験を行った。

3。 試験方法

硬さ試験 :な るべ く巣および介在物のない部分を選んで、マイクロビッカース試験を行った。
4.測定装置
島津製作所製 HMV-2000(荷重自動変換式・自動負荷方式)

5。 測定条件

①荷重 1000gf

②荷重時間 15sec.

③測定′点 10′点

④圧子
対面角 136°

ダイヤモンド正四角錐

6.測定結果

00 試料No.10(総番号95-105)鉄製品 (鎌 )

① 観察表

硬さ平均値 (HV) CoV.(%) 硬さ最大値/最小値 (HV)
142 8。 34 161//127

出 土 状 況 出土位置 東側 黒色土 時期 三根拠 不  明
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

一　
一　
一　
一
〇

一　
一

遺 物 種 類 鉄製品 鎌

遺 物 デ ー

汁仄
　
　
　
　
三里

長径    5.80cm

短径    3.90cm

厚さ      0.50cm

重量   12.75g

遺存度 刃部先端 磁着度

破面数 メタル度 L(● )

色 調 表 :黄赤褐色/地 :黒灰色 断面樹脂処理 ○

観 察 所 見

(平面形と概観 )

(色    調 )

(表 面 の状 況)

音Ь 分
　
考

析分
　
備

刃部がやや曲がる鎌の先端部の破片である。長軸とほぼ直角に折 り取れて、またその破片

中央部でも折れている。

周囲は酸化して、黄赤褐色である。争j落部分から見る内部も銹化が進み、黒灰色である。

使用時の状況を残す部分はない。表面は酸化し、内部も放射割れや争J落を起こして銹化が著

しい。刃部の鍛打成形状態も掴めない。

メタル部分を判定して、その部分を用いる。

銹化が著しいため、分析に耐え得るか判断して欲しい。
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第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析・調査

② 調査および考察結果
磁着反応、メタル度反応があり金属鉄の残存が予測されたのでX線 (放射線)透過試験を行った。

photo.12③の写真に示すように試料に薄い陰影が確認された。しかし、金属鉄が残存していても検討に

充分な量が確保出来ないと推定されたので、photo.12⑦に示した外観写真撮影に止めた。

0つ 試料No.11(総番号95-106) 輔羽ロ

① 観察表

出 土 状 況 出土位置 2号住 覆± 2層 時期 :根拠 10C前 :土器
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折
EPMA
X線透過
硬  度
耐 火 度

○

〇

一　
一　
一　
一
〇

遺 物 種 類 ココ ロ

遺 物 デ ー

法
　
　
日亘

先端外径  一 cm
〃 日経   2.40cm
基部外径  一 cm
〃 口雀豊  ― cm
現 存 長  6.60cm
重 量  71.03g

遺存度
先端部のみ

(内径1/3周 )

径  の
絞 り度

外径―%
口径―%

使用回数 一回 使用角度

磁着度 メタル度 なし () 断面樹月旨処理

観 察

(概

(月台土 の 状 況 )

(表 面 の 状 況 )

音5

所 見

形)

分
　
考

析分
　
備

鍛冶羽口の先端部のみの破片である。側面はほとんど景」落していて原形を留めない。僅か

に内面と口部に着いたガラス滓部分を遺存している。使用角度・回数などは不明である。

比較的緻密で、微小な白色粒子を僅かに含むほかに含有物はない。焼成により白黄色を呈

している。

ごく僅かに観察できる表面は、丁寧にナデ成形が施され滑らかである。逆に内面は、芯材

に粘土を巻き付けた時のよれをそのままに残していて、無調整であることが推測される。ガ

ラス滓は表面で最長 3 cm、 内面には 2 cm程付着 している。また、羽口自体は炉の被熱によ

り、暗赤褐色、黄褐色に変色している。

先端部と輔側をそれぞれ 1/4ずつ直線状に切断して、滓部と胎土を用いる。

全体に炉による被熱変化を受けた個体であるが、耐火度分析はできる限りその影響の少な

い部分で行って欲しい。

実測図 (1:2)

¬

0 (r.z) 5.,
rc

②

③ 調査および考察結果
外観写真をphoto.12⑨に示した。

分を採取し検討^を加えた。

photo.12⑩・⑪の顕微鏡写真によ

羽口先端部に付着している鉄滓と輔傾Iの熱影響の少ない羽口胎土部

ると、滓内部には無数の大小の気泡が存在し、気泡の形状が丸いの
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付章 分析と鑑定

で溶融時には比較的ガラス状の粘籾な滓であったと推定される。滓中にはウスタイトやマグネタイトの結

晶は少なく、全体がガラス状を呈する鉱物質で構成されている。

羽口先端の滓部分の化学成分分析によると、その主成分はシリカ 鍛化珪素 :Si02)ヽ アルミナ 餃化アル

ミニウム :A1203)ヽ マグネシヤ 鍛化マグネシウム:MgO)やカルシア 鍛化カルシウム :CaO)の粘土構成成分

であり、その他の成分を含め合計は約73%あ った。他にT.Feが21.5%存在し、鉄滓と粘土の溶融混合物

であることが半Jる 。また、鉄滓部の試料を空気中高温で加熱したときの灼熱減量 (Igo bss)が +1.05%と

増量佃1に あり、 したがって、試料中にM oFeが存在していたたため (顕微鏡観察やメタルチェッカーによるテス

トでは判らなかったが)灼熱時の鉄の酸化によって重量が増加したものと考えられる。

熱影響の少ない胎土部分を採取し耐火度試験を行った。その結果によると、耐火度はおおよそ1,040℃

でそれ程高くない。羽口先端が溶融した理由の一つと言えよう。

以上の結果を総合すると、羽口に付着した鉄滓は鍛冶滓と推定されるので、試料は鍛冶炉用の羽口と考

えられる。鉄滓には金属鉄が存在していた可能性が高い。

羽口粘土の耐火度は約1,040℃ であった。

④ 化学成分分析

【分析方法】 粘土の分析方法は」IS法に準拠し、以下の方法とし

C:燃焼一赤外線吸収法     Si02,MnO,A1203
COW:カ ールフィッシャー法    CaO,MgO,Ti02

た。

:ガラスビー ド蛍光 X線分析法
Igloss:重量法

⑤ 耐火度試験報告

Na20, K20, T・ Fe

単位 :%(m/m)

C Si02 ⅣInO A1203 CaO M[gO Ti02 Na20 K20 T.Fe C・ W Igloss

No.11 0.121 49.0 0.30 12.7 1.31 1.95 3.80 1.17 1.95 21.5 0.62 +1。 05

'試
料 番 号 耐 火 度 (SK) 色  調 膨   張 試 験 錐 の 状 況

No。 11 3a 茶  色 膨   張 普  通

試験条件 :酸素プロパン炉法

ゼーゲルコーン溶倒温度比較表

温度 (℃ ) コーン番号 温度 (℃ ) コーン番号 温度 (℃ ) コーン番号 温度 (℃ ) コーン番号

600

650

670

690

710

730

750

790

815

835

855

880

900

920

940

022

021

020

019

018

017

016

015a

014a

013a

012a

01la

010a

09a

08a

960

980

1,000

1,020

1,040

1,060

1,080

1,100

1,120

1,140

1,160

1,180

1,200

1,230

1.250

07a

06a

05a

04a

03a

02a

01a

la

2a

3a

4a

5a

6a

7

8

1,280

1,300

1,320

1,350

1,380

1,410

1,435

1,460

1,480

1,500

1,520

1,530

1,580

1,610

1.630

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

26

27

28

1,650

1,670

1,690

1,710

1,730

1,750

1,770

1,790

1,825

1,850

1,880

1,920

1,960

2,000

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

注 :コ ーンは正確な温度の測定をするものではない。

耐火度の数値を概略の温度で示す場合のみ上の温度表が使われる。

この表はJIS R0305付 表による。コーン番号=SK番 号
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第 5節 弥勒堂遺跡出土の鍛冶関連遺物の分析・調査

5 まとめ
(1)鉄 ,宰 (試料No.1～ 3、 7、 8)について

① 試料No。 1～ 3は形状から椀形滓と言える。
② 試料No.1は鍛錬鍛冶滓、試料No.2は 精錬鍛冶滓の可能性が高い。(試料No.3は外観の写真撮影
のみ )

③ 試料No.7は精錬と鍛錬過程で発生した粒状滓の混合物の可能性が高い。
④ 試料No。 8は鍛造景J片である。
⑤ 鉄滓の化学成分分析値をみる限りでは、鉄原料は砂鉄の可能性が高い。

(2)鉄塊系遺物 (試料No.4～ 6)について

① 全ての試料とも金属鉄が存在する。
② 炭素含有量は試料No.4と 6で0.8～ 1.7%ま たは1。 7%以上、試料No.5は殆ど純鉄に近いほど
少ないと推定される。

③ 鍛冶加工を受けたと推定される試料は、試料No.4と 6である。
④ 炭素が殆ど存在せず (純鉄に近い)、 鍛冶加工を受けていないと推定される試料は、試料No.5で
ある。

⑤ 全ての試料とも金属鉄の鉄源が砂鉄か鉱石かは判らなかった。

(3)鉄製品 (試料No。 9、 10)について

① 釘は炭素量推定0.2～ 0.4%の低炭素鋼で、材料を重ね合わせるなどの方法で鍛造し、製作された
と推定される。鉄源が砂鉄か否かは判らなかった。

② 鎌先は金属鉄の残存量が少ないと判断されたので、外観の写真撮影のみに止めた。

(4)羽 口 (試料No.11)について

① 羽口先端に付着していた滓は鍛冶滓の組織を呈するので、鍛冶炉用に使用した羽口と推定され
る。また、この滓には金属鉄が存在していた可能性が高い。

② 羽口粘土の耐火度は約1,040℃ であった。

6 参考
(1)鉄滓の発生の分類 (鉄の生産工程から)

① 製錬滓  ……砂鉄や鉄鉱石を木炭等の炭素で還元して、酸素を取り除き、金属鉄を取り出す時
に発生するもので、炉内滓や炉底滓および炉外流出滓などがある。

② 精錬鍛冶滓……①で出来た鉄児から、さらに不純物を取り出して加工しやすい状態の鉄素材 (鉄
(大鍛冶滓)   鬼)にする時に生成するもので、成分的には①の製錬滓に近い。
③ 鍛錬鍛冶滓……②で出来た鉄素材や製品の鉄を加熱・鍛打して、鉄製品を作っていく過程で生成
(小鍛冶滓)   する鉄滓で、その生成過程により椀形鍛冶滓、鍛造景J片や粒状鉄滓 (通称湯玉)

等の形となる。

④ 鋳物滓  ……・鉄を溶解し、鋳型に流し込んで鋳物を作る時に生成するもの。

鉄は再加工 (いわゆるリサイクル)の可能な素材として利用できるので、鍛冶場には各所で新規に生産さ
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れた鉄と同時にリサイクル品が持ち込まれてきた可能性もあると、考えるのが妥当である。

素材である鉄や鉄兄がどこで生産されたものか、製鉄技術の進歩の状況はどうであったか等について

は、特定製鉄遺跡に付随する鍛冶工房や、製品としての鉄器類の追跡調査研究を進めて行 く過程で更に解

明出来るものと思われる。

(2)鉄の分析結果について

分析結果表に記載されている全鉄分 (TotJ Fe=T.Feと 表示)の量と、その後に記載されている金属鉄

(Metahc Fe=M.Fe)、 酸化第一鉄 (FeO)お よび酸化第二鉄 (Fe203)と の関係を簡単に述べると、後者の

二つは酸化鉄 (鉄と酸素の化合物)を示しており、それらの中の鉄 (FOの量とM.Feの量とを合計したもの

が前者のT.Feと なる。

したがって、分析値を合計する場合には全鉄分を除外して集計する必要がある。

また、酸化鉄にはこの他にもいろいろな形態をしたものがあり、鉄滓中の鉄の成分量を見る場合には、

全鉄分 (T.FOが重要になる。

なお、酸化鉄の他の化合物としては四二酸化鉄 (Fe0 0 Fe20:=Fe304)があるが、化学成分分析から直接

含有量は求められない。

また、水分 との接触が多い鉄器や鉄滓の場合、水分 (Co W。 )と 酸化第二鉄 とが結合 したオキシ水酸化

鉄 (Fe203° H20=2FeOOH)が 一般的に認められる。その時の鉄銹の形態は、ゲーサイ ト [Goethite:α ―

Fe00H]、 ア カ ゴナ イ ト [Akagonite: β―Fe00H]、  レ ピ ッ ドク ロサ イ ト [Lepidocrocite: γ―Fe00H]の 3

種であり、生成環境や条件により変化する。

(3)鉄滓の化合物について

鉄滓を構成する化合物は一般に次のようなものであり、顕微鏡写真およびX線回折の結果によると、原

則としてこれらの存在がいずれかの組み合わせで認められる。なお、このほかにガラス質の化合物も存在

する。

ウスタイト

ファイヤライト

マグネタイト

ヘマタイト

マグヘマイト

ウルボスピネル

イルメナイト

シュー ドブルッカイト

ゲーサイト

アカゴナイト

レピッドクロサイト

ヘーシナイト

こ の他 、石 英 =ク オ ー ツ (Quartz:Si02)ヽ ル ー サ イ ト (Leucite:KAlSi206)ヽ プ ラ ギ オ レー ゼ [Plagiocl

ase:(Na,Ca)(Al,Si)408]ヽ ドロマ イ ト [Dolomite:CaMg(C03)2]等 の 鉱 物 や ガ ラ ス質 の もの が あ る。 な

お、 色調 は前 記 した もの と若 干 異 な る場 合 もあ る。

. Wustite (FeO)

. F ayalite (2Feo ' sior)

: Magnetite (Fe'O,)

. Hematite (a-FerO')

. Maghemaite (y-Fe,O')

: Ulvospinel (ZPeO' TiO,)

. Ilmenite (FeO' TiOr)

. Pseudobrookite (FerO, ' Tior)

. Goethite (a-FeooH)

: Akagonite (B-FeooH)

: Lepidocrocite (y-FeOOH)

. Hercvnite (FeO' A1rO3)

白色の繭玉又は葡萄の房状の結晶

短冊状やレース状の長い結晶

白色、多角盤状または樹枝状の結晶

赤褐色～赤紫色

赤紫色～黒紫色

淡褐色、角尖状～六角形状結晶

褐色針状の長い結晶

針状または板状結晶

黄赤色、不定型

黄色、不定型

橙赤色、不定型

ウスタイ ト中に多く析出、胡麻粒状
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試料NO.1 外観(1:2)

×100(1/21宿 ガヽ)

Photo.1 試料No l(椀形鍛練鍛冶滓 )
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試料NO.2 外観(1

試料NO。 3 外観(1:2)

×400(1/21宿 /Jヽ )×100(1/21縮 /Jヽ )

PhOtO。 2 試料No 2(椀形鍛練鍛冶滓)・ 試料No3(椀形鍛冶滓 )

顕微鏡組織 ×10(1/2縮ガ→
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試料NO。 4 外観 (1:1)

金属顕微鏡組織

×100(1/21宿 /Jヽ )

X線透過 (1:1)

PhOtO。 3 試料No 4(鉄塊系遺物 )

-567-

EPMA

SE

×400(1/21晴 /Jヽ )

顕微鏡組織 ×10(1/2縮ガう

×400(1/21宿 /Jヽ ) ×100(1/21宿 /Jヽ ) ×400(1/21宿 /1ヽ )
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試料NO。 5 外観(1:1) X線透過 (1:1)

金属顕微鏡組織

×100(1/21宿 /1ヽ )

EPMA ×400(1/2縮小)

SE

顕微鏡組織 ×10(1/2縮ガ→

4 試料No 5(鉄塊系遺物 )
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試料NO.6 外観(1:1)

金属顕微鏡組織

×100(1/21備 /1ヽ )

X線透過 (1:1)

PhOtO.5 試料No 6(鉄塊系遺物 )

-569-
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EP]MA

SE

×400(1/21宿 /1ヽ )

顕微鏡組織 ×10(1/2縮ガう

×100(1/21宿 /1ヽ ) ×400(1/21縮 /1ヽ )
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試料NO.7 外観(1:

顕微鏡組織(1)
①(4.Omm以上)

×10(1/21宿 /1ヽ )
磁 :強
||11::颯:::''‐
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③ (2.0～ 4.Omm)磁 :強

⑤ (1.5～ 2.Omm)磁 :強 ⑥ (1.5～ 2.Omm)

⑨(0.4～ 1.Omm)磁 :強

紗

〓

PhotO.6 試料No 7(粒状滓)

③(1.0～ 1.5mm)磁 :弱
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×400(1/21情 /1ヽ )

① (4.Omm以上 )

磁 :強

②(4.Omm以上)

磁 :弱

③ (2.0～ 4.Omm)

磁 :強

④ (2.0～ 4.Omm)

磁 :弓弓

⑤(1.5～ 2.Omm)

磁 :強

⑥ (1.5～ 2.Omm)

磁 :弓弓

PhOto.7 試料No 7(粒状滓 )
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×100(1/21宿 /1ヽ )
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顕微鏡組織(3) ×400(1/21宿 /Jヽ )
⑦(1.0～ 1.5mm)

磁 :強

③(1.0～ 1.5mm)

磁 :弱

⑨ (0.4～ 1.Omm)

磁 :強

⑩(0.4～ 1.Omm)

磁 :弱

⑪(0.4mm以下)

Photo。 8 試料No 7(粒状滓 )
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試料NO.8 外観(1:2)
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×400(1/21縮 /Jヽ )
①(4.Omm以上)

磁 :強

②(4.Omm以上)

磁 :弓弓

③(2.0～ 4.Omm)

磁 :強

④(2.0～ 4.Omm)

磁 :]弓

⑤ (1.5～ 2.Omm)

磁 :強

Photo.9 試料No 8(鍛造争1片 )
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試料NO.9 外観(1:2) X線透過 (1:2)

⑥(1.5～ 2.Omm)

磁 :弱

⑦(1.0～ 1.5mm)

磁 :強

③(1.0～ 1.5mm)

磁 :弓弓

金属顕微鏡組織(1)L方向 ×100(1/21縮 /Jヽ )

C方向 ×100(1/21宿 /Jヽ )

PhOtO。 10 試料No 8(鍛造争J片 )・ 試料No 9(釘 )

×400(1/21晴 /Jヽ )

ギ′
ャ

顕微鏡組織 ×10(1/21晴 /Jヽ )

×400(1/21縮 /Jヽ )

×400(1/21縮 /Jヽ )
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EPMA(1)

L方向

SE

Fe

C方向

SE

×400(1/21宿 /1ヽ )

金属顕微鏡組織(2)C方 向  ×100(1/2縮小)

Ca

PhOtO.H 試料 No 9(釘 )
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VTi

PSi

C0Al

VTi

PSi

×400(1/21宿 /Jヽ )

Fe
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EPIMA(2) ×400(1/2縮 小 )

C方向

C0Al

X線透過 (1:2)試料 NO。 10 外観(1:2)

試料NO.11 外観(1:2)

顕微鏡組織 ×100(1/2縮小)

PhotO.12 試料No 9(釘 )・ 試料No10(鎌 )・ 試料Noll(羽 日)

×400(1/21情 /Jヽ )
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